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うるまの意味 

珊瑚の島という意味で沖縄の美称である。また、景観の見事な沖縄の島々を示す言葉で、 
この 4 市町の海に面した素晴らしい景観を表し、新市が未来へ飛躍することと、美しい 
沖縄(4 市町)の心を世界に発信することを願う。 

市章の意味 

うるま市の「う」の文字を図案化したもので、赤は太陽、緑は大地、青は海をイメージ 
している。豊かな自然の輪の中で市民の融和と平和を表現し、金武湾と中城湾に面して 
発展する「うるま市」の明るい未来と更なる飛躍を象徴する。 



 

 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
現代は、私達の日常を一変させた新型コロナウイルス感染症や世界情勢の影響、AI技術の急

速な発達による暮らしの変化など、先行きが予測不可能なVUCA時代に突入しています。 

目まぐるしく変化する現代社会の中で、人々がたくましく心豊かに自らの人生を生きること

ができるよう、様々なライフステージでの「学び」を保障し、教育環境を整備することが教育

委員会の責務であると考えております。 

本市では、令和 4年 3月に策定された「第 2次うるま市総合計画・後期基本計画」におい

て、「郷土に誇りをもち 未来を拓く人づくり」を基本目標に掲げ、「学校の力」「家庭の

力」「地域の力」を発揮し、未来を担う子ども達が「生きる力」を身に付け、高い志を持てる

人づくりを目指します。 

また、すべての市民が生涯学習やスポーツを通し、生きがいのある心豊かな生活ができるま

ち、先人の残した歴史・文化遺産を大切に保護し、それを活用するとともに、その歴史・文化

遺産を次代へ継承していけるまちを目指します。 

さらに、後期基本計画を踏まえ、より一層の教育の充実・振興を目指すため、新たに「うる

ま市教育大綱（令和 4年 7月）」を策定し、目指す姿の実現に向け様々な取り組みを推進して

参ります。 

この「うるま市の教育」は、後期基本計画の施策体系に基づく８つの施策に関する具体的な

取り組みの他、本市教育委員会の組織および活動概要をまとめたものであり、教育施策各分野

の取り組み内容が把握できるよう編成しております。教育関係者をはじめ、多くの方々に本市

の教育行政についてご理解を深めていただくとともに、本市教育へのご助言、なお一層のご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 
 
 

うるま市教育委員会 

教育長 嘉手苅 弘美 

はは  じじ  めめ  にに  
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基本目標２ 

子どもがいきいきと 
育つまちづくり 

基本目標 5 

郷土に誇りをもち
未来を拓く人づくり 

5-1 生きる力を育む学校教育の充実 
豊かな心とたくましい体、望ましい生活習慣や食習慣等を育み、予測困難な社会の変化に柔軟に対応できる幅
広い知識と柔軟な思考力を身に付け、すべての人の個性を認め合い、協働して新たな価値を見出していこうとする
姿勢を身に付けた国際性に富む子どもを育成します。 

5-1-1 学力向上を図ります 
5-1-2 きめ細やかな指導・支援・相談体制の充実を図ります 
5-1-3 児童生徒の心と体づくりに取り組みます  
5-1-4 教育環境を整備・充実させます 
5-1-5 地域と共にある信頼される学校づくりを推進します 
5-1-6 組織的・機動的な学校づくりを推進します 

5-2 学校教育施設の充実 
児童生徒が安全・安心で良好な環境の中で学ぶことができるよう、学校における施設・設備の適切な維持管理や
計画的な改修・改築を行います。 

5-2-1 学校教育施設を整備・充実させます 

5-3 青少年健全育成の推進 
学校・家庭・地域社会が連携して、青少年の健全育成に地域ぐるみで関わり、子どもたちが地域の中で心豊かで
健やかに成長できるまちを目指します。 

5-3-1 青少年健全育成支援体制を整備します 
5-3-2 青少年の健全育成・自立を支援します 

5-4 生涯学習の充実 
市民それぞれのライフステージやライフスタイルに応じた、生涯にわたって生きがいを持てるように、生涯学習活動機
会を提供し、生涯学習・社会教育環境の充実をめざします。 

5-4-1 生涯学習の環境を整えます 
5-4-2 図書館の活用方法を推進します 
5-4-3 学んだ成果を地域社会に活かします 

5-5 スポーツ・ライフの推進 
市民がスポーツに親しみ、健康の維持・増進と競技力向上に取り組むとともに、スポーツ関係団体の運営支援や
組織力強化支援に取り組み、良好なスポーツ環境を提供し、スポーツによる地域活性化を目指します。また、市
民一人ひとりが自主的、主体的にスポーツ・運動に親しむことができるまちを目指します。 

5-5-1 様々な主体と連携しスポーツが生活にとけ込むまちづくりをめざします 
5-5-2 スポーツ環境を整備・充実させます 
5-5-3 スポーツに気軽に参加できる機会を確保します 

5-6 文化・芸術の振興 
市民が優れた文化・芸術に親しみ、触れる機会を充実させることにより、教養や感性を深め、多様な価値観が尊
重されることにより心豊かな社会形成を目指します。また、長い年月をかけて今に受け継がれてきた伝統芸能の保
存・継承及び地域文化の振興を図ります。 

5-6-1 市民文化活動を推進し文化芸術に親しむ機会を提供します 
5-6-2 文化施設・設備を有効利用します 

5-7 文化財の保存・活用の推進 
文化財を次世代へ継承するため、企画展示・体験学習・各種イベントなどの機会を通して市民の文化財に対する
意識や関心を高め、文化財の保存・活用を推進し、郷土に愛着と誇りの持てるまちづくりを目指します。 

5-7-1 文化財を保護します 
5-7-2 文化財を活用していきます 

2-3 幼児教育・保育の充実 
健全な人間形成の基礎を培う幼児教育・保育を実現し、子どもたちに健康・安全で文化的な生活、豊かな遊び
が保障されることで、心身の調和のとれた発達を目指します。 

2-3-1 多様な幼児教育・保育を充実させます 
2-3-2 保育所等・小学校を連携します 
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うるま市の教育 
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うるま市の概要 

1. 位置及び人口 

うるま市は、沖縄本島中部の東海岸に位置し、県都那覇市から北東へ約 25 ㎞の距離にあ
ります。重要港湾である金武湾と中城湾に面し、東南部に広がる勝連半島の北方海上および
東方海上には、有人、無人の 10 の島々があり、美しい風景と豊かな自然環境に恵まれてい
ます。 

令和 4 年 4 月 1 日現在の人口は、125,570 人、世帯数は 55,333 世帯であり、面積は 87.02
㎞ 2 となっています。 
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2. 沿革 

うるま市は、平成 17 年 4 月 1 日に具志川市、石川市、勝連町、与那城町の個性豊かな 4
市町が合併して生まれたまちです。  

具具志志川川市市は、約 4,000 年前に生活が営まれた痕跡を残す古い歴史があり、琉球最古の歌謡
集「おもろさうし」に“くしかわ”とあります。豊富な水資源と肥沃で広い土地に恵まれ、か
つて砂糖キビの生産が沖縄一を誇っていました。戦後、琉球大学の前身である沖縄文教学校、
沖縄外国語学校や農林学校などが続々創設され、沖縄の文教の中心地として発展してきま
した。 

石石川川市市は、琉球王朝時代の寛文 6 年（1666 年）以前は、現在の沖縄市を中心とする越来
間切に含まれる農村集落でした。その後、越来間切から分割された美里間切に含まれ、明治
41 年の沖縄県島嶼町村制の施行に伴い誕生した美里村の一行政区として、昭和初期までそ
の状態が続きました。そして、終戦直後、地方行政措置要綱に基づき美里村から分離し、石
川市が誕生しました。戦中戦後には、米軍により設置された難民収容所や琉球政府の前身で
ある沖縄諮詢委員会や民政府が設置され、沖縄の政治・経済・教育文化の中心地として発展
してきました。 

勝勝連連町町は、古い文献に「賀津連」「賈慈連」という字で表現されており、1609 年の喜安日
記に初めて「勝連」の二字が記されています。12～13 世紀の築城とされる勝連城は、特に
城主阿麻和利の時代に最盛期を迎えました。「おもろさうし」には、「きむたか」（心豊か・
気高い）と称され、大和の京や鎌倉に例えられるほどの繁栄が謡われており、活発な海外と
の交易により発展してきました。 

また、勝連城跡は、「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の一つとして、平成 12 年に世界
遺産に登録されました。 

与与那那城城町町は、約 2,500 年前の沖縄貝塚時代中期の沖縄最大の段丘集落跡といわれる「シヌ
グ堂遺跡」があり、その歴史は古く、17 世紀中頃以前には勝連間切に属していました。そ
の後、西原間切として勝連間切から分離・独立され、第二尚氏王統第 7 代国王尚寧王（しょ
うねいおう）の父親にあたる与那城王子尚懿（しょうい）が拝領地として授かったと記され
ています。さらに、平田間切、与那城間切と改名を重ね、沖縄県島嶼町村制の施行など歴史
的な変動を経験しながら、発展してきました。また、海中道路（1972 年）や伊計大橋（1982
年）、藪地大橋（1985 年）の完成により、島々の交通の便が飛躍的に向上し、離島苦の解消
が図られました。 

4 市町は歴史的なつながりが強く、地縁、血縁など住民同士の交流は古くから続いていま
した。また、海に面し恵まれた地理的条件も含め、生活・経済・文化面において一体的な日
常生活圏を構築していました。 

「うるま市」が誕生してから、令和 4 年 4 月 1 日で市制 17 周年を迎えました。 
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第第 11 節節  教教育育行行政政  

1 教育委員会の概要 

教育委員会 

 教育委員会は、都道府県や市町村に置かれる合議制の執行機関である。 
 教育長及び教育委員は、市長が議会の同意を得て任命する。教育長の任期は３年、教育委員の
任期は４年で、再任されることがある。   
 教育長は、教育委員会を代表し、教育委員会会議を主宰することのほか、教育委員会の権限に
属するすべての事務を司る。 
 教育委員会は、教育行政を自らの責任と権限において管理し執行する。 
 会議は、毎月１回開催される定例会と、緊急の要件が発生したときに開かれる臨時会がある。 

教育長並びに教育委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

職 名 氏 名 任 期 
教育長 嘉手苅 弘美 令和 3 年 6 月 7 日  ～ 令和 6 年 6 月 6 日 

教育長職務代理者 石 川  聡 令和 3 年 6 月 7 日  ～ 令和 7 年 6 月 6 日 
委 員 大石  英助 令和元年 6 月 7 日  ～ 令和 5 年 6 月 6 日 
委 員 仲宗根 桂子 令和 2 年 8 月 1 日  ～ 令和 6 年 7 月 31 日 

教育長 嘉手苅 弘美 教育長職務代理者 石川 聡 

委員 大石 英助 委員 仲宗根 桂子 

令和 4 年 7 月 1 日現在 
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2 歴代教育委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏 名 期 間 

天 願  光 雄 
◎ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
◎ 平成１７年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 

平成１９年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 
名嘉村 清次郎 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
上 間  一 秀 ※ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
當 銘  由 榮 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
上江洲  安吉 ※ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

野 原  勝 
平成１７年６月７日 ～ 平成１８年６月６日 
平成１８年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 

◎ 平成１９年６月７日 ～ 平成２２年６月６日 

渡嘉敷  順治 平成１７年６月７日 ～ 平成２０年６月６日 
前 門  幸 雄 平成１７年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 

謝 敷  久 武 
平成１７年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 
平成１９年６月７日 ～ 平成２３年６月６日 
平成２３年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

安 村  和 子 平成２２年６月７日 ～ 平成２６年６月６日 

横 田  清 美 平成２０年６月７日 ～ 平成２４年６月６日 
平成２４年６月７日 ～ 平成２８年６月６日 

榮 門  忠 光 
平成２１年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 

◎ 平成２２年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 
◎ 平成２５年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

与那嶺  清子 平成２１年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 
平成２５年６月７日 ～ 平成２９年６月６日 

新垣  ミイ子 平成２６年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

大 石  英 助 
◇ 平成２７年６月７日 ～ 令和 元年６月 ６日 
◇ 令和 元年６月７日 ～ 令和 ３年３月 31 日 

令和 ３年４月１日 ～ 令和 ５年６月 ６日 

平 良  初 美 平成２８年６月７日 ～ 令和 ２年６月６日 
嘉手苅  弘美 平成２９年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

田 幸  正 彦 
平成３０年６月７日 ～ 令和 ３年３月 31 日 

◇ 令和 ３年４月１日 ～ 令和 ４年３月 31 日 
令和 ４年４月１日 ～ 令和 ４年６月 ６日 

石 川  聡 
平成３０年６月７日 ～ 令和 ３年６月 ６日 
令和 ３年６月７日 ～ 令和 ４年３月 31 日 

◇ 令和 ４年４月１日 ～ 令和 ７年６月 ６日 

仲宗根  桂子 令和 ２年８月１日 ～ 令和 ６年７月 31 日 

◎教育委員長（任期は 1 年） ◇教育長職務代理者（平成 27 年 6 月 7 日より） ※故人 
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3 歴代教育長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 教育委員会の活動状況 

教育委員会会議の開催状況（令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日） 

教育委員会の会議は、うるま市教育委員会会議規則第 2 条第 2 項に基づき毎月第 2 水曜日に 
定例会を、その他必要に応じて臨時会を開催しています。 
 令和 3 年度の開催状況は、定例会 12 回、臨時会 1 回の計 13 回、付議件数は、議案 44 件、 
報告 20 件の計 64 件となっております。 

教育部
生涯学習スポーツ振興課
指導部
学校給食センター
指導部
指導課

議 案

第11号
うるま市社会体育活動における県外派遣に関する補助金
交付要綱の一部改正について

第12号
うるま市学校給食センター基本計画策定に関する諮問に
ついて

第13号 令和３年度学校教職員人事内申について

付 議 名 第５回（定例）令和３年４月１４日 担当部・課

 

教育部
教育総務課
教育部
生涯学習スポーツ振興課
指導部
指導課
指導部
指導課

第15号
うるま市附属機関設置条例の一部を改正する条例に係る教
育委員会の意見について

議 案

第14号
うるま市社会体育活動における県外派遣に関する補助金交
付要綱の一部改正について（継続審議）

第16号 うるま市認定就学委員会規則の廃止について

付 議 名 第６回（定例）令和３年５月１２日 担当部・課

報 告 第8号 臨時代理の報告について（車両事故）

 

氏 名 期 間 

上江洲 安吉 ※   平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

前 門  幸 雄 平成１７年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 

謝 敷  久 武 平成２１年６月７日 ～ 平成２３年６月６日 
平成２３年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

榮 門  忠 光 平成２７年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

嘉手苅 弘美 平成３０年６月７日 ～ 令和 ３年６月６日 
令和 ３年６月７日 ～ 令和 ６年６月６日 

平成 27 年 6 月 7 日より新教育長   ※故人 

2 歴代教育委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏 名 期 間 

天 願  光 雄 
◎ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
◎ 平成１７年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 

平成１９年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 
名嘉村 清次郎 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
上 間  一 秀 ※ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
當 銘  由 榮 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 
上江洲  安吉 ※ 平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月６日 

野 原  勝 
平成１７年６月７日 ～ 平成１８年６月６日 
平成１８年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 

◎ 平成１９年６月７日 ～ 平成２２年６月６日 

渡嘉敷  順治 平成１７年６月７日 ～ 平成２０年６月６日 
前 門  幸 雄 平成１７年６月７日 ～ 平成２１年６月６日 

謝 敷  久 武 
平成１７年６月７日 ～ 平成１９年６月６日 
平成１９年６月７日 ～ 平成２３年６月６日 
平成２３年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

安 村  和 子 平成２２年６月７日 ～ 平成２６年６月６日 

横 田  清 美 平成２０年６月７日 ～ 平成２４年６月６日 
平成２４年６月７日 ～ 平成２８年６月６日 

榮 門  忠 光 
平成２１年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 

◎ 平成２２年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 
◎ 平成２５年６月７日 ～ 平成２７年６月６日 

与那嶺  清子 平成２１年６月７日 ～ 平成２５年６月６日 
平成２５年６月７日 ～ 平成２９年６月６日 

新垣  ミイ子 平成２６年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

大 石  英 助 
◇ 平成２７年６月７日 ～ 令和 元年６月 ６日 
◇ 令和 元年６月７日 ～ 令和 ３年３月 31 日 

令和 ３年４月１日 ～ 令和 ５年６月 ６日 

平 良  初 美 平成２８年６月７日 ～ 令和 ２年６月６日 
嘉手苅  弘美 平成２９年６月７日 ～ 平成３０年６月６日 

田 幸  正 彦 
平成３０年６月７日 ～ 令和 ３年３月 31 日 

◇ 令和 ３年４月１日 ～ 令和 ４年３月 31 日 
令和 ４年４月１日 ～ 令和 ４年６月 ６日 

石 川  聡 
平成３０年６月７日 ～ 令和 ３年６月 ６日 
令和 ３年６月７日 ～ 令和 ４年３月 31 日 

◇ 令和 ４年４月１日 ～ 令和 ７年６月 ６日 

仲宗根  桂子 令和 ２年８月１日 ～ 令和 ６年７月 31 日 

◎教育委員長（任期は 1 年） ◇教育長職務代理者（平成 27 年 6 月 7 日より） ※故人 
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指導部
教育支援センター
教育部
教育総務課
指導部
指導課

報 告
臨時代理の報告について（市議会議案『令和３年度う
るま市一般会計補正予算（第３号）』）

付 議 名 第７回（定例）令和３年６月９日 担当部・課

第9号
臨時代理の報告について（市議会議案等『うるま市校
内情報通信ネットワーク環境整備事業業務委託』）

第10号

第17号 うるま市英語等検定料補助金交付要綱の制定について議 案
 

教育部
文化財課

付 議 名 第８回（定例）令和３年７月１４日 担当部・課

第18号 うるま市指定文化財の諮問について議 案
 

指導部
学校給食センター
教育部
学校施設課
教育部
学校施設課
教育部
教育総務課
指導部
指導課
指導部
指導課

第20号
城前小学校校舎増改築工事（建築２工区）請負契約
について

第21号 うるま市教育委員会事務点検・評価の報告について

第22号

令和２年度うるま市立学校給食センター給食会計
歳入歳出決算書について

報 告

令和３年度教職員管理職人事内申について第23号

議 案

第11号

令和４年度以降に使用する中学校教科用図書の採択
について

付 議 名 第９回（定例）令和３年８月１１日 担当部・課

第19号
城前小学校校舎増改築工事（建築１工区）請負契約
について

 

教育部
生涯学習スポーツ振興課

教育部

生涯学習スポーツ振興課

教育部
教育総務課
教育部
学校施設課
指導部
学務課

第24号
うるま市教育委員会新型コロナウイルス感染症に係るＰ
ＣＲ検査補助金交付要綱

議 案

臨時代理の報告について（うるま市トップアスリート奨
励金交付要綱）

第12号

報 告
第13号

臨時代理の報告について（市議会認定『中頭地方視聴覚
協議会規約を廃止する規約の附則第２項に基づく精算事
務の認定』）

第14号
臨時代理の報告について（市議会議案『令和３年度うる
ま市一般会計補正予算（第５号）』）

第15号
臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校校舎
増改築工事（電気）請負契約』）

付 議 名 第１０回（定例）令和３年９月８日 担当部・課
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指導部
学務課
教育部
学校施設課
教育部
教育総務課
指導部
指導課

第18号
臨時代理の報告について（市議会議案『令和３年度うる
ま市一般会計補正予算（第６号）』）

担当部・課付 議 名 第１１回（定例）令和３年１０月１３日

第16号
臨時代理の報告について（うるま市立小中学校消毒及び
検温等支援事業補助金交付要綱の一部改正）

報 告

議 案

第17号
臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校校舎
解体撤去工事』に係る変更請負契約）

第25号 旅館営業許可に係る意見について
 

指導部
指導課
教育部
生涯学習文化振興センター

教育部
生涯学習文化振興センター

教育部
生涯学習文化振興センター

教育部
教育総務課
教育部
教育総務課
指導部
指導課

議 案

第26号
物品の取得（きむたかホール機能強化事業（音響・映像
設備））に係る教育委員会の意見について

うるま市立学校設置条例の一部を改正する条例に係る教
育委員会の意見について

第30号

物品の取得（きむたかホール機能強化事業（照明設
備））に係る教育委員会の意見について

第29号
うるま市立認定ども園設置条例の一部を改正する条例に
係る教育委員会の意見について

第31号
うるま市立幼稚園管理規則の一部を改正する規則につい
て

第１２回（定例）令和３年１１月１０日

第27号
物品の取得（きむたかホール機能強化事業（移動用音
響・配信設備））に係る教育委員会の意見について

第28号

報 告 第19号
臨時代理の報告について（うるま市立学校学校管理規則
の一部を改正する規則）

担当部・課付 議 名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導部
教育支援センター
教育部
教育総務課
指導部
指導課

報 告
臨時代理の報告について（市議会議案『令和３年度う
るま市一般会計補正予算（第３号）』）

付 議 名 第７回（定例）令和３年６月９日 担当部・課

第9号
臨時代理の報告について（市議会議案等『うるま市校
内情報通信ネットワーク環境整備事業業務委託』）

第10号

第17号 うるま市英語等検定料補助金交付要綱の制定について議 案
 

教育部
文化財課

付 議 名 第８回（定例）令和３年７月１４日 担当部・課

第18号 うるま市指定文化財の諮問について議 案
 

指導部
学校給食センター
教育部
学校施設課
教育部
学校施設課
教育部
教育総務課
指導部
指導課
指導部
指導課

第20号
城前小学校校舎増改築工事（建築２工区）請負契約
について

第21号 うるま市教育委員会事務点検・評価の報告について

第22号

令和２年度うるま市立学校給食センター給食会計
歳入歳出決算書について

報 告

令和３年度教職員管理職人事内申について第23号

議 案

第11号

令和４年度以降に使用する中学校教科用図書の採択
について

付 議 名 第９回（定例）令和３年８月１１日 担当部・課

第19号
城前小学校校舎増改築工事（建築１工区）請負契約
について

 

教育部
生涯学習スポーツ振興課

教育部

生涯学習スポーツ振興課

教育部
教育総務課
教育部
学校施設課
指導部
学務課

第24号
うるま市教育委員会新型コロナウイルス感染症に係るＰ
ＣＲ検査補助金交付要綱

議 案

臨時代理の報告について（うるま市トップアスリート奨
励金交付要綱）

第12号

報 告
第13号

臨時代理の報告について（市議会認定『中頭地方視聴覚
協議会規約を廃止する規約の附則第２項に基づく精算事
務の認定』）

第14号
臨時代理の報告について（市議会議案『令和３年度うる
ま市一般会計補正予算（第５号）』）

第15号
臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校校舎
増改築工事（電気）請負契約』）

付 議 名 第１０回（定例）令和３年９月８日 担当部・課
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指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
教育部
教育総務課
教育部
教育総務課
教育部
学校施設課
教育部
学校施設課
教育部
教育総務課
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター

第32号 令和３年度うるま市教育委員会被表彰者の決定について

議 案

うるま市立学校給食センター条例の一部を改正する条例
に係る教育委員会の意見について

第35号

第34号
うるま市立学校給食センター条例施行規則の一部改正に
ついて

臨時代理の報告について（車両事故）

第21号
臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝調理場新
増改築工事（電気）変更請負契約』）

第22号

第27号
臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校屋内
運動場増改築工事（建築）』に係る請負契約）

第24号

第26号

第25号
臨時代理の報告について（市議会議案『令和３年度うる
ま市一般会計補正予算（第８号）』）

第23号

付 議 名 第１３回（定例）令和３年１２月２２日

臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝調理場新
増改築工事（空調・換気）変更請負契約』）

臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝調理場新
増改築工事（給排水・厨房）変更請負契約』）

報 告

第20号
臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝調理場新
増改築工事（建築）変更請負契約』）

担当部・課

うるま市学校給食センター運営委員会規則の制定につい
て

臨時代理の報告について（市議会議案『与勝第二中学校
屋内運動場増改築工事（建築）』に係る請負契約）

第33号

 

教育部
教育総務課
経済部
観光振興課

付 議 名 第１回（定例）令和４年１月１２日

第1号 令和４年度うるま市行政組織機構再編について

第2号
うるま市立体育施設条例の一部を改正する条例に係る教
育委員会の意見について

担当部・課

議 案
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指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
教育部
教育総務課
教育部
教育総務課
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
指導課
指導部
学務課

第6号 与勝調理場新増改築工事（空調・換気）について

第7号
令和３年度うるま市一般会計補正予算（第１２号）に係
る教育委員会の意見について

付 議 名 担当部・課

第3号 与勝調理場新増改築工事（建築）について

第4号 与勝調理場新増改築工事（電気）について

第5号 与勝調理場新増改築工事（給排水・厨房）について

第２回（定例）令和４年２月９日

第12号 うるま市就学援助規則の一部改正について

議 案

第11号 うるま市いじめ問題対策審議会委員の委嘱について

令和４年度うるま市一般会計当初予算に係る教育委員会
の意見について

第9号
物品の取得（与勝調理場食器器具）に係る教育委員会の
意見について

第10号
物品の取得（与勝調理場厨房備品）に係る教育委員会の
意見について

第8号

 

指導部
指導課議 案 第13号 令和４年度学校教職員人事内申について

付 議 名 第３回（臨時）令和４年２月１８日 担当部・課

 

教育部
教育総務課
教育部
教育総務課
教育部
教育総務課
指導部
学務課
指導部
教育支援センター
教育部
教育総務課

担当部・課

議 案

第14号 うるま市教育委員会表彰規則等の一部改正について

独立行政法人日本スポーツ振興センター共済掛金徴収規
則の制定について

付 議 名 第４回（定例）令和４年３月１６日

第19号 令和４年度教育委員会職員の人事異動について

第18号 宮森幼稚園跡利用に関する基本的方針について

第17号

第15号

第16号

うるま市立学校職員に係る教職員評価システム苦情対応
要綱の一部改正について
うるま市立学校創立記念事業補助金交付要綱の全部改正
について

 

指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
教育部
教育総務課
教育部
教育総務課
教育部
学校施設課
教育部
学校施設課
教育部
教育総務課
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター
指導部
学校給食センター

第32号 令和３年度うるま市教育委員会被表彰者の決定について

議 案

うるま市立学校給食センター条例の一部を改正する条例
に係る教育委員会の意見について

第35号

第34号
うるま市立学校給食センター条例施行規則の一部改正に
ついて

臨時代理の報告について（車両事故）

第21号
臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝調理場新
増改築工事（電気）変更請負契約』）

第22号

第27号
臨時代理の報告について（市議会議案『城前小学校屋内
運動場増改築工事（建築）』に係る請負契約）

第24号

第26号

第25号
臨時代理の報告について（市議会議案『令和３年度うる
ま市一般会計補正予算（第８号）』）

第23号

付 議 名 第１３回（定例）令和３年１２月２２日

臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝調理場新
増改築工事（空調・換気）変更請負契約』）

臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝調理場新
増改築工事（給排水・厨房）変更請負契約』）

報 告

第20号
臨時代理の報告について（市議会議案等『与勝調理場新
増改築工事（建築）変更請負契約』）

担当部・課

うるま市学校給食センター運営委員会規則の制定につい
て

臨時代理の報告について（市議会議案『与勝第二中学校
屋内運動場増改築工事（建築）』に係る請負契約）

第33号

 

教育部
教育総務課
経済部
観光振興課

付 議 名 第１回（定例）令和４年１月１２日

第1号 令和４年度うるま市行政組織機構再編について

第2号
うるま市立体育施設条例の一部を改正する条例に係る教
育委員会の意見について

担当部・課

議 案
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5 うるま市教育委員会の沿革 

平成 17年度 

4月 1日 「具志川市」、「石川市」、「勝連町」、「与那城町」二市二町の合併により「うるま市が 
誕生。具志川市教育委員会、石川市教育委員会、勝連町教育委員会、与那城町教育 
委員会、与勝事務組合教育委員会が新たにうるま市教育委員会としてスタ－ト。 
委員に天願 光雄氏、名嘉村 清次郎氏、上間 一秀氏、當銘 由榮氏、上江洲 安吉氏 
が選任される。 
委員長に天願 光雄氏、委員長職務代理者に名嘉村 清次郎氏が選任される。 
初初代代教教育育長長にに上上江江洲洲  安安吉吉氏氏就就任任  
ううるるまま市市教教育育委委員員会会にに、、教教育育部部、、文文化化部部、、指指導導部部をを置置くく。。  
教教育育部部事事務務局局にに総総務務課課、、施施設設課課、、社社会会教教育育課課、、社社会会体体育育課課、、教教育育機機関関ととししてて、、公公民民館館  
をを置置くく。。  
文文化化部部事事務務局局にに文文化化課課、、芸芸術術振振興興課課、、市市史史編編ささんん課課、、教教育育機機関関ととししてて、、図図書書館館、、資資料料  
館館をを置置くく。。  
指指導導部部事事務務局局にに学学務務課課、、指指導導課課、、教教育育機機関関ととししてて、、教教育育研研究究所所、、青青少少年年セセンンタターー、、  
給給食食セセンンタターー、、小小学学校校 2222校校、、中中学学校校 1133校校、、幼幼稚稚園園 1188園園をを置置くく。。  
委員 名嘉村 清次郎氏、上間 一秀氏、當銘 由榮氏、 
委員長 天願 光雄氏、教育長 上江洲 安吉氏、任期満了により退任 

6月 6日 委員に天願 光雄氏、野原 勝氏、渡嘉敷 順治氏、謝敷 久武氏、前門 幸雄氏が  
任命される。 

6月 7日 委員長に天願 光雄氏が再任、委員長職務代理に野原 勝氏が選任される。 
22代代教教育育長長にに前前門門  幸幸雄雄氏氏就就任任 

10月 28日 伊波小学校水泳プ－ル改築工事が竣工 
12月 26日 あげな中学校防球ネット設置工事が竣工 
      具志川中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 24日 与那城小学校特別教室改築工事が竣工 

平成 18年度 

 6月 6日 委員 野原 勝氏、任期満了により退任 
 6月 7日 委員に野原 勝氏再任される。 

6月 7日 委員長に天願 光雄氏が再任 
7月 24日 具志川小学校水泳プ－ル改築工事が竣工 
7月 25日 うるま市教育振興推進委員会にうるま市立学校適正規模・配置等に関する調査検討 

を諮問 
10月 16日 あげな中学校屋内運動場新増改築工事が竣工 
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平成 19年度 

6月 6日 委員 謝敷 久武氏、任期満了により、退任 
6月 7日 委員に謝敷 久武氏、再任される。 

6月 7日   委員長に野原 勝氏、委員長職務代理者に謝敷 久武氏が選任される。 
6月 7日    うるま市教育振興推進委員会から中間答申書「うるま市立学校適正化について」 

受理 
10月 10日 与勝中学校防球ネット設置工事が竣工 
10月 25日 石川中学校校舎増改築工事が竣工 
2月 13日 うるま市教育振興推進委員会から最終答申書「うるま市立学校適正化について」 

受理 
3月 7日 兼原小学校屋内運動場改築工事が竣工 

3月 17日 うるま市具志川運動公園多種目球技場が竣工 
3月 19日 与勝第二中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 21日 石川中学校防球ネット設置工事が竣工 

平成 20年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、文文化化部部をを廃廃止止 
       教教育育部部  事事務務局局にに、、総総務務課課、、施施設設課課、、社社会会教教育育課課、、社社会会体体育育課課、、文文化化課課、、  

芸芸術術振振興興課課、、教教育育機機関関ととししてて、、図図書書館館、、資資料料館館をを置置くく。。 
市市史史編編ささんん課課をを廃廃止止しし、、文文化化課課市市史史編編ささんん係係をを置置くく。。 

6月 6日 委員 渡嘉敷 順治氏、任期満了により退任 
  6月 7日 委員に横田 清美氏、選任される。 

6月 7日 委員長に野原 勝氏、再任される。 
2月 20日 うるま市具志川ド－ムが竣工 
2月 27日 中原小学校校舎新増改築工事が竣工 
3月 23日 津堅小学校校舎及び単独調理場改築工事が竣工 
3月 23日 津堅中学校校舎及び単独調理場改築工事が竣工 
3月 27日 中原小学校屋内運動場及び水泳プ－ル増改築工事が竣工 

平成 21年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、芸芸術術振振興興課課をを廃廃しし、、  
文文化化課課にに文文化化振振興興係係、、文文化化財財係係、、市市史史編編ささんん係係、、施施設設管管理理係係をを置置くく。。 
社社会会体体育育課課にに新新たたにに高高校校総総体体推推進進係係をを置置くく。。 
公公民民館館をを廃廃止止、、社社会会教教育育課課にに公公民民館館係係をを置置くく。。 

6月 3日 教育委員会議において「うるま市学校適正配置基本方針」決定 
6月 6日 委員 天願 光男氏、教育長前門 幸雄氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に榮門 忠光氏、与那嶺 清子氏選任される。 
6月 7日 委員長職務代理者に与那嶺 清子氏選任される。 
 

5 うるま市教育委員会の沿革 

平成 17年度 

4月 1日 「具志川市」、「石川市」、「勝連町」、「与那城町」二市二町の合併により「うるま市が 
誕生。具志川市教育委員会、石川市教育委員会、勝連町教育委員会、与那城町教育 
委員会、与勝事務組合教育委員会が新たにうるま市教育委員会としてスタ－ト。 
委員に天願 光雄氏、名嘉村 清次郎氏、上間 一秀氏、當銘 由榮氏、上江洲 安吉氏 
が選任される。 
委員長に天願 光雄氏、委員長職務代理者に名嘉村 清次郎氏が選任される。 
初初代代教教育育長長にに上上江江洲洲  安安吉吉氏氏就就任任  
ううるるまま市市教教育育委委員員会会にに、、教教育育部部、、文文化化部部、、指指導導部部をを置置くく。。  
教教育育部部事事務務局局にに総総務務課課、、施施設設課課、、社社会会教教育育課課、、社社会会体体育育課課、、教教育育機機関関ととししてて、、公公民民館館  
をを置置くく。。  
文文化化部部事事務務局局にに文文化化課課、、芸芸術術振振興興課課、、市市史史編編ささんん課課、、教教育育機機関関ととししてて、、図図書書館館、、資資料料  
館館をを置置くく。。  
指指導導部部事事務務局局にに学学務務課課、、指指導導課課、、教教育育機機関関ととししてて、、教教育育研研究究所所、、青青少少年年セセンンタターー、、  
給給食食セセンンタターー、、小小学学校校 2222校校、、中中学学校校 1133校校、、幼幼稚稚園園 1188園園をを置置くく。。  
委員 名嘉村 清次郎氏、上間 一秀氏、當銘 由榮氏、 
委員長 天願 光雄氏、教育長 上江洲 安吉氏、任期満了により退任 

6月 6日 委員に天願 光雄氏、野原 勝氏、渡嘉敷 順治氏、謝敷 久武氏、前門 幸雄氏が  
任命される。 

6月 7日 委員長に天願 光雄氏が再任、委員長職務代理に野原 勝氏が選任される。 
22代代教教育育長長にに前前門門  幸幸雄雄氏氏就就任任 

10月 28日 伊波小学校水泳プ－ル改築工事が竣工 
12月 26日 あげな中学校防球ネット設置工事が竣工 
      具志川中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 24日 与那城小学校特別教室改築工事が竣工 

平成 18年度 

 6月 6日 委員 野原 勝氏、任期満了により退任 
 6月 7日 委員に野原 勝氏再任される。 

6月 7日 委員長に天願 光雄氏が再任 
7月 24日 具志川小学校水泳プ－ル改築工事が竣工 
7月 25日 うるま市教育振興推進委員会にうるま市立学校適正規模・配置等に関する調査検討 

を諮問 
10月 16日 あげな中学校屋内運動場新増改築工事が竣工 
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7月 31日 33代代教教育育長長にに謝謝敷敷  久久武武氏氏就就任任  
1月 13日 田場小学校屋内運動場改築工事が竣工 
3月 19日 「「ううるるまま市市教教育育のの日日」」をを定定めめるる規規則則をを制制定定 
3月 23日 髙江洲中学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 25日 中原小学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 25日 南原小学校校舎増改築工事が竣工 
3月 25日 南原幼稚園増改築工事が竣工 

平成 22年度 

6月 6日 委員 野原 勝氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に安村 和子氏、選任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏、選任される。 

8月 20日 あげな中学校防球ネット設置工事が竣工 
8月 20日 宮森小学校防球ネット設置工事が竣工 
1月 28日 与勝中学校校舎増改築工事が竣工 
2月 7日 教育委員会議において「うるま市学校適正配置基本計画」可決 
3月 7日 臨時教育委員会議において「うるま市学校適正配置前期実施計画」最終決定 

3月 18日 ううるるまま市市議議会会ににおおいいてて、、伊伊計計、、宮宮城城、、平平安安座座、、浜浜比比嘉嘉のの 44島島内内のの小小中中学学校校のの学学校校  
統統廃廃合合にによよるる平平成成 2244年年 44月月 11日日のの新新設設校校開開校校がが決決定定 

3月 25日 与那城小学校屋内運動場改築工事が竣工 

平成 23年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、社社会会教教育育課課をを生生涯涯学学習習振振興興課課、、社社会会体体育育課課をを生生涯涯ススポポ－－ツツ課課にに  
課課名名変変更更。。 
社社会会体体育育課課高高校校総総体体推推進進係係はは、、事事業業終終了了にによよりり廃廃止止  
施施設設課課はは、、施施設設第第 11係係、、施施設設第第 22係係、、施施設設第第 33係係にに再再編編  
文文化化課課市市史史編編ささんん係係はは、、図図書書館館へへ移移設設、、施施設設管管理理係係はは廃廃止止 

6月 6日 教育長 謝敷 久武氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに謝謝敷敷  久久武武氏氏再再任任さされれるる。。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏再任される。 

10月 7日 ううるるまま市市議議会会ににおおいいてて、、統統合合新新小小中中学学校校のの校校名名をを「「彩彩橋橋小小中中学学校校」」にに決決定定 
1月 27日 川崎小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 24年度 

4月 1日 ううるるまま市市立立彩彩橋橋小小中中学学校校開開校校 
6月 7日 委員に横田 清美氏、再任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏、再任される。 

11月 14日 教育委員会会議において「うるま市学校適正配置後期実施計画」可決 
11月 30日 田場小学校校舎増改築工事が竣工 
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1月 30日 うるま市学校適正配置基本計画検討委員会において「学校跡地・跡施設利用基本 
方針」決定 

3月 13日 彩橋小中学校屋内運動場・水泳プ－ル増改築工事が竣工 
3月 22日 具志川中学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 25年度 

4月 1日 ううるるまま市市立立彩彩橋橋小小中中学学校校「「小小規規模模特特認認校校制制度度」」導導入入  
6月 7日 委員に与那嶺 清子氏、再任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏、再任される。 

9月 20日 伊波小学校校舎増改築工事が竣工 
   9月 20日 伊波幼稚園増改築工事が竣工 

1月 31日 彩橋幼稚園新築工事が竣工 
2月 28日 伊波小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 26年度 

4月 1日 彩彩橋橋幼幼稚稚園園開開校校 
6月 6日 委員 安村 和子氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に新垣 ミイ子氏、選任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏、再任される。 

2月 27日 天願幼稚園増改築工事が竣工 
3月 10日 勝連幼稚園増改築工事が竣工 
3月 23日 与勝中学校屋内運動場改築工事が竣工 
3月 30日 天願小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 27年度 

4月 1日 地地方方教教育育行行政政のの組組織織及及びび運運営営にに関関すするる法法律律のの一一部部をを改改正正すするる法法律律のの施施行行にに伴伴いい、、 
新新教教育育委委員員会会制制度度へへ移移行行  

6月 6日 教育長 謝敷 久武氏、任期満了により退任 
6月 7日 新新「「教教育育長長」」にに榮榮門門  忠忠光光氏氏任任命命さされれるる。。  
6月 7日 教育長職務代理者に大石 英助氏、選任される。 

10月 23日 第 1回うるま市総合教育会議開催 
「うるま市教育大綱」策定 

12月 17日 平敷屋幼稚園増改築工事が竣工 
3月 18日 高江洲小学校校舎及び水泳プール増改築工事が竣工 
3月 18日 高江洲幼稚園増改築工事が竣工 

 
 
 
 

7月 31日 33代代教教育育長長にに謝謝敷敷  久久武武氏氏就就任任  
1月 13日 田場小学校屋内運動場改築工事が竣工 
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3月 25日 中原小学校防球ネット設置工事が竣工 
3月 25日 南原小学校校舎増改築工事が竣工 
3月 25日 南原幼稚園増改築工事が竣工 

平成 22年度 

6月 6日 委員 野原 勝氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に安村 和子氏、選任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏、選任される。 

8月 20日 あげな中学校防球ネット設置工事が竣工 
8月 20日 宮森小学校防球ネット設置工事が竣工 
1月 28日 与勝中学校校舎増改築工事が竣工 
2月 7日 教育委員会議において「うるま市学校適正配置基本計画」可決 
3月 7日 臨時教育委員会議において「うるま市学校適正配置前期実施計画」最終決定 

3月 18日 ううるるまま市市議議会会ににおおいいてて、、伊伊計計、、宮宮城城、、平平安安座座、、浜浜比比嘉嘉のの 44島島内内のの小小中中学学校校のの学学校校  
統統廃廃合合にによよるる平平成成 2244年年 44月月 11日日のの新新設設校校開開校校がが決決定定 

3月 25日 与那城小学校屋内運動場改築工事が竣工 

平成 23年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、社社会会教教育育課課をを生生涯涯学学習習振振興興課課、、社社会会体体育育課課をを生生涯涯ススポポ－－ツツ課課にに  
課課名名変変更更。。 
社社会会体体育育課課高高校校総総体体推推進進係係はは、、事事業業終終了了にによよりり廃廃止止  
施施設設課課はは、、施施設設第第 11係係、、施施設設第第 22係係、、施施設設第第 33係係にに再再編編  
文文化化課課市市史史編編ささんん係係はは、、図図書書館館へへ移移設設、、施施設設管管理理係係はは廃廃止止 

6月 6日 教育長 謝敷 久武氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに謝謝敷敷  久久武武氏氏再再任任さされれるる。。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏再任される。 

10月 7日 ううるるまま市市議議会会ににおおいいてて、、統統合合新新小小中中学学校校のの校校名名をを「「彩彩橋橋小小中中学学校校」」にに決決定定 
1月 27日 川崎小学校屋内運動場増改築工事が竣工 

平成 24年度 

4月 1日 ううるるまま市市立立彩彩橋橋小小中中学学校校開開校校 
6月 7日 委員に横田 清美氏、再任される。 
6月 7日 委員長に榮門 忠光氏、再任される。 

11月 14日 教育委員会会議において「うるま市学校適正配置後期実施計画」可決 
11月 30日 田場小学校校舎増改築工事が竣工 
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平成 28年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、総総務務課課をを教教育育総総務務課課、、施施設設課課をを教教育育施施設設課課、、  
給給食食セセンンタターーをを学学校校給給食食セセンンタターーにに変変更更。。  

5月 6日 教育総務課、教育施設課、生涯学習振興課、学務課、指導課、教育研究所、 
5月 6日     青少年センター、文化課、本庁舎西棟へ移転して執務開始 

6月 6日 委員 横田 清美氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に平良 初美氏、選任される。 

10月 14日 天願小学校校舎及び水泳プール増改築工事が竣工 
12月 12日 高江洲小学校屋内運動場増改築工事が竣工 
12月 22日 第 1回うるま市総合教育会議開催 
3月 17日 「藪地洞穴遺跡」をうるま市指定史跡に指定する。 
3月 24日 第 2回うるま市総合教育会議開催 

「第 2次うるま市教育大綱」策定 

平成 29年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育部部  教教育育機機関関にに、、生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーをを置置くく。。 
4月 1日 うるま市生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」が竣工 
6月 6日 委員 与那嶺 清子氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に嘉手苅 弘美氏、選任される。 

3月 29日 第 1回うるま市総合教育会議開催 

平成 30年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、生生涯涯ススポポ－－ツツ課課をを廃廃止止。。  
教教育育施施設設課課をを学学校校施施設設課課、、生生涯涯学学習習振振興興課課をを生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課、、 
文文化化課課をを文文化化財財課課にに課課名名変変更更。。 
生生涯涯ススポポーーツツ課課  生生涯涯ススポポーーツツ係係はは、、生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課へへ業業務務移移管管。。 
文文化化課課  文文化化振振興興係係はは、、生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに業業務務移移管管。。 
図図書書館館  市市史史編編ささんん係係はは、、文文化化財財課課にに業業務務移移管管。。 
学学校校施施設設課課にに学学校校施施設設管管理理係係、、学学校校施施設設計計画画係係をを置置くく。。 
生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課にに生生涯涯学学習習振振興興係係、、生生涯涯ススポポーーツツ係係をを置置くく。。 
文文化化財財課課にに文文化化財財係係、、ググススクク整整備備係係、、市市史史編編ささんん係係をを置置くく。。 
生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに文文化化振振興興係係、、学学びび支支援援係係をを置置くく。。 

5月 10日 勝連小学校校舎増改築工事が竣工 
6月 6日 委員 嘉手苅 弘美氏、一身上の都合により退任 
6月 6日 委員 新垣 ミイ子氏、任期満了により退任 
6月 6日 教育長 榮門 忠光氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに嘉嘉手手苅苅  弘弘美美氏氏任任命命さされれるる。。  
6月 7日 委員に田幸 正彦氏、選任される。 
6月 7日 委員に石川 聡氏、選任される。 



教
育
行
政

− 15 −

7月 13日 「うるま市の闘牛」をうるま市指定無形民俗文化財に指定する。 
7月 13日 「宮城島のヒータチ（火立て）跡」をうるま市指定史跡に指定する。 
1月 15日 市指定無形民俗文化財「伊波メンサー織技能」認定及び解除 
3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立天願幼稚園・平敷屋幼稚園が閉園 

令和元年度 

5月 1日 今今上上天天皇皇退退位位にに伴伴うう改改元元（（令令和和））  
5月 16日 令和元年度うるま市総合教育会議開催 
6月 6日 教育長職務代理者 大石 英助氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に大石 英助氏、再任される。 
6月 7日 教育長職務代理者に大石 英助氏、再任される。 

7月 29日 うるま市教育振興推進委員会にうるま市立与勝第二中学校の適正化に関する 
調査研究を諮問 

1月 17日 宮森小学校校舎及び水泳プール増改築工事が竣工 
2月 20日 うるま市教育振興推進委員会から「与勝第二中学校の今後の在り方に関する 

答申書」受理 
2月 28日 赤道小学校校舎増改築工事が竣工 
2月 28日 赤道幼稚園増改築工事が竣工 
3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立中原幼稚園・川崎幼稚園・彩橋幼稚園が 

閉園 

令和 2年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育研研究究所所及及びび青青少少年年セセンンタターーをを統統合合しし教教育育支支援援セセンンタターー  
をを置置くく。。  

4月 13日 「平安座のサングヮチャー」をうるま市指定無形民俗文化財に指定する。 
4月 13日 「上江洲のウフガー」をうるま市指定有形民俗文化財に指定する。 
6月 6日 委員 平良 初美氏、任期満了により退任 

7月 22日 令和２年度うるま市総合教育会議開催 
8月 1日 委員に仲宗根 桂子氏、選任される。 

3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立あげな幼稚園が閉園 
3月 31日 教育長職務代理者 大石 英助氏、教育長職務代理者を退任 

令和 3年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育支支援援セセンンタターーにに情情報報教教育育推推進進係係をを置置くく。。  
          教育長職務代理者に田幸 正彦氏、選任される。 
6月 6日 教育長 嘉手苅 弘美氏、任期満了により退任 
          委員 石川 聡氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに嘉嘉手手苅苅  弘弘美美氏氏、、再再任任さされれるる。。 

             委員に石川 聡氏、再任される。 

平成 28年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、総総務務課課をを教教育育総総務務課課、、施施設設課課をを教教育育施施設設課課、、  
給給食食セセンンタターーをを学学校校給給食食セセンンタターーにに変変更更。。  

5月 6日 教育総務課、教育施設課、生涯学習振興課、学務課、指導課、教育研究所、 
5月 6日     青少年センター、文化課、本庁舎西棟へ移転して執務開始 

6月 6日 委員 横田 清美氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に平良 初美氏、選任される。 

10月 14日 天願小学校校舎及び水泳プール増改築工事が竣工 
12月 12日 高江洲小学校屋内運動場増改築工事が竣工 
12月 22日 第 1回うるま市総合教育会議開催 
3月 17日 「藪地洞穴遺跡」をうるま市指定史跡に指定する。 
3月 24日 第 2回うるま市総合教育会議開催 

「第 2次うるま市教育大綱」策定 

平成 29年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育部部  教教育育機機関関にに、、生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーをを置置くく。。 
4月 1日 うるま市生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」が竣工 
6月 6日 委員 与那嶺 清子氏、任期満了により退任 
6月 7日 委員に嘉手苅 弘美氏、選任される。 

3月 29日 第 1回うるま市総合教育会議開催 

平成 30年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、生生涯涯ススポポ－－ツツ課課をを廃廃止止。。  
教教育育施施設設課課をを学学校校施施設設課課、、生生涯涯学学習習振振興興課課をを生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課、、 
文文化化課課をを文文化化財財課課にに課課名名変変更更。。 
生生涯涯ススポポーーツツ課課  生生涯涯ススポポーーツツ係係はは、、生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課へへ業業務務移移管管。。 
文文化化課課  文文化化振振興興係係はは、、生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに業業務務移移管管。。 
図図書書館館  市市史史編編ささんん係係はは、、文文化化財財課課にに業業務務移移管管。。 
学学校校施施設設課課にに学学校校施施設設管管理理係係、、学学校校施施設設計計画画係係をを置置くく。。 
生生涯涯学学習習ススポポーーツツ振振興興課課にに生生涯涯学学習習振振興興係係、、生生涯涯ススポポーーツツ係係をを置置くく。。 
文文化化財財課課にに文文化化財財係係、、ググススクク整整備備係係、、市市史史編編ささんん係係をを置置くく。。 
生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーにに文文化化振振興興係係、、学学びび支支援援係係をを置置くく。。 

5月 10日 勝連小学校校舎増改築工事が竣工 
6月 6日 委員 嘉手苅 弘美氏、一身上の都合により退任 
6月 6日 委員 新垣 ミイ子氏、任期満了により退任 
6月 6日 教育長 榮門 忠光氏、任期満了により退任 
6月 7日 教教育育長長にに嘉嘉手手苅苅  弘弘美美氏氏任任命命さされれるる。。  
6月 7日 委員に田幸 正彦氏、選任される。 
6月 7日 委員に石川 聡氏、選任される。 
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 3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立宮森幼稚園、城前幼稚園、兼原幼稚園、 
             田場幼稚園、勝連幼稚園、伊波幼稚園が閉園 
             教育長職務代理者 田幸 正彦氏、教育長職務代理者を退任 
 

令和 4年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育部部をを社社会会教教育育部部、、指指導導部部をを学学校校教教育育部部にに部部名名変変更更。。  
          学学校校施施設設課課をを教教育育施施設設課課、、指指導導課課をを学学校校教教育育課課にに課課名名変変更更。。  
          教教育育施施設設課課にに教教育育施施設設管管理理係係、、教教育育施施設設計計画画係係をを置置くく。。  
          学学校校教教育育課課にに学学校校教教育育係係、、学学校校庶庶務務係係をを置置くく。。  
          教教育育支支援援セセンンタターー青青少少年年係係をを教教育育相相談談係係にに統統合合すするる。。  
          教育長職務代理者に石川 聡氏、選任される。 

5月 30日 令和４年度第１回うるま市総合教育会議開催 
6月 6日 委員 田幸 正彦氏、任期満了により退任 

7月 11日 「第 3次うるま市教育大綱」策定 
8月 1日 うるま市立学校給食センター与勝調理場共用開始に伴い、与那城学校給食センター、 

与勝学校給食センター、勝連学校給食センターが閉鎖 
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数
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4年
度

　
教

育
委

員
会

職
員

配
置

表
令
和
4年

4月
1日

現
在

職 員 数

（ う ち 指 導 主 事 数 ）

事
務

職
員

技
術

職
員

技
能
職
員

主 任 臨 床 心 理 士

主 査

臨 床 心 理 士

教
育

職
員

部 長

（ う ち 指 導 主 事 数 ）

参 事

主 事

指 導 主 事

（ う ち 指 導 主 事 数 ）

主 査 司 書

副 主 幹 兼 係 長

係 長

（ う ち 指 導 主 事 数 ）

副 所 長

主 幹 兼 係 長

（ う ち 指 導 主 事 数 ）

主 任 主 事

館 長

所 長

主 幹

（ う ち 指 導 主 事 数 ）

幼
稚
園

教
頭

幼
稚
園

教
諭

定
　
数
（
23

4）

社 　 会 　 教 　 育 　 部 学 　 校 　 教 　 育 　 部

調 理 員

主 任 司 書

司 書

技 幹

技 幹 兼 係 長

副 技 幹 兼 係 長

係 長

主 任 技 師

技 師

係 長

課 長

組
織

職
名

 3月 31日 認定こども園移行に伴い、うるま市立宮森幼稚園、城前幼稚園、兼原幼稚園、 
             田場幼稚園、勝連幼稚園、伊波幼稚園が閉園 
             教育長職務代理者 田幸 正彦氏、教育長職務代理者を退任 
 

令和 4年度 

4月 1日 組組織織改改編編にによよりり、、教教育育部部をを社社会会教教育育部部、、指指導導部部をを学学校校教教育育部部にに部部名名変変更更。。  
          学学校校施施設設課課をを教教育育施施設設課課、、指指導導課課をを学学校校教教育育課課にに課課名名変変更更。。  
          教教育育施施設設課課にに教教育育施施設設管管理理係係、、教教育育施施設設計計画画係係をを置置くく。。  
          学学校校教教育育課課にに学学校校教教育育係係、、学学校校庶庶務務係係をを置置くく。。  
          教教育育支支援援セセンンタターー青青少少年年係係をを教教育育相相談談係係にに統統合合すするる。。  
          教育長職務代理者に石川 聡氏、選任される。 

5月 30日 令和４年度第１回うるま市総合教育会議開催 
6月 6日 委員 田幸 正彦氏、任期満了により退任 

7月 11日 「第 3次うるま市教育大綱」策定 
8月 1日 うるま市立学校給食センター与勝調理場共用開始に伴い、与那城学校給食センター、 

与勝学校給食センター、勝連学校給食センターが閉鎖 
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令和4年4月1日現在

7  うるま市教育委員会組織機構図

教育総務係
教育総務課

企画調整係

生涯学習振興係
生涯学習スポーツ振興課

事務局

石川地区公民館

文化財課

文化振興係

教育施設計画係

教育施設管理係

中央図書館

教育施設課

生涯学習・文化振興センターゆらてく

生涯スポーツ係

文化財係

与那城歴史民俗資料館

グスク整備係

市史編さん係

学び支援係
勝連地区公民館

与那城地区公民館

教育機関 うるま市立図書館
奉仕係

海の文化資料館

石川図書館

指導係

勝連図書館

石川歴史民俗資料館

図書管理係

うるま市教育委員会 教育長
うるま市立資料館 文化財課所管

学校教育部

社会教育部

生涯学習文化振興センター

教育相談係

適応指導教室（さわやか学級）

学務係
学務課

経理係
事務局

学校教育課
学校庶務係

給食係

第二調理場

教育研修係

うるま市教育支援センター
石川地区教育相談室

情報教育推進係

第一調理場

具志川・与勝地区教育相談室

教育機関 うるま市立学校給食センター 調理係
石川調理場

給食施設係
勝連調理場

うるま市立小学校１８校

うるま市立中学校１０校
与勝調理場

うるま市立幼稚園６園 津堅調理場

与那城調理場
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8 教育委員会 その他の公の施設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4年 4月 1日現在 

生涯学習文化振興センター所管 

生涯学習スポーツ振興課所管 経済産業部 観光振興課 ※1 

・エナジックスタジアム石川 

（うるま市石川野球場） 

・うるま市石川庭球場 

・うるま市石川運動場 

・うるま市石川プール 

・うるま市勝連 B&G海洋センター 

・うるま市勝連総合グラウンド 

 

・うるま市与那城総合公園陸上競技場 

・うるま市与那城総合公園多目的広場 

・うるま市与那城総合公園庭球場 

・うるま市与那城総合公園多種目球技場 

・うるま市具志川総合グラウンド 

・うるま市具志川総合体育館 

・うるま市具志川ドーム 

・うるま市具志川野球場 

・うるま市具志川庭球場 

・うるま市喜屋武マーブ公園庭球場 

・うるま市具志川多種目球技場 

・うるま市石川体育館 ※2 

※3 ※4 

※1 うるま市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則に基づき、経済産業部観光振興課が補助執行 
※2 指定管理者（うるま文化・スポーツパートナーズ） 
※3 ネーミングライツ契約（株式会社エナジックインターナショナル） 
※4 指定管理者（USEうるまスペース株式会社） 

 

・うるま市民芸術劇場 

・うるま市石川会館 

・うるま市きむたかホール 

補助執行 

 
文 化 施 設 

 
体 育 施 設 

令和4年4月1日現在

7  うるま市教育委員会組織機構図

教育総務係
教育総務課

企画調整係

生涯学習振興係
生涯学習スポーツ振興課

事務局

石川地区公民館

文化財課

文化振興係

教育施設計画係

教育施設管理係

中央図書館

教育施設課

生涯学習・文化振興センターゆらてく

生涯スポーツ係

文化財係

与那城歴史民俗資料館

グスク整備係

市史編さん係

学び支援係
勝連地区公民館

与那城地区公民館

教育機関 うるま市立図書館
奉仕係

海の文化資料館

石川図書館

指導係

勝連図書館

石川歴史民俗資料館

図書管理係

うるま市教育委員会 教育長
うるま市立資料館 文化財課所管

学校教育部

社会教育部

生涯学習文化振興センター

教育相談係

適応指導教室（さわやか学級）

学務係
学務課

経理係
事務局

学校教育課
学校庶務係

給食係

第二調理場

教育研修係

うるま市教育支援センター
石川地区教育相談室

情報教育推進係

第一調理場

具志川・与勝地区教育相談室

教育機関 うるま市立学校給食センター 調理係
石川調理場

給食施設係
勝連調理場

うるま市立小学校１８校

うるま市立中学校１０校
与勝調理場

うるま市立幼稚園６園 津堅調理場

与那城調理場
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歳入  （単位：千円） 歳出 （単位：千円）
金 額 金 額

1 市税 11,917,580 1 議会費 349,660

2 地方譲与税 254,471 2 総務費 4,718,082

3 利子割交付金 3,958 3 民生費 32,602,635

4 配当割交付金 13,624 4 衛生費 4,032,497

5 株式等譲渡所得割交付金 12,939 5 労働費 198,265

6 法人事業税交付金 124,974 6 農林水産業費 1,593,976

7 地方消費税交付金 2,517,866 7 商工費 1,270,958

8 ゴルフ場利用税交付金 20,680 8 土木費 6,205,687

9 環境性能割交付金 18,935 9 消防費 1,532,213

10 国有提供施設等所在市町村助成交付金 587,814 10 教育費 9,055,210

11 地方特例交付金 56,417 11 災害復旧費 57,285

12 地方交付税 14,634,146 12 公債費 5,009,743

13 交通安全対策特別交付金 11,164 14 予備費 150,000

14 分担金及び負担金 300,262 66,776,211

15 使用料及び手数料 778,312

16 国庫支出金 18,293,458

17 県支出金 8,340,503

18 財産収入 483,704

19 寄附金 306,783

20 繰入金 3,690,825

21 繰越金 1

22 諸収入 588,471

23 市債 3,819,324

66,776,211

款 款

歳出合計

歳入合計

第第２２節節　　  教教育育財財政政
 1  令和4年度　うるま市一般会計歳入歳出予算

地方交付税
14,634,146
22%

国庫支出金
18,293,458
27%県支出金

8,340,503
12%

市税
11,917,580
18%

市債
3,819,324
6%

その他
9,771,200
15%

歳歳入入総総額額
66,776,211

民生費
32,602,635
49%

土木費
6,205,687
9%

教育費
9,055,210
14%

公債費
5,009,743
7%

その他
13,902,936
21%

歳歳出出総総額額
66,776,211

令和4年度は、第２次うるま市総合計画・後期基本計画の初
年度となり、市民が互いに支えあい協働によるまちづくりを
実践し、まちの将来像「愛してます 住みよいまち うるま」
の実現に取り組んでいくためのより重要な時期になります。
そのような中、財政運営の健全化を図りつつ、少子高齢化な
どを背景とする社会保障等を充実させる一方、新型コロナウ
イルス感染症対策として、うるまの元気応援プロジェクト等
の事業や地域の要望を踏まえた維持補修事業により、一般会
計予算の総額は667億7,621万円で、前年度当初予算と比較し
て38億2,739万円、率にして6.1％の増となっています。

歳出については、民生費（福祉や医療などの経費）や教育
費（学校教育や生涯学習などの経費）が令和3年度と同様に
大きな割合を占めています。



− 21 −

教
育
財
政

国県支出金 地方債 その他

11 教教育育総総務務費費 1,054,792 11.6% 988,119 11.0% 66,673 6.7% 125,299 0 49,836 879,657

１　 教育委員会費 4,055 0.0% 4,359 0.0% △ 304 △7.0% 4,055

２ 　事務局費 831,946 9.2% 819,051 9.2% 12,895 1.6% 69,493 29,034 733,419

３ 　教育支援センター費 218,791 2.4% 164,709 1.8% 54,082 32.8% 55,806 20,802 142,183

22 小小学学校校費費 3,610,982 39.9% 2,958,372 33.1% 652,610 22.1% 1,244,486 1,020,000 378,426 968,070

１　学校管理費 634,451 7.0% 569,466 6.4% 64,985 11.4% 104,273 577 529,601

２　教育振興費 379,580 4.2% 331,506 3.7% 48,074 14.5% 47,295 17,749 314,536

３　学校建設費 2,596,951 28.7% 2,057,400 23.0% 539,551 26.2% 1,092,918 1,020,000 360,100 123,933

33 中中学学校校費費 1,361,570 15.0% 1,215,186 13.6% 146,384 12.0% 328,497 334,200 116,035 582,838

１　学校管理費 425,237 4.7% 366,343 4.1% 58,894 16.1% 79,595 11,900 340 333,402

２　教育振興費 328,143 3.6% 328,525 3.7% △ 382 △0.1% 64,143 28,595 235,405

３　学校建設費 608,190 6.7% 520,318 5.8% 87,872 16.9% 184,759 322,300 87,100 14,031

44 幼幼稚稚園園費費 518,977 5.7% 688,442 7.7% △ 169,465 △24.6% 17,620 67,100 206 434,051

１　幼稚園管理費 444,395 4.9% 680,342 7.6% △ 235,947 △34.7% 17,620 206 426,569

２　幼稚園建設費 74,582 0.8% 8,100 0.1% 66,482 820.8% 67,100 7,482

55 社社会会教教育育費費 1,475,850 16.3% 1,280,906 14.3% 194,944 15.2% 277,649 55,000 377,184 766,017

１　社会教育総務費 67,525 0.7% 69,393 0.8% △ 1,868 △2.7% 11,275 450 55,800

２　公民館費 103,025 1.1% 101,632 1.1% 1,393 1.4% 4,847 98,178

３　図書館費 263,483 2.9% 188,108 2.1% 75,375 40.1% 41,759 221,724

４　文化振興費 141,724 1.6% 123,963 1.4% 17,761 14.3% 655 30,809 110,260

５　文化財保護費 341,164 3.8% 446,016 5.0% △ 104,852 △23.5% 33,352 278,875 28,937

６　資料館費 32,843 0.4% 42,327 0.5% △ 9,484 △22.4% 37 32,806

７　市史編さん費 14,218 0.2% 15,570 0.2% △ 1,352 △8.7% 50 14,168

９　芸術振興費 432,667 4.8% 227,194 2.5% 205,473 90.4% 232,367 55,000 16,637 128,663

10　生涯学習振興費 79,201 0.9% 66,703 0.7% 12,498 18.7% 3,720 75,481

66 保保健健体体育育費費 1,033,039 11.4% 1,816,661 20.3% △ 783,622 △43.1% 33,000 69,300 41,681 889,058

１　保健体育総務費 58,596 0.6% 47,573 0.5% 11,023 23.2% 9,593 49,003

２　体育施設費 164,769 1.8% 145,215 1.6% 19,554 13.5% 32,086 132,683

３　学校給食費 576,113 6.4% 535,950 6.0% 40,163 7.5% 2 576,111

４　給食施設費 233,561 2.6% 1,087,923 12.2% △ 854,362 △78.5% 33,000 69,300 131,261

9,055,210 100% 8,947,686 100% 107,524 1.2% 2,026,551 1,545,600 963,368 4,519,691

予算額 構成比

※構成比は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100％になりません。

一般財源増減率予算額構成比予算額

令和4年度 当初予算

教教育育費費合合計計

２　教育費予算の項目別内訳

項　目
本年度 前年度 対前年比 本年度の財源内訳

（単位：千円）

特定財源
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第第 33節節  育育英英事事業業  

1 うるま市育英会貸費事業 

1. 目的 

 うるま市育英会では、優秀な学生で経済的理由によって修学困難な者に対し、その育英上必要
な業務を行い有為な人材を育成することを目的に、育英資金を貸費する事業を実施しています。 
 

2. 貸費生の資格・基準 

⑴ 本人又は保護者が本市に住所を 1年以上有する者。 
⑵ 学校教育法（昭和 22年法律第 26号）に定める大学（大学院・短期大学を含む）、高等専門
学校、専修学校（高等課程・専門課程のみで修業年限 2 年以上であること）、及び高等学校
（本市島嶼地域出身高校生のみ）並びに、大学校及び海外大学（大学院・短期大学含む。語
学プログラムのみ受講する者など非正規の学生は対象外）に在学する者。学業・操行とも優
秀で、かつ経済的理由により修学困難と認められる者。 

⑶ 貸費した奨学金の償還義務を確実に履行できる者。 
⑷ 入学準備金の場合は、⑵に定める学校に入学予定の者。 

 

3. 育英制度の種類 

⑴ 学資金貸費制度（無利子） 
 申請時、大学等に既に在学している方が対象。＊学校によっては対象外の場合もあり。 
 貸費期間は、貸費生として採用されたときからその者の在学する学校の最短修業の終期まで。 
 貸費金は、年 3回、4か月分ずつ振込みます。 

【対象校・貸費額】 
種 別 

※修業年限２年以上の学校であること 
貸費額 

県 外 県 内 

大学・大学院・短期大学・専修学校・大学校 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

高等専門学校 

本科１年次～３年次 月額 30,000円 
(年額 36万円) 

月額 15,000円 
(年額 18万円) 

本科４年次～５年次 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

専攻科１年次～２年次 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

高等学校（本市島嶼地域出身高校生のみ） 月額 15,000円 
(年額 18万円) 

海外（大学・大学院・短期大学等） 月額 40,000円、50,000円、60,000円 
から選択(年額 48万円～年額 72万円) 
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⑵ 入学準備金貸費制度（無利子） 

 大学等に入学予定の者が対象。＊学校によっては対象外の場合もあり。 
 貸費額は 30万円、40万円、50万円のうちいずれかを選択できます。 
 入学予定の学校からの合格通知等を確認後、貸費額を一括で振込みます。＊振込は 1回限り。 

 

4. 応募時期 

⑴ 学資金貸費制度（年 1回） 
   毎年 4月 1日～4月末日までに必要書類を事務局へ提出 
 
⑵ 入学準備金貸費制度（年 2回） 

  【前期】毎年 7月 1日～7月末日までに必要書類を事務局へ提出  
＊推薦入試や AO入試などによる進学を予定しており、11月末までに合格通知を提出で
きる方が対象。 

  【後期】毎年 11月 1日～11月末日までに必要書類を事務局へ提出 
＊一般入試や大学入学共通テストなどによる進学を予定しており、3 月下旬までに合格
通知を提出できる方が対象。 

 

5. 審査・決定 

学資金・入学準備金ともに、家計及び成績の状況に基づき、選考により採用者を決定します。 
 

6. 貸費金の償還 

 ⑴ 償還は、貸費を終了した月（卒業・退学・貸費辞退など）の翌月から６か月後に開始。 
 ⑵ 償還金は、一部または全額を繰上償還することができます。 
 ⑶ 毎月の償還金額は、貸費時の金額により下記のとおりとなります。 
   【償還金額】  

貸費月額 償還月額 
50,000円以上の場合 20,000円 

50,000円未満・入学準備金の場合 10,000円 
    ＊償還期間は貸費総額及び償還月額により異なります。 

⑷ 償還金は次の貸費生の育英資金の原資になります。 
 
 
 
 
 
 
 

SCHOLASHIP 

第第 33節節  育育英英事事業業  

1 うるま市育英会貸費事業 

1. 目的 

 うるま市育英会では、優秀な学生で経済的理由によって修学困難な者に対し、その育英上必要
な業務を行い有為な人材を育成することを目的に、育英資金を貸費する事業を実施しています。 
 

2. 貸費生の資格・基準 

⑴ 本人又は保護者が本市に住所を 1年以上有する者。 
⑵ 学校教育法（昭和 22年法律第 26号）に定める大学（大学院・短期大学を含む）、高等専門
学校、専修学校（高等課程・専門課程のみで修業年限 2 年以上であること）、及び高等学校
（本市島嶼地域出身高校生のみ）並びに、大学校及び海外大学（大学院・短期大学含む。語
学プログラムのみ受講する者など非正規の学生は対象外）に在学する者。学業・操行とも優
秀で、かつ経済的理由により修学困難と認められる者。 

⑶ 貸費した奨学金の償還義務を確実に履行できる者。 
⑷ 入学準備金の場合は、⑵に定める学校に入学予定の者。 

 

3. 育英制度の種類 

⑴ 学資金貸費制度（無利子） 
 申請時、大学等に既に在学している方が対象。＊学校によっては対象外の場合もあり。 
 貸費期間は、貸費生として採用されたときからその者の在学する学校の最短修業の終期まで。 
 貸費金は、年 3回、4か月分ずつ振込みます。 

【対象校・貸費額】 
種 別 

※修業年限２年以上の学校であること 
貸費額 

県 外 県 内 

大学・大学院・短期大学・専修学校・大学校 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

高等専門学校 

本科１年次～３年次 月額 30,000円 
(年額 36万円) 

月額 15,000円 
(年額 18万円) 

本科４年次～５年次 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

専攻科１年次～２年次 月額 50,000円 
(年額 60万円) 

月額 30,000円 
(年額 36万円) 

高等学校（本市島嶼地域出身高校生のみ） 月額 15,000円 
(年額 18万円) 

海外（大学・大学院・短期大学等） 月額 40,000円、50,000円、60,000円 
から選択(年額 48万円～年額 72万円) 



− 24 −

22　　ううるるまま市市育育英英会会貸貸費費生生採採用用状状況況及及びび貸貸費費額額

23 名 17 名 11 名 12 名 13 名

26 名 24 名 23 名 21 名 13 名

2 名 1 名 1 名 0 名 0 名

計 円 計 円 計 円 計 円 計 円

10 名 15 名 4 名 10 名 8 名

9 名 6 名 8 名 3 名 8 名

2 名 0 名 0 名 0 名 1 名

計 円 計 円 計 円 計 円 計 円

4 名 5 名 9 名 8 名 11 名

1 名 5 名 1 名 2 名 7 名

0 名 0 名 0 名 0 名 0 名

計 円 計 円 計 円 計 円 計 円

37 名 37 名 24 名 30 名 32 名

36 名 35 名 32 名 26 名 28 名

4 名 1 名 1 名 0 名 1 名

円 円 円 円 円

33　　ううるるまま市市育育英英会会のの主主なな収収入入

償還金

寄付金

合　計 39,180,727 30,789,547 32,430,416 39,702,050 34,127,300

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

34,698,235

4,482,492

27,799,656

2,989,891 5,772,000 8,536,950 2,766,500

県内

県外

国外

29,480,000

26,658,416 31,165,100 31,360,800

5 名
県内

県外

国外

2,500,000

（単位：円）

4,900,000 4,800,000

36,580,000 33,640,000 28,980,000 26,620,000

57 名
県内

県外

国外

5,100,000

合計

24,960,000

入学準備金

新規

継続

県内

県外

国外

県外

国外

10 名
県内

県外

国外

56 名

国外

10 名
県内

県外

4,000,000

国外

77 名
県内

令和2年度

33 名
県内

県外

国外

13 名
県内

県外

国外

16,720,000

10 名

8,640,000

令和元年度

35 名
県内

県外

国外

12 名
県内

県外

国外

21,000,000 17,840,000

6,240,000

県外

平成30年度

42 名
県内

県外

国外

21 名
県内

21 名

県外

国外

9,120,000

平成29年度

51 名

県内

県内

県外

国外

国外

県外

県内

73 名

国外

県外

県内

令和3年度

26 名
県内

県外

国外

12,480,000

17 名
県内

県外

国外

8,200,000

18 名
県内

県外

国外

8,800,000

61 名

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

（円）

寄付金
償還金
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22　　ううるるまま市市育育英英会会貸貸費費生生採採用用状状況況及及びび貸貸費費額額
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円 円 円 円 円
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平成30年度
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県内
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県外
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9,120,000

平成29年度
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県外
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12,480,000
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第第 11節節  幼幼児児教教育育  

１１  幼幼児児教教育育のの充充実実  
 

   
 
 

 
 幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、幼児期の特性を踏まえ、
環境を通して行うものであることを基本とする。 
このため教師は、幼児が自ら環境に主体的に関わることができるように、幼児一人一人の行動の理
解と予想に基づいた、計画的な環境の構成に努める。 
 また、幼児が安定した情緒の下で過ごすことができるよう、教師が幼児一人一人の思いを受け止め、
信頼関係を十分に築くことが必要である。 
 

1．幼児期の特性を踏まえた「生きる力」の基礎の育成 

 
 
 
  ⑴ 豊かな体験を通して、感じたり、気付いたり、考えたり、できるようになったりする「知識及び

技能の基礎」を培う。 
  ⑵ 気付いたことや、できるようになったことなどを使い、自分なりに考えたり、試したり、工夫し

たり、表現したりする「思考力、判断力、表現力等の基礎」を培う。 
  ⑶ 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする「学びに向かう力、人間性等」を培

う。 
 

2．「社会に開かれた教育課程」を踏まえた教育活動の充実 

 
 
 

  幼児期にふさわしい生活をどのように展開し、どのような資質・能力を育むようにするのかを教育
課程において明確にしながら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていく、「社会に開かれ
た教育課程」の実現が重要となる。 

  ⑴ 各幼稚園においてカリキュラム・マネジメントの充実に努める。 
  ⑵ 各幼稚園の教育目標を実現するために、教育課程の編成についての基本的な方針が家庭や地域

とも共有されるよう努める。 
  ⑶ 幼児にとって幼稚園が安心・安全な場となるよう、職員による協力体制の下、園庭や園舎などの

環境の配慮や指導の工夫を行う。 
  ⑷ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有するなど連携を図り、小学校教育との円滑な接

続を図るよう努める。 
 

めざす子供像 

「生きる力」を身に付け 高い志をもった 「うるまっ子」  

幼児期の発達の特性に応じた『遊び』を大切にする 

子どもたちの直接的・具体的な体験を通して、豊かな感性や情操を育むことを大切にする 
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3．特別な支援を要する幼児の教育環境整備等支援体制の充実 

   
 
  ⑴ 家庭や医療、福祉等の関係機関との連携を図りながら、継続的な支援を行う。 
  ⑵ 幼児の実態把握を行い、個別の支援計画・指導計画を作成して適切な支援を行う。 
  ⑶ 特別支援教育コーディネーターの機能化を図り、全職員による幼児の支援体制の充実に努める。 
 
 

２２  幼幼児児教教育育環環境境のの整整備備・・充充実実  

1．幼稚園教諭研修会の充実 

 
 
  ⑴ 専門性及び実践的指導力の向上のため研修の充実を図る。 
  ⑵ 一人一人の発達に適した保育内容を充実させ、互いに尊重し合い、理解しあいながら職務の専

門性や保育技術を高められる研究体制づくりを進める。 
 

2．人格形成の基礎を育むことのできる設備や教材等の整備 

 
 
  ⑴ 身近な自然、人材等、保護者や地域の資源を活用できるようにする。 
  ⑵ 幼稚園が地域の人と人をつなぐセンター的な役割を果たすことに努める。 
  ⑶ 地域の図書館、児童館、公民館、公園等を教育活動の一環として活用するとともに、正確な情報

や保護者への情報提供に努める。 
 

 

３３  保保育育園園・・幼幼稚稚園園・・ここどどもも園園・・小小学学校校ととのの連連携携  

1．保育園・幼稚園・こども園・小学校との連携を図る 

 
 
 
  ⑴ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範

意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量・
図形・標識や文字などへの関心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」）を明確に
し、これを小学校の教師と共有するなど連携を図り、幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続を図
るよう努める。 

  ⑵ 公立・私立幼稚園、公立・法人保育所等と小学校との交流活動、幼児期から児童期への発達の共
通理解等職員間の相互理解に努める。 

個に応じた支援の充実を大切にする 

子どもたちや保護者の多様な思いに寄り添い、遊びを通して育まれる学びを大切にする 

幼児の生活は家庭を基盤として、地域社会を通じて次第に広げていくことを大切にする 

幼児期から児童期への連続した子どもの発達を意識し、遊びを通して学ぶ幼児期の教育から、
教科等の学習を中心とした小学校教育へと円滑に移行することを大切にする 
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3．特別な支援を要する幼児の教育環境整備等支援体制の充実 

   
 
  ⑴ 家庭や医療、福祉等の関係機関との連携を図りながら、継続的な支援を行う。 
  ⑵ 幼児の実態把握を行い、個別の支援計画・指導計画を作成して適切な支援を行う。 
  ⑶ 特別支援教育コーディネーターの機能化を図り、全職員による幼児の支援体制の充実に努める。 
 
 

２２  幼幼児児教教育育環環境境のの整整備備・・充充実実  

1．幼稚園教諭研修会の充実 

 
 
  ⑴ 専門性及び実践的指導力の向上のため研修の充実を図る。 
  ⑵ 一人一人の発達に適した保育内容を充実させ、互いに尊重し合い、理解しあいながら職務の専

門性や保育技術を高められる研究体制づくりを進める。 
 

2．人格形成の基礎を育むことのできる設備や教材等の整備 

 
 
  ⑴ 身近な自然、人材等、保護者や地域の資源を活用できるようにする。 
  ⑵ 幼稚園が地域の人と人をつなぐセンター的な役割を果たすことに努める。 
  ⑶ 地域の図書館、児童館、公民館、公園等を教育活動の一環として活用するとともに、正確な情報

や保護者への情報提供に努める。 
 

 

３３  保保育育園園・・幼幼稚稚園園・・ここどどもも園園・・小小学学校校ととのの連連携携  

1．保育園・幼稚園・こども園・小学校との連携を図る 

 
 
 
  ⑴ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範

意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量・
図形・標識や文字などへの関心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」）を明確に
し、これを小学校の教師と共有するなど連携を図り、幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続を図
るよう努める。 

  ⑵ 公立・私立幼稚園、公立・法人保育所等と小学校との交流活動、幼児期から児童期への発達の共
通理解等職員間の相互理解に努める。 

個に応じた支援の充実を大切にする 

子どもたちや保護者の多様な思いに寄り添い、遊びを通して育まれる学びを大切にする 

幼児の生活は家庭を基盤として、地域社会を通じて次第に広げていくことを大切にする 

幼児期から児童期への連続した子どもの発達を意識し、遊びを通して学ぶ幼児期の教育から、
教科等の学習を中心とした小学校教育へと円滑に移行することを大切にする 
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第第 11節節  学学校校教教育育  
１１  令令和和 44年年度度  ううるるまま市市ののめめざざすす学学校校教教育育  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      【うるま市のめざす学校教育（市総合計画・基本目標）】 
    郷土に誇りをもち、未来を拓く人づくり 
    ～「生きる力」を身に付け 高い志をもった 「うるまっ子」～ 

令和４年度 

中頭教育事務所キーワード 
○ しっかり教える  
○ じっくり考え、させてみる  
○ たっぷり価値づける 

市共通実践項目・市重点項目 
● あいさつ・返事・後始末 
○ 人を大切にする「聴くこと」 
○ 勇気づけのボイスシャワー 

確かな学力「見通す、振り返る」 
自らの考えをもって学び合い、教え合いなが
ら進んで学習する子を育てよう！ 

 
豊かな心  「かかわる」 
いのちや人権を尊重する、思いやりのある子
を育てよう！ 

 
健やかな体  「やりぬく」 
困難なことがあっても粘り強く取り組み、挑
戦する子を育てよう！ 

 

■小中連携教育の充実（小中一貫教育導入準備） 
○ 小中接続を意識した教育課程の編成 
○ ブロック学推・交流学習の実施 
○ キャリアパスポート連携 

■主体的・対話的で深い学びの実現 
○ 授業における基本事項・教科研究会・巡回指導員 
○ 授業と家庭学習を結ぶ学習サイクルの確立 

■特別活動の充実 
○ 話合い活動の授業スタイル確立（校内研修支援） 
○ 子どもが主体の児童会・生徒会活動 

■健康の基盤づくり 
○ 体育授業の充実と小中連携した一校一運動の取組 
○ 適正な運動部活動（休日地域移行化への取組） 
○ 思春期教室・性教育の実施 

■特別支援教育（自立活動）の充実 
○ 巡回支援員派遣・関係機関連携  
○ 校内研修支援 

■個別支援の充実と学習保障・学力保障 
○ 通所支援と市適応指導教室等での居場所づくり 
○ 校内適応指導教室の設置（  
○ 個別学習支援の取組（算数、数学・英語） 
○ 教科担任・学級担任と個別学習支援者との連携 

■切れ目のない支援の充実 
○  
○ 他機関との連携によるケース会議の実施 

■いじめ防止と生徒指導の充実 
○ 教育相談の充実による未然防止 
○ 適切な情報モラル指導 

自己肯定感・自己有用感を育む教育活動の実践 ～小中 9年間を見通した活動の展開～ 
 

◆ 「地域とともにある学校（地域学校協働活動と一体的に推進する市民協働学校）」 
       ～学校と家庭・地域が目標とビジョンを共有し、子供の成長を支える～ 

○地域を生かす、地域で学ぶ ○地域に還す、地域に貢献する ○市民協働学校推進で学校参画 
 

◆ 「GIGAスクール構想による新しい学びのスタイルの実現」 
       ～多様な子供たちを誰一人取り残さない、学び続ける子供～ 

○距離を超えて「つながる」 ○学びの個別最適化 ○学びに生かすテスト改善(算数、数学･英語の単元テスト) 
 

◆ 「教職員が協働して学びの質を高める授業改善・学校改善」 
       ～子供の実態を把握し課題を明確にした学校教育の推進～ 

○学力調査を活用した授業改善 ○ｱｾｽﾒﾝﾄを活用した学級づくり ○全職員で取り組む授業改善（SEL-8S） 
 

学校教育を支える 

【第 2次うるま市総合計画・教育大綱（令和４年～令和８年）】 
～愛してます 住みよいまち うるま～ 
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22  令令和和 44 年年度度  ううるるまま市市指指導導行行政政のの基基本本方方針針  
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

めざす子供像 
「生きる力」を身に付け 
高い志をもった「うるまっ子」 

 

子供の視点 
子供主体の施策を発想実践 
子供の変容がエビデンス 

 めざす学校像 
「地域と共にある学校」 
地域学校協働活動と一体的に推進
する市民協働学校 

 課題解決指標 
①全国学力学習状況調査 
②生徒指導関連状況 
③児童生徒活躍状況 
④人間関係スキルの向上 

 

広報活動の充実 
①「教育の日」表彰等 
②懸垂幕による広報等 

 

学校の使命は子供一人一人の生命を守り、良さや可能性を見つけ、生かし、伸ばすとともに、確かな学力等の「生
きる力」を育むことである。これまでの指導行政を踏まえ、学校課題や学習指導要領の改訂を受け、各学校が子供
たちに育む「資質・能力」の育成を目指し、学校教育の目標の実現が図れるよう、国、県の動向や主要施策及び各学
校の実態を踏まえ、うるま市指導行政の基本方針を以下のように作成して推進する。 

指導行政推進の５つの視点 

児童生徒の資質・能力の育成 
～子供の学ぶ力や育つ力を伸ばし高める～ 

令和４年度 努力目標 
〇 未来志向を持って、教育施策の推進に努める 
〇 共感的理解に立って、工夫・改善・協働に努める 

推進体制 
〇 子供の学びと育ち関係する組織の連絡・相談体制を構築する 
〇 学校の組織力を発揮し、教育実践の充実及び支援体制を構築する 

総合計画【目標指標】 
①全国学力・学習状況調査 
②将来の夢や目標 
③不登校生徒数と割合 

 

１ 子供たちの学力保障と成長保障 ・しっかり教える ・じっくり考え、させてみる ・たっぷり価値づける 
実際の社会で生きて働く 

「知識・技能」の習得 
未知の状況にも対応できる 

「思考力・判断力・表現力等」の育成 
学んだことを人生や社会に生かそうとする 

「学びに向かう力・人間性等」の涵養 

 

取 組 事 項 

①育成すべき「資質・能力」の明確化と学校教育目標との関連 ②育成すべき資質・能力を踏まえた教育課程の編成・実施・評価・改善 
③主体的・対話的で深い学びの実現を図る授業改善（指導方法等の確立）④自主的、自発的な学習の促進（自立心・自律性の育成） 
⑤児童生徒の発達を踏まえた支援（子供一人一人の発達の支援） ⑥豊かな心の育成 ⑦健やかな体の育成 

学力向上推進・児童生徒理解・GIGAスクール構想・学年経営・学級経営 
①日常化する【質的授業改善】 ②そろえる【組織的共通実践】 ③支える【発達の支援】 ④見通す【学校組織マネジメント】 

 ⑤つなぐ【学校連携・地域連携】 

２ 学び合う教職員の資質・能力向上 ３ 「チーム学校」づくりの推進 

① 授業研究と日常の授業を結ぶ校内研修の充実 
② 校内 OJT の充実による人材育成の推進 
③ 授業力向上に向けた公開授業の実施 
④ 教科部会や学年会の充実による授業改善の推進 

① 授業力向上 （学力向上推進） 
② 特別支援教育（発達支援）教育相談 (不登校等） 
③ 言語環境の充実・GIGA スクール構想の実現 
④ 地域学校協働活動(コミュニティ・スクール) 

４ カリキュラム・マネジメントを生かした自律的学校経営の推進 

① 教育理念の共有 ② 地域社会との連携・協働 ③「カリキュラム・マネジメント」の推進・充実 ④ 自律的学校経営の推進 

 
事 業 理 解 報 告 研 修 支 援 

意図的・計画的に取り組むこ
とで実践を確かなものにする 

参加を通して情報の共有と共
に考えることによって理解を
深める 

報告をまとめることで、分析・
考察を通して自校の実践を振
り返る 

研修の機会を活かして指導技
術を高め、明日の授業改善に
結びつける 

様々な支援策を通して一人一
人の子供を大切にする 

①学校支援訪問 
②確かな学力強化月間 
③市学推授業研究会 
④指導主事要請訪問 
⑤中学生フォーラム 
⑥児童会リーダー研修会 
⑦英語スキットコンテスト 
⑧中学校イングリッシュキャンプ 
⑨研究指定校 
⑩定例校長会 
⑪定例教頭会 
⑫幼稚園教頭会 
⑬市民協働学校推進協議会 
⑭市教育支援委員会 

①学力向上推進担当者会 
②生徒指導主任研修会 
③児童会・生徒会担当者会 
④服務規律研修会(校内研) 
⑤特別支援研修会(校内研) 
⑥特別支援教育コーディネーター連絡協議会 
⑦中学校区生徒指導連絡協議会 
⑧情報教育担当者会 
⑨教科授業研修会 
⑩教育相談担当者会 
⑪保幼こ小連絡会 
⑫ALT 担当者会 
⑬特別支援教育支援員・医療的ケ
ア看護職員研修会 
⑭教育支援担当者会 

①全国学力学習状況調査 
②全国体力・運動能力、運動習慣等
調査 
③県到達度調査 
④県学力定着度調査 
⑤市実力調査 
⑥学推の取組評価 
⑦毎月の問題行動調査 
⑧学校評価の実施 
⑨教育支援センター成果報告会 
⑩学力向上推進 
⑪授業における基本事項調査 
⑫児童生徒の活躍状況調査 
⑬教育実践グランプリ 

①ブロック型研修会 
②各種研修 
・教職員研修 
・県内･県外視察研修 
③県立総合教育センター長期研修 
④教育支援センター長期研修 
⑤へき地教育研究大会 
⑥市民協働学校先進校視察 
⑦市民協働学校フォーラム 
⑧国、県指定研究校 
⑨市指定研究校 
⑩統合型校務支援システム活用研修 
⑪GIGA スクール研修 
⑫特別支援学級担任等合同研修会 

①ALT 配置、②学力向上支援員配
置、③特別支援教育支援員配置、④
医療的ケア看護職員配置、⑤ICT支
援員配置、⑥SSWｒ配置、⑦スクー
ルカウンセラー配置、⑧家庭支援員
配置、⑨臨床心理士配置、⑩適応指
導教室設置 
⑪教育相談室設置、⑫教育支援セン
ター、⑬市就学支援委員会、⑭スク
ールバス運行 
⑮スクリレ活用、⑯放課後子ども教
室、⑰地域学校協働本部、⑱家庭教
育学級、⑲作業療法士による巡回相
談、⑳自立支援員配置、㉑日本語教
育支援員 

 学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動 
① 育てたい資質・能力の設定と教育目標の見直し 
② 社会に開かれた教育課程の具現化 
③ 横断的な指導の計画・実践・評価 
④ 日常的な主体的・対話的で深い学び 
⑤ カリキュラムマネジメントの実施 
⑥ キャリア教育の推進 

 

学力向上推進構想図 
＜学力向上推進協議会＞ 
中学校区ブロック部会（学校、家庭、地域） 
共通実践項目、家庭・地域実践報告会 

 

子ども理解推進構想図 
＜中学校区生徒指導連絡協議会＞ 
学校における生徒指導、教育相談、特別支
援教育体制、児童会・生徒会活動の充実 

 

教育研究へ 
校内研修「何のために、どのような
改善をしようとしているのか」（一
人一人の実践）研究指定校「研究課
題を踏まえた研究成果」の普及、個
人研究等 

 

組織マネジメントを活用した「チーム学校」の構築 
○ 学校経営方針に基づく、学校経営の計画的な取組の推進 
  ・校務組織の工夫改善 ・校務改善の促進 ・地域教育資源の活用 
○ 中学校区ブロックの体制を生かした取組の推進 
  ・学力向上推進三部会 ・生徒指導連絡協議会 ・幼小中連携 

 

教育実践へ 
児童生徒への効果的な指導に役立
てる。 
○報告、伝達   
○校内研修 
○資料活用   
○実践事例 
○協議内容の反映 

 

学校運営の支援 
教育課程編成、各種指導計画 
学年・学級経営、教科経営、特別支援学級経営、保健室経営、学校事
務室経営、図書室経営、感染症対策、GIGA スクール構想の実現、SEL-
8S の実践による円滑な人間関係 
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３３  令令和和 44年年度度  ううるるまま市市人人事事行行政政のの基基本本方方針針  
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

めざす子供像 
「生きる力」を身に付け 
高い志をもった「うるまっ子」 

 

教職員関係法令 
・学校教育法、教育公務員特例法 
・公立の義務教育諸学校等の給与
等に関する特別措置法 

・地方教育行政の組織及び運営に
関する法律 

・市町村立学校職員給与負担法 
・教員免許法・地方公務員法 
・労働基準法 
・市立学校職員服務規程 

 

めざす学校像 
「地域と共にある学校」 
地域学校協働活動と一体的に推進
する市民協働学校 

 

環境整備【教育の情報化】 
○情報ネットワーク 
○統合型校務支援システム 
○GIGAスクール構想 

 

求める教員像 
①人間性豊かで教育者としての使
命感と児童生徒への教育的愛情
のある教員 

②幅広い教養と教育に関する専門
的知識・技能を有し、常に学び続
ける実践的指導力のある教員 

③自然、歴史及び文化に誇りを持
ち、多様性を受容し、グローバル
な視点を兼ね備えた教員 

④豊かなコミュニケーション能力
を有し、組織力を活用できる総合
的な人間力を持った教員 

 

教育実践を重ねることによる指導力の向上 

～教職員研修事業計画を通して～ 

組織の一員のとしての自覚を高める職能成長 

～組織マネジメント・服務の確立をとおして～ 

① 初任者研修 
○ 校内における研修、校外における研修 

② 教職経験２年目研修 
③ 教職経験３年目研修 
④ 教職経験５年目研修 
⑤ 中堅教諭等資質向上研修 
⑥ 市教育支援センター長期研修 
⑦ 県総合教育センター長期研修・夏季研修 
⑧ 校内研修 
○ 授業研究 、授業リフレクション 

⑨ 中央研修、研究会活動における研究、等 

① 教職員評価システム（年３回） 
○ 資質・能力評価  
○ 業績評価 

  ○ 校長、副校長、教頭との面談 
② 校内服務規律研修（コンプライアンスリーダー） 
③ 学年・学級、教科経営案の作成、見直し等 
④ 週案を通した日々の計画・実践・記録 
⑤ 校務改善の努力 

○ 諸会議、諸連絡等の工夫改善 
  ○ 資料整理、事務引き継ぎ等の充実 
⑥ メンタルヘルス 

○ 健康管理、休暇等の取得、出退勤時刻の確認 

 

公教育を行うためには、全ての教職員が教育に携わる公務員とし
て、職責の重大性を自覚し、情熱を持って教育の充実に取り組む必要
がある。 
あわせて、各校が校長のリーダーシップのもと、児童生徒の夢と笑
顔を大切にし、組織マネジメントを生かした服務キャリア形成、研修
体系を生かした研究および指導力の向上を目標に自主的・自律的に
特色ある教育活動を展開していく必要がある。 

管理職による支援のポイント 
教職員一人一人が、身に付けた資質・能力を発揮し、めざす子供像、学校像に迫るためには、学校における同僚性

を生かすとともに、自ら授業や諸教育活動に興味を持って取り組むことが大切である。 
そのためには４つの視点を持ち、教職のキャリア形成を踏まえて職能成長を重ねていくことが望ましい。 

 

講習(今年度廃止予定) 
教員免許更新講習(申請支援) 
教員免許認定講習(申請支援) 

 

児童生徒の資質・能力の育成 
～子供の学ぶ力や育つ力を伸ばし高める～ 

心身の健康 
定期健康診断の奨励 
ストレスチェックの推奨 

 

子供達の学力保障と成長保障 
「チーム学校」づくり推進 

学び合う教職員の資質・能力向上 

カリキュラム・マネジメントを生かした自立的学校経営の推進 

各種表彰 

○
市
教
育
委
員
会
表
彰
（
教
職
員
） 

○
市
教
育
実
践
グ
ラ
ン
プ
リ 

○
文
部
科
学
省
、
沖
縄
県
、
等
の
表
彰 

 

学校訪問 

○
学
校
支
援
訪
問 

○
校
内
に
お
け
る
要
請
訪
問 

 

教職員一人一人が資質・能力を発揮させるための４つの視点 

これからの時代に必要な教師力の育成 
～チーム学校の中で職能成長を図る～ 

令和４年度 努力目標 
〇 未来志向を持って、教育施策の推進に努める 
〇 共感的理解に立って、工夫・改善・協働に努める 

育成方針 
① 学校職員として職務に専念するとともに、授業及び校務を 
通して職能成長を図る 

② 教職員研修計画に基づく研修の充実を通して指導力向上を 
図る 

支 え 学 び 培 う 育 ち 
職員間、学校間の交流に積
極的に取り組み、相互支援
のある同僚性を身に付ける
よう努める。 

学習指導要領、諸研究資料
に基づいた教材研究、指導
方法の工夫改善に努める。 

健康増進、深い教養に関心
を持ち、情操豊かな教職経
験を重ねていけるよう心が
ける。 

社会人としての経験を豊か
にするとともに、子供の多
様な発達段階や校務の理解
を深める。 

 
日常的な同僚性の発揮と管理職による支援 

～日頃からの授業参観をとおして～ 
①学年内におけるミドルリーダーとのコミュニケー 
 ションの充実（学年会・教科会、等） 
②校長、副校長、教頭、主幹教諭による日常的な 
 参観を通した助言と子どもへの励ましの言葉 
③校内における相互授業参観の奨励 

 

学校間交流の機会を生かす 
① 校内研修の学校間交流 
② 校種間（保幼小、幼小、小中、中高） 
連携による交流 

③ 県外学校との交流 

 

校外における研修機会を生かす 
①各種研修会、研究発表会への積極的
な参加による交流 

②主体的な研究会活動への参加による 
専門性の向上 
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44  確確かかなな学学力力のの向向上上  

目指すべき方向 

  学習指導要領改訂の趣旨を捉え、カリキュラムマネジメント及び「主体的・対話的で深い学び」の
視点からの学習過程の改善を図り、「確かな学力」の向上に努めます。 

目標 

① 子供たちが夢を持ち、その実現に向けて主体的に取り組むことができるようにする。 
② 学力向上推進５カ年プラン・プロジェクトⅡを推進し，授業における基本事項・うるま市重点項目
「人を大切にする『聴くこと』」「勇気づけのボイスシャワー」を柱とした「主体的・対話的で深い
学び」の視点に立った授業改善に取り組む。 

③ カリキュラムマネジメントを生かした学校改善の取組を推進していく。 
④ 学校・家庭・地域の連携協力を推進し、子供たちの健やかな成長を見守っていく。 

現状と課題 

 ○ 全国学力・学習状況調査・県学力定着調査・学力到達度調査において、小学校平均正答率は，国語・
算数ともに県平均に近い値となっている。中学校の平均正答率は、県平均と比べ差が縮まりつつ
あるが，学校間差や学年間差が課題である。 

○ 「授業における基本事項」に基づく授業改善の充実 
○ 自己肯定感が低く、特に人とかかわる力が十分は言えない。 

めざす子供像、教師像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子供像 ○主体的に学習に取り組むことができる児童生徒 
○他者と関わり合いを大切にし，ペアやグループで協力して学び合うことができる児童生徒 

教師像 ○主体的に授業改善に取り組むことができる教師 
○子供や同僚と関わり，同僚性を高めながら互いに学び合うことができる教師 
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主 な 施 策 
〇市教委学校訪問、教職員研修会、SEL-8S研修会、教育講演会 
〇教科授業研究会、市指定研究の推進、学力向上支援員の配置、単元テスト導入 
〇市学力向上推進協議会、ブロック連携協議会（うるま６か条） 

日常化する 
【質的授業改善】 

主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実現現にに向向けけたた授授業業改改善善  
〇生徒指導の 4つのポイント※１を生かした授業改善・学級経営の充実 
〇端末を活用した授業改善の推進（ＩＣＴの効果的な活用） 
〇授業改善ルーブリックを活用した授業における基本事項の実践・評価・改善 

そろえる 
【組織的共通実践】 

学学びびのの質質をを高高めめるる組組織織的的学学校校・・授授業業改改善善のの推推進進  
○支持的風土づくりの 4つのポイント※2に基づく学級・学校経営 
○調査に基づく児童生徒の実態分析・共有，個人研究の組織的推進 
○全職員で取り組む SEL-8Sの共通実践，小中共通実践の連携・協働 

支える 
【発 達 の 支 援】 

児児童童生生徒徒理理解解にに基基づづくく学学校校・・学学級級経経営営のの充充実実  
○社会性と情動の学習 SEL-8S※３，UD及びUDLの視点に立った授業づくり※４の推進  
○道徳・特別活動の充実（話合い活動の授業スタイルの確立） 
○アセスメント調査の実施と結果分析に基づく効果的な活用・支援 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントトのの視視点点にに基基づづくく学学校校組組織織体体制制のの構構築築  
○年間サイクル計画に基づく学力向上推進と生徒指導の一体的展開 
○授業と家庭学習を結ぶ往還的な学習サイクルの確立・学びに生かすテスト改善 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

市市学学力力向向上上推推進進協協議議会会とと連連携携ししたた取取組組のの充充実実  
○小中連携教育の充実 ○家庭や地域と連携した基本的な生活習慣の確立 
○学力向上支援員の配置による学習支援・補習指導の体制づくり 

 
※1：①規範意識の醸成、②自己存在感を与える、③共感的な人間関係の育成、④自己決定の場を与える 

※2：「安心」「所属」「承認」「自立」を通して学校改善を図る。 

※3：社会性と情動の学習 SEL-8S(自己の捉え方と他者との関わり方を基礎とした社会性に関するスキル、態度、価値観を育む学習プログラム）を通して、学校・教師・ 

子供の社会性や学級の人間関係形成に役立てる。 

   ※4：UDとは、特別な支援が必要な子を含めて、通常学級におけるすべての子が楽しく学び合い『わかる・できる』ことを目指す焦点化・視覚化・共有化を意識したユニ

バーサル授業デザイン。UDLとは、「どう教えるかではなく、どのように学ぶか」という「学習者主体」の学びのユニバーサル化のこと。 



学
校
教
育

− 31 −

５５  道道徳徳教教育育のの充充実実  

目指すべき方向 

  児童生徒の道徳性の育成を通して、心身の調和のとれた発達と豊かな心の育成、個性の伸長を図る
ため、道徳教育の充実に努めます。 

 

目標 

① 道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う。 
② 道徳的諸価値の理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方について
考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

③ 各教科、外国語活動、総合的な活動の時間、特別活動等の特質に応じて、児童生徒の発達段階や特
性等を考慮し，適切な指導を行う。 

④ 学校・家庭・地域との共通理解を深め、相互の連携を図る。 
 

現状と課題 

 〇 各学校における道徳教育推進教師の配置や道徳年間指導計画・別様の見直しと活用 
〇 「考え，議論する道徳」授業の改善を目指した研究授業の実施 
〇 教科書を活用した魅力ある活動の実施 
〇 題材に関連した体験活動の実施 
〇 生命尊重や規範的な行動を促す道徳教育の実施 

  

めざす子供像 

いいののちちやや人人権権をを尊尊重重すするる思思いいややりりののああるる児児童童生生徒徒  
〇 発達段階に応じて、答えがひとつではない道徳的な課題に向き合う児童生徒 
〇 自己を振り返り、これからの課題や目標を見いだすことができる児童生徒 
〇 他者と関わり合いを大切にし、ペアやグループで協力して学び合うことができる児童生徒 
〇 いじめに対して、その間違いに気づき、友達・教師・家族に相談しながらいじめの防止等に主体的
に関わる児童生徒 
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主 な 施 策 〇社会性と情動の学習 SEL-8Sに基づく対話的な風土づくり 
〇市指定研究校「道徳教育の充実」の取組 

日常化する 
【質的授業改善】 

主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実現現にに向向けけたた道道徳徳授授業業のの改改善善  
○市共通実践項目・市重点項目の徹底（人を大切にする「聴くこと」，勇気づけのボイスシ
ャワー） 
○多様な指導を取り入れた道徳の授業改善（問題解決的・対話的・体験的学習等） 
○道徳科を核とした組織的な授業改善「考え、議論する道徳」 

そろえる 
【組織的共通実践】 

児児童童生生徒徒のの実実態態把把握握とと共共有有化化  
○学年会・教科会の充実と評価の視点・観点の共有化 
○豊かな体験の充実と人間関係づくり、いじめの防止を図る。 

支える 
【発 達 の 支 援】 

支支持持的的風風土土ををつつくくるる学学校校経経営営・・学学級級経経営営のの充充実実  
○社会性と情動の学習 SEL-8S、ＵＤ及びＵＤＬの視点に立った授業改善 
○道徳科を中心にした学級経営の充実 
○アセスメント調査の実施と結果分析に基づく効果的な活用 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントトのの視視点点にに基基づづくく学学校校組組織織体体制制のの構構築築  
○各教科との関連に基づく道徳教育の指導体制の充実 
○道徳教育全体計画，年間指導計画（別葉）に基づく道徳教育の推進 
○各学校の実状に応じた重点目標の明確化と，発達段階に応じた指導内容の重点 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

家家庭庭・・地地域域ととのの緊緊密密なな相相互互連連携携  
○家庭・地域社会と連携した道徳教育（地域題材・地域人材の活用） 
○家庭や地域と連携した道徳教育の充実とキャリア教育の視点を踏まえた校種間連携 
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66  健健ややかかなな心心とと体体をを育育むむ教教育育のの充充実実  

目指すべき方向 

  健康で心豊かな人を育むため、学校体育やスポーツに親しみ、健康や体力の保持増進の基礎づくり
を進めます。また、運動部活動の活性化や適正化を促進し、発達段階に応じた基礎的な体力の向上に
努めます。学校給食を通して児童生徒への食に関する指導を充実するとともに、食の安全・安心・信
頼性の確保に努めます。 

 

目標 

① 心と体を一体としてとらえた健康の保持増進と体力の向上を図り、保健安全及び食に関する指導
を学校の教育活動全体を通して行う。 

② 生涯スポーツの基礎となる体力の向上を目ざした取組を充実させる。 
 

現状と課題 

 ○ 各学校における健康教育に対しての創意工夫した実践 
○ 新体力テスト・泳力調査結果の考察及び改善に向けた取組の実施 
○ 肥満傾向、体力・運動能力の低下傾向 
〇 部活動加入率（64.6％）＊学校運動部（49.1%）＊学校文化部（9.3%）＊学校外活動（7.4%） 

  

めざす子供像 

○ 心身の健康について考えて行動できる児童生徒 
○ 生涯にわたって運動に慣れ親しむことのできる児童生徒 
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主 な 施 策 

〇小学校体育専科教員配置の活用・推進（伊波小） 
※休日部活動の段階的な地域移行に向けた取組 
〇スポーツ力向上促進事業（9学校・28部活） 
〇地域部活動推進事業（2部活・スポーツ庁委託） 
〇地域×スポーツクラブ産業（経済産業省委託） 
〇部活動指導員配置事業（4部活 4人） 

日常化する 
【質的授業改善】 

１１  体体育育にに関関すするる指指導導（（体体力力向向上上）） ＊一校一運動・小中連携の取組 
生涯にわたり運動やスポーツを豊かに実践し、現在及び将来の体力の向上を図る実践力の
育成を目指し、自ら進んで運動に親しみ、心身を鍛える指導 

そろえる 
【組織的共通実践】 

２２  安安全全にに関関すするる指指導導（（学学校校安安全全））  
生活安全、交通安全及び防災に関する指導や情報技術の進展に伴う事件・事故の防止 
また、非常時において、児童・生徒自ら適切に判断し、行動できるよう指導 

支える 
【発 達 の 支 援】 

３３  食食育育にに関関すするる指指導導  
食育に関することを中心に健康についての知識を身に付け、必要な情報を自ら収集し、適
切な意思決定や行動選択を行い、積極的に健康な生活を実践することができるようにする
指導 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

４４  心心身身のの健健康康のの保保持持増増進進にに関関すするる指指導導（（健健康康教教育育））  
＊薬物乱用防止集会・思春期教室・性教育等 
健康情報や性・薬物等に関する情報を正しく選択して適切に行動することができ、心身の
成長発達に関して適切に理解し、行動することができるような指導 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

５５  部部活活動動（（ススポポーーツツ少少年年団団含含むむ））等等  ＊市スポーツ力向上促進事業 
〇毎年度「学校の運動部（文化部）活動に係る活動方針」を策定し、生徒が参加しやすい
実施形態等を工夫するとともに、毎年度末に見直しを図る。 
〇学童期における社会体育活動（スポーツ少年団）の各競技指導者との連携を密に行い、
学校経営方針に沿った適切な活動の推進 
〇休養日や活動時間の設定による、短時間で合理的・効率的・効果的な指導 
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77  生生徒徒指指導導のの充充実実  

目指すべき方向 

  基本的な生活習慣や態度を育て、自ら主体的に判断、行動し積極的に自己を生かしていくことがで
きる心豊かで明るく伸びやかな児童生徒の育成に努めます。 

 

目標 

① 児童生徒が主体的に判断、行動し積極的に自己を生かしていくことができるよう、自己指導能力
の育成に努める。 

② 児童生徒理解に基づいた生徒指導を適切な生徒指導・教育相談体制のもとで行い、教師と児童生
徒の信頼関係および児童生徒相互の好ましい人間関係を育てる。 

③ 生徒指導４つのポイントを生かした授業の充実、自己有用感を育てる学級経営，学年経営を充実
させ「学習における居場所」「活躍の場」「絆」づくりを推進する。 

④ 家庭・地域との信頼関係を築き、共通した課題意識を基盤とした指導・支援の充実に努める。 
⑤ 児童生徒の実態把握に努め，いじめや不登校、その他問題行動等の未然防止を図る。 
 

現状と課題 

 ○ 不登校児童生徒の増加および要因の多様化 
○ 児童生徒間暴力の増加 
○ ＳＮＳを介した諸問題対応に苦慮している。 
○ 他部署との円滑な情報連携および行動連携が図られてきている。 

  

めざす子供像 

○ 自分自身と仲間を大切にできる児童生徒 
○ 自分で考え、判断、行動し、問題解決ができる児童生徒 
○ 自分のよさや興味関心を生かし、自発的に学ぶことができる児童生徒 
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主 な 施 策 
〇不登校・いじめ問題対策連絡協議会   〇いじめ問題対策審議会 
〇小中生徒指導主任研修会（警察署との連携）〇児童生徒指導関連研修会 
〇不登校問題対策支援訪問  〇不登校問題ヒヤリング 
〇県/市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（ＳＶ研修会含む） 

日常化する 
【質的授業改善】 

○生徒指導の４つのポイントを生かした授業の充実 
（「規範意識」「自己存在感」「共感的な人間関係」「自己決定の場」） 
○授業における基本事項・共通実践項目の徹底 
○全ての児童生徒に活躍する場を与える取り組みの推進 

そろえる 
【組織的共通実践】 

○ガイダンスとカウンセリング機能の充実 
○「一人一人の居場所」「活躍の場」づくりを意識した経営の充実 
○アンケートや教育相談等での実態把握、早期発見・早期対応（いじめ防止） 

支える 
【発 達 の 支 援】 

○支持的風土・互いに認め合い、支え合う風土の醸成を図る学校・学級経営 
○学びに向かう集団づくり（SEL-8Sの実践） 
〇アセスメント調査の実施と活用 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

○学校課題解決に向けた組織マネジメントを高める 
○生徒指導ＰＤＣＡサイクル×３を活用した指導体制の推進 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

○学校・家庭・地域の連携の充実 
○中学校区生徒指導連絡協議会の機能化（情報連携・行動連携等） 
○関係機関（福祉面）とのサポートチーム体制の構築と推進 
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８８  キキャャリリアア教教育育のの充充実実  

目指すべき方向 

  学ぶことや働くこと、生きることの尊さを実感させ、学ぶ意欲を向上させるなどキャリア教育の推
進に努めます。 

 

目標 

① 学ぶことや働くこと、生きることの尊さを実感させ、学ぶ意欲を向上させる。 
② 将来の社会的自立・職業的自立の基盤となる資質・能力・態度を育てる。 
③ 望ましい勤労観・職業観を育てる。 
 

現状と課題 

 ○ 学校において、キャリア教育の全体計画・キャリア教育学習プログラムが作成され、推進されてい
る。 

○ うるま市グッジョブ連携協議会が学校と企業をつなぎ、ワーカーズトーク・職場体験活動の取組
が充実している。 

  

めざす子供像 

○ 主体的に自己実現を図ろうとする児童生徒 
○ 学ぶ意欲を持ち、将来社会的自立に必要な資質・能力を身に付ける児童生徒 
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主 な 施 策 

〇４つの育成能力を踏まえた年間学習計画作成の指導助言 
〇商工労政課と連携し、ワーカーズトーク、社会人講話、マナー講座等のキャリ
ア教育推進事業の展開を図る。 
〇キャリア教育担当者研修会を実施し、学級活動内容（3）「一人一人のキャリア
形成と自己実現」等の指導の充実を図る 

日常化する 
【質的授業改善】 

○特別活動を要としたキャリア教育の充実 
○振り返りを意識した「キャリアパスポート」を活用し、12 年間の学びの履歴
をつなぐ 
○進路指導をキャリア教育の中核と捉え、主体的に進路を選択できる力の育成 

そろえる 
【組織的共通実践】 

○特別活動を要としたキャリア教育の充実 
○振り返りを意識した「キャリアパスポート」を活用し、12 年間の学びの履歴
をつなぐ 
○進路指導をキャリア教育の中核と捉え、主体的に進路を選択できる力の育成 

支える 
【発 達 の 支 援】 

○職場体験活動(小：ワーカーズトーク、職場見学、中：職場体験)の充実を図る。 
○相談活動・ガイダンス機能を充実させた進路指導と進路情報の家庭への積極的
な情報提供 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

○「基礎的・汎用的能力」４つの育成能力を踏まえた年間学習計画作成 
 ①人間関係形成・社会形成能力②自己理解・自己管理能力 
 ③課題対応能力 ④キャリアプランニング能力 
○「学ぶ意義」や「学び・育ちの実感」を積み重ねていく学校教育活動の工夫・
改善 
○カリキュラム・マネジメントの視点に基づいた共通実践 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

○卒業生や地域人材等を活用して、学校生活と将来の職業のつながりについての
進路学習会等を実施 
○地域学校協働活動との関連 
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９９  特特別別活活動動のの充充実実  

目指すべき方向 

  自ら学び考え、自らを律しつつ他者と協働できる豊かな人間性・社会性の育成を図る特別活動の充
実に努めます。 

 

目標 

① 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動で必要となることを理解し、行動の仕方を身
に付ける。 

② 集団や自己の生活、人間関係の課題を解決するために、合意形成を図ったり、意思決定ができるよ
うにする。 

③ 身に付けたこと生かし、自己（人間として）の生き方についての考え（自覚）を深め、自己実現を
図ろうとする態度を養う。 

 

現状と課題 

 ○ 集団活動や学校行事の工夫、児童会・生徒会活動の活性化を図っている。 
○ 小学校では、集会活動や係活動を通して友達と一緒に活動する楽しさを味わわせている。 
○ 中学校では、キャリア教育と関連させながら自治的活動が行われ、生徒の社会性、自立性の向上を
図っている。 

○ 学級活動の指導過程を踏まえた実践 
  

めざす子供像 

○ 互いに協力し合って望ましい人間関係を築ける児童生徒 
○ 自分のよさや可能性を学校生活の中で、積極的に生かすことができる児童生徒 
○ 体験活動等を通して、自分の将来について考え、生かすことができる児童生徒 
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主 な 施 策 
〇全体計画及び年間指導計画を基にした特別活動の充実に向けた支援 
〇「小学校リーダー研修会」又は「うるま市中学校フォーラム」の開催 
〇児童会・生徒会担当者研修会 
〇学習過程を踏まえた授業展開を図る研修会の実施 

日常化する 
【質的授業改善】 

○学習過程を踏まえた話合い活動の授業スタイル確立（合意形成・意思決定） 
○学級活動サイクル（PDCA）に取組み、主体的な態度を育む。 
○生徒指導の４つのポイントを生かした授業 
○係活動や児童会・生徒会活動等を通した望ましい人間関係の構築 

そろえる 
【組織的共通実践】 

○特別活動の教育的意義理解と、学校全体での組織的な推進 
○育てたい資質・能力を明確にした、具体的・実践的な全体計画の作成 
○道徳教育・生徒指導の重点化などを踏まえた指導内容の重点化を図る 
○学級活動と児童会・生徒会活動との連動 
○「キャリア・パスポート」の効果的な活用 

支える 
【発 達 の 支 援】 

○児童生徒理解（行動観察・アセス等の活用）による承認関係及び指導・ 
 支援体制の構築 
○教師の意図的、計画的な指導と子供の主体的な活動による支持的風土 
 をつくる学校・学級経営の充実（ガイダンスとカウンセリング） 
○児童生徒と共に話し合い、決定した学級目標の設定（教室掲示用） 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

○学校課題解決に向けた組織マネジメント機能の向上 
○学級・学年経営や学級活動に関する校内研修や OJTの実施 
○年間を見通した年度初めの学年・学級開きの強化 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

○自然や伝統・文化とのふれあいや地域の人々との幅広い交流 
○地域人材・物的資源の効果的な活用 
○小中、小小連携した取組（学校間の交流等） 
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１１００  特特別別支支援援教教育育のの充充実実  

目指すべき方向 

  障がいのある児童生徒が自立し、社会参加するための基盤を培う教育の充実に努めます。 
 

目標 

① 障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、一
人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は、克服する
ための適切な指導や必要な支援を行う。 

② 特別支援教育に関する校内教育支援委員会等の設置や特別支援教育コーディネーターを中心とし
た支援体制の構築と、全職員が一体となった組織的な取組を推進する。 

 

現状と課題 

 ○ 特別支援学級 147学級、言語通級指導教室２学級、発達障害通級指導教室 1学級。 
○ 特別支援教育コーディネーターを中心とした校内教育支援委員会を機能的に活用し、校内体制の
充実に努めている。 

  

めざす子供像 

○ 自己の自立や社会参加に向けて持てる力を発揮できる児童生徒 
○ 正しい障がい理解、自己理解、他者理解を深める児童生徒 
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主 な 施 策 

〇うるま市教育支援委員会    〇うるま市特別支援学級担任等合同研修会 
〇教育支援担当者会       〇作業療法士による巡回相談  
〇特別支援教育支援員・医療的ケア看護職員の配置及び研修会の実施 
〇うるま市特別支援教育研究会、中頭難聴・言語障害研究会との連携 
〇関係機関との連携した取り組みの実施（うるま市教福連携プロジェクト） 

日常化する 
【質的授業改善】 

個個々々のの特特性性にに応応じじたた指指導導のの充充実実  
○生活や学習上の困難さに関する実態把握に基づいた、担任による継続した個別指導の実践 
〇生徒指導 4つのポイントを活かした授業の実践 
〇ＵＤ及びＵＤＬの視点に立った授業づくりに取り組む。 
〇児童生徒の障がいの状態に応じた「自立活動」の充実 

そろえる 
【組織的共通実践】 

児児童童生生徒徒のの実実態態把把握握にに基基づづくく組組織織的的・・計計画画的的なな取取組組  
○個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成、活用、見直し、引継ぎの確実な実施 
○教育相談や生徒指導と連携したチームとしての対応の充実（共通理解・共通実践） 
○校内研修や OJT を通した特別な支援を必要とする児童生徒への指導方法や指導上の留意点
等についての理解深化、専門性の向上に努める。 

支える 
【発 達 の 支 援】 

児児童童生生徒徒理理解解にに基基づづくく学学校校・・学学級級経経営営  ～～全全ててのの子子がが過過ごごししややすすいい学学校校・・学学級級～～  
○特別支援学級の弾力的な運用、恒常的な体験入学の実施 
○確かな児童生徒理解（行動観察、心理検査・アセス等の活用） 
○支持的な風土をつくる学校、学級経営（SEL-8S、特別活動の充実） 
○合理的配慮（教育的ニーズに応じた指導）の適切な提供 
○特別支援教育支援員や医療的ケア看護職員の効果的な活用 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントトのの視視点点にに基基づづくく校校内内支支援援体体制制のの構構築築  
○校長のリーダーシップのもと、学校経営計画に基本方針を示し、全教職員が協力し、組織的、
計画的な支援を推進する。（個別の指導計画の活用） 
○個に応じた教育課程の編成 
○校内教育支援委員会の機能化に努め、丁寧な就学支援や教育相談を継続的に実施する。 
○特別支援教育コーディネーター→全職員協働体制→校内研修 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

切切れれ目目ののなないい支支援援のの充充実実  
○交流及び共同学習の充実 
○保幼こ・小・中やうるま市教育支援委員会、教育相談員、臨床心理士、作業療法士、うるま
こどもステーション等と連携した取組の推進 
○トライアングルプロジェクト（教育・福祉・家庭の一層の連携）の推進 
○特別支援学校のセンター的役割としての活用 
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１１１１  安安全全教教育育・・防防災災教教育育のの充充実実  

目指すべき方向 

  自他の生命尊重を基盤として、自ら安全に行動し、安全な社会づくりに貢献できる資質や能力を育
成するとともに、児童生徒の安全確保に努めます。 

 

目標 

① 児童生徒が、安全で安心して学校生活を過ごせるような環境づくりに努める。 
② 学校安全計画、危機管理マニュアル等を活用した安全指導の充実に努める。 
③ 児童生徒が、登下校を含め地域で安心して生活できるように、家庭や地域社会、関係機関・団体と
連携した取組を推進する。 

 

現状と課題 

 ○ 登下校時、道路を横断する際に起きた自動車との接触事故（12件） 
○ ふざけ合い等の中で起きたケガ（22件） 
○ 学校等からの不審者情報（20件） 
○ 通学路における必要点検箇所（132件）＊令和 3年度 

  

めざす子供像 

○ 決まりを守り、安全に行動できる児童生徒 
○ 自分や他人の生命を尊重し、大切にできる児童生徒 
○ 危険を予測して、正しい判断、行動ができる児童生徒 
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主 な 施 策 
〇交通安全教室 〇学校安全担当者会 〇通学路安全推進会議       
〇通学路合同安全点検（学校教育課/学校/市民協働課/維持管理課/警察署/ 
中部土木事務所/各自治会） 

日常化する 
【質的授業改善】 

○学校安全計画の作成と活用（定期的、日常的な点検、情報の収集） 
○児童生徒による地域安全マップの作成を通した危機回避能力の育成 
○児童生徒の安全に対する意識の高揚を図る取組の推進 

そろえる 
【組織的共通実践】 

○安全点検表等による定期的、臨時的、日常的な安全点検の徹底 
○避難訓練、校内研修、各教科における「危機管理マニュアル」の効果的活用 

支える 
【発 達 の 支 援】 

○防犯・防災訓練、交通安全教室による児童生徒の危機管理能力の育成 
○児童生徒が安心して学べる場となるような校舎内外の学習環境の整備・充実 
○危険箇所への早期対応と安全対策の表示等の徹底 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

○各校の実情に応じた独自の「危機管理マニュアル」の作成 
○円滑な安全教育、安全管理のための学校安全体制の構築 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

○保護者及び地域、関係機関等と連携した学校安全教育の充実 
○不審者情報の発信や注意喚起、地域巡回の実施 
〇通学路安全点検の実施と危険箇所についての安全マップ作成 
〇市教委、警察署、道路管理者と連携した危険箇所の改善 
〇保護者、地域関係者を含む「危機管理マニュアル検討委員会」の設置 
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１１２２  国国際際理理解解教教育育・・外外国国語語教教育育のの充充実実  

目指すべき方向 

  国際理解教育・外国語教育の充実を図るとともに、児童生徒の国際交流事業を推進し、国際社会の
中で活躍できる人材の育成に努めます。 

 

目標 

① 広い視野を持ち、郷土を愛し、異なる文化を持った人々と共に協調していく資質や能力をもつ人
材を育成する。 

② 小学校段階からの国際理解教育の充実を図り、あわせてコミュニケーションの手段として外国語
(英語)に慣れ親しませ、中学校外国語(英語)教育との円滑な接続と学びの連続性を踏まえた外国
語(英語)によるコミュニケーション能力を育成する。 

  

現状と課題 

 ○ 小学校第３・４学年の外国語活動、第５・６学年の外国語科の授業において担任と ALT(外国語指
導助手)が T・Tによる授業を実施 

○ 各小中学校に ALTを配置予定 
○ 令和３年度英語検定合格者数 551名(合格率 55.3%) 
 

めざす子供像 

○ 広い視野を持ち，異なる文化を理解し、郷土を誇れる児童生徒 
○ 英語でコミュニケーションを図れる児童生徒 
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主 な 施 策 
〇ＡＬＴ（外国語指導助手）配置 
〇中学校英語スキットコンテスト 
〇市英語等検定料補助金交付事業(実用英語技能検定(英検)の受検費用補助) 
〇中学校イングリッシュサマーキャンプ（8/6～8/7） 

日常化する 
【質的授業改善】 

〇単元を見通した資質・能力を育む授業改善・校内研究 
〇生徒指導の４つのポイントを生かした授業  
○よさや進捗状況の積極的評価 
〇語彙数の増加に伴う、より多くの語に触れる機会の提供 

そろえる 
【組織的共通実践】 

〇調査分析に基づく児童・生徒の実態認識を共有  
〇「話すこと（やりとり）」の新設領域を踏まえた言語活動の継続的指導 
○言語活動を通した、新しい文法事項の導入 
○視点・観点をそろえた評価の実施 

支える 
【発 達 の 支 援】 

〇ALTとのチーム・ティーチングの充実によるコミュニケーション能力の育成 
〇ALTを効果的に活用した、中学校英語スキットコンテストへの支援 
〇英語検定等の技能試験に向けての指導 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

〇小学校での指導を踏まえ、中学校において５つの領域の言語活動を通した、英
語によるコミュニケーション能力の育成 

〇諸学力調査の結果分析に基づくカリキュラムマネジメントを意識した授業改善 
〇授業と家庭学習を結ぶ往還的な学習サイクルの確立・学びを生かすテスト改善 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

〇小学校外国語科との連携（中学校教師による乗り入れ授業の実施） 
〇国際理解教育の充実（郷土の自然・歴史・文化や生活習慣などの紹介） 
〇地域人材等を活用した、異文化交流、異文化体験、英会話の体験等、学習した
ことのアウトプットの機会の提供 
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１１３３  情情報報教教育育のの充充実実（（情情報報活活用用能能力力のの育育成成とと情情報報モモララルル指指導導のの充充実実））    

目指すべき方向 

  コンピュータやインターネットを活用し情報化社会に主体的に対応できる「情報活用能力」の育成
と情報モラルに関する指導の充実に努めます。 

 

目標 

① ICT機器を効果的に活用し、児童生徒の情報活用能力を育成する。 
② 教師の ICT活用能力の向上を図り、「わかる授業」に向けた工夫改善を図る。 
③ 各教科等におけるプログラミング教育を通して、プログラミング的思考を育む。 
④ 「GIGAスクール構想の実現」に向けて取り組む。 
⑤ 児童生徒の発達段階に応じた情報モラル教育指導計画を作成し、系統的、継続的に指導する。 
 

現状と課題 

○ 市内小中学校全普通教室へ電子黒板を設置し活用(H27年度)。 
○ １人１台端末の整備が完了(R3年 4月)。ICT支援員４名を配置し ICT機器の活用が進むよう支援。 
○ 教師の活用能力向上に向けて各種研修会を実施。 
○ プログラミング教育の充実に向け GIGA端末に Scratchを導入。 

 

めざす子供像 

○ 主体的に学び、自らの考えを伝えるとともに、他者の考えを理解する児童生徒 
○ 他者と協働して、新たな価値を見出し、問題を解決しようとする児童生徒 
（うるま市 GIGAスクール構想推進ビジョン） 
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主 な 施 策 
〇情報教育担当者会 
〇Google キックスタートプログラム 
〇ＮＨＫ for School ワークショップ 
〇ＬＩＮＥ、ｎｏｔｅと連携した情報モラル教育 

日常化する 
【質的授業改善】 

○GIGAスクール構想ステップ２「教科の学びを深める。教科の学びの本質に迫
る。」授業の実践。 

そろえる 
【組織的共通実践】 

○情報活用能力の育成について体系的・継続的に取り組む。 
○児童生徒の発達段階に応じた情報モラル教育の実践。 
○端末を活用し、情報の収集、整理・比較、発信・伝達、保存・共有などの学習
活動を行う。 

支える 
【発 達 の 支 援】 

○個に応じた支援ができる授業の実践。 
○教材の拡大提示による視覚的でわかりやすい授業の実践。 

見通す 
【学校組織マネジメント】 ○情報活用能力の体系表を作成し、体系表に基づいた評価・改善を行う。 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

○情報教育の充実に関する市研究指定校（与那城小学校）を設定し、指定校にお
ける研究内容及び実践を市内小中学校で共有することにより、子供たちの情報
活用能力を育成する。 
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１１４４  へへきき地地・・島島ししょょ地地域域のの教教育育のの推推進進  

目指すべき方向 

  へき地・島しょ地域では、小中連携し合い、地域に最も適した特色ある教育の推進に努めます。 
 

目標 

① へき地・島しょ地域の特性を生かした地域に根ざした教育課程の編成を行い、主体的で創造性豊
かな自立心のある児童生徒の育成に努める。 

② 児童生徒一人一人の特性を把握し、少人数指導や複式学級における個に応じた指導を充実すると
共に、交流学習を実施し、集団活動の充実に努める。 

 

現状と課題 

〇 彩橋小中学校、津堅小中学校の 2 校。 
〇 豊かな自然環境に恵まれ、地域の積極的な協力が得やすい。 
〇 地域行事に関わる機会が多く、地域に根ざした教育が推進できる。 
〇 津堅小中学校は複式学級を有し、教師の創意工夫のもとに複式授業が行われている。 
〇 少人数のため人間関係の固定化が見られ、集団での活動経験が不足している。 
〇 特別支援教育を必要とする児童生徒の割合が高い。 
〇 Ｎ高等学校と連携しネット授業及びネット課外活動を実施している。 
 

めざす子供像 

〇 夢や希望を持ち、その実現に向けて粘り強く取り組む児童生徒 
〇 地域に誇りを持ち、地域の良さを発信することができる児童生徒 
〇 社会に関心を持ち、広い視野を持って学習に取り組むことができる児童生徒 
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主 な 施 策 
〇へき地児童生徒援助費補助金事業 
〇彩橋小中学校通学支援費補助 
〇ICT を活用した特色ある学校づくり事業 

日常化する 
【質的授業改善】 

〇少人数、複式指導による個に応じた細やかな指導の充実 
〇自己学習力を鍛え、複式授業における間接指導の充実を図る。 
〇端末の活用を促進し、情報活用能力や発表力を育成する。 

そろえる 
【組織的共通実践】 

〇小中学部会や小中生徒指導、教育相談部会等小中連携した取組の充実 
〇合同学習、集合学習、交流学習を通し、集団での学習の充実に取り組む。 
〇県や九州のへき地教育研究大会への参加を通し、へき地校の課題解決に向けた 
取組の充実に努め、授業力向上を図る。 

支える 
【発 達 の 支 援】 

〇交流学習を通して多くの同年代の子供たちとの関わりを持つことで、自主性や
社会性を育て、中学卒業後を見据えた指導を行う。（SEL-8S） 

〇ＵＤ及び UDL の視点に立った授業づくりに取り組む。 

見通す 
【学校組織マネジメント】 

〇９年間を見通した学校組織体制の構築 
〇保幼こ・小・中学校を通して子供たちの育ちや生活指導、学習指導等、個々の 
情報を共有し合い、ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの視点に基づいた共通実践に取り組む。 

つなぐ 
【学校連携・地域連携】 

〇地域のよさを知るとともに、誇りと愛着がもてるよう地域の文化、環境、歴史 
についての体験活動を取り入れた学習の工夫改善に取り組む。 

〇近隣の学校と日常的に情報交換や意見交換を行うとともに、集合学習やネット 
授業、ブロック連携を通し、実践研究の充実に取り組む。 

※合同学習・・・1つの学校で、２学級以上の児童生徒が一緒に学習し、一定の人数の集団が必要な学習や異年齢集団のよさを生かした学習を展開する教育方法    

※集合学習・・・近隣の２校以上の児童生徒が一か所に集まり、各領域などの指導の計画の一部の学習活動を各学校の教師の協力的な指導により展開する教育方法 

※交流学習・・・学校規模や生活環境の異なる学校間で姉妹校的な関係を結び、それぞれの学校が単独では体験できない学習や生活をさせる教育方法 
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１１５５  市市民民協協働働学学校校（（ココミミュュニニテティィ・・ススククーールル））のの推推進進  

目指すべき方向 

  学校と保護者・地域住民が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる仕組みづくりを構
築する。 

 

目標 

①よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、社会と連携・協働しながら、 
 未来の創り手となる子供達のために必要な資質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現を
図る。 
②学校運営協議会を通して、地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくり 
 を推進する。 
 

現状と課題 

 ○ 地域住民等の理解と協力を得て、地域教育資源を生かした授業づくりが行われている。 
○ 子供たちに地域に対する誇りや地域の担い手としての自覚が高まってきている。 
○ 学習支援ボランティアの人員の確保や多様な活動、継続的な活動の維持推進に課題。 

  

めざす子供像 

○ 生まれ育った地域のよさに気づき、「愛着心」をもつことによって、心穏やかに学校生活を送る児
童生徒 

○ 学校づくりに参画する大人と接することで次の地域の担い手を志す児童生徒 
 

教育委員会の取組 

 ○ 市民協働学校推進協議会を設置し、各学校の学校運営協議会の支援・推進体制の構築を図る。 
○ 地域学校協働活動推進員(地域コーディネーター)の配置。 
○ 市民協働学校フォーラムを開催する。（市内各学校取組事例の共有化等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「「社社会会にに開開かかれれたた教教育育課課程程」」のの実実現現  

① 市民協働学校の目的・仕組みについて理解を図る。 
② 学校運営協議会において地域でどのような子供達を育てるのか、何を実現していくのかという 
目標やビジョンについて、保護者、地域住民等と共有し、できることを実践する。 

③ 学校運営協議会において、学校課題について地域住民等と共有し、対応策について熟議する。 
④ 地域連携担当職員、地域学校協働活動推進員を中心に、地域との協働による授業や体験活動等の
調整をし、円滑に行われるようにする。 

⑤ 学校、保護者、地域がそれぞれの役割を明確にして連携し、地域人材を活用し「社会に開かれた教
育課程」の実現に努める。 

⑥ 学校教育情報を積極的に保護者・地域住民へ周知する。  
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１１６６  事事業業計計画画  

令令和和４４年年度度  教教職職員員研研修修等等事事業業                                                 

１１  学学力力向向上上支支援援員員：：担担当当  儀儀間間      

＜学力向上支援員研修会日程＞ 

 日時 研修内容等 場所 

①  ４月６日（水）２部 服務指導、勤務形態、業務確認、心構え等 

西棟３階第一会議室 ② ７月１５日（金） １学期の成果と課題・改善策 

③ 12月 22日（木） ２学期の成果と課題・改善策、次年度に向けて 

  

２２  日日本本語語教教育育支支援援員員：：担担当当  名名嘉嘉村村      市市内内小小学学校校６６校校  中中学学校校２２校校配配置置  ８８名名配配置置予予定定（（RR44..３３月月現現在在））  

＜日本語教育支援員研修会＞：午後２時間分の出勤に該当。 

 日時 研修内容等 場所 

① ４月１１日（月）１５時 服務規律及び職務内容等説明、令和３年度共通実践確認 

西棟３階中会議室 ② ７月１９日（火）１５時 １学期ふり返り、講話、情報交換会 

③ 12月 21日（水）15時 ２学期ふり返り、好事例共有、まとめ、次年度継続確認等 

＊定期的に、担当主事が各配置校を訪れ、情報交換を行う。 

 

３３  英英語語指指導導助助手手（（ＡＡＬＬＴＴ））：：担担当当  名名嘉嘉村村      ＡＡＬＬＴＴ１１３３名名＋＋各各校校担担当当者者２２６６名名  

＜ALT担当者会日程＞：本研修への参加は、午後２時間分の出勤に該当します。 

 日時 研修内容等 場所 

① ４月１４日（木）１４時 服務規律及び職務内容等説明、ＡＬＴの効果的な活用等 西棟３階第一会議室 

② ６月２７日（月）１４時 公開授業参観（中学校）、参観後協議会（予定） 西棟３階第一会議室 

③ 9月 27日（火）14時 公開授業参観（小学校）、参観後協議会（予定） 西棟３階第一会議室 

④ 11月 21日（月）14時 評価、小中連携等、効果的な活用例の情報交換  

  

４４  学学力力向向上上推推進進担担当当者者会会・・（（中中））教教科科部部会会（（数数学学・・英英語語・・国国語語））：：担担当当  儀儀間間・・名名嘉嘉村村  

 日時 研修内容等 場所 

① ５月１１日（水） 本年度学推計画の実施に向けて（協議） 

西棟３階第一会議室 ② 10月 12日（水） 全国学調分析及び改善策（ブロック協議） 

③ ３月２日（木） まとめと次年度計画（協議） 

  

５５  ススキキッットトココンンテテスストト担担当当者者会会：：担担当当  名名嘉嘉村村        ＊＊本本番番もも含含むむ  各各中中学学校校担担当当１１名名××１１００校校  

 日時 研修内容等 場所 

① ６月２４日（水）１５時 スキットコンテストの実施方法等についての確認等 西棟３階中会議室 

② 9月 29日（木）15時 スキットコンテストの運営についての確認等 中会議室 or現地 

③ 10月 2４日（月） 本番 勝連地区公民館 
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６６  市市指指定定研研担担当当者者会会：：担担当当  儀儀間間        各各校校１１名名××６６校校のの担担当当者者のの参参加加  

 日時 研修内容等 場所 

① ４月１２日（火） １（２）年目の研究・予算・提出物等について確認 西棟３階中会議室 

② 8月 23日（火） 各学校の進捗状況確認、研究発表会の開催方法について 西棟３階中会議室 

③ 10月 3日（月） 11月研究発表会に向けての確認（オンライン等） 西棟３階中会議室 

④ 12月 13日（火） 研究発表会の成果と課題、研究のまとめ等について 西棟３階中会議室 

  

７７  市市指指定定研研究究校校発発表表会会：：担担当当  儀儀間間  （（１１１１月月にに各各校校ににてて開開催催））  

 日時 指定校 研究テーマ 

① 11月 1日（火） 南原小 最終年次「共に学び合い伝え合うことができる児童の育成」～ICTを活用し

た授業づくりの工夫改善を通して～ 

② 11月 15日（火） 与勝中 1年次「生徒一人一人が参画する学級・学校づくり」～主体的・実践的な態

度を育む特別活動を通して～ 

③ 11月 18日（金） 兼原小 1年次「主体的に判断し、行動できる自立した児童の育成」～自己を見つめ、

他者との関わりを深める道徳教育の指導の工夫を通して～ 

④ 11月 25日（金） 天願小 1年次「自ら考え、他者と協働し、生き生きと学ぶ児童の育成」～特別活動の

見方・考え方を働かせた実践及び IN-Childによる子供理解の実践を通して 

⑤ 11月 29日（火） 与那城小 1年次「論理的思考力を身につけるための学習指導方法の工夫改善」～

ICT・ブログラミングの効果的な活用を通して～ 

⑥ １2月２日（金） 具志川東中 １年次「いじめの早期発見と傍観者を生まない学校づくり」 

  

８８  児児童童生生徒徒指指導導関関連連研研修修会会：：担担当当  上上門門  

 日時 研修内容等 場所 

① 5月 10日（火） 市内小中生徒指導主任及び関係機関との顔合わせ 西棟３階第一会議室 

② 2月 8日（水） 今年度の問題行動報告会 西棟３階第一会議室 

  

９９  市市中中学学校校生生徒徒指指導導関関連連研研修修会会：：担担当当  上上門門      

 日時 研修内容等 場所 

① 7月 13日（水） ・問題行動等の状況確認・対策等 

・警察署との連携・情報交換 

西棟３階第一会議室 

② 11月 28日（月） 西棟３階中会議室 

  

1100  SSSSWWrr・・家家庭庭支支援援員員研研修修会会：：担担当当  上上門門      

 日時 研修内容等 場所 

① 4月 5日（火） 任用説明会・各関係機関顔合わせ 西棟３階第一会議室 

② ５月２６日（木） 各学校での相談活動など情報交換会 西棟３階第一会議室 

③ ６月２９日（水） 各学校での相談活動など情報交換会 西棟３階第一会議室 

④ ７月２９日（金） ＳＶ研修会 西棟３階中会議室 

⑤ ８月２５日（木） ＳＶ研修会 西棟３階中会議室 

⑥ 9月 28日（水） 各学校での相談活動など情報交換会 西棟３階第一会議室 

⑦ 10月 27日（木） 各学校での相談活動など情報交換会 西棟３階中会議室 
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⑧ 11月 30日（水） 各学校での相談活動など情報交換会 西棟３階中会議室 

⑨ 12月 21日（水） 各学校での相談活動など情報交換会 西棟３階第一会議室 

⑩ 1月 26日（木） 各学校での相談活動など情報交換会 西棟３階中会議室 

⑪ 2月 22日（水） 各学校での相談活動など情報交換会 西棟３階第一会議室 

  

1111市市特特別別支支援援教教育育支支援援員員・・医医療療的的ケケアア看看護護職職員員研研修修会会：：担担当当  伊伊礼礼    （（年年３３回回））  

 日時 研修内容等 場所 

① ４月５日（火） 第１回 服務・業務内容・障害理解 
東棟３階大講堂 
又は、リモート 

② 7月 21日（木） 第２回 講演会【支援員のかかわりについて】 

③ 12月 5日（月） 第３回 好事例共有・まとめ・次年度 

  

１１２２  ううるるまま市市特特別別支支援援学学級級担担任任合合同同研研修修会会：：担担当当  伊伊礼礼      

 日時 研修内容等 場所 

① ４月１２日（火） 実態把握（心理検査からわかること）について（案） リモート 

② 5月 27日（金） 自立活動の授業について（知的） あげな小・リモート 

③ 6月 8日（水） 自立活動の授業について（肢体） 泡瀬特別支援学校 

④ 6月 9日（木） 自立活動の授業について（難聴・言語、通級言語） 沖縄ろう学校 

⑤ 6月 16日（木） 自立活動の授業について（自閉・情緒、通級発達） 城前小・リモート 

⑥ 7月 13日（水） 自立活動の授業について（病弱） 森川特別支援学校 

⑦ 1月 19日（木） 教育相談・引継ぎ（案） リモート 

  

１１３３  ううるるまま市市教教育育支支援援委委員員会会：：担担当当  伊伊礼礼    

 日時 研修内容等 場所 

① 6月 21日（火） 第 1回教育支援委員会・研修会 

西棟 3階第一会議室 

共用会議室 

② 7月 7日（木） 第２回教育支援委員会 

③ ７月２７日（水） 第３回教育支援委員会 

④ ８月９日（火） 第４回教育支援委員会 

⑤ ８月 25日（木） 第５回教育支援委員会 

⑥ 9月 22日（木） 第６回教育支援委員会 

⑦ 10月 6日（木） 第７回教育支援委員会 

⑧ 10月 20日（木） 第８回教育支援委員会 

⑨ 11月 8日（火） 第９回教育支援委員会 

⑩ 11月 17日（木） 第 10回教育支援委員会 

＊ 12月 6日（火） 予備日 

⑪ 1月 5日（木） 反省 西棟３階第一会議室 

⑫ 2月 16日（木） 就学相談会（4歳児対象） 西棟３階第一会議室 
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１１４４  教教職職員員研研修修（（理理論論・・実実践践））  

（（11））【【全全体体研研修修】】  ：：担担当当  島島袋袋・・名名嘉嘉村村  

 日時 研修内容等（講師名） 場所 

① ４月４日（月） 教職員全体研修        オンライン研修 

② ７月２８日（木） 教育講演会 響ホール 

  

（（22））【【教教職職員員研研修修】】SSEELL--88SS  ：：  担担当当  儀儀間間））  

 日時 研修内容等（講師名） 場所 

① ５月２７日（金） SEL-8S授業研究会（中学校）１４時～   示範授業 具志川東中学校 

② ６月 17日（金） SEL-8S授業研究会（小学校）１４時～   示範授業 天願小学校 

③ 8月 3日（水） SEL-８S実践研修会（うるま市新任・SEL担当向け）＊実践 シビックセンター 

④ 8月 17日（水） SEL-８S理論研修会（管理職・ミドルリーダー向け） ＊理論 シビックセンター 

  

１１５５  教教科科授授業業研研究究会会：：担担当当  名名嘉嘉村村    

 日時 研修内容等 場所 

①  ５月３１日（火） 第１回教科授業研究会 UD及び UDLに基づく授業実践 高江洲小学校 

② 8月 1日（月） 第２回教科授業研究会 公開授業に向けた授業づくり 各授業者の学校 

③ 9月 20日（火） 第３回教科授業研究会 指導案検討 各授業者の学校 

④ 9月 26日（月） 第４回教科授業研究会 数学（藤原先生招聘）示範授業 あげな中学校 

⑤ １０月２８日（金） 第５回教科授業研究会 公開授業（英語・数学・国語） 各授業者の学校 

  

１１６６  学学校校訪訪問問：：担担当当  儀儀間間  

 日時 学校名 訪問形式 

① ５月１３日（金） 南原小・与那城小 A 

② ５月１６日（月） 高江洲中 B 

③ ５月１８日（水） 津堅小中 B 

④ ５月１９日（木） 彩橋小中 A 

⑤ ５月２６日（木） 城前小・赤道小 A 

⑥ ６月１日（水） 勝連小・宮森小 A 

⑦ ６月３日（金） 中原小・平敷屋小 A 

⑧ ６月８日（水） 具志川東中   ＊市小中ブロック交流授業研と兼ねる B 

⑨ ６月１０日（金） 伊波小 B 

⑩ ６月１３日（月） 兼原小 B 

⑪ ６月１５日（水） 具志川中 B 

⑫ ６月２０日（月） 伊波中 B 

⑬ ６月２２日（水） 高江洲小 B 

⑭ ６月２８日（火） 川崎小 B 
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⑮ ６月３０日（木） 天願小 B 

⑯ ７月４日（月） 具志川小・田場小 A 

⑰ ７月５日（火） あげな小      ＊市小中ブロック交流授業研と兼ねる B 

⑱ ７月８日（金） あげな中       市学校訪問全体 

⑲ 7月 11日（月） 与勝中・与勝第二中 A 

  

１１７７  中中頭頭教教育育事事務務所所訪訪問問：：担担当当  儀儀間間  

 日時 研修内容等 場所 

①  ４月２０日（水） 中頭教育事務所 学力向上推進訪問打ち合わせ会（石中） 中教事 

②  9月 14日（金） 中頭教育事務所・学力向上推進学推訪問（半日） 石川中学校 

  

１１８８  児児童童会会・・生生徒徒会会担担当当者者会会：：担担当当  砂砂川川    

 日時 研修内容等 場所 

① 5月 27日（金） 児童会生徒会担当者会 西棟 3階第一会議室 

② 1月 24日（火） 児童会担当者会（小学校） 西棟 3階第一会議室 

③ 2月 2日（木） 生徒会担当者会（中学校） 西棟 3階第一会議室 

  

１１９９  中中学学校校イインンググリリッッシシュュキキャャンンププ：：担担当当  名名嘉嘉村村  

 日時 研修内容等 場所 

①  8月６日（土） 1日目 石川青少年の家 

②  8月７日（日） 2日目 石川青少年の家 

  

２２００  市市小小中中ブブロロッックク交交流流授授業業研研：：担担当当  儀儀間間  

 日時 研修内容等 場所 

① 6月 8日（水） 中学校公開（市学校訪問 B具志川東中と合同開催） 各ブロック中学校 

② 7月 5日（火） 小学校公開（市学校訪問 Bあげな小と合同開催） 各ブロック小学校 

③ ９月１２日（月） ブロック連携協議会①（各ブロック校長） 各ブロック委員長校 

④ 10月 20日（木） ブロック連携協議会②（各学年・各教科ごとの分科会） 各ブロック委員長校 

  

2211学学推推総総会会・・推推進進委委員員会会：：担担当当  名名嘉嘉村村・・儀儀間間  

 日時 研修内容等 場所 

➀ ４月２６日（火）１５時 総会提案事項の確認（学推企画委員＜校長＞） 西棟３階第一会議室 

② 
５月２４日（火） 

・事業報告／本年度事業計画（学推委員＜教職員＞） 
東棟３階大講堂 

③ ・Ｒ4年度の計画確認（ブロック委員長＜校長等＞） 

④ ３月６日（月）仮 事業反省・次年度計画（学推企画委員＜校長＞） 未定 
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２２２２  市市定定例例校校長長会会：：担担当当  主主幹幹  

 日時 議題 場所 

①  4月 1８日（月） 市内小中教頭顔合わせ・教育長/部長あいさつ・行政説明 西棟３階第一会議室 

②  ４月２６日（火） 教育長あいさつ・不登校・いじめ問題等対策連絡協議会 西棟３階第一会議室 

③  6月 2日（木） 教育長/部長あいさつ・行政説明 西棟３階第一会議室 

④  7月 6日（水） 教育長/部長あいさつ・行政説明・情報交換会（SEL-8S） 西棟３階第一会議室 

⑤  8月１７日（水） SEL-８S理論研修会（管理職・ミドルリーダー向け） ＊理論 シビックセンター 

⑥  9月５日（月） 教育長/部長あいさつ・行政説明・情報交換会（テスト改善） ゆらてく（仮） 

⑦ 10月 4日（火） 教育長あいさつ・部長あいさつ・行政説明 西棟３階第一会議室 

⑧ 11月 2日（水） 教育長あいさつ・部長あいさつ・行政説明・情報交換会（特

別活動〈話し合い活動〉） 

西棟 3階第一会議室 

⑨ 12月 1日（木） 教育長あいさつ・部長あいさつ・行政説明 西棟 3階第一会議室 

⑩ 1月 12日（木） 教育長あいさつ・部長あいさつ・行政説明・情報交換会（校

長評価の根拠） 

西棟 3階第一会議室 

⑪ 2月 2日（木） 教育長あいさつ・部長あいさつ・行政説明 西棟 3階第一会議室 

⑫ 2月 17日（金） 臨時校長会（教職員人事内示） 未定 

⑬ 3月 7日（火） 教育長あいさつ・退職者/市外異動者あいさつ・行政説明 西棟 3階第一会議室 

  

２２３３  市市定定例例教教頭頭会会：：担担当当  上上門門  

 日時 議題 場所 

①  4月２０日（水） 市内小中教頭顔合わせ・教育長/部長あいさつ・行政説明 西棟 3階第一会議室 

②  ６月２日（木） 校長会ＺＯＯＭ配信（教育長/部長あいさつ・行政説明など） 各学校 

③  6月２９日（水） 教育長あいさつ・特別支援教育研修会 西棟 3階第一会議室 

④  ７月６日（水） 校長会ＺＯＯＭ配信（教育長/部長あいさつ・行政説明など） 各学校 

⑤  ８月 17日（水） SEL-８S理論研修会（管理職・ミドルリーダー向け） ＊理論 シビックセンター 

⑥  9月 21日（水） 教育長/部長あいさつ・行政説明・情報交換会（SEL-8S） 西棟 3階第一会議室 

⑦  10月４日（火） 校長会ＺＯＯＭ配信（教育長/部長あいさつ・行政説明など） 各学校 

⑧  11月 22日（火） 教育長/部長あいさつ・行政説明・情報交換会（不登校支援） 西棟 3階第一会議室 

⑨  12月１日（木） 校長会ＺＯＯＭ配信（教育長/部長あいさつ・行政説明など） 各学校 

⑩  1月２５日（水） 教育長/部長あいさつ・行政説明・情報交換会（教頭職振り返り） 西棟 3階第一会議室 

⑪  ２月２日（木） 校長会ＺＯＯＭ配信（教育長/部長あいさつ・行政説明など） 各学校 

⑫  3月 1５日（水） 教育長あいさつ・退職者/市外異動者あいさつ・行政説明・ 西棟 3階第一会議室 
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２２４４  情情報報教教育育担担当当者者研研修修会会：：担担当当  砂砂川川  

 日時 研修内容等 場所 

① 5月 17日（火） 情報教育担当者研修会（GIGA関連、校務支援システム等） 西棟 3階第一会議室 

② 11月 16日（水） 情報教育担当者研修会（GIGA関連、校務支援システム等） 西棟 3階第一会議室 

③ 2月 7日（火） 情報教育担当者研修会（GIGA関連、校務支援システム等） 西棟 3階第一会議室 

 

２２55  教教育育支支援援セセンンタターー運運営営委委員員会会：：担担当当  島島袋袋  

 日時 研修内容等 場所 

① 6月 3日(金) 運営委員会① 西棟 3階第一会議室 

② 2月 17日(金) 運営委員会② 西棟 3階第一会議室 

  

２２66  市市初初任任者者研研修修：：担担当当  島島袋袋  

 日時 研修内容等 場所 

① 7月 25日(月) 市初任者研修（1日目） 西棟 3階第一会議室 

② 7月 26日(火) 市初任者研修（2日目） 西棟 3階第一会議室 

  

２２77  市市中中堅堅教教諭諭等等資資質質向向上上研研修修：：担担当当  島島袋袋  

 日時 研修内容等 場所 

① 7月 1日(金) 事前研修 西棟 3階第一会議室 

② 8月 1日(月) 社会体験① 各事業所 

③ 8月 2日(火) 社会体験② 各事業所 

  

２２88  研研究究教教員員入入所所前前研研修修：：担担当当  島島袋袋  

 日時 研修内容等 場所 

① 6月 16日(木) 顔合わせ・ガイダンス 教育支援センター 

② 7月 13日(水) 研究テーマ検討・入所に向けて 教育支援センター 

③ 8月 18日(木) 研究テーマ検討 教育支援センター 

④ 9月 15日(木) 入所に向けて最終確認 教育支援センター 

  

２２99  長長期期研研修修：：担担当当  島島袋袋  

 日時 研修内容等 場所 

① 10月 3日(月) 研究教員入所式 西棟 3階第一会議室 

② 10月 26日(水) 研究教員テーマ検討会 西棟 3階第一会議室 

③ 12月 20日(火) 研究教員中間報告会 西棟 3階第一会議室 

④ 3月 8日(水) 研究教員報告会 東棟 3階大講堂 

⑤ 3月２２日(水) 研究教員修了式 東棟 3階大講堂 
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3300  実実践践ググラランンププリリ：：担担当当  島島袋袋  

 日時 研修内容等 場所 

① 2月 3日(金) 教育実践グランプリ表彰式・実践発表 東棟 3階大講堂 

  

３３１１  教教育育支支援援担担当当者者会会：：担担当当  伊伊礼礼  

 日時 研修内容等 場所 

① 4月 21日（木） 就学支援の手続き方法の周知（R4) 
就学相談について講話 学校別 

東棟 3階大講堂 
② 1月 2６日（木） 就学支援の手続き方法の周知（R５) 〃 

  

３３２２  作作業業療療法法士士にによよるる巡巡回回指指導導：：担担当当  伊伊礼礼  

 日時 研修内容等 場所 

① 通年 作業療法士による巡回指導を通して、困り感のある児童生徒
の支援の仕方や環境調整の仕方を理解し、指導に活かす。 

各学校 1回訪問 
＋必要に応じ訪問 

  

３３３３    本本市市ににおおけけるる福福祉祉のの仕仕組組みみににつついいてて巡巡回回訪訪問問及及びび施施設設見見学学：：担担当当  伊伊礼礼  

 日時 研修内容等 場所 

①  4月 26日（火） 本市における障がい福祉制度説明会 西棟 3階第一会議室 

② 4月～8月 放課後等デイサービス施設の訪問･情報交換 事業所 

  

３３４４  特特別別支支援援ヒヒヤヤリリンンググ：：担担当当  伊伊礼礼  

 日時 研修内容等 場所 

① 1月下旬～２月 

「特別支援教育支援員配置児童生徒」及び「教育支援委員

会にて『経過観察』が望ましいとされた児童生徒」について、

学習及び支援・指導状況確認、特別支援教育に関する情報

交換 

各学校 

  

３３５５  校校務務支支援援シシスステテムム研研修修会会：：担担当当  砂砂川川  

 日時 研修内容等 場所 

① ４月 14日（木） 校務支援システム概要（新任教頭・教務） 天願小学校 

② ５月 20日（金） 校務支援システム概要、成績処理等（新任教諭・任意） オンライン 

③ 10月 11日（火） 調査書等（中学 3学年主任・進路担当） 西棟 3階第一会議室 

④ １月 31日（火） 指導要録（小学校教頭・教務） 西棟 3階第一会議室 

⑤ 2月 1日（水） 指導要録（中学校教頭・教務） 西棟 3階第一会議室 

⑥ 2月 21日（火） 年度更新・新クラス設定（小中学校教頭・教務） オンライン 
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日 曜 うるま市教育委員会
1 金 春季休業～６日 金 令和４年度新規採用職員辞令交付式 金 令和４年度新規採用職員辞令交付式

三者会議（８：４０～）
2 土 土 土

3 日 日 日

4 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 初任者研修に係る指導教員等連絡協議会①(午後） 月 第1回教育事務所長会議・総務班長会議（本庁）
指導課課内会議（西３会10:00～）
教職員全体研修（西３会）

5 火 特別支援教育支援員・医療的ケア看護職員研修会①（東３大９時～10時30分） 火 学推企画委員会①(午前） 火 医療的ケア実施校　教頭・看護師・養護教諭研修（オンデマンド）

市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西３会15:00～）
6 水 幼稚園入園式 水 教育相談員等連絡協議会①(午前） 水 研究指定校等連絡協議会(本庁）

第１回個別学習支援員研修会②（西３会／１５：００～）

7 木 令和４年度小・中学校始業式 木 木 学校運営アドバイザー連絡協議会①（本庁）
中学校入学式

8 金 小学校入学式 金 授業改善リーダー研修会(午後） 金
魅力ある学校づくり研修会（4～６月オンデマンド）

三者会議（８：４０～）
9 土 土 土

10 日 日 日

11 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 定例教育長会① 月 教育事務所特別支援教育担当者会議（南部合同庁舎）
日本語教育支援員研修会（西３中会１５：００～）

12 火 うるま市特別支援学級担任等合同研修会① 火 小中新任教務主任研修会 火 中堅教諭等資質向上研修担当者連絡協議会①(本庁）
第１回市指定研究担当者会（西３中１５：３０～）

13 水 水 第1回中頭地区中体連事務局・常任理事会（大会議室） 水 授業改善推進教師研修会・担当指導主事会①（本庁）
教育事務所等国語担当指導主事連絡協議会①(本庁）
第１回生涯学習・社会教育行政連絡会（本庁）
教育事務所等キャリア教育担当主事連絡協議会①(本庁）

14 木 木 中頭地区特別支援教育巡回ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ連絡会議 木 教育事務所指導班長等会議①(本庁）
ALT担当者会（西３会１４：００～） 学校安全担当主事等連絡会議①（午前：本庁）
校務支援システム研修会（新任教頭） 教事務所等英語担当指導主事会①(本庁）

教育事務所生徒指導担当主事会①(本庁）
15 金 第２回学力向上支援員研修会（西３会１５：００～） 金 学校事務コーディネーター会議① 金

市町村教委学校支援連絡協議会①（午前：本庁→事務所）
三者会議（８：４０～） 沖縄県指導主事等連絡協議会①（午後：本庁→事務所）
第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」 県人事担当者会議➀(本庁）

16 土 土 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
17 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
18 月 市定例校長会①（西３会9:00～） 月 月

19 火 火 新任特別支援学級・通級担当者研修会①（オンデマンド） 火
全国学力・学習状況調査（小６・中３） 全国学力・学習状況調査

20 水 市定例教頭会（西３会9:00～） 水 通級指導教室担当者研修 水 教職員評価システム評価者研修会Ⅲ（教育セ）
学力向上推進訪問（A訪問）打合せ会

21 木 令和４年度教育支援担当者会① 木 新任校長・教頭研修会（午前） 木 教育事務所等情報教育担当指導主事連絡協議会①(本庁）
初任者研修①(午後）

22 金 三者会議（８：４０～） 金 市町村教育委員会特別支援教育担当連絡会議(午前） 金 教育事務所等幼児教育担当者会①【オンライン】
第2回公立学校新規採用事務職員研修会（小中高合同）

23 土 土 土

24 日 日 日

25 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 教職２年目研修① 月

26 火 不登校・いじめ問題等対策連絡協議会（西３会9:00～） 火 授業改善推進教師配置事業研修会(授業改善アドバイザー)① 火
第１回市学推協企画委員会①（西３会／１５：００～） 中頭地区指導主事補研修会
障がい福祉制度説明会(西３会11:00～) スクールカウンセラー連絡協議会①(午後）

27 水 水 生徒指導担当指導主事連絡協議会①（午前） 水
第１回教育相談担当者会（午後：オンライン） 中頭地区派遣指導主事等研修会①(午前）

28 木 木 定例校長会① 木 法定研修説明会(幼)【ハイブリッド型】
幼稚園･認定こども園法定研修等説明会【オンライン】
教育事務所等社会科担当指導主事連絡協議会①(本庁）
市町村特別支援担当者等協議会

29 金 金 金

昭和の日 昭和の日 昭和の日
30 土 土 土

中頭教育事務所 県・センター
令和４年度    研修事業年間計画 4月
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日 曜 うるま市教育委員会
1 日 日 日

2 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 月
指導課課内会議（西３会10:00～）

3 火 火 火
憲法記念日 憲法記念日 憲法記念日

4 水 水 水
みどりの日 みどりの日 みどりの日

5 木 木 木
こどもの日 こどもの日 こどもの日

6 金 市定例校長会②（西３会9:00～） 金 第2回教育事務所長会議(本庁） 金
三者会議（８：４０～） 市町村教育委員会人事担当者会議①（午後）

7 土 土 土

8 日 日 日

9 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 中堅教諭等資質向上研修①開講式 月 第2回総務班長会議(本庁）

第１回さわやか学級入級判定会
不登校問題対策学校支援訪問（～6/30）

10 火 市小中生徒指導主任研修会（西３会15:00～） 火 特別支援教育コーディネーター養成研修➀ 火 共同学校事務室事務主査会役員会①（本庁）

11 水 第１回学推・中学数学/英語担当者会（西３会１５：００～） 水 中学校英語STEP UP研修会① 水 中学校・高等学校特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ連携協議会（センター）
特別支援教育コーディネーター養成研修② 幼稚園教育課程研究説明会（オンライン）

12 木 木 初任者研修② 木 県主幹教諭研修会(本庁）
子どもの読書活動推進担当者会議①（本庁）

13 金 三者会議（８：４０～） 金 教職３年目研修① 金 幼児教育連携体制推進連絡協議会(幼)①（オンライン）
市学校訪問Ａ（南原小・与那城小） 小学校英語専科教員(FT)連絡協議会①（本庁）
さわやか学級開級式・協力委員会

14 土 土 土

15 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
16 月 市学校訪問Ｂ（高江洲中） 月 月

校長当初面談①

17 火 情報教育担当者研修会① 火 特別支援教育新任管理職研修（オンライン） 火
中頭地区小学校体育主任研修会

18 水 市学校訪問B（津堅小中） 水 中学校国語授業力アップ研究会① 水
校長当初面談② 教職5年経験者研修（オンデマンド）

19 木 校長当初面談③ 木 初任者研修に係る校長等連絡協議会 木 中学校・高校特別支援教育コーディネーター連携協議会（センター）
市学校訪問Ａ（彩橋小中）

20 金 三者会議（８：４０～） 金 小中教頭会①WEB開催（ZOOM予定） 金 幼児教育アドバイザー等連絡協議会①【参集型】
校長当初面談④
校務支援システム研修会（新任教諭・任意） 第３金曜日「少年を守る日」

21 土 地区総体先行開催（相撲） 土 地区総体先行開催（相撲） 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
22 日 日 日

23 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 定例教育長会②※学推委員会➀ 月
指導課課内会議（西３会10:00～）
学校安全担当者会（14:00～）

24 火 市学推協議会総会・三部会（東３階大講堂） 火 新任特別支援学級・通級担当者研修会②（各学校） 火
小中学校生徒指導教育相談担当研修会①（午後）
【嘉手納町・沖縄市・北谷町・宜野湾市・北中城村】

25 水 水 第1回授業力アップ研究会(数学) 水

26 木 市学校訪問Ａ（城前小・赤道小） 木 教育相談員等連絡協議会② 木
市ＳＳＷｒ・家庭支援員研修会②（西３会） 小学校英語スキルアップ研修会①

27 金 三者会議（８：４０～） 金 小中学校生徒指導教育相談担当研修会②（午後） 金
SEL-8S授業研究会示範（具志川東中学校）１４：００～ 【恩納村・うるま市・読谷村・中城村・西原町】　 県人事担当者会議②(本庁）
うるま市特別支援学級担任等合同研修会（知的）②
児童会・生徒会担当者研修会（西３会13:00～）

28 土 土 土

29 日 日 日

30 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 中堅教諭等資質向上研修② 月 公立小中学校特別支援学級設置学校校長研修会

幼稚園特別支援教育実践推進研修（～6/14)
31 火 第１回市教科授業研究会（ＵＤ及びＵＤＬに基づく授業） 火 地区別学校給食指導者研修会（中頭教育事務所） 火 中学校・高校特別支援教育コーディネーター連携協議会（センター）

県公民館連絡協議会総会・公民館関係者研修会（外）

中頭教育事務所 県・センター
令和４年度    研修事業年間計画 5月
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日 曜 うるま市教育委員会
1 水 市学校訪問Ａ（勝連小・宮森小） 水 小中キャリア教育研修会① 水

地区発達障害研修①検討（オンライン）

2 木 市定例校長会③（西３会9:00～）教頭会ZOOM 木 初任者研修③ 木 教育事務所指導班長等会議②(本庁）学校訪問

3 金 三者会議（８：４０～） 金 就学支援スキルアップ研修(ｵﾝﾗｲﾝ) 金 第3回教育事務所長会議、学力向上推進本部会議①(本庁）
市学校訪問Ａ（中原小・平敷屋小） 初任者研修担当主事会①(本庁）
教育支援センター運営委員会①

4 土 第49回中学校総合体育大会（1日目） 土 第49回中学校総合体育大会（1日目） 土

5 日 第49回中学校総合体育大会（２日目） 日 第49回中学校総合体育大会（２日目） 日

6 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 月 県養護教諭研修会（ＺＯＯＭ研修）①
指導課課内会議（西３会10:00～）

7 火 租税教育推進協議会総会 火 小中校長研修会 火

8 水 第１回小中ブロック交流授業研（中学校公開） 水 学力向上推進訪問（A)➀ 水
市学校訪問Ｂ（具志川東中）上記ブロック授業研と兼ねる
うるま市特別支援学級担任等合同研修会（肢体：午前）②

9 木 うるま市特別支援学級等合同研修会②（肢体：午前） 木 新任特別支援学級・通級担当者研修会③(ｵﾝﾗｲﾝ)木
うるま市特別支援学級等合同研修会②（沖ろう難聴・言語） 業務改善検討部会①

10 金 三者会議（８：４０～） 金 新任特別支援学級・通級担当者研修会③(ｵﾝﾗｲﾝ) 金 公立小中学校新任主任事務職員研修会（本庁）
市学校訪問Ｂ（伊波小） 県社会教育指導者研修会（中教事：サテライト会場）

11 土 第49回中学校総合体育大会（３日目） 土 第49回中学校総合体育大会（３日目） 土

12 日 日 日

13 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月 県立高等学校入学者選抜学力検査分析説明会（センター）
市学校訪問Ｂ（兼原小）

14 火 火 中堅教諭等資質向上研修③ 火

15 水 市学校訪問Ｂ（具志川中） 水 小学校英語スキルアップ研修会② 水

16 木 うるま市特別支援学級担任等合同研修会（自情・発達通級：午後）② 木 初任者研修④ 木

研究教員入所前研修①
17 金 通学路安全推進会議（西３会） 金 学力向上推進訪問（A)② 金

ＳＥＬ－８Ｓ授業研究会示範（天願小学校）１４：００～ 新規採用・臨時的任用事務職員研修会③
三者会議（８：４０～） 教育支援研修会
第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」

18 土 土 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
19 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
20 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 業務改善連絡協議会① 月 市町村教育委員会人事担当者会議②（午後）

指導課課内会議（西３会10:00～） 小中連携合同研究会（算・数）➀（午後）（調整中）
市学校訪問Ｂ（伊波中）

21 火 うるま市教育支援委員会① 火 小中教頭・教務主任研修会 火

22 水 市学校訪問Ｂ（高江洲小） 水 司書教諭・学校司書等研修会(中学校) 水

23 木 木 木
慰霊の日 慰霊の日 慰霊の日

24 金 三者会議（８：４０～） 金 中堅教諭等資質向上研修④ 金
スキットコンテスト担当者会（西３中会１５：００～）

25 土 土 土

26 日 日 日

27 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 小中連携合同研究会②（算・数）（午後）（調整中） 月
ALT担当者会（西３会１４：００～） ALT担当者会（西３会１４：００～）

28 火 市学校訪問Ｂ（川崎小） 火 教育相談員等連絡協議会③ 火
定例教育長会③

29 水 市定例教頭会（西３会9:00～） 水 〈調査官招聘〉授業力アップ研究会①（英語） 水
市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西３会14:00～）

30 木 市学校訪問Ｂ（天願小） 木 司書教諭・学校司書等研修会(小学校) 木
幼稚園特別支援教育実践推進研修（オンデマンド）

中頭教育事務所 県・センター
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日 うるま市教育委員会
1 金 三者会議（８：４０～） 金 地域連携担当教員等研修会 金 道徳教育推進連絡協議会①(本庁）

うるま市民総決起大会 研究委託市町村道徳教育推進連絡協議会①(本庁）
市中堅教諭等資質向上研修事前研修 県人事担当者会③(本庁）

2 土 土 土

3 日 日 日

4 月 市学校訪Ａ（田場小・具志川小） 月 地区主幹教諭研修会(午後） 月

5 火 第２回小中ブロック交流授業研（小学校公開） 火 地域特別支援教育総合推進事業運営協議会① 火
市学校訪問Ｂ（あげな小）上記ブロック授業研と兼ねる

6 水 市定例校長会④（西３会9:00～）教頭会ZOOM 水 中学校教科研修会(音楽) 水 中学校期の学力課題に関する連絡協議会①(本庁）

7 木 うるま市教育支援委員会② 木 初任者研修⑤１班 木
中堅教諭等資質向上研修⑤

8 金 三者会議（８：４０～） 金 初任者研修⑤2班 金
市学校訪問全体訪問（あげな中） 中堅教諭等資質向上研修⑤

9 土 土 土

10 日 日 教員候補者選考試験第１次試験 日 教員候補者選考試験第１次試験

11 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月
市学校訪問Ａ（与勝中・与勝第二中）

12 火 火 火 第4回教育事務所長会議(本庁）

13 水 中学生徒指導関連研修会（西3会） 水 学力向上推進訪問（A)③ 水
うるま市特別支援学級担任等合同研修会（病弱：午前）② 保育者育成協議会①
研究教員入所前研修②

14 木 木 業務改善検討部会② 木 県特別支援教育総合推進事業に係る実務者会議➀（本庁）
市学校訪問（予備日）

15 金 三者会議（８：４０～） 金 中堅教諭等資質向上研修⑥ 金
第２回学力向上支援員研修会（西３会１５：００～）
第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」

16 土 土 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
17 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
18 月 月 月

海の日 海の日 海の日
19 火 教育長ミーティング（西３会8:40～） 火 火 沖縄県教育委員会免許法認定講習（7/19～8/26）

指導課課内会議（西３会10:00～）
日本語教育支援員研修会（西３中会１５：００～）

20 水 １学期終業式 水 水

21 木 夏季休業（～８月３１日） 木 初任者研修に係る指導教員等連絡協議会② 木 第49回県中学区総合体育大会（～26日）
特別支援教育支援員・医療的ケア看護職員研修会②（東３大９時～10時30分）

22 金 三者会議（８：４０～） 金 教育相談員等連絡協議会④ 金

23 土 土 管理職候補者選考試験第1次試験 土 管理職候補者選考試験第1次試験

24 日 日 教員候補者選考試験第1次試験（予備日） 日 教員候補者選考試験第1次試験（予備日）

25 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 特別支援学級・通級指導教室担当者研修会（ｵﾝﾃﾞﾏﾝド～８／５） 月 特別支援学校教諭二種免許法定講習（本島①～26日）
市主催初任者研修①

26 火 市主催初任者研修② 火 中堅教諭等資質向上研修⑦ 火

27 水 うるま市教育支援委員会③ 水 教頭ヒアリング① 水 特別支援学校教諭二種免許法定講習（本島②～2８日）
第18回うるま市「少年の主張大会」 児童会・生徒会担当者研修会（午後）

学校安全指導者要請講習会（本島：てだこホール）
28 木 うるま市教育講演会（市民芸術劇場／１３：３０～） 木 〈調査官招聘〉小学校英語スキルアップ研修会③ 木

教頭ヒアリング②

29 金 三者会議（８：４０～） 金 教頭ヒアリング③ 金 特別支援学校教諭二種免許法定講習（本島③～8/１）
市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西３中会14:00～） 道徳教師推進教師研修会 公立小中学校新任事務主査研修会(本庁）

30 土 土 ※管理職候補者選考試験第1次試験（予備日） 土 ※管理職候補者選考試験第1次試験（予備日）

31 日 日 日

中頭教育事務所 県・センター
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日 曜 うるま市教育委員会
1 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 教頭ヒアリング④（午後） 月 初任者研修（オンデマンド～8/19本庁・センター）

指導課課内会議（西３会10:00～）
第２回市教科授業研究会（授業研究）１５：００～
市主催中堅教諭等資質向上研修①

2 火 市主催中堅教諭等資質向上研修② 火 教頭ヒアリング⑤ 火 子どもの読書活動推進担当者会議②（本庁）
第１０回科学の甲子園ジュニア沖縄県大会中頭地区予選

3 水 第18回うるま市「少年の主張大会」（予備日） 水 教頭ヒアリング⑥ 水
ＳＥＬ－８Ｓ研修会９：00（勝連地区公民館シビック） 教職２年目研修②

4 木 市定例校長会⑤　９時あまわりパーク（仮） 木 初任者研修⑥⑦ 木 第5回教育事務所長会議(本庁）
全国・九州情緒障害研究協議会教育研究大会①(沖縄大会）

5 金 三者会議（８：４０～） 金 中堅教諭等資質向上研修⑧ 金 公立小中学校事務長研修会(本庁）
全国・九州情緒障害研究協議会教育研究大会②（沖縄大会）
沖縄県幼児教育合同研修会【ハイブリット型】

6 土 中学校イングリッシュキャンプ1泊2日2日目@石川青少年の家 土 土

7 日 リフレッシュ・ウィーク（～8/13） 日 リフレッシュ・ウィーク（～8/13） 日 リフレッシュ・ウィーク（～8/13）
中学校イングリッシュキャンプ1泊2日2日目@石川青少年の家

8 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月

9 火 うるま市教育支援委員会④ 火 中頭地区中体連陸上専門部会（大会議室） 火

10 水 学校閉庁日（～8/12） 水 学校閉庁日（～8/12） 水 学校閉庁日（～8/12）
旧盆(ウンケー) 旧盆(ウンケー)

11 木 木 木

山の日 山の日 山の日
12 金 旧盆(ウークイ) 金 旧盆(ウークイ) 金

13 土 土 土

14 日 日 日

15 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 教頭ヒアリング⑧（午後） 月 県生徒指導関係事業連絡協議会（本庁）
指導課課内会議（西３会10:00～） 令和4年度沖縄県研究指定校中頭地区連絡会

16 火 火 中堅教諭等資質向上研修⑨ 火
教頭ヒアリング⑨

17 水 ＳＥＬ－８Ｓ研修会９：00（勝連地区公民館シビック） 水 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座① 水
臨時地区市町村教育長会
中頭地区陸上競技監督会（調整中）

18 木 いじめ問題対策審議会（西中会） 木 初任者研修⑧ 木 学校運営アドバイザー連絡協議会②（本庁）
教頭ヒアリング⑩

研究教員入所前研修③
19 金 三者会議（８：４０～） 金 教頭ヒアリング⑪（予備日） 金

第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」
20 土 土 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
21 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
22 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月

23 火 第２回市指定研究校担当者会１５：３０～ 火 教育・医療・福祉等早期支援地方協議会(中頭） 火 幼児教育担当者連絡協議会①（オンライン）
教育委員会ヒアリング①

24 水 水 第１０回科学の甲子園ジュニア沖縄県大会(センター） 水
教育委員会ヒアリング②

25 木 うるま市教育支援委員会⑤ 木 教育委員会ヒアリング③ 木 教育事務所学力向上担当指導主事等連絡協議会①（終日：本庁）
市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西３中会） 地区小学校・中学校生徒指導主任研修会（午後）

26 金 三者会議（８：４０～） 金 金 市町村教育委員会学校支援連絡協議会②（本庁）
県スクールソーシャルワーカー合同研修会(本庁）
中･高･特別支援諸学校キャリア教育･生徒指導･高校入試等地区講座（センター）

27 土 土 ※管理職候補者選考試験第2次試験 土 ※管理職候補者選考試験第2次試験

28 日 日 日

29 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月

30 火 火 教育相談員等連絡協議会⑤ 火

31 水 水 教頭ヒアリング・教育委員会ヒアリング（予備日） 水
中頭地区陸上運営委員会・常任理事会（調整中）

中頭教育事務所 県・センター
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日 曜 うるま市教育委員会
1 木 ２学期始業式 木 学推企画委員会②（午前） 木

三者会議（８：４０～） 第6回教育事務所長会議、学力向上推進本部会議② 共同学校事務室事務長会役員会②
小学校英語スキルアップ研修会④ 幼児教育アドバイザー等連絡協議会②【参集型】

3 土 土 教員候補者選考試験第2次試験（１日目） 土 教員候補者選考試験第2次試験（１日目）

4 日 日 教員候補者選考試験第2次試験（２日目） 日 教員候補者選考試験第2次試験（２日目）

5 月 市定例校長会⑥（ゆらてく9:00～（仮）） 月 第37回中頭地区「少年の主張」大会（第1案） 月

6 校長ヒアリング① 教育事務所指導班長等会議③

7 水 水 学力向上推進訪問（A)④ 水 地区別学校保健教育研修会（国頭・中頭）(センター)
校長ヒアリング②

8 木 木 校長ヒアリング③ 木

9 金 三者会議（８：４０～） 金 校長ヒアリング④ 金 学習指導要領の着実な実施に向けた連絡協議会①
県人事担当者会議⑤(本庁）

10 教員候補者選考試験第2次試験（予備日） 教員候補者選考試験第2次試験（予備日）

11 日 日 教員候補者選考試験第2次試験（予備日） 日 教員候補者選考試験第2次試験（予備日）

12 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月
市ブロック連携協議会（管理職）（各ブロック委員長校）

13 火 火 校長ヒアリング⑤ 火
第37回中頭地区「少年の主張大会」（第２案）

14 中頭学力向上推進Ａ訪問（石川中学校） 学力向上推進訪問（A)⑤ 授業改善推進教師研修会・担当主事会②（本庁）
校長ヒアリング⑥
共同学校事務室事務長会②

15 木 木 新任特別支援学級・通級担当者研修会④（オンライン①） 木
校長ヒアリング⑦

研究教員入所前研修④ 初任者研修⑨
16 金 三者会議（８：４０～） 金 新任特別支援学級・通級担当者研修会④（オンライン②） 金

校長ヒアリング⑧
第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」

17 土 土 第49回中頭地区陸上競技大会（案３） 土
管理職候補者選考試験第２次試験（予備日）

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
18

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
19 月 月 月

敬老の日 敬老の日 敬老の日
20 火 指導課課内会議（西３会9:00～） 火 校長ヒアリング⑨（午後） 火

第３回市教科授業研究会（指導案検討）１５：００

21 水 市定例教頭会（西３会9:00～） 水 校長ヒアリング⑩ 水

22 うるま市教育支援委員⑥ 園長等運営管理協議会　（午後） 小学校英語専科教員(FT)連絡協議会②（本庁）

23 金 金 教員候補者選考試験第2次試験(予備日） 金
第49回中頭地区陸上競技大会（案２）

秋分の日 秋分の日 秋分の日
24 土 土 教員候補者選考試験第2次試験(予備日） 土

第49回中頭地区陸上競技大会（案１）

25 日 日 教員候補者選考試験第2次試験(予備日） 日

26 教育長ミーティング（西３会8:40～） 校長ヒアリング⑪（午後）
指導課課内会議（西３会10:00～）
第４回市教科授業研究会「数学」１４：００～

27 火 ALT担当者会③（西3会１４：００～） 火 定例校長会② 火

28 水 市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西３会） 水 教育相談員等連絡協議会⑥ 水
校長ヒアリング⑫

29 木 スキットコンテスト担当者会②（西3会１５：００～） 木 学力向上推進訪問（A)⑥ 木
校長ヒアリング⑬

30 三者会議（８：４０～） 校長ヒアリング⑬（中学校） 第7回教育事務所長会議・総務班長会議(本庁）

日

木

月

金

2 金 金金

火

土

水

日

木

月

金

火

土

水
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日 曜 うるま市教育委員会
1 土 土 土

2 日 日 日

3 月 市指定研究担当者会（臨時）（西３中会１５：３０） 月 月

研究教員入所式
4 火 市定例校長会（西３会9:00～）教頭会ZOOM 火 校長ヒアリング（予備日） 火

不登校問題等対策ヒヤリング①（西中会） 市町村教育委員会訪問➀（中城村、沖縄市）

5 水 不登校問題等対策ヒヤリング②（西中会） 水 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座② 水
中学校国語授業力アップ研究会②
地区校長研究大会（場所未定）（案１）

6 木 うるま市教育支援委員⑦ 木 中頭地区小学校国語授業改善研修会 木
不登校問題等対策ヒヤリング③（西中会） 学推企画委員会③（午前）
校長中間面談①

7 金 不登校問題等対策ヒヤリング④（西中会） 金 市町村教育委員会訪問②（北谷町、宜野湾市） 金 県人事担当者会議⑥(本庁）
新規採用・臨任時的任用事務職員研修会⑤

校長中間面談②
8 土 土 土

9 日 日 日

10 月 月 月

スポーツの日 スポーツの日 スポーツの日
11 火 指導課課内会議（西３会9:00～） 火 市町村教育委員会人事担当者会議③ 火

校務支援システム研修会（中３学年主任・進路担当） 業務改善連絡協議会②

12 水 不登校問題等対策ヒヤリング⑤（西中会） 水 定例校長会③（人事異動説明） 水
第２回学推・中学数学／英語担当者会（西３会１５：００～）

13 木 不登校問題等対策ヒヤリング⑥（西中会） 木 定例教育長会④※学推委員会 木
校長中間面談③

14 金 不登校問題等対策ヒヤリング⑦（西中会） 金 市町村教育委員会訪問③（読谷村、恩納村） 金 初任者研修担当主事会②(本庁）
校長中間面談④ 事務主任研修会・事務主査研修会

15 土 土 県中学校陸上大会（中頭） 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
16 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
17 月 教育長ミーティング・指導課課内会議（西中会） 月 月

校長中間面談　予備

18 火 市町村教育委員会訪問④（嘉手納町、うるま市） 火 業務改善検討部会③ 火

19 水 不登校問題等対策ヒヤリング⑧（西中会） 水 〈調査官招聘〉授業力アップ研究会②（英語） 水
地区校長研究大会（場所未定）（案２）

20 木 市ブロック連携協議会（ブロック校にて１５：００～） 木 初任者研修⑩ 木 県へき地教育研究大会（国頭大会）
うるま市教育支援委員⑧

21 金 金 第2回授業力アップ研究会(数学) 金 県へき地教育研究大会（国頭大会）
不登校問題等対策ヒヤリング⑨（西中会） 公立学校新規採用事務職員研修会（本庁）
第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」

22 土 土 土

23 日 日 日

24 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月
中学校英語スキットコンテスト（シビック）

25 火 学校安全担当者会（西３会14:00～） 火 特別支援教育管理職悉皆研修会（校長）(ｵﾝﾗｲﾝ) 火
市町村教育委員会訪問⑤（北中城村、西原町）
地区教頭研究大会（場所未定）（案２）

26 水 水 防犯教室講習会（国頭・中頭：午後） 水
中頭駅伝大会開会式

研究教員テーマ検討会
27 木 市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西中会） 木 初任者研修⑪ 木

第2回うるま市特別支援学級担任等合同研修会（授業研） 共同学校事務室事務主査会役員会②

28 金 第５回教科授業研究会（公開授業）１４：００～ 金 教育相談員等連絡協議会⑦ 金 生徒指導担当指導主事連絡協議会②（午後）
三者会議（８：４０～） 県養護教諭研修会②（てだこホール）

県人事担当者会議(予備日）
29 土 土 中頭地区駅伝競走大会 土

30 日 日 日

31 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 県立中学校入学者選抜出願期間（～11/4） 月

中頭教育事務所 県・センター
令和４年度    研修事業年間計画 １０月
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日 曜 うるま市教育委員会
1 火 市指定研究発表会最終年次（南原小学校） 火 学力向上実践推進大会打合せ会（午後） 火

2 水 市定例校長会⑧（西３会9:00～） 水 地区教頭研究大会（場所未定）（案３） 水 合理的配慮に基づくICT教育推進研修(センター）
沖縄県学力向上推進フォーラム(本庁）

令和４年度沖縄県広域地震津波避難訓練
3 木 木 木

文化の日 文化の日 文化の日
4 金 金 県立中学校入学者選抜出願締切 金 沖縄県教育関係職員表彰式、第8回教育事務所長会議

三者会議（８：４０～） 地区教頭研究大会（案１）

5 土 土 中頭地区駅伝競走大会(予備日） 土

6 日 日 日

7 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月
校長ヒアリング①

8 火 うるま市教育支援委員⑨ 火 小中教頭会②集合研修 火 子どもの読書活動推進担当者会議③（本庁）
校長ヒアリング②

9 水 水 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座③ 水 教職員研修事業調整会議③(本庁）
校長ヒアリング③ 中学校英語STEP UP研修会②

10 木 木 木 第６３回県小中学校校長研究大会（島尻大会）➀
校長ヒアリング④

11 金 金 金 第６３回県小中学校校長研究大会（島尻大会）②
校長ヒアリング　予備
三者会議（８：４０～）

12 土 土 土

13 日 日 日

14 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 月
指導課課内会議（西３会10:00～）

15 火 市指定研究発表会（与勝中学校） 火 中学校教科研修会(技術) 火

16 水 情報教育担当者研修会② 水 定例教育長会⑤ 水
中学校教科研修会（理科）

17 木 うるま市教育支援委員⑩ 木 中学校教科研修会（体育） 木 第５６回県小中学校教頭研究大会（島尻）➀

18 金 市指定研究発表会（兼原小学校） 金 小学校英語スキルアップ研修会⑤ 金 第５６回県小中学校教頭研究大会（島尻）②
三者会議（８：４０～）
第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」

19 土 土 県中学校駅伝大会（国頭） 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
20 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
21 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月

ALT担当者会④（西棟3階第一会議室１４：００～）

22 火 市定例教頭会（西３会9:00～） 火 中学校教科研修会（社会科） 火 県人事担当者会議⑦(本庁）

23 水 水 水

勤労感謝の日 勤労感謝の日 勤労感謝の日
24 木 木 中学校教科研修会（美術科） 木 教育事務所指導班長等会議④

第１回教育長ヒアリング➀（人事異動）

25 金 市指定研究発表会（天願小学校） 金 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座④ 金 中頭地区幼稚園教育課程研究協議会(宜野湾市）
三者会議（８：４０～） 第9回教育事務所長会議、学力向上推進本部会議③

26 土 土 土

27 日 日 日

28 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 第１回教育長ヒアリング②（人事異動） 月
中学生徒指導関連研修会（西中会15:00～）

29 火 市指定研究発表会（与那城小学校） 火 教育相談員等連絡協議会⑧ 火
第１回教育長ヒアリング（予備日）

30 水 市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西中会15:00～） 水 第１回教育長ヒアリング（予備日） 水
中学校教科研修会（家庭科）

令和４年度    研修事業年間計画 １１月
中頭教育事務所 県・センター
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日 曜 うるま市教育委員会
1 木 市定例校長会⑨（西３会9:00～）教頭会ZOOM木 木 中堅教諭等資質向上研修担当者連絡協議会②（本庁）

教職５年経験者研修担当者連絡協議会（本庁）

2 金 三者会議（８：４０～） 金 金 第２回道徳教育推進連絡協議会（本庁）
市指定研究発表会（具志川東中学校） 第２回研究委託市町村道徳教育推進連絡協議会（本庁）

県人事担当者会議⑧(本庁）
3 土 土 県立中学校入学者決定に関する検査 土

4 日 日 日

5 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 月
指導課課内会議（西３会10:00～）
特別支援教育支援員・医療的ケア看護職員研修会②（東３大９時～10時30分）

6 火 うるま市教育支援委員会【予備日】 火 火 中学校期の学力課題に関する連絡協議会②(本庁）

7 水 水 水 教育事務所等情報教育担当主事連絡協議会②（本庁）

8 木 木 木 教職員研修事業調整会議④（本庁）

9 金 三者会議（８：４０～） 金 地域特別支援教育総合推進事業運営協議会② 金

10 土 土 土

11 日 日 日

12 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月

13 火 第３回市指定研究担当者会（西３中１５：３０～） 火 第３回市指定研究担当者会（西３中会１５：３０～）火

14 水 水 水

15 木 木 教職員研修事業調整会議（予備） 木
小学校英語スキルアップ研修会⑥
特別支援教育研修会(ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

16 金 三者会議（８：４０～） 金 教育事務所長会議（臨時） 金
共同学校事務室事務長会役員会③
新規採用・臨任時的任用事務職員研修会⑤

第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」
17 土 土 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
18 日 日 全中駅伝大会 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
19 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 月 学習指導要領の着実な実施に向けた連絡協議会②（本庁）

指導課課内会議（西３会10:00～）

20 火 火 火

研究教員中間報告会
21 水 日本語教育支援員研修会（西３中会１５：００～） 水 教育相談員等連絡協議会⑨ 水

市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西３会15:00～） スクールカウンセラー連絡協議会②
公立学校新規採用事務職員研修会（小中）

22 木 第３回学力向上支援員研修会（西３会１５：００～） 木 初任者研修に係る指導教員等連絡協議会③ 木

23 金 ２学期終業式 金 金
三者会議（８：４０～）

24 土 土 土

25 日 日 日

26 月 冬季休業日（～１月５日） 月 月
指導課課内会議（西３会9:00～）

27 火 火 火

28 水 仕事納め 水 仕事納め 水

29 木 木 木
年末年始休（～1月3日） 年末年始休（～1月3日）

30 金 金 金

31 土 土 土

中頭教育事務所 県・センター
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日 曜 うるま市教育委員会
1 日 日 日

元日 元日 元日

2 月 月 月

3 火 火 火
年末年始休（～1月3日） 年末年始休（～1月4日） 年末年始休（～1月5日）

4 水 仕事始め 水 仕事始め 水 仕事始め
教育長ミーティング（西３会8:40～）
指導課課内会議（西３会10:00～）

5 木 うるま市教育支援委員会（反省） 木 木
特別支援教育支援員・医療的ケア看護職員研修会③（東３大９時～10時30分）

6 金 ３学期始業式 金 金 第10回教育事務所長会議(本庁）
三者会議（８：４０～） 初任者研修担当主事会③（本庁）

県人事担当者会議⑨(本庁）
7 土 土 土

8 日 日 日

9 月 月 月

成人の日 成人の日 成人の日
10 火 指導課課内会議（西３会9:00～） 火 火

11 水 水 定例教育長会⑥ 水

12 木 市定例校長会⑩（西３会9:00～） 木 木 教育事務所等幼児教育担当者会②【オンライン】

13 金 三者会議（８：４０～） 金 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座⑤ 金 第11回教育事務所長会議(本庁）

14 土 土 土

15 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
16 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 県立高校連携型・併設型、推薦入学願書受付（1日目） 月

指導課課内会議（西３会10:00～）

17 火 火 県立高校連携型・併設型、推薦入学願書受付（2日目） 火

18 水 「ありがとうの手紙」表彰式 水 県立中学校入学確約書提出期間～1/20 水 教育事務所学力向上担当指導主事等連絡協議会②（終日：本庁）
共同学校事務室事務長会③ 県特別支援教育推進業に関する実務者会議②（本庁）

教育事務所等国語担当主事連絡協議会②(本庁)
生涯学習・社会教育行政連絡会（本庁）
幼児教育連携体制推進連絡協議会(幼)②【オンライン】

19 木 第3回うるま市特別支援学級担任等合同研修会③ 木 授業改善推進教師配置事業研修会(授業改善アドバイザー)② 木 教育事務所生徒指導担当主事会②（本庁）
教育事務所等英語担当指導主事会②（本庁）
学校安全担当主事等連絡会議②（午前：本庁）

20 金 三者会議（８：４０～） 金 県立中学校入学確約書提出期限 金 沖縄県指導主事等連絡協議会②（本庁）
市町村教育委員会学校支援連絡協議会③（本庁）

第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」 県人事担当者会議⑩(本庁）
21 土 土 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
22 日 日 日

23 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月

24 火 児童会担当者研修会（小学校） 火 火

25 水 市定例教頭会（西３会9:00～） 水 小中キャリア教育研修会② 水 教育事務所等社会科担当指導主事連絡協議会②（本庁）

26 木 市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西中会15:00～） 木 教育相談員等連絡協議会⑩ 木
第2回教育支援担当者会

27 金 三者会議（８：４０～） 金 定例校長会④ 金 第64回沖縄県社会教育研究大会（宮古島市）
幼児教育担当者連絡協議会②（オンライン）

28 土 土 土

29 日 日 日

30 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月
校長最終面談①

31 火 校務支援システム研修会（小学校教頭・教務） 火 県立高校連携型・併設型、推薦入学結果通知期限 火
校長最終面談②

中頭教育事務所 県・センター
令和４年度    研修事業年間計画 １月
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日 曜 うるま市教育委員会
1 水 校務支援システム研修会（中学校教頭・教務） 水 水

校長最終面談③

2 木 市定例校長会⑪（西３会9:00～）教頭会ZOOM 木 教職３年目研修② 木
生徒会担当者研修会（中学校）
校長最終面談④

3 金 三者会議（８：４０～） 金 県立高校連携型・併設型、推薦入学確約書提出期限 金 第12回教育事務所長会議（本庁）
校長最終面談　予備
教育実践グランプリ表彰式・実践発表

4 土 土 土

5 日 日 日

6 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 月 第4回総務班長会議(本庁）
指導課課内会議（西３会10:00～）

7 火 情報教育担当者研修会③ 火 教職２年目研修③ 火

8 水 児童生徒指導関連研修会（西３会15:00～） 水 県立高校一般入学・特募願書受付①通信制願書受付① 水 授業改善推進教師研修会・担当主事会③（本庁）
県立特支高等部・高支一般入学願書受付①
児童生徒指導関連研修会（西３会15:00～）

9 木 第45回学力向上実践推進大会前日準備 木 県立高校一般入学・特募願書受付② 木
通信制願書受付②初回志願状況発表
県立特支高等部・高支一般入学願書受付②
第45回学力向上実践推進大会前日準備

10 金 第45回学力向上実践推進大会（沖縄市） 金 第45回学力向上実践推進大会（沖縄市） 金 学校運営アドバイザー連絡協議会③(本庁）
三者会議（８：４０～） 事務長および事務主幹研修会

11 土 土 土

建国記念の日 建国記念の日 建国記念の日
12 日 日 日

13 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 月

14 火 通学路安全点検推進会議（西３会14:00～） 火 沖縄県学力到達度調査（小） 火
沖縄県学力到達度調査（小）

15 水 沖縄県学力到達度調査（中） 水 県立高校志願変更申し出① 水
県立特支高等部・高支志願変更申し出①
沖縄県学力到達度調査（中）

16 木 就学相談会（４歳児 西３会　終日） 木 県立高校志願変更申し出② 木
いじめ問題対策審議会（西３会） 県立特支高等部・高支志願変更申し出②

初任者研修⑫閉講式
17 金 臨時校長会 金 市町村教育委員会人事担当者会④（午前） 金 県人事担当者会議⑪(本庁）

三者会議（８：４０～） 定例教育長会⑦※学推委員会・業務改善推進会議
教育支援センター運営委員会② 県幼児教育アドバイザー等連絡協議会③【参集型】
第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」

18 土 土 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
19 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
20 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 中堅教諭等資質向上研修⑩（閉講式） 月

指導課課内会議（西３会10:00～）

21 火 校務支援システム研修会（小中学校教頭・教務） 火 県立高校願書取り下げ・再出願① 火
県立特支高等部・高支願書取り下げ・再出願①

22 水 市ＳＳＷｒ・家庭支援員合同研修会（西３会15:00～） 水 県立高校･特支願書取り下げ・再出願② 水 小学校英語専科教員(FT)連絡協議会③（本庁）
第２回教育相談担当者会（午後：オンライン） 第２回教育長ヒアリング①

23 木 木 木

天皇誕生日 天皇誕生日 天皇誕生日
24 金 三者会議（８：４０～） 金 派遣指導主事等研修会② 金 保育者育成協議会②

生徒指導担当指導主事連絡協議会③（午前）
第２回教育長ヒアリング②

25 土 土 土

26 日 日 日

27 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 教育相談員等連絡協議会⑪ 月
第２回教育長ヒアリング（予備日）

28 火 火 定例校長会⑤ 火

中頭教育事務所 県・センター
令和４年度    研修事業年間計画 ２月
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日 曜 うるま市教育委員会
1 水 水 県立高等学校卒業式 水

2 木 第３回学推・中学数学／英語担当者会（西３会仮１５：００～） 木 木

3 金 三者会議（８：４０～） 金 学推企画委員会④（午前） 金 第13回教育事務所長会議（本庁）

4 土 土 土

5 日 日 日

6 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 月
指導課課内会議（西３会10:00～）
第２回市学推協企画委員会（西３会１５：００～）

7 火 市定例校長会⑫（西３会9:00～（仮）） 火 火

8 水 水 県立高校入学者選抜学力検査１日目(国･理･英) 水
県立特支高等部・高支入学者選抜検査1日目

研究教員報告会
9 木 木 県立高校入学者選抜学力検査２日目(社･数) 木

県立高校入学者選抜特別募集検査
県立特支高等部・高支入学者選抜検査２日目

10 金 三者会議（８：４０～） 金 教育相談員等連絡協議会⑫ 金 教育事務所指導班長等会議⑤(本庁）
県人事担当者会議⑫(本庁）

11 土 令和４年度中学校卒業式①（予定） 土 土

12 日 令和４年度中学校卒業式②（予定） 日 日

13 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 県立高校入学者選抜学力検査追検査１日目(国･理･英) 月
さわやか学級閉級式 県立特支高等部・高支入学者選抜追検査１日目

14 火 市ブロック出前授業週間（各学校） 火 県立高校入学者選抜学力検査追検査２日目(社･数) 火
県立特支高等部・高支入学者選抜追検査２日目

15 水 市定例教頭会（西３会9:00～） 水 初任者研修に係る次年度説明会(時間割担当) 水

16 木 木 県立高校一般合格発表 木
県立特支高等部・高支合格発表

17 金 三者会議（８：４０～） 金 県立高校２次募集願書受付① 金
県立特支高等部・高支２次募集願書受付①

第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」
18 土 土 土

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
19 日 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
20 月 指導課課内会議（西３会9:00～） 月 県立高校２次募集願書受付② 月

県立特支高等部・高支２次募集願書受付②
２次募集初回志願状況発表

21 火 火 火

春分の日 春分の日 春分の日
22 水 水 県立高校２次募集志願変更再出願 水

県立特支高等部・高支２次募集志願変更再出願
研究教員修了式 最終志願状況発表

23 木 小学校卒業式 木 2次募集書類交換 木

24 金 令和４年度修了式 金 金
三者会議（８：４０～）

25 土 土 土

26 日 日 日

27 月 教育長ミーティング（西３会8:40～） 月 共同学校事務室事務長会④ 月
指導課課内会議（西３会10:00～） 共同学校事務室事務主査会③

28 火 火 火

29 水 水 県立高校２次募集合格発表 水
県立特支高等部・高支２次募集合格発表

30 木 木 木

31 金 三者会議（８：４０～） 金 退職者辞令交付式 金

中頭教育事務所 県・センター
令和４年度    研修事業年間計画 ３月
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１１７７  教教育育相相談談室室やや適適応応指指導導教教室室のの支支援援体体制制のの充充実実 

目標 

 教育上の悩みを持つ子どもや親及び教師の相談に対応できるよう、各種相談支援の充実を図り、不登校児
童生徒の学校復帰や将来の社会的自立の支援に努めます。 
 

1．現状 
本市の最重要課題となっている不登校への対応や、すべての幼児・児童生徒が適切な予防的または開発
的個別指導が受けられるようにするためにも、さらなる教育相談の充実に取り組む必要がある。 
 
（１） 各学校においては、教育相談年間計画を作成し、それに基づいた教育相談が実施され 

ている。 

（２）「教育相談の日」「教育相談週間」「教育相談旬間」等を設定している。 
※相談は主として担任が行うが、児童生徒の実態に応じて、校長、教頭、教育相談担当教諭、 
養護教諭、教科担任、スクールカウンセラー等全職員で対応するよう努めている。 

（３） 各学校では児童生徒の実態に応じて家庭及び専門機関と連携して相談を行っている。 
    

2．主な施策と学校での取り組み 

（１）主な施策 

  ① スクールカウンセラーの配置（県配置事業） 

   ア 臨床心理に関し高度に専門的な知識・技能を有したスクールカウンセラーの配置 

② 校内自立支援室学習支援員配置（県配置事業） 

 ア 学級に入れない児童生徒の安全の確保 
 イ 個々の状況に応じた学習支援 
 ウ 家庭、学級担任、SSWr等と連携した登校復帰支援 
 エ 管理職、学級担任、SC等と連携して学級復帰支援 
 オ 長期不登校児童生徒への ICTを活用した学習支援 

③ 市ＳＳＷｒ・家庭支援員の配置（市配置事業） 

 ア ＳＳＷｒを拠点中学校に配置し、校区内小学校の支援を行う。 
 イ 各小学校に家庭支援員を配置し、各関係機関との連携を図る。 
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④ 教育相談 

   ア 具志川地区、石川地区、与勝地区に教育相談員を配置し、学校との連携を図りながら教育相談を
行う。 

   イ 適応指導教室、各地区相談室の運営充実に努める。 
     ※詳細は同章第 2節「うるま市教育支援センター」を参照 

  ⑤ 青少年支援員・家庭支援員の配置 

   ア 各小中学校へ青少年支援員を配置し、学校長や生徒指導担当の指示の下、支援が必要な児童生徒
を対象に家庭訪問、登校支援、学習支援及び街頭指導を行う。 

   イ 教育支援センターに家庭支援員を配置し、中学校 3年生～18歳までの進路未決定者に対し、進路
支援を行う。 

 
（２）学校での取組 

① 学校の教育活動全体を通して、担任が主となり、教育相談の取組を行う。 

② 教育相談担当教諭を位置付け、児童生徒・保護者・担任・スクールカウンセラー・関係機関と 
の連携を図る。 

【留意事項】 
※１ 校内組織を基盤とした教職員の連携の充実に努める。 
※２ 学校の教育活動全体を通して人間関係の構築等のソーシャルスキルを向上させる。 
 
 
 
 
 
 
 

１１７７  教教育育相相談談室室やや適適応応指指導導教教室室のの支支援援体体制制のの充充実実 

目標 

 教育上の悩みを持つ子どもや親及び教師の相談に対応できるよう、各種相談支援の充実を図り、不登校児
童生徒の学校復帰や将来の社会的自立の支援に努めます。 
 

1．現状 
本市の最重要課題となっている不登校への対応や、すべての幼児・児童生徒が適切な予防的または開発
的個別指導が受けられるようにするためにも、さらなる教育相談の充実に取り組む必要がある。 
 
（１） 各学校においては、教育相談年間計画を作成し、それに基づいた教育相談が実施され 

ている。 

（２）「教育相談の日」「教育相談週間」「教育相談旬間」等を設定している。 
※相談は主として担任が行うが、児童生徒の実態に応じて、校長、教頭、教育相談担当教諭、 
養護教諭、教科担任、スクールカウンセラー等全職員で対応するよう努めている。 

（３） 各学校では児童生徒の実態に応じて家庭及び専門機関と連携して相談を行っている。 
    

2．主な施策と学校での取り組み 

（１）主な施策 

  ① スクールカウンセラーの配置（県配置事業） 

   ア 臨床心理に関し高度に専門的な知識・技能を有したスクールカウンセラーの配置 

② 校内自立支援室学習支援員配置（県配置事業） 

 ア 学級に入れない児童生徒の安全の確保 
 イ 個々の状況に応じた学習支援 
 ウ 家庭、学級担任、SSWr等と連携した登校復帰支援 
 エ 管理職、学級担任、SC等と連携して学級復帰支援 
 オ 長期不登校児童生徒への ICTを活用した学習支援 

③ 市ＳＳＷｒ・家庭支援員の配置（市配置事業） 

 ア ＳＳＷｒを拠点中学校に配置し、校区内小学校の支援を行う。 
 イ 各小学校に家庭支援員を配置し、各関係機関との連携を図る。 
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１１８８  就就学学援援助助事事業業 

目標 

  生まれ育った環境によって左右されることのないよう、必要な環境整備と教育を受ける機会の均等を図
る取組として、就学援助制度等の拡充に努めます。 

1．就学援助制度 

本市では、経済的な理由によって、就学が困難と認められる児童生徒の保護者に、学用品費等の就学
上必要な経費の一部を援助する就学援助制度を実施しています。 
⑴ 援助の対象 
   うるま市に住所を有する保護者で、児童生徒がうるま市立小中学校又は県立中学校に在学して
いる方、又は区域外就学の手続きを行い、許可を受けうるま市立の小中学校および他の市町村が
設置する公立の小中学校に在学している児童生徒の保護者で、教育委員会が要件に該当すると認
めた方。 

⑵ 援助の内容 
  ① 学用品費 
② 通学用品費（1学年除く） 
③ 校外活動費 
④ 新入学用品準備金または新入学児童生徒学用品費（いずれか１回） 
⑤ 修学旅行費 
⑥ 学校給食費 
＊ 要保護、区域外就学、県立中学校の援助については、支給費目が限られます。 

2．特別支援教育就学奨励費 

⑴ 援助の対象 
     うるま市立小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者又は市の就学支援委員会におい

て判定され、普通学級に在籍する児童生徒の保護者。 

  ⑵ 援助の内容 
市立小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者等に対し、学用品費等の一部を援
助。就学援助費目①～⑥について実費のおよそ 1/2の額（上限あり）。 

3．関係部署との連携 

子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることなく、全ての子どもたちが夢と希望を
もって成長していけるよう、各分野で取り組んでいる生活支援や学習支援、家庭支援員による相談業務
等をとおし、関係部署と連携することにより、就学援助制度の効果的な周知及び利用しやすい環境の整
備に努める。 
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第第 22節節  ううるるまま市市教教育育支支援援セセンンタターー  
 

１１  教教育育支支援援セセンンタターーのの概概要要  

 １．目的 

  21 世紀をたくましく生きる子どもの育成を図るため、教育に関する専門的、技術的事項の調査・研究、
教育関係職員の研修及び学校の ICTに関する支援を実施する。また、不登校児童生徒の集団生活への適
応、情緒の安定、基礎学力の定着、基本的生活習慣の改善等のための相談・適応指導（学習指導を含む。）
を行うことにより、その学校復帰を支援し、もって不登校児童生徒の社会的自立に資することを基本と
する。 

 2．運営方針 

  ① 本市の教育の課題に即した研究を行い、その結果を教育関係者に提供する。 
  ② 教育職員の研修を計画・実施し、教育実践上の課題を解明する。 
  ③ 教育研究のための資料を収集して、教育関係者に供する。 
  ④ 市内の幼児・児童生徒及び保護者、教師の教育上の問題や悩みについて相談に応じ支援する。 
  ⑤ 適応指導教室、各地区相談室、若者居場所事業の運営の充実に努め、不登校児童生徒を支援する。 
  ⑥ 青少年の健全育成を図るため、有害環境の浄化運動の推進及び街頭指導などを行う。 
  ⑦ 各教育団体・機関との連携を図る。 
  ⑧ 校務の ICT及びGIGAスクール環境の適切な運営管理に努める。 

3．重点目標及び具体的な取り組み 

  ① 教職員の各種研修の実施 
    〇 研究教員の研修の推進 
      指導講師の依頼、県立総合教育センターの研修会への参加 
  ② うるま市教育支援センターホームページ及びうるま市学校ポータルサイトの充実 
      教育支援センターのコンテンツについて充実を図る。 
  ③ 教育相談事業の実施 
    〇 学校との連携 
      来所相談及び学校訪問相談を行い、各校の教育相談業務を支援する。 
  ④ 心理的要因等による不登校児童生徒の適応指導教室の開級 
    〇 体験活動の充実 
    〇 学校との連携強化 

１１８８  就就学学援援助助事事業業 

目標 

  生まれ育った環境によって左右されることのないよう、必要な環境整備と教育を受ける機会の均等を図
る取組として、就学援助制度等の拡充に努めます。 

1．就学援助制度 

本市では、経済的な理由によって、就学が困難と認められる児童生徒の保護者に、学用品費等の就学
上必要な経費の一部を援助する就学援助制度を実施しています。 
⑴ 援助の対象 
   うるま市に住所を有する保護者で、児童生徒がうるま市立小中学校又は県立中学校に在学して
いる方、又は区域外就学の手続きを行い、許可を受けうるま市立の小中学校および他の市町村が
設置する公立の小中学校に在学している児童生徒の保護者で、教育委員会が要件に該当すると認
めた方。 

⑵ 援助の内容 
  ① 学用品費 
② 通学用品費（1学年除く） 
③ 校外活動費 
④ 新入学用品準備金または新入学児童生徒学用品費（いずれか１回） 
⑤ 修学旅行費 
⑥ 学校給食費 
＊ 要保護、区域外就学、県立中学校の援助については、支給費目が限られます。 

2．特別支援教育就学奨励費 

⑴ 援助の対象 
     うるま市立小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者又は市の就学支援委員会におい

て判定され、普通学級に在籍する児童生徒の保護者。 

  ⑵ 援助の内容 
市立小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者等に対し、学用品費等の一部を援
助。就学援助費目①～⑥について実費のおよそ 1/2の額（上限あり）。 

3．関係部署との連携 

子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることなく、全ての子どもたちが夢と希望を
もって成長していけるよう、各分野で取り組んでいる生活支援や学習支援、家庭支援員による相談業務
等をとおし、関係部署と連携することにより、就学援助制度の効果的な周知及び利用しやすい環境の整
備に努める。 
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    〇 教育相談員との連携及びスーパーバイズの充実 
    〇 個人面談と保護者面談の充実 
  ⑤ 青少年健全育成事業の実施 
    〇 既卒者支援の充実 
    〇 子どもの貧困対策事業（若者居場所事業） 
  ⑥ 教育支援センター運営委員会（年 2回） 
  ⑦ 各連絡会、研修会等 
    小中教育相談担当者会、適応指導教室協力委員会、教育相談地区連絡会、研究主任研修会、初任者

研修、教育実践グランプリ、幼稚園臨時的任用教諭研修会、小中臨時的任用教諭研修会 
  ⑧ 1人 1台端末の活用推進 
    学校への ICT支援員の派遣 

４．運営組織、所員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．研究教員及び特別実務研修員 

  ① 研究教員（4名） 令和 4年 10月 1日～令和 5年 3月 31日 
    小中学校教諭 3名、図書館司書もしくは幼稚園教諭 1名 
  ② 特別実務研修員（県費負担教職員）令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日 
  

市教育員会
学校教育部

所 長 職 員

調査・研究

教育研修

教育相談

適応指導教室

青少年健全育成

教育関係団体との連携

学校ICTの運営管理

〔専任職員〕 

所長、教育研修係長、教育相談係長、情報

教育推進係長、指導主事 1名、主任主事 3

名、主事 1名、臨床心理士 2名 

 委 員 長 …学校長 

 副委員長 …学校長 

 委 員 …小中学校教頭各 1名、教育相談担当教諭、 

生徒指導担当教諭、特別支援コーディネーター、 

各 1名   

関係機関課長 

運営委員会 

〔所 員〕 

① 専任職員 

② 学校教育アドバイザー 

③ 教育相談員 

④ 適応指導教室指導員 

⑤ 青少年支援員 

⑥ 家庭支援員 

⑦ ICT支援員 

⑧ 事務補助員 

教育相談「ふたば」 

 具志川地区相談室 

 石川地区相談室 

 与勝地区相談室 

さわやか学級 

※任期 1年 
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22  事事業業計計画画  

 １．事業内容 

 事業名 内容及び方法等 

研
究
調
査 

⑴ 教科等の研究・調査 
・基本的生活習慣アンケート(5月・12月)の実施（今年度停止） 
（うるま市学力向上推進企画委員会家庭部会の業務と兼ねて） 
・小学校社会科副読本の改訂（令和 2年度編集、発刊） 

研

修 

⑴ 研究教員の研修 
⑵ 研修会、研究発表会 

・各研究テーマによる理論及び実践研修 
・図書館司書もしくは幼稚園教諭、小中学校教諭の入所、研修 
・各種研修会、研究発表会、共同研究集会等への参加 
・各種研修会の実施(初任者研修、5年研修、中堅教諭等資質向上研修) 
・教育実践グランプリ 

教
育
相
談 

⑴ 教育相談 
【ふたば】 

幼児、児童生徒、保護者、教師への相談支援 
・来所相談 
・小集団活動 ※来所している利用者を中心に小集団活動を実施。 

⑵ 教育相談担当者会 

・教育相談担当教諭へ幼児・児童生徒理解の資質を高めるための研修
を行う。 
・教育相談活動について、センターからの資料提供・協議事項の提案・
確認、および各園・各校の教育相談活動について情報交換を行う。 

⑶ 適応指導教室 
【さわやか学級】 

・心理的要因等による不登校の児童生徒への適応指導 
（主に通級による適応指導、個に応じた体験活動の重視） 

青
少
年
健
全
育
成 

⑴ 来室相談 
・既卒者に対する面接相談や就労支援の実施 
・子どもの貧困対策事業（若者居場所事業） 

⑵ 寄り添い支援 ・各学校区域に配置し、登校支援や見守り等の支援を行う。 
⑶ 街頭指導、環境浄化の 
啓蒙活動 

・毎月第 3金曜日「少年を守る日」の夜間街頭指導 
・青少年指導員による夜間街頭指導 

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

⑴ 学校 ICTの管理 
・GIGAスクール環境の運営管理 
・校務支援システムの運営管理 
・学校情報機器等の維持管理 

⑵ 1人 1台端末の活用充実 
・端末操作等の研修 
・教育 ICT支援員派遣事業の実施 

研
究
物
等

の
刊
行 

⑴ 研究集録 入所研究教員の研究報告（印刷、発行） 

⑵ 教育支援センター要覧 教育支援センターの組織、運営、事業計画等の紹介 

市青少年健全育成協議会との連携 
「うるま市少年の主張大会」、「ありがとうの手紙」作文コンクール 
などの開催 

    〇 教育相談員との連携及びスーパーバイズの充実 
    〇 個人面談と保護者面談の充実 
  ⑤ 青少年健全育成事業の実施 
    〇 既卒者支援の充実 
    〇 子どもの貧困対策事業（若者居場所事業） 
  ⑥ 教育支援センター運営委員会（年 2回） 
  ⑦ 各連絡会、研修会等 
    小中教育相談担当者会、適応指導教室協力委員会、教育相談地区連絡会、研究主任研修会、初任者

研修、教育実践グランプリ、幼稚園臨時的任用教諭研修会、小中臨時的任用教諭研修会 
  ⑧ 1人 1台端末の活用推進 
    学校への ICT支援員の派遣 

４．運営組織、所員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．研究教員及び特別実務研修員 

  ① 研究教員（4名） 令和 4年 10月 1日～令和 5年 3月 31日 
    小中学校教諭 3名、図書館司書もしくは幼稚園教諭 1名 
  ② 特別実務研修員（県費負担教職員）令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日 
  

市教育員会
学校教育部

所 長 職 員

調査・研究

教育研修

教育相談

適応指導教室

青少年健全育成

教育関係団体との連携

学校ICTの運営管理

〔専任職員〕 

所長、教育研修係長、教育相談係長、情報

教育推進係長、指導主事 1名、主任主事 3

名、主事 1名、臨床心理士 2名 

 委 員 長 …学校長 

 副委員長 …学校長 

 委 員 …小中学校教頭各 1名、教育相談担当教諭、 

生徒指導担当教諭、特別支援コーディネーター、 

各 1名   

関係機関課長 

運営委員会 

〔所 員〕 

① 専任職員 

② 学校教育アドバイザー 

③ 教育相談員 

④ 適応指導教室指導員 

⑤ 青少年支援員 

⑥ 家庭支援員 

⑦ ICT支援員 

⑧ 事務補助員 

教育相談「ふたば」 

 具志川地区相談室 

 石川地区相談室 

 与勝地区相談室 

さわやか学級 

※任期 1年 
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2．主な事業の趣旨・方針等 

 〔研究教員の研修について〕 

  ① 研究期間 
    研究期間は６ヶ月とし、10月 1日～3月 31日とする。 
  ② 趣旨・研究方針等 
    ア 趣旨 
      長期研修により、教育実践や教育理論の研究を行い、教員の資質の向上を図る。 
    イ 研究方針 
      うるま市の教育施策及び所属校の教育課題、問題点を受けて、教科・領域等について、具体的

実践を中心とした指導法の工夫・改善の方向性を検討する。 
    ウ 研究領域 
 
       
 
 
 
 
 〔教育相談事業について〕 

  ① 事業の趣旨 
    教育上の問題や悩みを持つ幼児・児童生徒とその保護者及び教師の相談に応じ支援する。 
  ② 事業方針 
    ア 教育相談の充実を図る。 
    イ 教師の教育相談に関する啓発活動の推進を支援する。 
 〔青少年健全育成事業について〕 
  ① 事業の趣旨 
    18歳未満の生徒・既卒者、保護者の面接相談を実施し、困りごとを整理した上で必要な支援を行う。 
  ② 事業方針 
    ア 支援機関との連携を図る。 
    イ 子どもの貧困対策事業（若者居場所運営支援事業）の実施。 
 〔学校 ICTについて〕 
  ① 事業の趣旨 
    ICT機器を活用した児童生徒の学びを支えるため、学校 ICTを推進し、適切な運用管理を行う。 
  ② 事業方針 
    ア 学習系、校務系ネットワークおよび情報機器の維持管理。 
    イ 1人 1台端末を活用した学習活動等を推進するための研修などの実施。

幼稚園 幼稚園教育 

図書館司書 図書館を効果的に活用した教育活動の充実など 

小中学校 
教科・領域(特別活動、道徳)の研究、学級経営、教育相談、総合的な
学習、図書館教育 
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33  教教育育相相談談事事業業のの概概要要  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
相
談
事
業

来室相談

幼児・児童生徒、保護者、教師の面接相談

相談の中で必要性が認められた場合は検査を行う。

小集団活動の実施

本人の状態や希望により、小集団活動を取り入れる。

家庭訪問相談・電話相談

来室できない状態の児童生徒や保護者に対して必要に応じて行う。

教育相談
担当者会

研修

教師の幼児・児童生徒理解の資質を高めるための研修を行う。

連絡会

教育相談活動について、教育支援センターからの資料提供・協議事項

の提案・確認及び各園・各校の教育活動について情報交換を行う。

適応指導教室
(さわやか学級)

心理的要因等による不登校児童生徒の個々の状態に応じた指導・支援

を行い、学校や社会適応を促進する。

※1 来室が困難なケースについては、必要に応じて、家庭訪問や電話にて相談を行う。 

教育相談室(ふたば) 

 

相談室 場 所 

具志川・与勝地区相談室 与那城地区公民館 2階  ☏：989-9127 
〒904-2304 うるま市屋慶名 467番地 4 2階 教育支援センター 

石川地区相談室 
IT事業支援センター 2号館 1階 ☏：965-5631 
〒904-1103 うるま市石川赤崎 2丁目 20－1 1階 教育支援センター 

 

相談対象 相談内容 相談方法 

幼 児 
児童生徒 
保 護 者 

・学校、対人関係、生活行動面に関すること 
・登校しぶり、不登校、友人とのトラブル 
・反抗的な態度、多動、ぼんやり等 

来室相談 ※１ 

 
毎週月曜日～金曜日 (祝祭日除く) 
時 間  9：00～17：00 
場 所  各地区教育相談室 教 職 員 

教育活動に関する悩み 
・学習、問題行動への対応の仕方等 
・その他教師自身に関すること 

 

 
2．主な事業の趣旨・方針等 

 〔研究教員の研修について〕 

  ① 研究期間 
    研究期間は６ヶ月とし、10月 1日～3月 31日とする。 
  ② 趣旨・研究方針等 
    ア 趣旨 
      長期研修により、教育実践や教育理論の研究を行い、教員の資質の向上を図る。 
    イ 研究方針 
      うるま市の教育施策及び所属校の教育課題、問題点を受けて、教科・領域等について、具体的

実践を中心とした指導法の工夫・改善の方向性を検討する。 
    ウ 研究領域 
 
       
 
 
 
 
 〔教育相談事業について〕 

  ① 事業の趣旨 
    教育上の問題や悩みを持つ幼児・児童生徒とその保護者及び教師の相談に応じ支援する。 
  ② 事業方針 
    ア 教育相談の充実を図る。 
    イ 教師の教育相談に関する啓発活動の推進を支援する。 
 〔青少年健全育成事業について〕 
  ① 事業の趣旨 
    18歳未満の生徒・既卒者、保護者の面接相談を実施し、困りごとを整理した上で必要な支援を行う。 
  ② 事業方針 
    ア 支援機関との連携を図る。 
    イ 子どもの貧困対策事業（若者居場所運営支援事業）の実施。 
 〔学校 ICTについて〕 
  ① 事業の趣旨 
    ICT機器を活用した児童生徒の学びを支えるため、学校 ICTを推進し、適切な運用管理を行う。 
  ② 事業方針 
    ア 学習系、校務系ネットワークおよび情報機器の維持管理。 
    イ 1人 1台端末を活用した学習活動等を推進するための研修などの実施。

幼稚園 幼稚園教育 

図書館司書 図書館を効果的に活用した教育活動の充実など 

小中学校 
教科・領域(特別活動、道徳)の研究、学級経営、教育相談、総合的な
学習、図書館教育 
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44  教教育育相相談談のの流流れれ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※1 相談者の主訴を聞き、ケースに応じた手続きをとる。児童生徒本人からの申し込みの際は、原則と

して保護者の了解をとる。 
  ※2 来室が困難なケースについては、必要に応じて電話相談・家庭訪問相談を行う。 
  ※3 本人の状態や希望により、小集団活動に参加する。 
  ※4 ケースの状態の解釈・見立て・対応・方向性について検討する。必要に応じてスーパーバイズを活

用する。(家庭訪問相談は校内ケース会議において検討する。) 
  ※5 医療的な内容に関して、専門家からの指導助言を受ける。 
  ※6 学校、所内のケース会議により終結の判断を得る。 
  ※7 本人、保護者の要望及び必要に応じ本人の自立に向けて支援する。 
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◇ 相談対象 ◇ 
幼児、児童生徒、保護者、教師 
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55  適適応応指指導導教教室室  

1．趣旨 

   うるま市在住の心理的要因等による不登校児童生徒を対象に「適応指導教室」を設置、運営する。 
 
 
 
 
 
 
 

2．入級対象者 

   心理的要因等によって登校できないうるま市在住の小・中学校在籍の児童生徒で、適応指導教室にお
ける指導・支援が望ましいと判定委員会で判定された者。 

 

3．退級方針 

   入級児童生徒の状態等を考慮し、退級が望ましいとされた者。具体的には以下のいずれかに該当する
児童生徒。また、入級児童生徒が、卒業または市外へ転出した場合は退級となる。 

    ① 入級児童生徒及び保護者が、適応指導教室退級申出書により退級を申し出たとき。 
    ② 入級児童生徒が十分に学校復帰できた状態があり、判定委員会においても学校復帰が望ましい

と判断したとき。 
    ③ 適応指導教室での指導や、通級の継続が困難と判断したとき。 
    ④ その他（判定委員会で退級が妥当と判定された者） 
 

4．組織 

  うるま市教育支援センターが主管となり、本事業を推進する。 
   ① 適応指導教室「判定委員会」 
     適切な教室利用を図るため、下記の構成で入級・退級の判定を行う。 
     ※児童生徒の状態によっては入級に関して一旦保留の場合もある。 
 
 
 
 
 

経 営 目 標 
1   心理的要因等によって、学校不適応を起こしている不登校児童生徒に対し、学
校・家庭以外の安心できる居場所づくりをする。 

2  教室での個別・小集団活動を通して、自立心・社会性を育み、学校復帰または
将来的な社会的自立に向けての支援をする。 

教育支援センター 
所長、学校教育アドバイザー、研修係長、教育相談係長、臨
床心理士、教育相談員 

適 応 指 導 教 室 担任、指導員 

教育行政関係教職員 学校教育課、生徒指導担当主事 

【判定委員会】 

44  教教育育相相談談のの流流れれ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※1 相談者の主訴を聞き、ケースに応じた手続きをとる。児童生徒本人からの申し込みの際は、原則と

して保護者の了解をとる。 
  ※2 来室が困難なケースについては、必要に応じて電話相談・家庭訪問相談を行う。 
  ※3 本人の状態や希望により、小集団活動に参加する。 
  ※4 ケースの状態の解釈・見立て・対応・方向性について検討する。必要に応じてスーパーバイズを活

用する。(家庭訪問相談は校内ケース会議において検討する。) 
  ※5 医療的な内容に関して、専門家からの指導助言を受ける。 
  ※6 学校、所内のケース会議により終結の判断を得る。 
  ※7 本人、保護者の要望及び必要に応じ本人の自立に向けて支援する。 
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◇ 相談対象 ◇ 
幼児、児童生徒、保護者、教師 
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   ② 適応指導教室「協力委員会」 
     個々の子どもの状態理解および配慮・留意事項を把握・整理した上で、各児童生徒の在籍する学

校との具体的な連携について協議する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ③ スーパーバイザー（医師）・教育相談アドバイザーの配置（必要に応じ助言を行う） 

   ④ 組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．適応指導教室の運営・活動 

   ① 開設期間及び日時 
     5月中旬～翌年 3月中旬 
     月曜日から金曜日（休業日は公立学校に準ずる。) 
     8:30～12：00（児童生徒の状況に応じて午後の対応も考慮する。） 
   ② 指導・支援方針 

  学校・家庭と連携を密にし、協力し合いながら可能な限り児童生徒の学校生活への復帰を目指す。 
  ア 児童生徒への対応 
    ・児童生徒の人格を尊重し、一人一人の独自性・個性を大切にする。 

・個々の発達課題を、重視する。 
・児童生徒の表現や、感情を大切に受容し、支える。 

学 識 経 験 者 スーパーバイザー・教育相談アドバイザー ※必要に応じて 
教育行政関係職員 学校教育課、生徒指導担当主事 

学 校 関 係 者 
入級児童生徒の原籍校の校長、担任、教育相談担当教諭・養
護教諭等 ※必要に応じて SSWr等 

教育支援センター 
所長、相談係長、臨床心理士、適応指導教室担任・指導員、
教育相談員 

【協力委員会】 

・スーパーバイザー 

・教育相談アドバイザー 

・沖縄県適応指導教室連絡協議会 

・うるま市不登校対策連絡協議会 

・医療機関 

・その他関係機関 

適

応

指

導

教

室

判定委員会

協力委員会「
さ
わ
や
か
学
級
」 

原 籍 校 

家 庭 

市 教 育 委 員 会 

教育支援センター 
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・児童生徒の小さな変化をとらえて励ます。 
・小集団の中で、共感的な人間関係を深められるよう支援する。 
・知識中心になることを避け、個に応じた必要な体験ができるようにする。 
・自分で選択し、判断し、行動するという自己決定の場を多くする。 

     イ 保護者への対応 
       ・家庭における本人の状態への理解及び支援について、家族が共通理解できるようにする。 
     ウ 原籍校への対応 
       ・原籍校および学級担任が主体であり、教育支援センターは補佐するという立場で臨む。 
       ・原籍校の校長、教頭、生徒指導、養護教諭、担任等と連携を密にし、児童生徒が、無理な

く学校復帰できるように支援する。 
       ・原籍校において、在籍児童生徒として、年間を通じての配慮を行う。 

③ 運営方針 
  ア 安心して過ごせるような教室配置にして、居場所を確保する。 
  イ 児童生徒一人一人の気持ちを受容し、情緒の安定を図り、人間関係の樹立ができるように努

める。 
  ウ 学級の運営や児童生徒の支援の方法については、研究協議（事例会議、ケース会議、スーパ

ーバイズ等）を重ね、他機関とも連携を図り、指導効果を高めるようにする。 
     エ 児童生徒個々の支援のあり方については、担当者・保護者・原籍校職員が、話し合いをもち、

共通理解を図る。 
   ④ 指導・支援の内容 
     ア 教育相談 
       本人、家庭(親)の持つ課題解決に向けて、自己実現できるように支援する。 
     イ 体験活動 
       ・自己の個性・能力を見つけ、評価し、自尊心を高める機会として情緒の安定・行動意欲を

高める。 
       ・集団生活に必要なコミュニケーションの方法・社会性を育て、豊かな人間関係を培う。 
       ・各自の興味関心に即した、体験活動及び共同作業を通して、担当者・教室の仲間との関係

づくりを図る。 
     ウ 学習活動 
       児童生徒の実態に即した、学年対応または、個々のレベルに応じた内容と方法及び形態によ

って、学習活動を指導・支援する。 
     エ 基本的生活習慣 
       基本的生活習慣を定着させ、社会適応能力を培うため以下の支援を行う。 
       ・時間のけじめ 
       ・返答やあいさつ 
       ・対人との関わり 
       ・集団との関わり  

めざす子ども像 

自分の気持ちを表現することができる 

相手をおもいやることができる 

考えて行動することができる 

   ② 適応指導教室「協力委員会」 
     個々の子どもの状態理解および配慮・留意事項を把握・整理した上で、各児童生徒の在籍する学

校との具体的な連携について協議する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ③ スーパーバイザー（医師）・教育相談アドバイザーの配置（必要に応じ助言を行う） 

   ④ 組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．適応指導教室の運営・活動 

   ① 開設期間及び日時 
     5月中旬～翌年 3月中旬 
     月曜日から金曜日（休業日は公立学校に準ずる。) 
     8:30～12：00（児童生徒の状況に応じて午後の対応も考慮する。） 
   ② 指導・支援方針 

  学校・家庭と連携を密にし、協力し合いながら可能な限り児童生徒の学校生活への復帰を目指す。 
  ア 児童生徒への対応 
    ・児童生徒の人格を尊重し、一人一人の独自性・個性を大切にする。 

・個々の発達課題を、重視する。 
・児童生徒の表現や、感情を大切に受容し、支える。 

学 識 経 験 者 スーパーバイザー・教育相談アドバイザー ※必要に応じて 
教育行政関係職員 学校教育課、生徒指導担当主事 

学 校 関 係 者 
入級児童生徒の原籍校の校長、担任、教育相談担当教諭・養
護教諭等 ※必要に応じて SSWr等 

教育支援センター 
所長、相談係長、臨床心理士、適応指導教室担任・指導員、
教育相談員 

【協力委員会】 

・スーパーバイザー 

・教育相談アドバイザー 

・沖縄県適応指導教室連絡協議会 

・うるま市不登校対策連絡協議会 

・医療機関 

・その他関係機関 
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66  青青少少年年健健全全育育成成事事業業  

 1．業務内容 

   ⑴ 電話、面接、文書及び訪問などによる相談活動に関すること。 
   ⑵ 児童生徒の生活指導のための家庭及び学校への訪問に関すること。 
   ⑶ 青少年の非行防止に関する家庭、地域の啓発に関すること。 
   ⑷ 青少年指導のための情報収集に関すること。 
   ⑸ 有害環境の浄化運動の推進に関すること。 
   ⑹ 街頭指導に関すること。 
   ⑺ うるま市青少年健全育成協議会をはじめ関係機関、団体との連携に関すること。 
   ⑻ 学習支援活動、その他、青少年の健全育成に関すること。 
 

 2．関係機関との連携等 

   青少年健全育成協議会（青少年育成団体）との連携 

 役 職 氏 名 備 考 
1 会 長 佐渡山安輝  
2 副 会 長 伊波シゲミ  
3 副 会 長 金 城 麻 美  
4 事務局長 平 川 留 美 教育支援センター所長 
5 事務局員 島 袋 歩  

    主に、毎月第３金曜日「少年を守る日」の夜間パトロールや中学生による「少年の主張大会」、小・
中・高校生が様々な感謝の気持ちを綴る「ありがとうの手紙」作文コンクールの主催など、青少年の
健全育成に寄与する活動を行う。 

 

 3．青少年指導員名簿 

   委嘱期間：令和 4年５月 1日～令和 6年 3月 31日 
地区名 氏  名 

石川地区 
石川  洋 平川拓也 渡久地政貴 末 吉  豪 
佐次田篤志 山城忠彦 屋嘉陽介 金城敦史 

具志川地区 

佐久川長儀 國吉真央 山 田  一 高宮城実義 
仲村将克 中 村  健 山 内  努 久保田久徳 
安慶名涼子 恩納清子 津波伸悟 天願晃斗 
中村まゆみ 仲宗根盛次 島袋ゆみ子 島袋なみ子 
知念直樹 島 袋  歩 仲田朋美  
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 4．青少年健全育成事業の概要 
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第第 33節節  学学校校給給食食  

11  給給食食セセンンタターーのの概概要要  

なぜ学校給食があるのでしょうか 

小学校へ入学すると、みんな揃って食べる楽しい給食が始まります。学校給食は、お昼の食事を
先生や友達と一緒に食べるというふれあいの中で、児童生徒の健康を保持増進し、体力を向上させ
ると共に、豊かな心を育み、心身の健全な発達を促進するための大切な「「食食育育のの場場」」です。 

 

１．学校給食の 7つの目標（学校給食法第 2条） 

① 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 
② 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断力を
培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 

③ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 
④ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然を尊
重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

⑤ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤労を
重んずる態度を養うこと。 

⑥ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 
⑦ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 

 

2．給食センター施設 

本市における給食センターは、共同調理場方式 6施設と津堅学校調理場をもって構成され、その総
括、管理を第一調理場に置き、うるま市内の小学校 18校の児童へ約 8,500食、中学校 10校の生徒へ
約 4,050食、幼稚園 5園の預かり保育園児へ約 140食、合計約 12,740食を学校給食として提供して
います。 
本市教育委員会では、令和 3年度教育主要施策の中で、学校教育の充実として「健康教育・食育指
導の充実」を掲げ、学校給食を通して児童生徒への食に関する指導を充実するとともに、食の安全・
安心・信頼性の確保に努めるとしています。 
そのため、本市給食センタ－では、特色ある学校給食を目指し、児童生徒の望ましい食習慣の形成
に向け、学校と連携しながら食育授業を展開しています。 
また、安全・安心で栄養バランスの摂れた給食を提供するとともに、沖縄の年中行事食を取り入れ
た献立、地元食材を活用した地産地消の充実を図り、食育の普及・啓発を推進しています。 
さらに、給食センターの安定的な運営を行うため「第二調理場」「石川学校給食センター」「第一調
理場」に引き続き、令和 4年度から「勝連学校給食センター」「与那城学校給食センター」「与勝学校
給食センター」についても調理等業務委託を開始しました。 
今後も、学校給食施設については、令和 3年度に策定した「うるま市立学校給食センター基本計画

（改定）」に基づき施設整備に取り組んでいきます。 
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２２　　給給食食セセンンタタ－－別別　　学学校校給給食食児児童童生生徒徒・・職職員員一一覧覧表表

調 理 場 学　　校 児童生徒 職　　員 計

　あげな中学校 803 48 851

　具志川中学校 727 40 767

　高江洲中学校 550 36 586

　具志川東中学校 501 25 526

　給食センター － 26 26

第一調理場 計 2,581 175 2,756

　川崎小学校 401 19 420

　天願小学校 763 43 806

　あげな小学校 485 27 512

　田場小学校 861 43 904

　具志川小学校 308 27 335

　兼原小学校 689 36 725

　高江洲小学校 651 29 680

　中原小学校 838 34 872

　赤道小学校 564 30 594

　給食センター － 38 38

第二調理場 計 5,560 326 5,886

　石川中学校 410 22 432

　伊波中学校 348 27 375

中学校 小計 758 49 807

　宮森小学校 410 21 431

　城前小学校 410 23 433

　伊波小学校 742 47 789

　給食センター － 21 21

小学校 小計 1,562 112 1,674

石川学校給食センター 計 2,320 161 2,481

　彩橋中学校 47 － 47

中学校 小計 47 － 47

　彩橋小学校 106 24 130

　与那城小学校 488 28 516

　給食センター 13 13

小学校 小計 594 65 659

　与那城幼稚園 34 13 47

　高江洲幼稚園 31 15 46

　赤道幼稚園 28 17 45

幼稚園 小計 93 45 138

与那城学校給食センター 計 734 110 844

　南原小学校 283 25 308

　勝連小学校 334 23 357

　平敷屋小学校 215 21 236

　給食センター － 14 14

小学校 小計 832 83 915

　南原幼稚園 19 10 29

　具志川幼稚園 26 13 39

幼稚園 小計 45 23 68

勝連学校給食センター 計 877 106 983

　与勝中学校 572 46 618

　与勝第二中学校 89 16 105

　給食センター － 10 10

与勝学校給食センター 計 661 72 733

　津堅小学校 3 － 3

　津堅中学校 8 20 28

　給食センター － 3 3

津堅学校調理場 計 11 23 34

区分 児童生徒 職　　員 計

小学校 8,551 500 9,051

中学校 4,055 280 4,335

幼稚園 138 68 206

給食センター － 125 125

総合計 12,744 973 13,717

令和4年5月1日現在

第一調理場

第二調理場

石川学校給食センター

与那城学校給食センター

勝連学校給食センター

与勝学校給食センター

津堅学校調理場
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給食センター」についても調理等業務委託を開始しました。 
今後も、学校給食施設については、令和 3年度に策定した「うるま市立学校給食センター基本計画

（改定）」に基づき施設整備に取り組んでいきます。 
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３３  ううるるまま市市立立学学校校給給食食セセンンタターー組組織織図図  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調理等業務委託 実施状況 

H27 第 2調理場 

H28 石川調理場 

H30 第一調理場 

R4 勝連調理場 

与那城調理場 

与勝調理場 

所 長 

(第一調理場勤務) 

第一調理場 
TEL：973-1111 

FAX：973-1148 

センター長 

(給食係兼務) 

センター長 

(調理係長：与勝兼務) 

第二調理場 
TEL：973-1112 

FAX：973-1303 

第一調理場 

県費学校栄養職員   2名 

(株)日本ユニテック※１ 

栄養士        1名 
調理員        17名 

センター長 

(調理係長：与那城兼務) 

石川給食センター 
TEL：965-3150 

FAX：965-3282 

センター長 

(調理係長) 

与那城給食センター 
TEL：978-3528 

FAX：978-3529 

センター長 

(調理係長) 

勝連給食センター 
TEL：978-2103 

FAX：978-2105 

センター長 

(調理係長) 

与勝給食センター 
TEL：978-5656 

FAX：978-5883 

第二調理場 

県費学校栄養職員   2名 

(株)オーディフ※1 

栄養士        1名 

調理員        31名 

石川給食センター 

県費学校栄養職員   2名 

(株)日本ユニテック※1 

栄養士        1名 

調理員        17名 

与那城給食センター 

県費学校栄養職員   1名 
幼稚園担当栄養士※2  1名 

(株)日本ユニテック※1 

調理員        11名 

勝連給食センター 

県費学校栄養職員   1名 
幼稚園担当栄養士※2   1名 

(株)日本ユニテック※1 

調理員        11名 

※1調理等業務委託 

※2会計任用職員 

与勝給食センター 

(株)日本ユニテック※1 

栄養士         1名 
調理員         8名 

センター長 

(津堅小中学校長兼務 

津堅学校調理場 
TEL：978-2141 

FAX：978-1005 

津堅学校調理場 

 栄養士※2       1名 

 調理員※2       2名 

〔職 員〕 

所 長     1名 

給食施設係長  1名 

給食係長    1名 

主 査     2名 

調理係長    3名 

事務職(本務)  6名 

会計任用調理員 2名 

栄養士(市費)  3名 

栄養教諭等   9名 

 

       計 28名 

 

給食施設係長 

(第二調理場勤務) 

給食施設係 3名 

給食係長 

(第一調理場勤務) 

給食係 3名 

再任用職員 1名 
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４４  ううるるまま市市立立学学校校給給食食セセンンタターー機機構構図図  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校給食センター 

学校給食センター 

運営委員会 

連絡協議会 

各学校給食係 

県学校給食会 県教育委員会 

文部科学省 

納品業者 

助言、要望 

監査報告 

協議  連携 

注文・支払 

 

 

 

 

 

 

 

見積・納品・請求 

市教育委員会 

物資需要許可申請 

物資受領報告 

物資受払報告 

物資需要計画報告 

援助物資受領 

物資受払報告 

提案・答申 

審議諮問・会計監査 

援助物資通知 

協議連携 

給食実施報告 

・センター職員 

・栄養士 

給食費納入 給食費請求、 

給食だより(毎月) 

保護者 

小学校 18校 

宮森小学校    川崎小学校 

城前小学校    天願小学校 

伊波小学校    あげな小学校 

彩橋小学校    田場小学校 

与那城小学校   具志川小学校 

南原小学校    兼原小学校 

勝連小学校    高江洲小学校 

平敷屋小学校   中原小学校 

津堅小学校    赤道小学校 

中学校 10校 

石川中学校    あげな中学校 

伊波中学校    具志川中学校 

与勝中学校    高江洲中学校 

与勝第二中学校  具志川東中学校 

彩橋中学校    津堅中学校 
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５５  食食中中毒毒発発生生時時のの緊緊急急通通報報体体制制  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文部科学省 厚生労働省 

県保健医療部 

県教育委員会 

保健体育課 

℡:866-2726 

中部保健所 

℡:938-9787(平日 8:30～17:00) 

℡:938-9886(夜間土日祝祭日) 

中頭教育事務所 

℡:939-0044 

市教育委員会 

℡:923-7111 

校 長  教護主任 

教 頭  栄養職員 

教務主任  教 諭 

給食主任 

食中毒発生校 

学校医 

学校薬剤師 

第一調理場     ℡:973-1111 

第二調理場     ℡:973-1112 

石川給食センター  ℡:965-3150 

勝連給食センター  ℡:978-2103 

 与那城給食センター ℡:978-3528 

 与勝給食センター  ℡:978-5656 

 津堅学校調理場   ℡:978-2141 

病院 

 

県学校給食会 

関連物資 

助言 
 

報告 
 

助言 
 

報告 

 

協力 
 

報告 
 

助言 

 

関係業者 

報告 
 

管内学校 

 

協力 
 

報告 
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６６  各各給給食食セセンンタターー  

 

① うるま市立学校給食センター 第一調理場 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② うるま市立学校給食センター 第二調理場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所 在 地 〒904-2213 うるま市字田場 709-1 
TEL:(098)973-1111  FAX:(098)973-1148 

敷地面積 3,972㎡ 

施設面積 1,326㎡ 

工事竣工 平成 16年 7月 

調理能力 3,000食 

給食実施年月 平成 16年 9月 

職員構成 
所長 1名、給食係長 1名 
係員 4名※1、学校栄養職員 2名 
調理員 18名※2     計 26名 

所 在 地 〒904-2213 うるま市字田場 850 
TEL:(098)973-1112  FAX:(098)973-1303 

敷地面積 4,552.99㎡ 

施設面積 984.74㎡ 

工事竣工 昭和 59年 7月 

調理能力 6,000食 

給食実施年月 昭和 59年 9月 

職員構成 
給食施設係長 1名、係員 3名 
調理係長 1名※3、学校栄養職員 2名、 
調理員 32名※2  計 38名 

〔第一調理場 配送系統図〕 
※1 再任用職員 1名含む。 
※2調理等業務委託 栄養士 1名含む。 

※2調理等業務委託 栄養士 1名含む。 
※3与勝学校給食センター兼務 〔第二調理場 配送系統図〕 

1号車 
 3.6km 

 

2.4km 
 

具志川中学校 
 

あげな中学校 
 

3.9km 
 

2号車 
 

0.7km 
 

高江洲中学校 

 

具志川東中学校 
 

2.1km 
 

1号車 
 1.2km 

 

0.25km 
 

あげな小学校 
  

川崎小学校 
  

田場小学校 
  

5.2km 
 

2号車 
 2.0km 

 
2.4km 

 

赤道小学校 
  

中原小学校 
  

高江洲小学校 
  

2.4km 
 

3号車 
 3.6km 

 
2.9km 

 

兼原小学校 
  

天願小学校 
  

具志川小学校 
  

５５  食食中中毒毒発発生生時時のの緊緊急急通通報報体体制制  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文部科学省 厚生労働省 

県保健医療部 

県教育委員会 

保健体育課 

℡:866-2726 

中部保健所 

℡:938-9787(平日 8:30～17:00) 

℡:938-9886(夜間土日祝祭日) 

中頭教育事務所 

℡:939-0044 

市教育委員会 

℡:923-7111 

校 長  教護主任 

教 頭  栄養職員 

教務主任  教 諭 

給食主任 

食中毒発生校 

学校医 

学校薬剤師 

第一調理場     ℡:973-1111 

第二調理場     ℡:973-1112 

石川給食センター  ℡:965-3150 

勝連給食センター  ℡:978-2103 

 与那城給食センター ℡:978-3528 

 与勝給食センター  ℡:978-5656 

 津堅学校調理場   ℡:978-2141 

病院 

 

県学校給食会 

関連物資 

助言 
 

報告 
 

助言 
 

報告 

 

協力 
 

報告 
 

助言 

 

関係業者 

報告 
 

管内学校 

 

協力 
 

報告 
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③ うるま市立石川学校給食センター  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ うるま市立勝連学校給食センター  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所 在 地 〒904-1103 うるま市石川赤崎 1-3-2 
TEL:(098)965-3150  FAX:(098)965-3282 

敷地面積 2,355㎡ 

施設面積 908㎡ 

工事竣工 昭和 57年 6月 

調理能力 3,000食 

給食実施年月 昭和 57年 9月 

職員構成 
調理係長 1名※4、学校栄養職員 2名、 
調理員 18名※2 

計 21名 

所 在 地 〒904-2314 うるま市勝連平敷屋 3821-1 
TEL:(098)978-2103  FAX:(098)978-2105 

敷地面積 1,056㎡ 

施設面積 496㎡ 

工事竣工 平成 11年 3月 

調理能力 1,200食 

給食実施年月 平成 11年 5月 

職員構成 
調理係長 1名、学校栄養職員 1名、 
市会計任用栄養士幼稚園担当 1名、 
調理員 11名※2   計 14名 

〔石川学校給食センター 配送系統図〕 
※2調理等業務委託 栄養士 1名含む。 
※4与那城学校給食センター兼務 

※2調理等業務委託  

〔勝連学校給食センター 配送系統図〕 

1号車 
 1.6km 

 

1.4km 
 

城前小学校 
  

石川中学校 
  

2号車 
 0.7km 

 

宮森小学校 
  

0.7km 
 

1号車 
 

4.3km 
 

2.9km 
 

平敷屋小学校 
  

勝連小学校 
  

南原小学校 
  

幼稚園配送車 
 8.7km 

 
具志川幼稚園 

2号車(予備車) 
 

3号車 
 3.3km 

 

3.8km 
 

伊波小学校 
  

伊波中学校 
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⑤ うるま市立与那城学校給食センター  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ うるま市立与勝学校給食センター  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所 在 地 〒904-2304 うるま市与那城屋慶名 467-7 
TEL:(098)978-3528  FAX:(098)978-3529 

敷地面積 1,277㎡ 

施設面積 403㎡ 

工事竣工 昭和 61年 3月 

調理能力 1,300食 

給食実施年月 昭和 61年 4月 

職員構成 
学校栄養職員 1名、 
市会計任用栄養士幼稚園担当 1名、 
調理員 11名※2   計 13名 

所 在 地 〒904-2311 うるま市勝連南風原 3616 
TEL:(098)978-5656  FAX:(098)978-5883 

敷地面積 1,655㎡ 

施設面積 350㎡ 

工事竣工 昭和 53年 3月 

調理能力 1,100食 

給食実施年月 昭和 53年 5月 

職員構成 調理員 9名※2   計 9名 

※2調理等業務委託  

1号車 
 彩橋小中学校 

  
5.6km 

 
与那城小学校 

  

1.1km 
 

2号車 
 

〔与那城学校給食センター 配送系統図〕 

7.0km 
 

幼稚園配送車 
 

高江洲幼稚園 赤道幼稚園 

4.0km 
 

兼原幼稚園 
2.6km 

 

1号車 
 5.3km 

 

0.3km 
 

与勝第二中学校 
 

与勝中学校 
 

〔与勝学校給食センター 配送系統図〕 

※2調理等業務委託 栄養士 1名含む。 
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⑥ うるま市立津堅学校調理場  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所 在 地 〒904-2317 うるま市勝連津堅 1327 
TEL:(098)978-2141  FAX:(098)978-1005 

敷地面積 192㎡ ※ランチルームを含む 

施設面積 73㎡ 

工事竣工 平成 21年 3月 

調理能力 100食 

給食実施年月 平成 21年 4月 

職員構成 市会計任用栄養士 1名、 
会計任用調理員 2名、  計 3名 

※学校敷地内調理場のため、調理場からランチルームへ。 
〔津堅学校調理場 配送系統図〕 
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うるま市立学校給食センター与勝調理場は、「うるま市立与勝学校給食センター」、
「うるま市立与那城学校給食センター」、「うるま市立勝連学校給食センター」の 
3つの給食センターを統合整備した、新しい調理場です。 

所 在 地 〒904-2307 うるま市与那城饒辺 231 
TEL:(098)978-3522  FAX:(098)978-3555 

敷地面積（施設面積） 2,973㎡（1,930㎡） 

工事竣工（給食実施年月） 令和 4年 3月（令和 4年 8月） 

調 理 能 力 3,500食 

職 員 構 成 調理係長 1名、学校栄養職員 2名、市会計任用栄養士幼稚園担当 
2名、調理員 26名※２ 計 31名 

 ※2調理等業務委託 栄養士 1名含む。 

うるま市立学校給食センター 与勝調理場 

令令和和 44年年 88月月    
供供用用開開始始  

1号車 
 3.9km 

 

1.7km 
 

与那城小学校 
  

与勝第二中学校 
  

３号車 
 8.2km 

 

高江洲小学校 
  

２号車 
 1.2km 

 

3.6km 
 

勝連小学校 
  

与勝中学校 
  

1.4km 
 

４号車 
 9.3km 

 

平敷屋小学校 
  

彩橋小中学校 
  

５号車 
 5.0km 

 

南原小学校 
  

8.7km 
 

幼稚園専用車 
 

高江洲幼稚園 赤道幼稚園 

3.8km 
 

3.9km 
 

幼稚園専用車 
 

与那城幼稚園 南原幼稚園 
3.7km 

 

具志川幼稚園 
3.5km 

 

新調理場完成 

〔学校給食センター与勝調理場 配送系統図〕※予定 
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第第 11節節  学学校校教教育育施施設設  

1 学校施設整備の基本的な考え方 

1. 施設整備の現状と課題 

 うるま市は平成17年4月の合併に伴って市域面積が広くなり学校数も増加しましたが、島しょ地域に
おける複式学級解消のために統廃合を実施し、平成24年4月には彩橋小中学校が誕生しました。 
現在では、小学校18校、中学校10校、幼稚園6園（うち1園休園）となっております。 
 本市は、校舎等の建築年が昭和 40年代後半から昭和 50年代前半の老朽化した危険校舎等を優先的
に施設整備を行ってきました。さらに、耐力度調査や耐震診断調査結果を基に策定している耐震化施
設整備計画に沿って、耐震化率 100％の達成や長寿命化に向け着実に取り組む必要があります。 

2. 施設整備の方針 

本市の総合計画に掲げる「児童生徒が安全・安心で良好な環境の中で学ぶことができるよう、学校
における施設・設備の適切な維持管理や計画的な改修・改築を行います。」の観点から教育環境整備
の推進に向け、下記のとおり取組んでまいります。 
 多目的スペ－スや新世代型学習空間、少人数教室の設置は、今日までの一斉画一授業の形態から、学
習の個別化・個性化を重視したものです。個別化学習によって、子どもが自らの学習課題を見つけ、そ
の課題を解決する課程で、創造性を発揮させ、学習に対する成就感・満足感を味わうことにより、次の
目標に向かって挑戦する意欲となり、主体的学習活動を展開していくことができます。 
また、近年の社会情勢は、科学技術の高度化を背景とした情報手段の急速な発展、情報化の進展等社
会変化は著しいものがあります。 
教育方法の多様化に伴い生徒による選択科目の増加、習熟度別学習、少人数学習、コンピュータ学習、
総合学習など、ＩＣＴの活用、省エネ、バリアフリー、ユニバーサルデザインを学校建築の常識として
定着してきており、今後の学校指導体制や本市の施設整備方針として新しい学習環境を構築する必要が
あります。 
多目的スペースや普通教室、少人数教室の配置は、隣接する教室との音の問題を回避できる空間造り
を最重要視して、学年ユニット型のスペースを快適で水準の高い本質的な意味での空間計画へと引き上
げていきます。 
また、学校建築の計画の立脚点を幼児・児童・生徒の学校における学習・生活の場として、学校に対
する地域社会のニーズに置くべきと考えることから、地域社会との共生を重視します。 
  学校は、幼児・児童・生徒の学習、生活の場として1日の大半を過ごすことから、安全で快適な居住
感が求められ、豊かな人間性を育む教育環境の場であるとともに、非常災害時には、地域住民の応急避
難場所ともなることから、その安全性の確保は極めて重要です。 
 幼児・児童・生徒が安全で安心して学べる施設として、また、地域からも親しめる各学校の特色が生
かせる施設として、学校施設整備に取り組んでいきます。 

3. 今後の取り組み 

本市の学校施設は、ほぼ同時期に建設されており、老朽化している校舎等が数多く、第二次校舎改築
時期にきております。長寿命化計画を策定し、整備計画や実施計画に基づいて整備に取り組みます。 
  現在、学校施設整備の取り巻く環境は、厳しい市財政の状況下にありますが、明日を担う人づくりに
欠かせない安全な学習環境を確保するために、関係機関とも密接に連携を図りながら施設整備・維持管
理（「予防保全」型の管理への転換）の充実強化を推進していきます。 
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ＲＣ造 木造 その他 計

    381      27      12       5    4,721    5,588   -     -    5,588 118.4%  

    377      34      13       6    5,076        -   -     -        - 0.0%    5,076

    677      50      20       8    6,690    7,516   -     -    7,516 112.3%  

     90      17       6       3    2,972    1,751   -     -    1,751 58.9%    1,221

    437      35      14       7    5,431    6,122   -     -    6,122 112.7%  

    261      17      11       5    4,534    4,606   -     -    4,606 101.6%  

    311      29      12       6    4,889    5,379   -     -    5,379 110.0%  

    197      11       6       2    2,804    3,614   -     -    3,614 128.9%  

      4       -       1       -      769    1,340   -     -    1,340 174.3%  

    378      28      12       4    4,553    4,356   -     -    4,356 95.7%      197

    743      38      23       7    7,041    8,258   -     -    8,258 117.3%  

    445      34      14       6    5,263    5,469   -     -    5,469 103.9%  

    786      52      24       9    7,550    7,374   -     -    7,374 97.7%      176

    288      19      12       3    4,385    3,286   -     -    3,286 74.9%    1,099

    641      54      20       8    6,690    6,907   -     -    6,907 103.2%  

    567      40      18       7    6,176    6,709   -     -    6,709 108.6%  

    807      37      24       6    7,046    7,359   -     -    7,359 104.4%  

    532      27      18       5    5,507    7,029   -  -    7,029 127.6%  

  7,922     549     260      97   92,097   92,663   -     -   92,663    7,769

    367      15      10       3    4,981    6,814   -     -    6,814 136.80%  

    335      21       9       3    4,657    5,264   -     -    5,264 113.03%  

     39       7       3       2    2,486    2,147   -     -    2,147 86.36%      339

      6       1       2       1    1,974    1,145   -     -    1,145 58.00%      829

    533      39      14       8    6,793    6,927   -     -    6,927 101.97%  

     92       6       3       3    2,654    3,133   -     -    3,133 118.05%  

    718      50      20       8    7,866    6,854   -     -    6,854 87.13%    1,012

    692      25      19       5    7,145    7,872   -     -    7,872 110.17%  

    515      29      15       5    6,449    4,655   -     -    4,655 72.18%    1,794

    471      25      13       4    5,961    6,254   -    19    6,273 105.23%  

  3,768     218     108      42   50,966   51,065   -    19   51,084    3,974

 11,690     767     368     139  143,063  143,728   -    19  143,747   11,743

     33       3      813      573   -     -      573 70.48%      240

     33       3      974      731   -     -      731 75.05%      243

     77       4    1,018      863   -     -      863 84.77%      155

     83       4    1,062      859   -     -      859 80.89%      203

     28       3      813      544   -     -      544 66.91%      269

     63       4      901      655   -     -      655 72.70%      246

      -       -        -      203   -     -      203 -  

     87       4    1,018      744   -     -      744 73.08%      274

     34       3      813      441   -     -      441 54.24%      372

     58       4    1,018      794   -     -      794 78.00%      224

     70       4    1,062      811   -     -      811 76.37%      251

     59       3    1,018    1,116   -     -    1,116 109.63%  

    625       -      39       -   10,510    8,334   -     -    8,334    2,477

平 敷 屋 小 学 校

与 勝 中 学 校
与勝第二中学校

伊 波 中 学 校

田 場 小 学 校

校舎児童生徒数 学級数

特別支援普通特別支援 達成率
整備資
格面積
㎡

保有面積　㎡必要面積
㎡

石 川 中 学 校
小 学 校 計

津 堅 中 学 校

宮 森 小 学 校

勝 連 小 学 校

彩 橋 小 学 校
伊 波 小 学 校
城 前 小 学 校

兼 原 小 学 校
具 志 川 小 学 校

川 崎 小 学 校

南 原 小 学 校

津 堅 小 学 校

学校名称
普通

高 江 洲 幼 稚 園
兼 原 幼 稚 園
具 志 川 幼 稚 園
田 場 幼 稚 園

南 原 幼 稚 園
与 那 城 幼 稚 園

勝 連 幼 稚 園

中 学 校 計

高 江 洲 中 学 校
具 志 川 中 学 校

具志川東中学校

小・中学校合計

幼 稚 園 計

 2　校舎等保有状況

津 堅 幼 稚 園

宮 森 幼 稚 園
城 前 幼 稚 園
伊 波 幼 稚 園

赤 道 幼 稚 園

赤 道 小 学 校

あ げ な 中 学 校

高 江 洲 小 学 校

令和3年5月1日現在

与 那 城 小 学 校

彩 橋 中 学 校

中 原 小 学 校

あ げ な 小 学 校
天 願 小 学 校
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柔剣道場 部室

水面積 更衣室

宮 森 小 学 校    1,215    1,214        1 99.92%      400      159

城 前 小 学 校    1,215        -    1,215 0.00%      400      181

伊 波 小 学 校    1,215    1,255  - 103.29%      400      201

彩 橋 小 学 校      894      633      261 70.81%       25

与 那 城 小 学 校    1,215    1,251  - 102.96%      400      138

南 原 小 学 校    1,215    1,050      165 86.42%      400      193

勝 連 小 学 校    1,215    1,215  - 100.00%      400      198

平 敷 屋 小 学 校      894    1,081  - 120.92%      400      191

津 堅 小 学 校      894      797       97 89.15%      400      146

川 崎 小 学 校    1,215      986      229 81.15%      400       99

天 願 小 学 校    1,215    1,256  - 103.37%      400      122

あ げ な 小 学 校    1,215      931      284 76.63%      400      127

田 場 小 学 校    1,215    1,232  - 101.40%      400      121

具 志 川 小 学 校      919      919  - 100.00%      400      120

兼 原 小 学 校    1,215    1,252  - 103.05%      400      157

高 江 洲 小 学 校    1,215    1,327  - 109.22%      400      171

中 原 小 学 校    1,215    1,262  - 103.87%      400      300

赤 道 小 学 校    1,215    1,065      150 87.65%      400      155

小 学 校 計   20,611   18,726    2,402 91%    6,800    2,804        -        -

石 川 中 学 校    1,138    1,690  - 148.51%      400      270      427

伊 波 中 学 校    1,138    1,320  - 115.99%      400      182      365      288

彩 橋 中 学 校    1,138    1,005      133 88.31%      400       26 227

津 堅 中 学 校    1,138      243      895 21.35%

与 勝 中 学 校    1,476    2,333  - 158.06%      400      196      350      150

与勝第二中学校    1,138    1,048       90 92.09%      400      179      104

あ げ な 中 学 校    1,476    1,476  - 100.00%      400      217      360      350

具 志 川 中 学 校    1,476    1,516  - 102.71%      400      224      356      228

高 江 洲 中 学 校    1,476    1,205      271 81.64%      325      331      350      350

具志川東中学校    1,138    1,286  - 113.01%      350      685      350      350

中 学 校 計   12,732   13,122    1,389 103%    3,475    2,310    2,358    2,247

合 計   33,343   31,848    3,791 96%   10,275    5,114    2,358    2,247

学校名称

3　屋内運動場及び水泳プール・柔剣道場・部室保有状況

屋内運動場

保有面積
㎡

保有面積
㎡

達成率
％

整備資
格面積
㎡

保有面積
㎡

令和３年５月１日現在

必要面積
㎡

水泳プール
保有面積（㎡）
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不
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数

必
要
数
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有
数

不
足
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理
科

生
活

音
楽

図
画
・
美
術

家
庭

視
聴
覚

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

図
書

特
別
活
動

教
育
相
談

技
術

外
国
語

進
路
資
料
・
指
導

宮 森 小 学 校 17 17 10 15 1 2 1 1 1 1 5 2 1

城 前 小 学 校 19 19 11 11

伊 波 小 学 校 28 29 12 13 2 1 1 1 1 1 5 1

彩 橋 小 学 校 9 6 3 8 2 6 1 1

与 那 城 小 学 校 21 27 11 8 3 1 1 1 1 1 2 1

南 原 小 学 校 16 15 1 10 7 3 1 1 1 1 1 1 1

勝 連 小 学 校 18 15 3 11 15 1 1 1 1 1 1 7 1 1

平 敷 屋 小 学 校 10 13 8 7 1 1 1 1 1 1 1 1

津 堅 小 学 校 1 4 4 5 1 1 1 1 1

川 崎 小 学 校 16 13 3 10 8 2 1 1 1 1 1 1 1 1

天 願 小 学 校 30 29 1 14 14 2 2 1 1 1 1 5 1

あ げ な 小 学 校 20 20 11 9 2 1 2 1 1 1 1 2

田 場 小 学 校 33 30 3 14 14 2 2 1 1 1 1 5 1

具 志 川 小 学 校 15 14 1 10 7 3 1 1 1 1 2 1

兼 原 小 学 校 28 28 12 7 5 2 2 1 1 1

高 江 洲 小 学 校 25 20 5 12 16 2 1 1 1 1 1 7 2

中 原 小 学 校 30 30 14 10 4 1 2 1 1 1 1 1 1 1

赤 道 小 学 校 23 22 1 11 16 2 2 1 1 1 1 5 2 1

小 学 校 計 359 332 40 193 173 40 23 5 20 9 15 2 15 16 47 16 0 5 0

石 川 中 学 校 13 16 15 14 1 2 2 1 2 1 1 2 2 1

伊 波 中 学 校 12 14 15 13 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1

彩 橋 中 学 校 3 3 10 10 1 1 1 1 1 2 1 1 1

津 堅 中 学 校 3 3 10 7 3 1 1 1 1 1 1 1

与 勝 中 学 校 22 20 2 15 16 3 2 1 2 1 1 1 4 1

与勝第二中学校 6 7 12 13 1 1 1 2 1 1 2 2 1 1

あ げ な 中 学 校 28 28 17 14 3 2 2 2 2 1 1 2 2

具 志 川 中 学 校 24 22 2 17 16 1 2 2 2 2 1 1 1 2 1 2

高 江 洲 中 学 校 20 14 6 15 10 5 2 1 1 2 1 2 1

具志川東中学校 17 17 15 17 2 2 1 2 1 1 1 4 2 1

中 学 校 計 148 144 10 141 130 15 17 0 14 12 17 3 10 8 16 17 12 1 3

合 計 507 476 50 334 303 55 40 5 34 21 32 5 25 24 63 33 12 6 3

4　教室保有状況

普通教室 特別教室 特別教室の保有内訳

学校名称

　　令和３年５月１日現在
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建物敷地 敷地合計
㎡ 基準 敷地 ㎡ 建物敷地 運動場敷地 その他

宮 森 小 学 校 8,953 4,080 5,902 5,567 20,422 535 2,240

城 前 小 学 校 11,650 4,110 4,967 16,617 1,486

伊 波 小 学 校 11,456 7,200 9,378 20,834

彩 橋 小 学 校 0 2,400 0 0 彩橋中学校に計上

与 那 城 小 学 校 14,665 4,720 8,965 141 23,771

南 原 小 学 校 2,932 2,780 7,660 10,592

勝 連 小 学 校 6,816 3,400 4,296 1,206 12,318

平 敷 屋 小 学 校 6,131 2,400 8,739 14,870

津 堅 小 学 校 9,575 2,400 6,770 16,345 197

川 崎 小 学 校 10,651 4,060 6,808 17,459 134 借地は学校敷地外

天 願 小 学 校 15,001 7,200 9,547 5,417 29,965 10,970 109

あ げ な 小 学 校 9,312 4,790 5,812 15,124

田 場 小 学 校 18,937 7,200 7,533 26,470

具 志 川 小 学 校 10,712 4,790 5,235 15,947

兼 原 小 学 校 12,060 7,200 7,113 19,173

高 江 洲 小 学 校 8,516 3,070 6,518 2,921 17,955

中 原 小 学 校 13,172 6,950 7,504 20,676

赤 道 小 学 校 11,138 6,070 8,368 6,878 26,384

小 学 校 計 181,677 84,820 121,115 22,130 324,922 12,991 306 2,374

石 川 中 学 校 16,287 5,020 9,322 25,609 3,445 656

伊 波 中 学 校 11,829 4,760 9,682 21,511

彩 橋 中 学 校 11,152 3,600 7,587 18,739

津 堅 中 学 校 0 3,600 0 0 津堅小学校に計上

与 勝 中 学 校 14,402 6,920 10,487 5,710 30,599

与勝第二中学校 11,480 3,600 8,629 20,109

あ げ な 中 学 校 9,281 8,400 14,068 23,349 1,555

具 志 川 中 学 校 15,755 8,370 11,009 1,101 27,865

高 江 洲 中 学 校 9,262 6,640 6,253 2,874 18,389

具志川東中学校 17,948 6,160 12,581 30,529

中 学 校 計 117,396 57,070 89,618 9,685 216,699 5,000 656 0

合 計 299,073 141,890 210,733 31,815 541,621 17,991 962 2,374

5　学校敷地の実態

令和３年５月１日現在

学校名称
屋外運動場　㎡ 実 験 実 習 地

そ の 他
㎡

左のうちの借用地　㎡
備考
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第第 11 節節  生生涯涯学学習習振振興興  

1 基本方針 
 

まちづくり生涯学習推進基本計画に基づき市民一人ひとりが、生涯を通して生きがいのある心
豊かな生活が送れるよう、学習環境を整備し、市民の多様なニーズに応じた生涯学習を支援する
とともに、社会教育関係団体の指導・育成に努め、世代を超えて学び合う生涯学習のまちづくり
を推進する。 

2 重点目標 
 

① 生涯学習推進体制の拡充と基盤整備 
 ② 生涯学習機会の拡充 
 ③ 社会教育関係団体の指導・育成 
 ④ 青少年健全育成活動の推進 
 ⑤ 家庭・地域の教育力の向上 
 ⑥ 地域学校協働活動推進事業の推進 
 ⑦ 放課後子ども教室推進事業の推進 

3 主要施策 

1. 生涯学習推進体制の拡充と基盤整備 

 生涯学習社会の実現をめざすため、生涯にわたる学習活動を推進し、生涯学習の視点に立って
学校教育、家庭教育、社会教育それぞれの教育機能を充実させると共に、市長部局との連携・協
力のもと、まちづくり生涯学習推進本部を中心に、全庁的な総合行政としての推進体制を確立し
市民の多様な学習活動のための施策が展開できるよう基盤整備を図る。 
 ① 生涯学習まちづくりの推進 

 ② 生涯学習施設の整備・充実 
 

2. 生涯学習機会の拡充 

 生涯学習は、各人が自発的意志に基づき、自主的に行なうことを基本とするものであり、必要
に応じ、自己に適した手段、方法を自ら選んで生涯にわたって行うものである。生涯学習情報の
発信等広報活動の充実と強化を図るとともに、生涯学習フェスティバルや各種学習活動を開催し、
「いつでも、どこでも、だれでも」学べる学習機会の拡充をはかり、市民一人ひとりが生きがい
のある豊かな人生を過ごすことができるよう、生涯学習の充実に努める。 
 ① 生涯学習フェスティバルの開催 
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3. 社会教育関係団体の指導・育成 

 社会教育は、国や地方公共団体によって奨励されなければならない教育事業であるが、行政が
行う教育活動には限界がある。その上、今日の機械文明の高度な発達の中で人間疎外の事象が増
え、さらに都市化現象に伴う地域連帯意識の欠如など、生涯学習時代に向けて、社会教育関係団
体の役割はますます重要になっており、社会教育の充実を図るためには、その指導・育成に努め
なければならない。 
 

4. 青少年健全育成活動の推進 

青少年は、自然とのふれあいや仲間との活動等生活体験をとおして主体的に考える能力や望ま
しい人間関係、困難にたち向かう意志等を身につけていくものである。社会の構成員としての規
範意識や社会性、命を大切にし、他人を思いやる豊かな人間性を育むためにも発達段階に応じた
活動の機会を充実させることが重要である。 

青少年育成市民会議、市青連、市Ｐ連、市子連などの青少年関係団体との連携、人材や各種施
設等地域資源の活用を図りつつ、青少年の奉仕活動、自主的な体験学習や社会参加活動等を促進
し健全育成に努める。 
 ① 青少年の奉仕活動・体験活動の推進 
 ② 放課後子ども教室実施の推進 
 ③ 子ども会ジュニア・シニアリーダーの育成 

 ④ 少年ふれあい事業の実施 

 ⑤ 各種機関・団体との連携強化 

 ⑥ その他青少年健全育成事業 

 

5. 家庭・地域の教育力の向上 

家庭は、基本的な生活習慣・生活能力、豊かな情操、他人に対する思いやり、善悪の判断など
の基本的倫理観、社会的なマナー、自制心や自立心など「生きる力」を育成するすべての教育の
出発点である。 

基本的な生活習慣や指導は、学校、家庭、地域社会がそれぞれの立場で徹底することはもちろ
んであるが、学校が道徳教育を一層充実するとともに、家庭や地域社会との連携を積極的に進め
てこそ、その効果が期待できるものである。 

心豊かな望ましい幼児・児童・生徒の基本的生活習慣を身につけさせ、その定着を図るととも
に家庭・地域の教育機能を高め、教育力の向上に努める。 

 ① けじめある生活の習慣化（早寝・早起き・朝ご飯） 
 ② 家庭教育の充実 
 ③ 沖縄県家～なれ～運動の周知 
 ④ 学力向上推進のための家庭・地域部会との連携 
 ⑤ 市青少年健全育成協議会との連携強化 
 
 
 



生
涯
学
習
振
興

− 93 −

6. 学校・家庭・地域の連携協力推進事業の推進 

① 地域学校協働活動推進事業 
未来を担う子ども達の成長を支えるため、地域と学校が連携・協働し、地域住民や企業・団体

等の参画により、地域を創世する活動を推進することが必要である。そのため地域学校協働活動
推進員（地域コーディネーター）を配置し、学校の求める支援を行いつつ、地域学校協働活動の
推進を目指し、地域住民等の参画による地域の実情に応じた様々な取り組みを行う。 

・地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）の配置 
・学校支援ボランティアの推進 

・学校と地域が協働した地域課題解決学習や、郷土学習、地域人材育成等の推進 

・地域人材を活用した活動の実施・運営 

・地域未来塾による無料塾の実施 

 
 
② 放課後子ども教室推進事業 

子ども達が地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進するため、放課後に 

おける子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）づくりが求められている。 

国の「放課後子ども教室推進事業」創設に伴い、うるま市では各小中学校において「放課後  

子ども教室推進事業」の実施に際しては、放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用し、地域 

の方々の参画を得て、子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動・地域住民との交流活動等の
取組を実施する。 

 ・放課後子ども教室の実施支援 

 ・放課後子ども教室コーディネーターの配置 

 ・教育活動推進員・教育活動サポーターの配置 

・地域人材を活用した活動の実施・運営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 社会教育関係団体の指導・育成 

 社会教育は、国や地方公共団体によって奨励されなければならない教育事業であるが、行政が
行う教育活動には限界がある。その上、今日の機械文明の高度な発達の中で人間疎外の事象が増
え、さらに都市化現象に伴う地域連帯意識の欠如など、生涯学習時代に向けて、社会教育関係団
体の役割はますます重要になっており、社会教育の充実を図るためには、その指導・育成に努め
なければならない。 
 

4. 青少年健全育成活動の推進 

青少年は、自然とのふれあいや仲間との活動等生活体験をとおして主体的に考える能力や望ま
しい人間関係、困難にたち向かう意志等を身につけていくものである。社会の構成員としての規
範意識や社会性、命を大切にし、他人を思いやる豊かな人間性を育むためにも発達段階に応じた
活動の機会を充実させることが重要である。 

青少年育成市民会議、市青連、市Ｐ連、市子連などの青少年関係団体との連携、人材や各種施
設等地域資源の活用を図りつつ、青少年の奉仕活動、自主的な体験学習や社会参加活動等を促進
し健全育成に努める。 
 ① 青少年の奉仕活動・体験活動の推進 
 ② 放課後子ども教室実施の推進 
 ③ 子ども会ジュニア・シニアリーダーの育成 

 ④ 少年ふれあい事業の実施 

 ⑤ 各種機関・団体との連携強化 

 ⑥ その他青少年健全育成事業 

 

5. 家庭・地域の教育力の向上 

家庭は、基本的な生活習慣・生活能力、豊かな情操、他人に対する思いやり、善悪の判断など
の基本的倫理観、社会的なマナー、自制心や自立心など「生きる力」を育成するすべての教育の
出発点である。 

基本的な生活習慣や指導は、学校、家庭、地域社会がそれぞれの立場で徹底することはもちろ
んであるが、学校が道徳教育を一層充実するとともに、家庭や地域社会との連携を積極的に進め
てこそ、その効果が期待できるものである。 

心豊かな望ましい幼児・児童・生徒の基本的生活習慣を身につけさせ、その定着を図るととも
に家庭・地域の教育機能を高め、教育力の向上に努める。 

 ① けじめある生活の習慣化（早寝・早起き・朝ご飯） 
 ② 家庭教育の充実 
 ③ 沖縄県家～なれ～運動の周知 
 ④ 学力向上推進のための家庭・地域部会との連携 
 ⑤ 市青少年健全育成協議会との連携強化 
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令和３年度 学校・家庭・地域の連携協力推進事業 実施状況 

 

 

学校名 
地域学校協働活動推進事業
（地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置状況） 地域未来塾 放課後子ども教室推進事業 

宮森小学校 2 名  三線教室 

城前小学校 1 名 学習、物づくり 

伊波小学校 1 名 学習、物づくり 

与那城小学校 1 名 未実施 

南原小学校 2 名 英語教室、物づくり、サッカー 

勝連小学校 2 名 未実施 

平敷屋小学校 1 名 学習、物づくり 

津堅小学校 
1 名 

※中学校と兼任 
バドミントン、三線、習字、囲碁 

川崎小学校 1 名 三線教室 

天願小学校 1 名 未実施 

あげな小学校 1 名 学習、物づくり 

田場小学校 1 名 学習 

具志川小学校 1 名 学習、剣道他 

兼原小学校 1 名 未実施 

高江洲小学校 2 名 学習、自由あそび 

中原小学校 1 名 未実施 

赤道小学校 1 名 物づくり、自由あそび 

彩橋小学校 
2 名 

※中学校と兼任 
学習、三線 

石川中学校 2 名 116 回 ダンス、陸上、三線 

伊波中学校 1 名 未実施 ダンス、グリーン教室 

津堅中学校 
1 名 

※小学校と兼任 
未実施 未実施 

与勝中学校 2 名 10 回 未実施 

与勝第二中学校 1 名 23 回 未実施 

あげな中学校 1 名 未実施 未実施 

具志川中学校 1 名 未実施 ダンス 

高江洲中学校 2 名 16 回 ダンス 

具志川東中学校 1 名 未実施 ダンス 

彩橋中学校 
1 名 

※小学校と兼任 
44 回 未実施 
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令和 3年度 地域学校協働活動推進事業 

事業趣旨 

子ども達の成長を支えるため、地域と学校の連携・協働を目指し、学校に地域コーディネータ
ーを配置し、学校の求める支援を行いつつ、地域住民等の参画による地域の実情に応じた様々な
取り組みを行う。 

実施校数 

小学校 18校、中学校 10校にて実施。 
地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）39名配置。 

ボランティア内容 

学習支援、部活動指導、環境整備、学校行事支援などを行う。 
これまでの延べボランティア回数は約 7,122回、延べボランティア人数は 38,328人。  

与勝中学校 高江洲小学校 

宮森小学校 赤道小学校 

令和３年度 学校・家庭・地域の連携協力推進事業 実施状況 

 

 

学校名 
地域学校協働活動推進事業
（地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置状況） 地域未来塾 放課後子ども教室推進事業 

宮森小学校 2 名  三線教室 

城前小学校 1 名 学習、物づくり 

伊波小学校 1 名 学習、物づくり 

与那城小学校 1 名 未実施 

南原小学校 2 名 英語教室、物づくり、サッカー 

勝連小学校 2 名 未実施 

平敷屋小学校 1 名 学習、物づくり 

津堅小学校 
1 名 

※中学校と兼任 
バドミントン、三線、習字、囲碁 

川崎小学校 1 名 三線教室 

天願小学校 1 名 未実施 

あげな小学校 1 名 学習、物づくり 

田場小学校 1 名 学習 

具志川小学校 1 名 学習、剣道他 

兼原小学校 1 名 未実施 

高江洲小学校 2 名 学習、自由あそび 

中原小学校 1 名 未実施 

赤道小学校 1 名 物づくり、自由あそび 

彩橋小学校 
2 名 

※中学校と兼任 
学習、三線 

石川中学校 2 名 116 回 ダンス、陸上、三線 

伊波中学校 1 名 未実施 ダンス、グリーン教室 

津堅中学校 
1 名 

※小学校と兼任 
未実施 未実施 

与勝中学校 2 名 10 回 未実施 

与勝第二中学校 1 名 23 回 未実施 

あげな中学校 1 名 未実施 未実施 

具志川中学校 1 名 未実施 ダンス 

高江洲中学校 2 名 16 回 ダンス 

具志川東中学校 1 名 未実施 ダンス 

彩橋中学校 
1 名 

※小学校と兼任 
44 回 未実施 
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令和 3年度 放課後子ども教室推進事業 

事業趣旨および実績 

小学校及び中学校において、放課後や週末等に子ども達が安全に安心して活動する拠点（居場
所）を設け、地域の参画を得て、勉強やスポーツ、文化、地域住民との交流活動等を実施するこ
とで、子ども達が心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。 
延べ実施回数 735回（平均 40回/年）、1回あたりの平均参加者数 15人。 

実施校数 

小学校 13校、中学校 5校にて実施。 

取組内容 

学習教室、三線教室、ダンス教室、剣道教室、スポーツ教室、昔遊び、物づくりなど。 

具志川小学校 平敷屋小学校 赤道小学校 

具志川東中学校 川崎小学校 宮森小学校 

南原小学校 津堅小学校 
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第第２２節節  生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターー  

１１  生生涯涯学学習習・・文文化化振振興興セセンンタターー「「ゆゆららててくく」」  

 1．生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」の目的 

  生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」は、うるま市ならではの伝統芸能文化の振興と生涯学習
の推進を目的に設置された。各種サークルや生涯学習関係団体の活動の拠点となるほか伝統芸能や音
楽団体と市民との接点をつくり、新たな文化創造の場を醸成する。 

   

2．運営方針 

うるま市は戦後高等教育発祥の地であり、市内の捕虜収容所から戦後初の舞台芸能が演じられた、
学びと芸能の黎明を誇るまちである。うるま市には闘牛、エイサー、獅子舞など沖縄ならではの伝統
的な文化芸能が保護継承され、観光客にも人気のスポットとなっている。これらうるま市ならではの
文化資源を「ゆらてく」の事業展開のなかで守り育てることによって、魅力的なまちづくりの一翼を
担うものである。うるま市固有の文化を生かした多様な事業展開のなかで、常に開かれた学びの拠点
づくりをめざす。 
従来、生涯学習施設はサークルの活動拠点であり、講座の開催場所にもなるなど主に団体を対象と
しているが、生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」は、サークルや講座以外の個人利用にも対応
の幅を広げる。コモンズや屋上庭園などはこういった個人利用者が長時間滞在するための格好のコン
テンツであり、知的創造活動の要ともなる大切な機能である。 
「ゆらてく」は、公民館と異なり、自由度の高い企画運営が可能となっている。フリーマーケット
やバザーなどの営利事業についても、門戸が開かれている。 
 

3．事業内容 

  ゆらてく講座（随時） 
   

4．施設案内 

生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」は、市民芸術劇場に隣接している。生涯学習の拠点であ
り、同時に文化を育てる場として隣接する市民芸術劇場と連携して事業を進めていく。音楽室や創作
活動室などの新しい機能のほか、ひとりでも気軽に立ち寄れるよう、コモンズや屋上庭園などが整備
されている。 

 

5．利用の申し込み等 

  
 
 
 
 
 
 
 

施 設 の 予 約 
管理事務室へ問い合わせ後 → 使用申請書を提出 → 使用料を納付 

（利用目的によっては、お断りさせていただくこともあります。ご了承ください。） 

予約の変更・取消 
変更・取消等が生じた場合は、速やかに届け出を行ってください。 

（天災やご利用 10日前までに取消の場合に限り施設使用料返還が可能） 

開 館 時 間 午前 9：00 ～ 午後 10：00 

休 館 日 
毎週月曜日と年末年始（12/29～1/3）、暴風警報が発令された時 

※その他、新型コロナウイルス等の影響により臨時休館している場合がございます。 
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施施設設案案内内  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」 

〒904-2226 
沖縄県うるま市字仲嶺 187番地 

TEL：098-988-5508 
FAX：098-988-5504 

館内見取り図 
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生生涯涯学学習習・・文文化化振振興興セセンンタターー「「ゆゆららててくく」」各各部部屋屋のの詳詳細細

フロア エリア 特　　徴
面積
（㎡)

収容
人数

主な備品

テーブル52台　イス310脚

演台、司会用演台、花台

舞台照明、音響　ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉ

大型スクリーン・プロジェクター

楽屋１ 32.30 15 ﾃｰﾌﾞﾙ2台、イス12脚

楽屋２ 22.38 10 ﾃｰﾌﾞﾙ１台、イス8脚

テーブル　ソファー　パーティションスタンド

展示パネル、ワイヤーフック

授乳室 湯沸かし器、オムツ替え台が自由に使える。 5.38 - 幼児用イス　オムツ替え台

テーブル11台　イス60脚

譜面台31台　アップライトピアノ

音楽室２（小） ドラム練習可　　防音防振仕様 22.08 7 ドラムセット　イス7脚

音楽室３（小） 少人数・個人用　　防音防振仕様 22.08 7 イス７脚

テーブル18台　イス50脚

50インチ液晶テレビ

研修室2（中） 講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋　Wi-fi環境 66.00 26 テーブル9台　イス26脚

研修室3（中） 講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋　Wi-fi環境 78.40 32 テーブル11台　イス32脚

研修室４（小） 講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋 44.00 20 テーブル7台　イス20脚

コモンズ２ 86.62 - テーブル　イス

コモンズ３ 75.80 - テーブル　イス

50インチ液晶テレビ　テーブル　ソファー　

パンフレットスタンド　新聞ハンガー

市民向け検索用ＰＣ3台

工作台7台　イス37脚

手動ロクロ25台   電動ロクロ10台

ネスティングカットテーｰブル1台

粘土乾燥棚　粘土貯蔵機　真空土錬機

各種電動のこ5台　

電動ドリル1台　仕上げサンダー1台

軽音楽室
音楽活動（三線・太鼓・バンド）、演劇、ダンス等のパフォーマンス
に向いた部屋。完全防音仕様。

67.50 26 テーブル9台　イス26脚

印刷室 印刷機やコピー機を使ってチラシや資料が作成できる 有料コピー機　輪転機　コレｰター

学習室 個別学習机を備えた静寂な学習室（無料）。Wi-fi環境 66.00 32 32席

研修室5（中） 講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋　Wi-fi環境 60.07 29 テーブル10台　イス29脚

コモンズ５ 一定の静寂が確保された学習向け共用スペース　Wi-fi環境 40.75 - テーブル、イス

多目的室
講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋
調理室の控えや臨時の託児室として使用可

38.76 - テーブル6台　イス18脚

調理室
調理等の学習活動に最適。
ガスオーブン付き調理台有り（うち１台は高さ調節可）。

82.04 36
調理台7台　イス40脚
冷凍冷蔵庫、オーブンレンジ4台
その他調理器具

コモンズ６ 一定の静寂が確保された学習向け共用スペース　Wi-fi環境 70.83 - テーブル　イス　ロビーチェアー

コモンズ７ 一定の静寂が確保された学習向け共用スペース 80.30 - テーブル　イス　ロビーチェアー

和室 茶道や書道などに活用できる４０畳の畳間。水屋あり。 85.66 36
和机12台　姿見4台　座布団
基本茶道具一式

屋外 中庭 エイサー祭りや音楽会などに使用できる芝広場。

屋外 屋外 陶芸用窯 灯油窯

屋上 屋上庭園 3つのライブエリアを有し、祭りイベントなどに使用できる屋上広場。 屋外ベンチ、簡易照明一式

創作活動室で使う道具、備品などを保管。
乾燥用棚有り

創作活動準備室

化粧台、着替えスペース、姿見有り。

多目的ホール

共有の場として利用できるオープンスペース。Wi-fi環境
個人・グループを問わず、自主的・自立的に活動が可能。
展示パネルを使ったミニ展示会も可能。

美術・工芸などの作業を行う部屋
室内外に手洗い場、
屋外に陶芸用窯が有る。

創作活動室

コモンズ４
共有の場として利用できるオープンスペース。Wi-fi環境
個人・グループを問わず、自主的・自立的に活動が可能。

共有の場として利用できるオープンスペース。Wi-fi環境
コモンズのなかでは最大の広さがあり、展示会に特化した使用を推奨
する。多目的ホールと一体化して使用できる。

音楽室１（大）

講演会から音楽コンサートまで多目的に利用できる。舞台照明機材の
ＬＥＤ化で省電力を図っている。
ホール後方の昇降パネルを収納することでコモンズ１と一体化して大
型イベントに対応できる。昇降パネル壁は鏡面仕様。映画会用３００
インチスクリーンとプロジェクター装備。

50

344.08コモンズ１

研修室1（大） 88.00

-

可動式備品

音楽活動（三線・太鼓・バンド）、演劇、ダンス等のパフォーマンス
に向いた部屋。防音防振仕様。

講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋

84.03 30

- -

83.20

-

37

1F

430.17
最大
300

146.56

92インチスクリーン1台　プロジェクター1台　ポータブルアンプ1台
音響セット一式（録音機能付き）　ホワイトボード5台
簡易ステージ一式　イベント音響一式

2F

施施設設案案内内  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」 

〒904-2226 
沖縄県うるま市字仲嶺 187番地 

TEL：098-988-5508 
FAX：098-988-5504 

館内見取り図 
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２２  ううるるまま市市立立公公民民館館  

1．公民館の目的（社会教育法第 20条） 

  公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実生活に即する教育、学術及び文化に関する
各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社
会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

 

2．基本目標 

① 市民自ら学習する意欲と能力を培い、個性的で、心豊かな人間性の伸長をはかり、新しいコミュ
ニティの形成者としての資質の向上を目指す。 

 ② 自治公民館や関係機関、団体との緊密な連携のもとに、いつでも、誰でも、気軽に学習が受けら
れるように学習機会を拡充し、生涯学習の拠点としての役割、機能の充実を図る。 

 

3．運営方針 

  学習の場・いこいの場・語らいの場として市民が気軽に利用できて、親しまれるような施設として
の運営に努める。 

  

4．事業内容 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習機会の拡充 

多種多様な学級・講座等を開設

し、住民の生活、文化の向上及び

豊かな人間性を養う。 

【市立公民館講座】 

地区公民館において公民館 

講座の開設 

※成人及び親子講座等を含む 

【自治公民館講座】 

自治公民館講座の開設奨励 

【自主サークルの結成奨励】 

 

・事業計画書の作成、受講募集 
の案内 

・各学級や講座等のまとめ、 
報告書作成 

・サークル団体の支援 

・生涯学習推進に関する情報 
収集と提供 

・うるま市自治公民館連絡 
協議会補助事業 

・地域づくり助成等情報提供 

・公民館研究大会、研修会の 
参加推進 

公民館施設・運営の充実 

 

・職員研修の充実 

・施設の維持管理 

・ホール、研修室等の貸館 

・各種サークル、講演会、 

研修会等の受け入れ 

新しいコミュニティの形成・豊かな人間性の伸長 
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　　令令和和44年年度度　　ううるるまま市市立立公公民民館館講講座座年年間間計計画画一一覧覧表表

講座名 内　容 開催月 回数

キャンプ・ビギナーズ
・グループ向けソロ向け安全なキャンプの楽しみ方
・アウトドアクッキング 5月 2回

簡単スパイス料理 スパイスカレープラスα 6月 1回

人類学入門
「藪地洞穴の骨は語る」

講演会「古人骨は語る」あまわりパーク
藪地島の文化財、藪地洞穴遺跡視察 6月 1回

ママと赤ちゃんの
ぐっすりねんねのために

ママと赤ちゃんがぐっすり寝られるお話し 6月 1回

自分で育てる安心野菜
「ＧＯＴＯ畑活」

座学：「菌ちゃん農法」とは
実践：生ごみたい肥の作り方と畝(うね）つくり 7月 2回

～メイクアップレッスン～
自分にあったメイク方法を学ぶ・眉やアイメイク
マスク使用時メイク等 7月 3回

こどもの心がぐんぐん育つ
絵本の読み聞かせ

読み聞かせの仕方でEQがアップする方法を学ぶ 7月 1回

夏休みの自由研究
「親子で短歌」

座学：短歌について作り方のポイント
実践：テーマを決めて歌を作る。 8月 1回

みつばちのお話し みつばちを学ぶ・人間にとってみつばちの大切さ 8月 1回

もの創り(沖縄高専） ロボットやきのこのお勉強 8月 4回

月桃でミニかごつくり 身近にある月桃を利用してかごを作る 8月 1回

災害時料理 今色々なことが起こるなか災害時にできることを学ぶ 9月 1回

芭蕉でぞうり作り
芭蕉布の材料となる芭蕉の葉の中で芭蕉の糸には
ならない部分(ウバサガラ）でぞうりを作る 9月 1回

リメイク 身近にある布などを使って素敵な作品を作る 9月 5回

男の島野菜料理
島野菜の効能・へちまを使ったグリーンカレー他
ふーちばーのジュノベーゼ他　調理します。 9月 2回

多肉植物
幅広い年代に人気の多肉植物。
今回はリースの土台作りにも挑戦します。 9月 1回

薬膳料理 前年度も好評で身体によい薬膳を学ぶ 10月 2回

紅型 伝統にふれてトートバックをつくる 10月 3回

エッセンシャルオイル オリジナルエッセンシャルオイルを作る 10月 1回

革細工 革でオリジナル作品を作る 10月 1回

うるまの自然観察会 自然環境の中にこんなにいっぱいの発見がある 10月 1回

やちむん講座
自分好みの食器作り、ろくろの回し方、
道具の使い方を学びます。 10月 3回

スマホ スマホの簡単便利な使い方を学ぶ 11月 1回

ステンドグラスでXmas ハンダゴテを使いステンドグラスを仕上げる 12月 1回

ボタニカルキャンドル 癒しのキャンドルを手作りします 12月 1回

※うるま市ホームページに各講座の詳細を掲載しています。

２２  ううるるまま市市立立公公民民館館  

1．公民館の目的（社会教育法第 20条） 

  公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実生活に即する教育、学術及び文化に関する
各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社
会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

 

2．基本目標 

① 市民自ら学習する意欲と能力を培い、個性的で、心豊かな人間性の伸長をはかり、新しいコミュ
ニティの形成者としての資質の向上を目指す。 

 ② 自治公民館や関係機関、団体との緊密な連携のもとに、いつでも、誰でも、気軽に学習が受けら
れるように学習機会を拡充し、生涯学習の拠点としての役割、機能の充実を図る。 

 

3．運営方針 

  学習の場・いこいの場・語らいの場として市民が気軽に利用できて、親しまれるような施設として
の運営に努める。 

  

4．事業内容 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習機会の拡充 

多種多様な学級・講座等を開設

し、住民の生活、文化の向上及び

豊かな人間性を養う。 

【市立公民館講座】 

地区公民館において公民館 

講座の開設 

※成人及び親子講座等を含む 

【自治公民館講座】 

自治公民館講座の開設奨励 

【自主サークルの結成奨励】 

 

・事業計画書の作成、受講募集 
の案内 

・各学級や講座等のまとめ、 
報告書作成 

・サークル団体の支援 

・生涯学習推進に関する情報 
収集と提供 

・うるま市自治公民館連絡 
協議会補助事業 

・地域づくり助成等情報提供 

・公民館研究大会、研修会の 
参加推進 

公民館施設・運営の充実 

 

・職員研修の充実 

・施設の維持管理 

・ホール、研修室等の貸館 

・各種サークル、講演会、 

研修会等の受け入れ 

新しいコミュニティの形成・豊かな人間性の伸長 
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施施設設案案内内  
  

石川地区公民館 
   石川地区公民館は、市立石川図書館、石川歴史民俗資料館の隣です。 
  「い」いつでも楽しく和やかに、学びあうところ 
  「し」親しい友ができ、生きがいを見つけるところ 
  「か」語り合いがあって、自分を高めるところ 
  「わ」私もあなたもみんなで仲良く集うところ 
   地域住民の生涯学習の場を提供します。 
    〒 904-1107 うるま市石川曙 2‐1‐52  

電話（098）964-3433  FAX（098）964-3467 

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

ホ ー ル 約200名 講演会・レク・発表会・展示会等（ピアノ・テーブル・イス・音響等） 

第一研修室 約30名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

第二研修室 約20名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

図 書 室 約25名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

会 議 室 約10名 小会議等（テーブル・イス・白板等） 

談 話 室 約8名 小会議等、業務打ち合わせ（テーブル・イス・白板等） 

和 室 約20名 小会議等、茶道等（テーブル・イス等） 

調 理 室 約30名 調理実習等（調理器具） 

学 習 室 約20名 学習（テーブル・イス・白板等） 

コンピュータ室 12名 パソコン講座（パソコン・テーブル・イス等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サンエー石川シティ 
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与那城地区公民館 
   与那城地区公民館は、地域住民のコミュニティセンターとしての役割を担っています。 

公民館講座、学級、サークル、団体活動の場として使用できます。 

    〒 904-2304 うるま市与那城屋慶名 467番地４ 
      電話・FAX兼用（098）978-6836   
 

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

ホ ー ル 約200名 講演会・レク・発表会・展示会等 

和室(32畳) 約30名 会議・学習会（三線・操体道） 

調 理 室 約20名 調理学習・生花等（調理器具） 

会 議 室 約15名 小会議室等 

コンピュータ室 約10名 パソコン講座（パソコン等） 

研 修 室 約30名 会議・研修会等 

視 聴 覚 室 約30名 レク体操等 

学 習 室 約24名 自主学習 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施施設設案案内内  
  

石川地区公民館 
   石川地区公民館は、市立石川図書館、石川歴史民俗資料館の隣です。 
  「い」いつでも楽しく和やかに、学びあうところ 
  「し」親しい友ができ、生きがいを見つけるところ 
  「か」語り合いがあって、自分を高めるところ 
  「わ」私もあなたもみんなで仲良く集うところ 
   地域住民の生涯学習の場を提供します。 
    〒 904-1107 うるま市石川曙 2‐1‐52  

電話（098）964-3433  FAX（098）964-3467 

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

ホ ー ル 約200名 講演会・レク・発表会・展示会等（ピアノ・テーブル・イス・音響等） 

第一研修室 約30名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

第二研修室 約20名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

図 書 室 約25名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

会 議 室 約10名 小会議等（テーブル・イス・白板等） 

談 話 室 約8名 小会議等、業務打ち合わせ（テーブル・イス・白板等） 

和 室 約20名 小会議等、茶道等（テーブル・イス等） 

調 理 室 約30名 調理実習等（調理器具） 

学 習 室 約20名 学習（テーブル・イス・白板等） 

コンピュータ室 12名 パソコン講座（パソコン・テーブル・イス等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サンエー石川シティ 
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勝連地区公民館 
  勝連地区公民館は、きむたかホール等と併設されています。 
地域に親しまれる公民館を目指し、地域性を生かした事業を行うことにより、住民の生
涯学習に貢献します。 

〒 904-2392 うるま市勝連平安名 3047番地 
      電話（098）978-7194  FAX（098）978-2247 
   

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

中 ホ ー ル 約300名 講演会・レク体操・展示会・発表会 

和室(24室) 約20名 会議等 

調理実習室 約20名 調理実習等 

研 修 室 １ 約30名 会議・研修会・学習会（コーラス・大正琴） 

研 修 室 ２ 約30名 会議・研修会・学習会等 

研 修 室 ３ 約15名 会議・研修会・学習会（三線・生花）等 

視 聴 覚 室 約30名 視聴覚機材を利用しての研修会等(パソコン・プロジェクター等) 
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  ううるるまま市市立立公公民民館館利利用用ののししおおりり  

1．開館日・時間 

 ＊ 年末年始(12/29～1/3)及び日曜、祝祭日を除き、午前９時から午後 10時※1までご利用頂けます。 
＊ 暴風警報が発令された時は、原則として閉館します。 
＊ その他新型コロナウイルス等の影響より臨時休館している場合がございます。 

 
 

 

2．ご利用の前に 

＊ 利用する 10日前までに「使用申請書」を提出し、許可を受けてください。 
＊ 社会教育以外の目的で使用する場合は、お断りさせて頂くこともございます。ご了承ください。 
＊ 登録団体以外は有料となります。ご利用の公民館にて、金額や納付方法等をお尋ねください。 
 

3．ご利用の際に 

 ＊ 利用の変更や取り消しをする際には、速やかに届け出てください。 
＊ 条例規則等を守り、職員の指示に従ってご利用ください。 
＊ 代表者の方は、使用する前に職員へお声かけください。 
＊ 施設、備品・器具等に不具合のある場合は、公民館職員へご連絡ください。 
＊ ご利用後は、施設、備品・器具等を所定の場所へ戻し、他の利用者の迷惑にならないようお願い致
します。 

  

4．注意事項 

＊ 許可のない部屋・備品は使用できません。 
＊ 許可なく壁、柱、扉の貼紙等はお断りいたします。 
＊ 施設、備品、器具等を壊したり、傷つけたりしないようお願い致します。 
＊ 館内での物品販売は許可が必要です。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

※1 与那城地区公民館は午後 5時まで。 

うるま市立公民館は各種講座を開催しており、サークルも随時会員募集しています。 

 

勝連地区公民館 
  勝連地区公民館は、きむたかホール等と併設されています。 
地域に親しまれる公民館を目指し、地域性を生かした事業を行うことにより、住民の生
涯学習に貢献します。 

〒 904-2392 うるま市勝連平安名 3047番地 
      電話（098）978-7194  FAX（098）978-2247 
   

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

中 ホ ー ル 約300名 講演会・レク体操・展示会・発表会 

和室(24室) 約20名 会議等 

調理実習室 約20名 調理実習等 

研 修 室 １ 約30名 会議・研修会・学習会（コーラス・大正琴） 

研 修 室 ２ 約30名 会議・研修会・学習会等 

研 修 室 ３ 約15名 会議・研修会・学習会（三線・生花）等 

視 聴 覚 室 約30名 視聴覚機材を利用しての研修会等(パソコン・プロジェクター等) 
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令令和和44年年度度　　ううるるまま市市立立石石川川地地区区公公民民館館利利用用団団体体（（ササーーククルル））一一覧覧表表

番号 サークル名 種　別 活動回数 場　所
1 沖縄琴正会　石川月サークル 大正琴 毎週 月 4～5 10:00 ～ 12:00 図書室
2 中医学 健康講座 第２週 月 1 19:00 ～ 21:00 図書室
3 石川支部手芸サークル 手芸 第１～３週 月 月3回 14:00 ～ 16:00 図書室
4 石川カジマヤーの会 琉球舞踊 毎週 火 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール
5 琉球舞踊サークルみほその会 琉球舞踊 毎週 火 4～5 19:00 ～ 21:00 ホール
6 ﾊﾜｲｱﾝﾌﾗﾀﾞﾝｽピカケ フラダンス 毎週 火 4 19:00 ～ 21:00 研修室１
7 沖縄琴正会　すみれ会 大正琴 毎週 火 4 10:00 ～ 12:00 図書室
8 ファヨイルドンアリ 韓国語 毎週 火 4～5 19:00 ～ 21:00 会議室
9 石川ギターサークル ギター 毎週 火 4～5 19:00 ～ 21:00 図書室
10 高齢者書道サークル 書道 第2・4週 火 2 15:00 ～ 17:00 図書室
11 パソコンサークルいしてぃ パソコン 毎週 火 4 19:00 ～ 21:00 パソコン室
12 石川高齢者民踊愛好会 民踊 毎週 水 4 9:00 ～ 11:00 ホール
13 おきなわ結舞踊サンダンカ 結舞踊 毎週 水 4 14:00 ～ 16:00 ホール
14 石川民踊愛好会 民踊 毎週 水 4 16:00 ～ 18:00 ホール
15 島唄弾遊会 三味線(古典・民謡) 毎週 水 4～5 19:00 ～ 21:00 和室
16 かな書道サークル「千草」 書道 第１∼３週 水 月3回 10:00 ～ 12:00 図書室
17 文化箏ｻｰｸﾙさくらの会 文化箏 第１∼３週 水 月3回 16:00 ～ 18:00 図書室
18 石川FDC フォークダンス 毎週 水 4～5 19:00 ～ 21:00 研修室１
19 二胡にこサークル石川教室 二胡 毎週 水 4 19:00 ～ 21:00 研修室２
20 カサブランカ絵画ｻｰｸﾙ 絵画 第1・3週 水 2 14:00 ～ 16:00 図書室
21 ﾊﾟｿｺﾝｻｰｸﾙゆいまーる パソコン 毎週 水 4～5 19:00 ～ 21:00 パソコン室
22 二胡にこサークル初心者ｺｰｽ 二胡 毎週 水 4 15:00 ～ 17:00 研修室２
23 着付け倶楽部 着付け 第１・３週 水 2 10:00 ～ 12:00 和室
24 スヌーピー ﾀﾃｨﾝｸﾞﾚｰｽ 毎週 木 4～5 14:00 ～ 16:00 第２研修室
25 石川太極拳同好会 太極拳 毎週 木 4～5 19:00 ～ 21:00 研修室１・２
26 なじみの会 調理 第３・４週 木 月2回 19:00 ～ 21:00 調理室
27 島つばき 三線・民謡 毎週 金 4 19:00 ～ 21:00 和室
28 自彊術サークル 自彊術 毎週 金 4～5 10:00 ～ 12:00 研修室１・２
29 導引養生功サークル 導引養生功 毎週 金 4～5 10:00 ～ 12:00 図書室
30 オカリナサークル・石川 オカリナ 毎週 金 4～5 19:30 ～ 21:30 図書室
31 光る野菜畑 自然農法と土作り 第2週 金 月１回 14:00 ～ 16:00 図書室
32 石川みほそ太鼓 太鼓 毎週 金 4～5 17:00 ～ 19:00 ホール
33 うるま天龍太鼓 太鼓練習 毎週 金 4～5 20:00 ～ 21:30 ホール
34 うるま市民踊団体連絡協議会 民踊 第４週 土 月１回 10:00 ～ 12:00 ホール
35 紅型サークル 紅型染色 第１・３・５週 土 月2～3回 10:00 ～ 12:00 会議室
36 （茶道表千家）　遊心会 茶道 第１・３・４週 土 月３回 10:00 ～ 12:00 和室
37 茶道に親しむサークル 茶道 毎週 火・土 4 14:00 ～ 16:00 和室
38 島つばき土曜会 三線 毎週 土 4 19:00 ～ 21:00 図書室
39 タイフーン・トワラーズ ｽｸｴｱﾀﾞﾝｽ 毎週 土 4～5 18:00 ～ 20:00 研修室１
40 劇団石川ひまわりキッズシアター 演劇活動 毎週 土 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール
41 ゴールデンパールヨガ ヨガ 毎週 土 4～5 10:00 ～ 12:00 研修室１・２
42 家庭倫理の会スマイルサークル 家庭教育研修会 第４週 土 月１回 14:00 ～ 16:00 図書室
43 組踊地謡研修サークル 三線・箏・太鼓 第3・4週 土 月２回 17:00 ～ 19:00 図書室
44 石川箏曲同好会 箏 第２週 土 月1回 14:00 ～ 16:00 図書室
45 短歌サークルしきなみ 短歌 第２週 土 月１回 10:00 ～ 12:00 図書室
46 石川ズンバ ズンバ 毎週 土 4～5 19:00 ～ 21:00 ホール
47 うるま市菊愛好会 菊つくり 第1週 土 月１回 14:00 ～ 16:00 研修室１
48 タティング同好会 レース編み 第1・3週 土 月２回 14:00 ～ 16:00 研修室２
49 ゆらてくZUMBAサークル ズンバ 毎週 月 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール
50 老人クラブ三線クラブ 三線 第1・第3 水 2 13:00 ～ 15:00 研修室１
51 ダンスサークル石川 ステップダンス 毎週 木 4～5 19:30 ～ 21:30 ホール

52 うるま市民芸術劇場付属 うるま市ジュニアオーケストラ ジュニアオーケストラ 1・2・3・5週 土 4回 10:00 ～ 12:00 ホール

活動日 活動時間
令和4年４月現在

石川地区公民館 うるま市石川曙2-1-52 ☎ 964-3433お問い合わせ先
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令令和和４４年年度度　　ううるるまま市市立立勝勝連連地地区区公公民民館館利利用用団団体体（（ササーーククルル））一一覧覧表表

番号 サークル名 種　別 活動
回数 場　所

1 ヨガサークル月火美人 ヨガ 毎週1～4週 火 4 10:00 ～ 12:00 中ホール

2 具志川かっしん太鼓 太鼓 毎週1～5週 火 4～5 19:00 ～ 21:00 中ホール

3 アートクラブ 絵画 毎週1～5週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 研修室2

4 創作エイサー　紅ばな心華 太鼓 毎週1～5週 水 4～5 20:00 ～ 22:00 中ホール

5 絵手紙オアシス会 絵手紙 毎月第2週 木 1 14:00 ～ 16:00 調理室

6 かつれんＺＵＭＢＡサークル ＺＵＮＢＡ 毎週1～5週 木 4～5 19:00 ～ 21:00 中ホール

7 パソコンサークルＰico パソコン 毎週1～4週 木 4 14:00 ～ 16:00 視聴覚室

8 ゆうなの会 手芸 第1・3・4週 木 3 10:00 ～ 12:00 研修室2

9 チャーム・１０（テン） パソコン 毎週1～4週 木 4 19:00 ～ 21:00 視聴覚室

10 オカリナサークル風の音 オカリナ 毎週1～4週 木 4 19:00 ～ 21:00 研修室２

11 少林武術太極拳　呈祥 太極拳 毎週1～5週 金 4～5 14:00 ～ 16:00 中ホール

12 歌声サークル「わらべの会」 合唱 第1・3・5週 金 2～3 10:00 ～ 12:00 中ホール

13 響鳴太鼓 太鼓 毎週1～5週 金 4～5 17:00 ～ 19:00 中ホール

14 エンジョイミュージック 音楽 第1・3週 金 2 20:00 ～ 22:00 中ホール

15 勝連民踊愛好会 民踊 毎週1～5週 土 4～5 14:00 ～ 16:00 中ホール

16 ＡＹＡｓ　ＣＬＵＢ 筋力トレーニング 第2・4週 土 2 19:00 ～ 21:00 研修室１・２

17 フラサークル　マカラプア フラダンス 毎週1～5週 土 4～5 20:00 ～ 22:00 中ホール

令和4年4月現在

活動時間活動日

勝連地区公民館 うるま市勝連平安名3047 ☎ 978-7194お問い合わせ
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令令和和４４年年度度　　ううるるまま市市立立与与那那城城地地区区公公民民館館利利用用団団体体（（ササーーククルル））一一覧覧表表

番号 サークル名 種　別 活動
回数 場　所

1 あやはし野の草の会 山野草 第3 月 1 14:00 ～ 16:00 会議室

2 与那城ズンバ フィットネス 毎週 月 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

3 あやはし古典音楽サークル 三線 毎週 火 4～5 10:00 ～ 12:00 和室

4 コーラスあやはし コーラス 隔週 2・4週 2 10:00 ～ 12:00 ホール

5 やけな古典音楽友の会 三線 毎週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 和室

6 ダンスサークルタートル与那城 ステップダンス 毎週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール

7 あやはし美姿勢 健康体操 毎週 水 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

8 Ｕｒｕｍa　Ｃ　Ｓｔｒｏｎｇ フィットネス 毎週 木 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

9 あやはしカラオケ同好会 カラオケ 第1・3・4・5 木 3～4 15:00 ～ 17:00 ホール

10 与那城高齢者民踊愛好会 民踊 隔週 2・4週 2 14:00 ～ 16:00 ホール

11 あやはし古典音楽同好会 三線 毎週 金 4～5 14:00 ～ 16:00 和室

12 あやはしパソコンサークル パソコン 毎週 土 4～5 10:00 ～ 12:00 会議室・調理室

令和4年4月現在

活動日 活動時間

与那城地区公民館 うるま市与那城屋慶名467-4 ☎ 978-6836お問い合わせ先
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第第 33節節  図図書書館館  

1 図書館の概要 

1. 図書館の運営 

 高度情報化社会を迎え、生涯学習の必要が強調されるなかで市の情報センターとして、  
市民の生涯にわたる自己学習を援助し、生活課題の解決と文化の進展に寄与する図書館づくり 
に努める。 
 

2. 基本方針 

① 貸出サービスの充実 
② 日常生活の多様な質問に応える。 
③ 新鮮で豊富な資料を揃える。 
④ 児童サービスの重視 
⑤ 不自由な人へ配慮する。 
⑥ 地域文化及び産業を支援する。 
⑦ 総合目録とインターネット利用によるサービスの実施 

 

3. 施設概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

所在地 〒904-2221 
うるま市字平良川 128番地 

開館年月 平成 3年 4月 

施設 
延面積 3,284㎡ 

建物の 
単独複合
の別 

単 独 

総工事費 約 10億円 

中 央 図 書 館 

令令和和４４年年度度　　ううるるまま市市立立与与那那城城地地区区公公民民館館利利用用団団体体（（ササーーククルル））一一覧覧表表

番号 サークル名 種　別 活動
回数 場　所

1 あやはし野の草の会 山野草 第3 月 1 14:00 ～ 16:00 会議室

2 与那城ズンバ フィットネス 毎週 月 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

3 あやはし古典音楽サークル 三線 毎週 火 4～5 10:00 ～ 12:00 和室

4 コーラスあやはし コーラス 隔週 2・4週 2 10:00 ～ 12:00 ホール

5 やけな古典音楽友の会 三線 毎週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 和室

6 ダンスサークルタートル与那城 ステップダンス 毎週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール

7 あやはし美姿勢 健康体操 毎週 水 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

8 Ｕｒｕｍa　Ｃ　Ｓｔｒｏｎｇ フィットネス 毎週 木 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

9 あやはしカラオケ同好会 カラオケ 第1・3・4・5 木 3～4 15:00 ～ 17:00 ホール

10 与那城高齢者民踊愛好会 民踊 隔週 2・4週 2 14:00 ～ 16:00 ホール

11 あやはし古典音楽同好会 三線 毎週 金 4～5 14:00 ～ 16:00 和室

12 あやはしパソコンサークル パソコン 毎週 土 4～5 10:00 ～ 12:00 会議室・調理室

令和4年4月現在

活動日 活動時間

与那城地区公民館 うるま市与那城屋慶名467-4 ☎ 978-6836お問い合わせ先
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4. 利用案内 

① 図書館の利用について 
・うるま市民及び市内に通勤・通学している者。 
・その他館長が必要と認めるもの。 

② 貸出について 

 

所在地 〒904-1107 
うるま市石川曙二丁目1番55号 

開館年月 平成 4年 7月 

施設 
延面積 1,097㎡ 

建物の 
単独複合
の別 

複 合 

所在地 〒904-2312 
うるま市勝連平安名 3047番地 

開館年月 平成 10年 11月 

施設 
延面積 616㎡ 

建物の 
単独複合
の別 

複 合 

 貸出点数 期 間 

個人 ひとり 20点 

（本・雑誌以外に紙芝居・ビデオ・DVDは各 5点、CD及びカセットテープは合わせて 10点可） 
14日 

団体 1団体 100点 
（本以外に雑誌 20点、紙芝居 20点可） 

1 ヶ月 

石 川 図 書 館 

勝 連 図 書 館 

※貸出できる団体は、市内の保育所、学校、その他館長が認める団体とする。 
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③ 開館時間・休館日 

 

5. 重点目標 

レファレンスサービス 
① 市民の調査研究に役立つ参考図書を幅広く収集し、課題解決へ向け資料提供等 
支援を行う。 

       ② 図書資料の他、視聴覚資料や新聞、インターネット等を駆使して、レファレンス 
サービスの充実を図る。 

      ③ 県内・県外公共図書館との連携を密にし、相互貸借の有効活用により市民の調査 
研究への支援を図る。 

④ 類縁機関との連携を基に、各種情報網の確保に努め、レファレンスサービスの 
強化を図る。 

児童サービス 
① 児童書・絵本・紙芝居等資料の充実を図る。 
② 読み聞かせ・紙芝居・ペープサート等、お話会の実施。 
③ 団体貸出の充実強化。 
④ 学校司書連絡会・おはなしサークル及びボランティア団体との連携強化を図る。 
⑤ 学校及び学校図書館や教育支援センターとの地域ネットワークを活かした協力を 
始め、保育所や幼稚園など関連機関との連携・協力を推進し、地域における読書 
環境の整備充実を図る。 

ITサービス 
① インターネット接続による図書検索機能の拡充を図る。 
② 館内利用者用開放端末及び、家庭用パソコンからの予約図書受付サービスの推進 
を図る。 

 
 

 中央図書館 ・ 石川図書館 勝連図書館 

開館時間 
火曜日～金曜日  午前 10時～午後 7時 

土・日曜日   午前 10時～午後 5時 

火曜日～金曜日  午前 10時～午後 6時 

  土・日曜日   午前 10時～午後 5時 

休館日 

毎週月曜日 

国民の祝日に関する法律に規定する休日及び 6月 23日 

館内整理日 

（4/28、5/26、6/16、7/28、8/25、10/27、11/24、12/22、1/26、2/16、3/31） 

年末年始（12/29～1/4） 

特別整理期間（毎年１４日以内） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. 利用案内 

① 図書館の利用について 
・うるま市民及び市内に通勤・通学している者。 
・その他館長が必要と認めるもの。 

② 貸出について 

 

所在地 〒904-1107 
うるま市石川曙二丁目1番55号 

開館年月 平成 4年 7月 

施設 
延面積 1,097㎡ 

建物の 
単独複合
の別 

複 合 

所在地 〒904-2312 
うるま市勝連平安名 3047番地 

開館年月 平成 10年 11月 

施設 
延面積 616㎡ 

建物の 
単独複合
の別 

複 合 

 貸出点数 期 間 

個人 ひとり 20点 

（本・雑誌以外に紙芝居・ビデオ・DVDは各 5点、CD及びカセットテープは合わせて 10点可） 
14日 

団体 1団体 100点 
（本以外に雑誌 20点、紙芝居 20点可） 

1 ヶ月 

石 川 図 書 館 

勝 連 図 書 館 

※貸出できる団体は、市内の保育所、学校、その他館長が認める団体とする。 



− 112 −

6. 指 針 

図書館を地域の情報センターとして位置づけ、市民の学習意欲を喚起し、生涯学習の各時期に
おける人間形成及び生活課題の解決に資するため、地域の教育関連機関との協力、連携の強化を
図りつつ図書館活動を推進する。 
中央図書館・石川図書館・勝連図書館を市民の自己学習の拠点として図書館サービスの充実に
努める。又、学校図書館への支援体制を推進し、市民の読書意欲を高め、利用の拡大を図る。 
図書館の運営にあたっては、将来の人材として児童サービスを重視しつつ、新鮮な資料の提供
とリクエスト・予約サービス及びレファレンス（参考業務）の強化を図り、地域文化の振興と共
に産業も支援していきます。併せて、コンピュータ地域ネットワークの充実とインターネット利
用の促進を図り、資料の高度利用の推進に努める。 

7. サービス指標（令和 3年度）    人口は、令和 4年 3月 31日現在 

① 市民一人当たりの貸出冊数 
 

 
 

 
② 登録率 
 
 
 

 
③ 蔵書回転数 
 
 

   

 
④ 市民１人当たりの蔵書冊数 
 
 
 

 
⑤ 市民１人当たりの資料購入費 
 
 
 
 

 

1.94 冊 

個人貸し出し冊数
人 口

 =  
244,216冊
125,570人

 

54.94％ 

登録者数
人 口

 =  
68,989人
125,570人

 

0.66 冊 

総貸出冊数
貸出できる蔵書数

 =  
250,936冊
378,835冊

 

蔵書数
人 口

 =  
418,834冊
125,570人

 

3.33 冊 

資料購入費
人 口

 =  
14,646,681円
125,570人

 

116.64 円 
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（単位：冊）

中央 石川 勝連 小計 団体 合計

4月 19,151 4,891 4,085 28,127 737 28,864

5月 15,665 4,527 3,861 24,053 566 24,619

6月 5,704 1,323 1,460 8,487 365 8,852

7月 10,796 2,810 2,913 16,519 493 17,012

8月 1,466 374 224 2,064 118 2,182

9月 1,144 368 361 1,873 357 2,230

10月 21,691 5,699 5,621 33,011 601 33,612

11月 17,588 4,698 3,929 26,215 628 26,843

12月 16,428 4,344 4,061 24,833 777 25,610

1月 17,166 4,905 3,970 26,041 538 26,579

2月 17,156 4,560 4,263 25,979 579 26,558

3月 17,478 4,602 4,934 27,014 961 27,975

合計 161,433 43,101 39,682 244,216 6,720 250,936

平成29年度 336,668 冊 平成29年度 1,473 人

平成30年度 335,144 冊 平成30年度 1,567 人

令和元年度 315,213 冊 令和元年度 1,355 人

令和2年度 251,043 冊 令和2年度 972 人

令和3年度 244,216 冊 令和3年度 917 人

登録率 54.94% （登録者数 ： 68,989人　 人口 ： 125,570人）

（単位：冊）

区分 一般書 児童書 絵本 紙芝居 洋書 ＡＶ 雑誌 合計

中央図書館 170,175 31,314 21,679 1,135 2,037 7,482 20,363 254,185

石川図書館 69,665 16,358 9,710 683 170 2,778 5,857 105,221

勝連図書館 24,517 18,546 12,161 761 37 17 3,389 59,428

合計 264,357 66,218 43,550 2,579 2,244 10,277 29,609 418,834

2　令和３年度 利用状況（貸出冊数）

３　蔵書数

令和4年3月末

個人貸出冊数

　令和４年３月末

新規登録者数
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4 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について 

1. 趣旨 

国は、新型コロナウイルス感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を受けている地域経
済や住民生活の支援を通じた地方創生を図ることを目的として、新たな交付金を創設した。 
うるま市立図書館でも本交付金を有効に活用し、前年度に引き続き令和３年度も感染防止対策 

を進める下記の事業に取り組んだ。 

2. うるま市立図書館本の宅配サービス「うるま BOOK便」 

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言等による図書館休館中においても読書や自己学習の期
間の維持・確保を図るため予約本の郵送貸出を行い、読書・学習環境の整備を行うことを目的と
する。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用資格 うるま市内に在住でうるま市立図書利用カードを持っている者 

実施期間 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言等により臨時休館となる期間 

実施方法 郵送貸出の利用はレターパック又はゆうパック等の対面受け取りにより行う。 

貸出 

について 

・個 人     貸出点数 ひとり 5冊以内 

・団 体     貸出点数 1団体 50冊以内 

・貸出の制限  AV資料、紙芝居、他館借用本の貸出郵送は行わない。 

また、資料の大きさ等により郵送できない場合がある。 

・回 数     原則１回（緊急事態宣言等が延長になった場合、回数を考慮する） 

実施期間 個 人 団 体 

令和 3年 5月 26日～6月 20日 

令和 3年 7月 27日～9月 30日 

（92日間） 

件数 冊数 件数 冊数 

461件 1,452冊 18件 734冊 

令和 3年度 実施期間及び実績 
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3. 電子図書館 
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うるデジくん 

4 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について 
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5 令和 4年度 事業計画表 
 

 
事  業  名 

中央図書館 石川図書館 勝連図書館 

通年 

○おはなし会 （毎月第 2土曜日） 

○おはなしの部屋（毎月 4土曜日）   

○あかちゃんのためのおはなし会 
（毎月第 3木曜日） 

○おすすめ本の展示 

○Let’s go としょかん 
   （毎月第 1土曜日） 
○おはなしワールド 

（毎月第 3土曜日） 
○おすすめ本の展示 

○おはなし会（毎週金曜日） 
○おはなしパラダイス 

（毎月第２土曜日） 
○おはなし宅急便 

○おすすめ本の展示 

 4月 こどもの読書週間行事（4/23） 
こども読書週間行事 

親子工作教室（4/23） 

こども読書週間行事 

クイズラリーウォーク 
（4/23～5/15） 

 5月 親子工作教室（5/28）    

 6月 

慰霊の日特別行事（6/18） 
「～絵本から平和を伝える～」 

図書館見学（小学校） 

慰霊の日特別行事 
「未来へつなぐ平和への道しるべ」 
（展示期間 6/17～6/30） 

大人の工作教室（6/30） 

 7月 

図書館見学（小学校） 

インターンシップ受入（高校） 

図書館クイズラリーウィーク 
（7/23～8/6） 

夏休み親子工作教室（7/30） 夏休み親子工作教室（7/30） 

 8月 夏休み親子工作教室（8/27） 夏休み特別おはなし会 
夏休み親子工作教室  
（8/6･8/13･8/27） 

 9月 蔵書点検（9/6～9/30） 蔵書点検（9/6～9/30） 蔵書点検（9/6～9/30) 

 10月   読書週間行事 読書週間行事 
読書週間行事  

親子工作教室（10/15） 

 11月 
読書週間行事 

インターンシップ受入（中学） 

読書週間行事(人形劇) 

インターンシップ受入（高校） 

読書週間行事 

大人の工作教室（11/19） 

 12月 
クリスマスおはなし会 

インターンシップ受入（高校） 

インターンシップ受入（中学） 

クリスマスイベント 
冬の親子工作教室（12/17） 

 1月 

インターンシップ受入（中学） 

大人のための工作教室 

生涯学習フェスティバル（資料展示） 

本の「福袋」 

図書館講座（一般） 
本の「福袋」 

 2月 
教育月間行事 

インターンシップ受入（中学） 
教育月間行事 

教育月間  

親子工作教室（2/18） 

 3月      

備考 
○図書館だより発行(毎月) 
○逐次刊行物・うるま市関係資料収集 
○資料補充選定・購入  



 

 

 
第第 77章章  ススポポーーツツ・・ラライイフフ  

 
 

第第 11節節  ススポポーーツツ・・ラライイフフのの推推進進  
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第第１１節節  ススポポーーツツ・・ラライイフフのの推推進進  

1 施策の基本方針 
  

市民がスポーツに親しみ、健康の維持・増進と競技力向上に取り組むとともに、スポーツ関係
団体の運営支援や組織力強化支援に取り組み、良好なスポーツ環境を提供し、スポーツによる地
域活性化を目指します。また、市民一人ひとりが自主的、主体的にスポーツ・運動に親しむこと
ができるまちを目指します。 
生涯を通じて健康維持・増進やレクリエーションを目的にスポーツ活動に取り組むとともに、
スポーツ競技選手の競技力向上を目指します。 
 

方針 1. 様々な主体と連携しスポーツが生活にとけ込むまちづくりを目指します 

・スポーツ団体やトップアスリート、民間事業者などの高度な技術や専門性の活用・展開を図る
ため、様々な主体との連携によるスポーツコミッション（*1）の構築に取り組みます。 

・スポーツ団体や民間事業者等、様々な主体との連携により、Sport in life（*2）を推進します。 

 

方針 2. スポーツ環境を整備・充実させます 

・社会体育施設の適切な維持管理を行うとともに、学校施設の夜間開放事業を促進するなど、  
施設の有効活用を進めます。 

・個別施設計画に基づき、老朽化した社会体育施設については、更新も含め、機能の重複した  
施設の集約化や異なる機能の複合化、ユニバーサルデザイン（*3）の推進を図ります。 
具志川総合体育館等の建て替えについては、防災の観点を踏まえたものとします。 

 

方針 3. スポーツに気軽に参加できる機会を確保します 

・市民のスポーツに関する自発的な活動を支援するため、市民の体力、年齢、技術、目的に応じ
て様々な種目の体験教室の開催等、スポーツに気軽に参加できる機会を確保します。 
また、幅広い年齢層を対象とした、スポーツに関する情報発信などに取り組みます。 

・スポーツ大会やスポーツ教室などの事業を展開し、生涯スポーツの活性化に努めます。 
とりわけ、海中道路等周辺や島しょ地域近海における海洋スポーツを推進します。 

・障がい者がスポーツを楽しみながら健康増進に取り組めるよう、うるま市身体障害者協会やう
るま市社会福祉協議会などの関係機関と連携し、スポーツ機会の充実や健常者との交流機会の
仕掛けづくりを進めます。 

・イベントの開催や部活動、スポーツ少年団等を通じた、子どものスポーツへの取組みを推進し、
運動能力や体力の向上を図り、技力向上を目指します。 
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方針 4. 競技スポーツの強化・向上を推進します 

・体育協会やNPO等と連携し、推進団体・組織を育成します。 

・東京五輪をレガシー（*4）に有能な選手の発掘や指導者の育成を強化するため、トップアスリ
ートを活用したスポーツ教室や研修を行い、更なる競技力向上を目指します。 

・全国大会等の上位大会に出場する市民に対する支援や県民体育大会への有力選手の派遣など、
競技スポーツの推進に取り組みます。 

 
 
 
 
 
*1 スポーツコミッション 

スポーツと景観・環境・文化などの地域資源を掛け合わせ、例えば域外から参加者を呼び込む 
「地域スポーツ大会・イベントの開催」、「スポーツ大会の誘致」など、戦略的に活用することで 
まちづくりや地域活性化につなげる取組みを推進する組織のことです。 

*2 Sport in life 
一人ひとりが自然とスポーツを楽しみ、スポーツを通じて健康になったり、毎日をいきいきと 
過ごせるようになったり、一人ひとりの活力ある生活を少しでも後押しするため、スポーツ庁が 
推進しているプロジェクトのことです。 

*3 ユニバーサルデザイン 
子どもから成人、高齢者を含め誰にでも使いやすい設計のことです。バリアフリーという概念は、 
世の中に障害（バリア）があることを前提とし、それを取り除くことを意味するのに対し、 
ユニバーサルデザインは、はじめから障害（バリア）を作らずに設計していこうという概念です。 

*4 （オリンピックの）レガシー 
長期にわたる、特にポジティブな影響のことで、大会を通じて整備・構築されるインフラや技術、 
サービスをオリンピック・パラリンピックのためだけに活用するのではなく、その後も社会の 
資産として活用することを狙いとしたものです。 
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行　事　名 期日／期間 対　象 内　容（趣　旨） 場　所

初夏の
ノルディックウォーキング

講座
5月～6月 一般市民

　楽しみながら効果的な運動を行い生活習慣病予防や健
康増進と心身のリフレッシュ、さらには生涯にわたりス
ポーツを親しむきっかけづくりを目的に行う。

 石川サブグラウンド
 具志川総合グラウンド
 与那城総合陸上競技場

成人水泳教室 6月～8月 一般市民
　呼吸法と基本的な泳ぎ方をマスターすることを目的
に、楽しく水に慣れ親しみながら体力づくりを行うと
ともに、スポーツの習慣化を図る。

 石川プール
 勝連B＆Gプール

早朝ウォーキング 7月2日 一般市民
　夏季のスポーツ習慣の推進として7月第一土曜日を
「早朝ウォーキングデー」と称し朝のウォーキングを
呼びかけ、運動の習慣化を図る。

市内運動公園等

学童水泳大会 7月16日 市内小学生
　泳ぐことをとおして健康な身体つくりとスポーツマ
ンシップを養い夏休み期間中の健全育成に努める。

 石川プール

親子カヌー体験教室 8月7日 市　民
　親子で海洋性スポーツ体験を通し、自然と親しみ自
然環境の大切さを学び、環境保全の意識付けと青少年
の健全育成を図る。

 海中道路あやはし館周辺

成人初心者ゴルフ教室 8月～10月 一般市民
　ゴルフの正しい知識及び体力づくり・健康増進と心
身のリフレッシュを図る。

 民間施設

ノルディックウォーキング
教室

9月～10月 一般市民
（高齢者）

　楽しみながら効果的な運動を行い生活習慣病予防や
健康増進と心身のリフレッシュ、さらには生涯にわた
りスポーツを親しむきっかけづくりを目的に行う。

 具志川総合グラウンド

ヨガ体験教室 9月 一般市民
　ヨガの基本的な呼吸法やポーズを丁寧に行い、心身
のバランスを整え健康増進と運動の習慣化を図る。

 勝連B&G海洋センター

市民体力テスト 10月8日 一般市民
　市民の体力・運動能力の現状を明らかにするととも
に市の体育・スポーツの基礎資料となるデータを得
る。

 具志川ドーム

ノルディックウォーキング
教室

12月 一般市民
　楽しみながら効果的な運動を行い生活習慣病予防や
健康増進と心身のリフレッシュ、さらには生涯にわた
りスポーツを親しむきっかけづくりを目的に行う。

 石川サブグラウンド
 具志川総合グラウンド
 与那城総合陸上競技場

（生涯学習フェスティバル）

　軽スポーツ・レクリエーションを通し、生涯スポー
ツに気軽に参加してもらい、スポーツに親しむ基礎づ
くりを行う。

 軽スポーツｉｎうるま
　市民の健康づくりや体力づくりを目的に、年齢・性
別を問わず参加者の親睦と仲間づくりを図る。

障がい者スポーツ大会 3月 一般市民
(障がい者)

　障がい者スポーツ・レクリエーションを通じて親睦
と交流を深め積極的な社会参加と共生社会の促進、障
がい者スポーツの普及・振興を図る。

 市内社会体育施設

２　うるま市社会体育事業計画

令和４年度 うるま市社会体育事業計画表

2月4日
～2月5日

市　民  市生涯学習・文化振興
 センターゆらてく

 

 

方針 4. 競技スポーツの強化・向上を推進します 

・体育協会やNPO等と連携し、推進団体・組織を育成します。 

・東京五輪をレガシー（*4）に有能な選手の発掘や指導者の育成を強化するため、トップアスリ
ートを活用したスポーツ教室や研修を行い、更なる競技力向上を目指します。 

・全国大会等の上位大会に出場する市民に対する支援や県民体育大会への有力選手の派遣など、
競技スポーツの推進に取り組みます。 

 
 
 
 
 
*1 スポーツコミッション 

スポーツと景観・環境・文化などの地域資源を掛け合わせ、例えば域外から参加者を呼び込む 
「地域スポーツ大会・イベントの開催」、「スポーツ大会の誘致」など、戦略的に活用することで 
まちづくりや地域活性化につなげる取組みを推進する組織のことです。 

*2 Sport in life 
一人ひとりが自然とスポーツを楽しみ、スポーツを通じて健康になったり、毎日をいきいきと 
過ごせるようになったり、一人ひとりの活力ある生活を少しでも後押しするため、スポーツ庁が 
推進しているプロジェクトのことです。 

*3 ユニバーサルデザイン 
子どもから成人、高齢者を含め誰にでも使いやすい設計のことです。バリアフリーという概念は、 
世の中に障害（バリア）があることを前提とし、それを取り除くことを意味するのに対し、 
ユニバーサルデザインは、はじめから障害（バリア）を作らずに設計していこうという概念です。 

*4 （オリンピックの）レガシー 
長期にわたる、特にポジティブな影響のことで、大会を通じて整備・構築されるインフラや技術、 
サービスをオリンピック・パラリンピックのためだけに活用するのではなく、その後も社会の 
資産として活用することを狙いとしたものです。 
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体 育 館 運 動 場
〇

〇
〇 〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 〇
〇 〇
〇
〇

〇
〇
〇 〇

勝　連
及び 〇

与那城 〇

開放の施設及び日時
開 放 校 曜　日 時　間

伊波小学校

20：00～22：00

与勝中学校
与勝第二中学校

施　　設
体　育　館
運　動　場

彩橋小中学校

学 校 名

市内小中学校 月 ～ 日

具志川中学校
高江洲中学校
具志川東中学校

南原小学校

具 志 川

石　川

宮森小学校

３　学校夜間開放事業実施校一覧表　(令和４年度実施校）

川崎小学校
天願小学校
あげな小学校

中原小学校

田場小学校

地 区 学校体育施設（開放施設）

兼原小学校
高江洲小学校

赤道小学校
あげな中学校

具志川小学校

石川中学校
伊波中学校

津堅小中学校

城前小学校

勝連小学校
平敷屋小学校
与那城小学校
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４ うるま市社会体育施設の概要

1. 市具志川社会体育施設（指定管理者：うるま文化・スポーツパートナーズ）

所在地 うるま市字大田 421番地 

供用開始 昭和 52年 

改 修 平成 11年全天候型（複合弾性ウレタン） 

規 模 

総面積：56,100㎡ 
400m トラック 8 レース 
グラウンド部：16,422.43㎡ 
メインスタンド及び管理棟 1,218.7㎡
芝スタンド 1,580㎡

利用可能種目 陸上競技 8 レーン
ゲートボール 16面、グラウンドゴルフ 16 ホール

収容人員 10,000人 

所在地 うるま市字大田 427番地 

工事着工及び竣工 着工：昭和 53年 11月 
竣工：昭和 56年 1月 

規 模 

鉄筋コンクリート造 2階建、1部鉄骨造 
(体育館部分 鉄骨造、屋根：厚さ１００㎜
ALC板、下地シート防水シルバー仕上) 
床面積：1階延べ床面積 2,867.692㎡ 

2階延べ床面積 2,602.275㎡ 
1・2階延べ床面積 5,469.967㎡ 
屋根最高高さ 15.90ｍ 

利用可能種目 

バレーボール 3面、バスケットボール２面、 
バドミントン 8面、卓球５台、 
武道（空手、剣道、柔道等）、 
ランニングコース（1週 205ｍ）
トレーニング
（ウェイトトレーニング、サーキットトレーニング）

収容人員 1階 移動スタンド（10 ヶ所）1,210人 
2階 固定イス 1,168人 

所在地 うるま市字具志川 2336番地 

工事着工及び竣工 着工：平成 19年 11月 
竣工：平成 21年 2月 

規 模 

敷地面積：211,000.000㎡ 
延床面積：4,479.48㎡ 
構造・階数：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

地上１階 
建物の高さ：27.10ｍ  
屋根仕上げ：金属屋根 
床仕上げ：広場内 高密度人工芝、 

外周円 ゴムチップウレタン 

設備機器取付 多目的広場(500lx)、相撲場エリア(500lx) 

利用可能種目 

少年野球・ソフトボール 1面、フットサル２面 
ゲートボール・テニス４面、 
グラウンドゴルフ 8 ホール 
ジョギングコース（外周約 200ｍ） 
相撲場・相撲土俵（1面 移動式） 

うるま市具志川総合体育館 

うるま市具志川ドーム 

うるま市具志川総合グラウンド 
体 育 館 運 動 場

〇

〇
〇 〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 〇
〇 〇
〇
〇

〇
〇
〇 〇

勝　連
及び 〇

与那城 〇

開放の施設及び日時
開 放 校 曜　日 時　間

伊波小学校

20：00～22：00

与勝中学校
与勝第二中学校

施　　設
体　育　館
運　動　場

彩橋小中学校

学 校 名

市内小中学校 月 ～ 日

具志川中学校
高江洲中学校
具志川東中学校

南原小学校

具 志 川

石　川

宮森小学校

３　学校夜間開放事業実施校一覧表　(令和４年度実施校）

川崎小学校
天願小学校
あげな小学校

中原小学校

田場小学校

地 区 学校体育施設（開放施設）

兼原小学校
高江洲小学校

赤道小学校
あげな中学校

具志川小学校

石川中学校
伊波中学校

津堅小中学校

城前小学校

勝連小学校
平敷屋小学校
与那城小学校
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所在地 うるま市字具志川 3500番地 

工事着工及び竣工 着工：昭和 57年 10月 
竣工：昭和 59年 3月 

規 模 

敷地面積：20,861.00㎡ 
グラウンド：13,165.89㎡ 
メインスタンド：475.61㎡ 
内野盛上スタンド：435.15㎡ 
外野盛上スタンド：1,025.988㎡ 
管理棟：384.30㎡ 

設備機器取付 
照明 6基（内野 200lx、外野 100lx） 
冷暖房完備（事務室、医務室） 
スコアボード電動表示灯、放送設備一式 

利用可能種目 野球 1面 

収容人員 
4,300人 
(メインスタンド 1,500人、 
内外野スタンド 2,800人) 

所在地 うるま市字具志川 2249番地 

供用開始 平成 9年 3月 

規 模 テニスコート 8面 
夜間照明、全天候型 

所在地 うるま市喜仲四丁目 3番 1 

供用開始 平成 6年 3月 

規 模 テニスコート 2面 
夜間照明、全天候型 

うるま市具志川野球場 

うるま市具志川庭球場 

うるま市喜屋武マーブ公園庭球場 
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所在地 うるま市字大田 509番地 

供用開始 平成 20年 3月 

規 模 敷地面積：12,512.64㎡ 

設備機器取付 照明 8基（内野 449 lx、外野 251 lx） 

利用可能種目 

野球・ソフトボール 1面、 
サッカー2面、フットサル 
グラウンドゴルフ、 
ジョギングコース（外周 704ｍ） 

所在地 うるま市字大田 355番地 

供用開始 平成 2年 3月 

規 模 総面積 5,500㎡ 
コート全面芝張り（10面）、倉庫 26㎡ 

申込受付 うるま市ゲートボール連合会  
電話 098-973-5383 

所在地 うるま市字大田 427番地 

コース 

運動公園内全面芝張り 32 ホール 
 総合グラウンド（L6 ホール）を含めると 

48 ホール 
※16 ホールナイター完備 

申込受付 

うるま文化・スポーツパートナーズ 
（具志川総合体育館内）  
電話 098-973-0230 
※ボール、クラブ等の用具の貸出しも行っています。 

うるま市具志川多種目球技場 

うるま市具志川ゲートボール場 

うるま市具志川グラウンドゴルフ場 

グラウンドゴルフとは  

グラウンドゴルフとは、ゴルフをアレンジした新しい試みの軽スポーツで、鳥取県東伯郡泊村生涯スポーツ活動推進事業の

一環として、泊村教育委員会が中心になり、考案されたものです。この競技は、高度な技術を必要とせず、ルールも簡単なの

で初心者でもすぐ取り組めるため、今、本市でも生涯スポーツとして、普及発展を図っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所在地 うるま市字具志川 3500番地 

工事着工及び竣工 着工：昭和 57年 10月 
竣工：昭和 59年 3月 

規 模 

敷地面積：20,861.00㎡ 
グラウンド：13,165.89㎡ 
メインスタンド：475.61㎡ 
内野盛上スタンド：435.15㎡ 
外野盛上スタンド：1,025.988㎡ 
管理棟：384.30㎡ 

設備機器取付 
照明 6基（内野 200lx、外野 100lx） 
冷暖房完備（事務室、医務室） 
スコアボード電動表示灯、放送設備一式 

利用可能種目 野球 1面 

収容人員 
4,300人 
(メインスタンド 1,500人、 
内外野スタンド 2,800人) 

所在地 うるま市字具志川 2249番地 

供用開始 平成 9年 3月 

規 模 テニスコート 8面 
夜間照明、全天候型 

所在地 うるま市喜仲四丁目 3番 1 

供用開始 平成 6年 3月 

規 模 テニスコート 2面 
夜間照明、全天候型 

うるま市具志川野球場 

うるま市具志川庭球場 

うるま市喜屋武マーブ公園庭球場 
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2. 市石川社会体育施設（指定管理者：うるま文化・スポーツパートナーズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地 うるま市石川石崎一丁目６番地 

建設年月 昭和 60年３月 

規 模 
全面積 3,612㎡ 
競技施設面積 1,864㎡、 
相撲場全面積 111㎡ 

利用可能種目 
バレーボール 2面、バスケットボール 2面 
バドミントン 8面、 柔剣道場 
トレーニングルーム、相撲場 

所在地 うるま市石川石崎一丁目６番地 

建設年月 昭和 60年 3月 

規 模 全面積 16,480㎡、 
両翼 92ｍ、中堅 110ｍ 

設備機器取付 照明 6基、冷暖房完備（事務室、医務室） 
スコアーボード電動表示灯、放送設備一式 

利用可能種目 野球 1面 

所在地 うるま市石川石崎二丁目７番地 

建設年月 昭和 63年 3月 

規 模 

全面積 1,358㎡、 
競技施設面積 526㎡ 
一般用プール 25ｍ×6ｍ、 
幼児用プール 14ｍ×9ｍ 

利用可能 
種目 

水泳 7 コース 

所在地 うるま市石川石崎一丁目６番地 

供用開始 平成元年 2月 

規 模 全面積 2,420㎡ 
競技施設面積 1,862㎡ 

利用可能 
種目 

テニスコート 3面 

うるま市石川体育館 

エナジックスタジアム石川 

 
（うるま市石川野球場） 

うるま市石川庭球場 うるま市石川プール 
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3. 市勝連社会体育施設（指定管理者：うるま文化・スポーツパートナーズ） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

所在地 うるま市勝連平安名 2805番地 

工事着工 
及び竣工 着工：昭和 49年 9月  竣工：昭和 60年５月 

規 模 

鉄筋コンクリート鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺陸屋根２階建 
床面積：1階延床面積 1218.470㎡ 
      2階延床面積  497.700㎡ 
      1・2階延床面積 1716.170㎡ 
      アリーナ面積    1092.750㎡ 
      プール面積      875.065㎡ 

利用可能種目 

バレーボール 2面 
バスケットボール 1面 
バドミントン 3面 
卓球 5台 
武道（柔道、剣道、空手等） 
水泳 6 コース 

所在地 うるま市勝連平安名 2713番地 

供用開始 昭和 56年 

規 模 

総面積：25,768.875㎡ 
競技施設面積：14,858.000㎡ 
(400m トラック 7 レーン) 
メインスタンド及び管理棟：341.000㎡ 
照明６基 

利用可能種目 

陸上競技場（400ｍトラック） 
一般野球 1面 
少年野球 2面 
ソフトボール 2面 
サッカー 1面 
グラウンドゴルフ 2面 

うるま市勝連 B＆G海洋センター 

うるま市勝連総合グラウンド 

Physical education facility 
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4. 市与那城社会体育施設（指定管理者：USE うるまスペース株式会社） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

所在地 うるま市与那城中央 5番地 

供用開始 平成 8年 7月 

規 模 施設面積：7,725㎡ 
外周芝スタンド 

設備機器取付 夜間照明完備 

利用可能種目 軟式野球、ソフトボール 
少年サッカー 

所在地 うるま市与那城中央 5番地 

供用開始 平成 5年 9月 

規 模 

総面積：21,548㎡ 
競技施設面積：19,895㎡ 
(400m トラック 8 レーン) 
メインスタンド、芝スタンド 

設備機器取付 放送設備一式 

利用可能種目 陸上競技、サッカー 1面 
グラウンドゴルフ 18 ホール 

所在地 うるま市与那城中央 5番地 

供用開始 平成 15年 3月 

規 模 全面積：17,840㎡ 
競技施設面積：17,830㎡ 

設備機器取付 夜間照明完備 

利用可能種目 サッカー、野球、ソフトボール 
レクリエーション等 

所在地 うるま市与那城中央 5番地 

供用開始 平成 9年 4月 

規 模 施設面積：1,519㎡ 
テニスコート 2面 

設備機器取付 夜間照明完備 

うるま市与那城総合公園陸上競技場 うるま市与那城総合公園多目的広場 

うるま市与那城総合公園庭球場 うるま市与那城総合公園多種目球技場 



 

 

 

第第 88章章  文文化化・・芸芸術術  
 
 

第第 11節節  市市民民文文化化活活動動のの推推進進  
第第 22節節  文文化化施施設設・・設設備備のの有有効効利利用用  
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第第１１節節  市市民民文文化化活活動動のの推推進進  

地地域域文文化化のの振振興興  
 

 文化活動は、市民がそれを通して個性を伸ばし、創造性を培い、自己の向上を図ろうとする自発的営
みである。これらの活動は日常生活に根ざしたものであり、地域文化と深い関連がある。 
 豊かな市民文化活動の推進及び伝統文化及び芸能の保存・継承のため、各種展示会や文化祭等を開催
し、市民が質の高い多様な美術・工芸等に触れて楽しむことができる機会を提供するとともに、文化活
動への積極的な市民参加を奨励する。また、うるま市文化協会等の市民文化団体の活動を支援し、地域
文化の振興に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①第 45回沖展選抜展の開催 

②各種児童生徒作品展の開催 

①全島獅子舞フェスティバルの開催 

②しまくとぅば語やびら大会の開催 

①市民総合文化祭の開催 

②新春芸術祭・ふるさと芸能デーの開催 

③子ども文化祭の開催 

④各種自主企画事業の開催 

地域文化の振興

⑴美術・工芸等

各種文化展示会の推進

⑵伝統文化および芸能の

保存・継承の推進

⑶文化団体と連携した

市民文化活動の推進

うるままるごと文化祭 展示の部（第 17回市民総合文化祭 展示の部） 
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第第２２節節  文文化化施施設設・・設設備備のの有有効効利利用用  

芸芸術術振振興興のの概概要要  
 

 うるま市民芸術劇場は、旧具志川市の市制 25 周年記念事業として平成 6 年に建設されました。 
劇場にはクラシック音楽の公演を主目的に演劇や各種のコンサートにも対応できる設備と機能を備

えた「響ホール」（821 席）と小規模ながら音響、照明、舞台機構が充実した「燈ホール」（357 席）が
あります。また、この 2 つの舞台のアクティブエリアに対応する広さを備えた「リハーサル室」は舞台
関係者の日常の稽古場として活動され、芸術活動を側面から支えています。 
 石川会館は、戦後の政治・経済・教育・文化の発祥地として知られる石川地域で、これまで古典音楽
や民謡、琉舞等の愛好家が多く、発表会や文化活動の拠点づくりとして建設され、平成元年 4 月にこけ
ら落としが行われています。地上 3 階建て客席数 973 席の大ホール、1 階に楽屋（兼和室会議室）、2 階
には主催者控え室やリハーサル室が配置され、地域住民の芸術文化活動の拠点として活用されています。 
 きむたかホールは、平成 13 年 5 月にオープンし、シビックセンター（社会教育施設）、交流広場（交
流機能）、きむたかホール（文化施設）の 3 施設の複合施設（きむたか交流プラザ）として建設されまし
た。同ホールは地域住民の活動や青少年育成等の拠点作りを目的とし、地上 2 階、地下 2 階、客席数 516
席（可動席 200 席）、リハーサル室、ラウンジ、ギャラリー、があり、舞台機構が 6 パターンに展開で
きる機能を有し、地域住民の芸術文化活動や人材育成の拠点づくりとして活用されています。 
 

１．うるま市民芸術劇場 

 ① 施設概要 
名 称 うるま市民芸術劇場 
所 在 地 うるま市字仲嶺 175 番地 
工  期 平成 5 年 3 月～平成 6 年 9 月 
敷地面積 27,405．50 ㎡ 
建築面積 5,016 ㎡ 
延床面積 6,551 ㎡ 
構 造 鉄筋コンクリート造、 

地下１階 地上 2 階 
事業総額 約 59 億 7 千万円 
駐車台数 約 375 台 
 

② 劇場概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 響ホール＊音楽主体 燈ホール＊演劇主体 

客 席 
固定席 821 席 
車いす席 3 席 
親子席 6 席 

固定席 357 席 
車いす席 2 席 

舞 台 
間口 18m 
奥行 13.2m 
高さ 10.5m 

間口 12.6m 
奥行 9.7m 
高さ 6.3m 

楽 屋 
4 室 
大楽屋 1 室、中楽屋 2
室、小楽屋 1 室 

4 室 
大楽屋 1 室、中楽屋 2
室、小楽屋 1 室 

リハーサル室 154 ㎡ 

 

Uruma Citizen Art Theater 
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2．石川会館 

                                                 ①施設概要 
名 称 石川会館 
所 在 地 うるま市石川石崎 1 丁目 1 番 
工  期 昭和 62 年 10 月～平成元年 1 月 
敷地面積 19,086 ㎡ 
建築面積 2,352 ㎡ 
延床面積 3,858 ㎡ 
構 造 鉄筋コンクリート造(屋根部分鉄骨) 
     地下 3 階 
事業総額 13 億 2671 万１千円 

（用地取得代 13 億 3 千万円含） 
駐車台数 約 250 台(石川庁舎と共同) 

 
                         ②施設概要 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 

3．きむたかホール 

 
 
 
 
 
 
 
 
  ① 施設概要 

名 称 きむたかホール 
所 在 地 うるま市勝連平安名 3071 番地 
工  期 平成 11 年 6 月～平成 13 年 3 月 
敷地面積 13,685 ㎡ きむたか交流プラザ 

（シビックセンター、交流広場、 
きむたかホールの合計） 

延床面積 5,603 ㎡ 
構 造 RC 造一部 S 造 地上 2 階  

地下 2 階 塔屋 1 階 
事業総額 約 19 億 9161 万円 5 千円 
駐車台数 約 162 台（大型 3 台、普通車 159 台） 

Ishikawa Hall 

 石川会館 

客 席 固定席 973 席(内、車いす席 3 席) 

舞 台 間口 16m、奥行 15m 
スノコまでの高さ 20m 

楽 屋 ①主催者控え室  ②和室会議室 
③会議室 

舞台構造 反響版 

リハーサル室 90 ㎡ 

 

Kimutaka Hall 

 きむたかホール 

客 席 固定席 303 席、可動席 200 席、 
身障者席 5 席、親子席８席 

舞 台 間口 15m 奥行 12m 高さ 7.1m 
＊客席機構 パターン 1～パターン 6 

楽 屋 楽屋 1 楽屋 2 楽屋 3 

その他 リハーサル室とラウンジのパーテ
ーションあり 
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4．利用の申し込み等 

 （１）申込受付期間 
    ＊市民芸術劇場は使用期間の 6 カ月前(舞台芸術活動)及び 4 カ月前(その他)の同月 1 日から。 

＊石川会館、きむたかホールは使用期日の 6 月前の同月 1 日から。 
 
 （２）受付時間と受付方法 
    ＊午前 9 時から午後 5 時 15 分まで（月曜日から金曜日まで） 
    ＊申請は直接ご来館ください。 
 

（３）使用料の納付 
   ＊施設使用料は使用前、設備使用料は使用後、指定期日までに銀行などで納付してください。 

＊指定期日までに納付されない場合は申し込みが無効になりますのでお気をつけください。 
＊納入済みの使用料は原則としてお返しできません。 

  
（４）使用時間 

    ＊使用時間は午前 9 時から午後 10 時までです。 
なお、この時間には催し物の準備や後片付け等に要する全ての時間が含まれます。 

 
 （５）変更・取り消し 
    ＊使用日・使用施設等の変更や取り消しが生じた場合は、速やかに各施設へ届け出てください。 
 
 （６）休館日 
    ＊月曜日と火曜日（市民芸術劇場）、火曜日（石川会館、きむたかホール） 

＊年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 
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令令和和 44 年年度度  市市民民芸芸術術劇劇場場等等運運営営方方針針  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．うるま市民芸術劇場 

 うるま市民芸術劇場は、響、燈の二つの専門ホールとリハーサル室を兼ね備えた、本格的な芸術ホー
ルである。両ホールは平成 24 年度から 26 年度にかけて、劇場設備の機能強化事業を実施し、専門ホー
ルとしての特性を強化している。 
また、隣接する生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」との連携を図り、さらなる文化振興に取り組
む。 
うるま市文化協会と連携した地域文化活動の支援を実施するとともに、優れた舞台公演の招聘と舞台芸
術の創造、鑑賞の場を提供することで、市民がより質の高い芸術に触れる機会を増やす。 
 
 

2．石川会館 

 石川会館は、戦後沖縄の政治・経済・文化の発祥の地として知られている石川地域において地域住民
の文化活動の拠点として平成元年に建設され、広く活用されてきている。 
これまでの歴史的、伝統的に培われた地域文化活動の推進を図るとともに、コンサートやライブの開催
などへの積極的な活用を促し、市民が音楽へ触れる機会を提供する。 
 

3．きむたかホール 

平成 13 年 5 月の開館以来「現代版組踊 肝高の阿麻和利」、学校、保育所関連の催し物を中心にホー
ルが活用されている。 
市内の中高生で演じられる「現代版組踊 肝高の阿麻和利」は、中高生の健全育成の場として注目を集め
ているが、うるま市の新たな観光資源へと発展させ、さらなる活用を図るべく、その情報発信拠点とし
てのホール活用を目指し、また、与勝地域の伝統芸能が地域の芸能文化活動の拠点とするほか、地域交
流の場としても提供する。 
首里城焼失に伴う県内観光振興のため、きむかたホールの音響・照明等の機能強化事業を実施した。 

運営の重点事項 

1 地域文化の創造と市民参加 

2 芸能文化団体の活動促進 
 

6 地域文化の伝承 
 

5 芸術ホールとしての利用促進 
 

3 感性豊かな子ども達の育成 
 

4 自主企画事業の実施 
 

4．利用の申し込み等 

 （１）申込受付期間 
    ＊市民芸術劇場は使用期間の 6 カ月前(舞台芸術活動)及び 4 カ月前(その他)の同月 1 日から。 

＊石川会館、きむたかホールは使用期日の 6 月前の同月 1 日から。 
 
 （２）受付時間と受付方法 
    ＊午前 9 時から午後 5 時 15 分まで（月曜日から金曜日まで） 
    ＊申請は直接ご来館ください。 
 

（３）使用料の納付 
   ＊施設使用料は使用前、設備使用料は使用後、指定期日までに銀行などで納付してください。 

＊指定期日までに納付されない場合は申し込みが無効になりますのでお気をつけください。 
＊納入済みの使用料は原則としてお返しできません。 

  
（４）使用時間 

    ＊使用時間は午前 9 時から午後 10 時までです。 
なお、この時間には催し物の準備や後片付け等に要する全ての時間が含まれます。 

 
 （５）変更・取り消し 
    ＊使用日・使用施設等の変更や取り消しが生じた場合は、速やかに各施設へ届け出てください。 
 
 （６）休館日 
    ＊月曜日と火曜日（市民芸術劇場）、火曜日（石川会館、きむたかホール） 

＊年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 
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令令和和 44 年年度度  自自主主企企画画公公演演計計画画及及びび共共催催事事業業（（予予定定））  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 事業名 分野 開催月日・会場 内容 

1 第 45 回沖展選抜展 芸術 
共催 

4 月 8 日(金) ～ 10 日(日) 
市内 3 会場 

沖縄県内最大の美術・工芸公
募展「沖展」から選抜した作
品の展示会 

2 うるままるごと文化祭 
音楽祭 

音楽 
主催 

4 月 29 日(金) ～ 5 月 1 日
(日) 

石川公園多目的広場 
特設ｽﾃｰｼﾞ 

野外音楽フェスティバル 

3 市民総合文化祭 
舞台の部 

芸能 
共催 

7 月 16 日(土)～17 日(日) 
市民芸術劇場・響 

市民参加による各種舞台公演 

4 子ども文化祭 芸能 
共催 

8 月 
市民芸術劇場・響 

市の児童生徒参加による舞台
発表 

5 市民総合文化祭 
展示の部 

芸術 
共催 

11 月 
ゆらてく 

市民参加による作品展示会 

6 新春芸能祭 芸能 
共催 

１月 
市民芸術劇場・響 

新年を祝う市民参加による舞
台公演 

7 沖縄教育版画コンクール 
特選作品展 

芸術 
共催 

1 月 28 日(金) ～ 30 日(日) 
ゆらてく 

｢第 60 回沖縄教育版画コンク
ール｣特選作品展示会 

8 ふるさと芸能デー 芸能 
共催 

3 月 市内自治体等による伝統芸能
や演劇公演 
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第第１１節節  文文化化財財のの保保存存とと活活用用  

1 文化財の現状と取り組み 

 私たちの住むうるま市は天願断層を境に本島北部と中南部の自然的な特徴があり、県内最長の
海岸線と本島最大の干潟をもっています。その環境の暮らしは山と川と湿地、そして海とともに
生業を営むことによって様々な祭りや芸能などを育んできました。少なくとも今からおよそ 9,000
年前には人々が土器などを使い、狩猟採集や農耕、交易などを通して生活を豊かにしてきました。
今日の私たちの生活は、そうした先人から受け継いだ貴重な歴史文化遺産を基盤として成り立っ
ています。 
 市の代表的な文化財は、世界遺産勝連城跡をはじめとして国指定文化財４件、国登録文化財 1
件、県指定文化財 7件、県選択文化財 1件、市指定文化財が 44件あります。その多様な文化財を
俯瞰し、総合的・一時的に保存・活用することは地域の特徴を活かした地域振興に貢献するとと
もに、確実な文化財の継承につなげるものです。これからの施策は住民・民間団体・文化財課・
庁内関係部局などが地域総がかりで文化財を守り、活かし、伝える体制の構築を図り、その文化
財の存続につなげていくことが期待されます。その文化の継承に努めるため、以下の施策に取り
組みます。 

1. 自然遺産・歴史文化遺産の活用（地域活性化） 

本市の歴史文化遺産を保存し、その整備を進め、市民の歴史と文化の学習に寄与することで、
郷土に愛着と誇りを育んでいきます。また、歴史文化遺産を活用することにより、地域の活性化
に結びつけ、そして経済へ波及させるべく促進します。 

2. 世界文化遺産「勝連城跡」の保全と復元整備ならびに生涯学習・学校教育の環境整備 

世界文化遺産の勝連城跡については、歴史的環境の保全を図ります。また、城壁や城門などの
復元整備を進めるとともに、あまわりパーク等を活用しながら、歴史学習のできる環境の整備を
進めます。さらに、各種講座の開催や学校教育における歴史学習の推進を図るとともに、観光振
興や地域活性化など、様々な場面で積極的な活用を進めていきます。 

3. 自然遺産・歴史文化遺産の調査と新たな文化財の指定 

市内各地に残るさまざまな自然遺産ならびに歴史文化遺産の保存及びその調査を継続的に進め、 
市民協働による登録とその保存を整えます。それらの成果をもとに新たな文化財の指定を追加し、 
本市の魅力づくりへ取り組みます。 
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登録有形文化財

登録無形文化財

選定保存技術

重要無形民俗文化財

登録有形民俗文化財

登録無形民俗文化財

文化財の保存技術

重要文化的景観文化的景観

埋蔵文化財

天然記念物

登録記念物

無形文化財

伝統的建造物群

特別史跡

重要無形文化財

記 念 物

名　　勝 特別名勝

特別天然記念物

重要有形民俗文化財

2　文化財の体系図

文化財

国　　宝

史　　跡

有形文化財

民俗文化財

重要文化財

文化財の保存に必要な材料や用具の生産製作、修理・修復の技術等

土地に埋蔵されている文化財

宿場町・城下町・農漁村等

保存の措置を講ずる必要があるもの

地域における人々の生活
又は生業及び当該地域の
風土により形成された景観地
棚田・里山・用水路等

・遺跡
貝塚、古墳、都城跡、旧宅地等

・有形の民俗文化財
無形の民俗文化財に用いられる

衣服、 器具、家具、家屋等

演劇・音楽・工芸技術等

・美術工芸品
絵画、彫刻、工芸品、書跡・ 典籍、
古文書、考古資料、歴史資料

指定
特に価値の高いもの重要なもの

保存と活用が特に必要なもの

特に必要のあるもの

記録作成等の措置を
講ずべき無形文化財

記録作成等の措置を

講ずべき無形の民族

文化財

伝統的建造物群
保存地区 保存地区

重要伝統的建造物群

指定

登録

指定

登録

選択

指定

登録

選択

指定 指定

指定

指定

登録

都道府県又は市町村の
申出に基づき選定

市町村が決定 選定

選定

重要なもの

保存と活用が特に必要なもの

特に重要なもの

保存と活用が特に必要なもの

特に必要のあるもの

重要なもの 特に重要なもの

保存と活用が特に必要なもの

特に重要なもの

特に価値の高いもの

・建造物

・無形の民俗文化財
衣食住・生業・信仰・年中行事等に
関する風俗習慣、民俗芸能、民俗技術

・名勝地
庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳等

・動物、植物、地質鉱物

周囲の環境と一体をなして
歴史的風致を形成している
伝統的な建造物群
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種    別 名    称 指定月日 備    考
1 史 跡 伊 波 貝 塚 昭和47年5月15日
2 〃 安 慶 名 城 跡 〃
3 〃 勝 連 城 跡 〃
4 〃 仲 原 遺 跡 昭和61年8月16日

種   別 名   称 指定月日 備   考
1 史 跡 平敷屋製糖工場跡 平成27年1月26日

種   別 名   称 指定月日 備   考
1 有形文化財 三 線 翁 長 開 鐘 昭和30年5月23日
2 〃 三 線 真 壁 型 平成6年3月15日
3 〃 勝連間切南風原村文書 昭和52年7月11日
4 史 跡 平 安 名 貝 塚 昭和31年10月19日
5 〃 伊 波 城 跡 昭和36年6月15日
6 天然記念物 チ ャ ー ン 平成3年1月16日
7 選択文化財 津 堅 島 の 唐 踊 り 昭和53年3月24日

種   別 名   称 指定月日 備   考
1 有形民俗文化財 東恩納平良家葬祭 昭和56年10月15日 石川市第1号
2 〃 伊波金細工鍛冶道 〃 　　〃　2号
3 建 造 物 嘉 手 苅 観 音 堂 昭和59年6月12日 　　〃　3号
4 有形民俗文化財 伊波メンサー織道具一式 昭和63年11月15日 　　〃　4号
5 無形民俗文化財 伊波メンサー織 昭和63年11月15日 　　〃　4号
6 史 跡 平 敷 屋 タ キ ノ ー 平成2年3月26日 勝連町第1号
7 有 形 民 南 風 原 の 村 獅 子 〃 　　〃　2号
8 〃 伊 波 ヌ ー ル 墓 平成6年3月4日 石川市第5号
9 工 芸 品 三 線 真 壁 型 （ 大 〃 　　〃　6号
10 〃 三線平仲知念型（大型） 〃 　　〃　7号
11 〃 三線鴨口与那型（中型） 〃 　　〃　8号
12 有 形 民 地 頭 代 火 の 神 平成6年3月31日 勝連町第4号
13 史 跡 アマミチューの墓 〃 　　〃　5号
14 有 形 民 シ ル ミ チ ュ ー 〃 　　〃　6号
15 建 造 物 ヤ ン ガ ー 平成7年6月14日 与那城町第2号
16 名 勝 犬名河（インナガー） 〃 　 　〃 　3号
17 建 造 物 ガ ー ラ 矼 〃 　 　〃 　4号
18 有 形 民 宮城御殿（ナーグスクウドゥン） 〃 　 　〃 　5号
19 〃 与佐次川（ユサチガー） 〃 　 　〃 　6号
20 史 跡 平 安 座 西 グ ス ク 〃 　 　〃 　7号
21 天然記念物（植物） クボウグスクの植物群落 平成9年4月23日 勝連町第7号
22 有 形 民 中 の 御 嶽 〃 　　〃　8号
23 史 跡 ヤマトゥンチュウ 〃 　　〃　9号
24 〃 ワ イ ト ゥ イ 〃 　　〃　10号
25 無 形 民 南 風 原 の 獅 子 舞 平成11年3月10日 　　〃　11号
26 〃 平安名のウムイ・クェーナ 〃 　　〃　12号
27 〃 平 敷 屋 エ イ サ ー 〃 　　〃　13号
28 〃 天 願 獅 子 舞 平成11年7月15日 具志川市第1号
29 〃 田 場 テ ィ ン ベ ー 〃 　　〃　  2号
30 建 造 物 吉 本 家 平成12年11月7日 勝連町第14号
31 史跡（戦争遺跡） 新川・クボウグスク周辺の陣地壕群 平成16年3月3日 　　〃　15号
32 史 跡 兼箇段ジョーミーチャー墓 平成17年2月16日 具志川市第3号
33 〃 田 場 ガ ー 〃 　　〃　  4号
34 〃 大 田 坂 〃 　　〃　  5号
35 〃 沖 縄 諮 詢 会 堂 跡 平成17年3月1日 石川市第9号
36 〃 東 恩 納 博 物 館 跡 〃 　 〃  10号
37 〃 石 川 部 落 事 務 所 〃 　 〃  11号
38 無 形 民 越来治喜（マーラン船の建造技術） 平成17年3月4日 与那城町第8号
39 無形民俗（民俗芸能） 宮 城 ウ シ デ ー ク 〃   　〃    9号
40 史 跡 藪 地 洞 穴 遺 跡 平成29年3月17日 うるま市第39号
41 無 形 民 う る ま 市 の 闘 牛 平成30年7月13日   　〃    40号
42 史 跡 宮城島のヒータチ（火立て）跡 平成30年7月13日   　〃    41号
43 無 形 民 平 安 座 の サ ン グ ヮ チ ャ ー 令和2年4月13日   　〃    42号
44 有 形 民 上 江 洲 の ウ フ ガ ー 令和2年4月13日   　〃    43号

3　指定文化財一覧

　　国指定文化財

　　国登録記念物

　　県指定文化財

　　市指定文化財
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4　埋蔵文化財包蔵地等確認依頼統計表

Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ01年度 Ｒ02年度 Ｒ03年度
物件調査 65 65 74 80 90 126
売買計画 75 106 137 151 134 197
建築計画 498 569 537 524 542 640
その他 50 56 49 71 51 73
計 688 796 797 826 817 1036
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令和4年3月31日現在
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保
存
活
用
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方
針

第第２２節節  保保存存活活用用のの方方針針  
 
１. 守り育む 

 ○ 歴史文化遺産の把握調査などの実施 
○ 指定文化財等の保存推進 
○ 指定文化財の修理 

 
2．深め活かす 

○ 案内板・解説版・標柱の設置や文化財リーフレットの作成などによる周知活動 
○ 無形民俗文化財などの継承団体による発表の場の支援 
○ うるま市史跡ガイドの会を活用した歴史と文化を学べるガイドの育成と推進 
○ 資料の調査研究・収集・保管とその企画展等の推進 

 
3. 体制づくり 

○ 自然遺産および歴史文化遺産を重点テーマとした学校教育・生涯学習の連携の推進 
○ 自然遺産および歴史文化遺産の魅力を市内外へ発信 
○ 保存活用に関する一体的な取組を推進するため自治会・関係団体・専門家・庁内部局 
との連携・協力体制づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

「第１回うるま市ウシデーク交流鑑賞会」 
平成 30年度にうるま市史跡ガイドの会等により開催。 

地域の課題の把握 文化財の保存活用 
措置・体制づくり 

目指す姿 
先人の残した歴史文化遺産を大切に保護し、 
それを活用するとともに、その歴史文化遺産 
を次代へ継承していけるまち 

 

4　埋蔵文化財包蔵地等確認依頼統計表

Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ01年度 Ｒ02年度 Ｒ03年度
物件調査 65 65 74 80 90 126
売買計画 75 106 137 151 134 197
建築計画 498 569 537 524 542 640
その他 50 56 49 71 51 73
計 688 796 797 826 817 1036
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４．勝連城跡の入城者数

単位(人)

年 暦年
（1月～12月）

年度
（4月～3月）

県内 県外 外国人 備　考

2000年（平成12年） 36,000 40,500 県内外（外国人含む）

2001年（平成13年） 54,000 54,000 〃

2002年（平成14年） 54,000 54,000 〃

2003年（平成15年） 54,000 54,000 〃

2004年（平成16年） 54,000 54,000 〃

2005年（平成17年） 54,000 54,000 〃

2006年（平成18年） 83,957 99,075 35,276 58,799 県外に外国人含む

2007年（平成19年） 85,210 82,445 23,426 59,019 〃

2008年（平成20年） 94,061 96,089 23,686 72,401 〃

2009年（平成21年） 101,242 101,090 27,493 73,597 〃

2010年（平成22年） 102,919 99,484 26,114 73,370 〃

2011年（平成23年） 90,827 104,091 21,264 82,827 〃

2012年（平成24年） 132,858 144,988 24,994 119,994 〃

2013年（平成25年） 169,890 175,211 37,104 138,107 〃

2014年（平成26年） 162,770 156,052 30,393 125,659 〃

2015年（平成27年） 155,452 148,020 27,743 120,277 〃

2016年（平成28年） 161,685 171,878 26,389 126,731 18,758

2017年（平成29年） 174,421 172,566 23,686 113,479 35,401

2018年（平成30年） 184,646 183,881 24,798 111,630 47,453 200万人達成（1月9日）

2019年（平成31年） 166,954 162,942 21,868 102,820 38,254 令和元年

2020年（令和2年） 87,621 64,471 20,786 38,600 5,085

2021年（令和3年） 66,483 59,238 26,396 30,163 2,079

合　計 2,326,996 2,332,021 421,416 1,447,473 147,030

＊世界遺産登録前（2000年）は、1日100人×30日×12ヶ月で計算しています。
＊2000年の４～12月は、3,000人×９ヶ月＝27,000人。その年度の１～３月は、4,500人×３カ月＝13,500人。
＊世界遺産登録後から平成１８年までは、１日１５０人×３０日×１２ヶ月で計算しています。
＊平成18年5月より実数を集計している。
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愛してます 住みよいまち うるま 

第第３３節節  資資料料館館  

1 資料館の機能と社会構造 

1. 目的 

社会教育法の精神に基づき、博物館の設置及び運営に関して必要な事項を定め、その健全な 
発達を図り、もって国民の教育、学術及び文化の発展に寄与する（博物館法第 1条）。 
 

2．設置 

文化財及び市とその周辺地域にまつわる歴史民俗に関する資料を収集、研究、保存、展示し、 
市民の知識及び教養の向上を図り、市民文化の発展に寄与する（うるま市立資料館条例第 1条）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料館の 
基本的機能 

（措置） 

資料館に 
期待される役割 

（課題解決） 

資料の収集・保管（保存） 
資料についての調査・研究 
資料・研究成果の公開・展示 
学校教育との連携 
社会教育の推進 
レクレーション 

まちづくり・地域振興 
市民参加、コミュニティづくり 
社会包摂 
豊かな生活と福祉 
観光、国際交流 
周辺産業との連携 

郷土に誇りをもち未来を拓く人づくり 
まちづくりの基本目標 

市の将来像 

資料館協議会 

４．勝連城跡の入城者数

単位(人)

年 暦年
（1月～12月）

年度
（4月～3月）

県内 県外 外国人 備　考

2000年（平成12年） 36,000 40,500 県内外（外国人含む）

2001年（平成13年） 54,000 54,000 〃

2002年（平成14年） 54,000 54,000 〃

2003年（平成15年） 54,000 54,000 〃

2004年（平成16年） 54,000 54,000 〃

2005年（平成17年） 54,000 54,000 〃

2006年（平成18年） 83,957 99,075 35,276 58,799 県外に外国人含む

2007年（平成19年） 85,210 82,445 23,426 59,019 〃

2008年（平成20年） 94,061 96,089 23,686 72,401 〃

2009年（平成21年） 101,242 101,090 27,493 73,597 〃

2010年（平成22年） 102,919 99,484 26,114 73,370 〃

2011年（平成23年） 90,827 104,091 21,264 82,827 〃

2012年（平成24年） 132,858 144,988 24,994 119,994 〃

2013年（平成25年） 169,890 175,211 37,104 138,107 〃

2014年（平成26年） 162,770 156,052 30,393 125,659 〃

2015年（平成27年） 155,452 148,020 27,743 120,277 〃

2016年（平成28年） 161,685 171,878 26,389 126,731 18,758

2017年（平成29年） 174,421 172,566 23,686 113,479 35,401

2018年（平成30年） 184,646 183,881 24,798 111,630 47,453 200万人達成（1月9日）

2019年（平成31年） 166,954 162,942 21,868 102,820 38,254 令和元年

2020年（令和2年） 87,621 64,471 20,786 38,600 5,085

2021年（令和3年） 66,483 59,238 26,396 30,163 2,079

合　計 2,326,996 2,332,021 421,416 1,447,473 147,030

＊世界遺産登録前（2000年）は、1日100人×30日×12ヶ月で計算しています。
＊2000年の４～12月は、3,000人×９ヶ月＝27,000人。その年度の１～３月は、4,500人×３カ月＝13,500人。
＊世界遺産登録後から平成１８年までは、１日１５０人×３０日×１２ヶ月で計算しています。
＊平成18年5月より実数を集計している。
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２ うるま市立資料館 

１．石川歴史民俗資料館 

展示テーマ 

○ 終戦直後の政治・経済・教育・文化の発祥の地 石川

○ 伊波メンサー織

展示内容 

① 収容所の資料

② 終戦直後の生活の様子

③ 製糖用窯跡の復元

④ 南風原村文書

⑤ 宮森小学校ジェット機墜落事故

所 在 地 石川曙二丁目１番 55号（石川図書館複合） 
TEL:098-965-3866  

開   館 
1982（昭和 57）年４月１日 旧館 
1992（平成４ ）年７月 22日 新館 

竣 工 1992（平成４）年１月 30日 

面   積 
2階 1,094.485㎡ 展示室・事務室・収蔵庫等 
3階 162.164㎡ 収蔵庫・変電室等 

駐 車 場 地下駐車場 20台（無料） 

開館時間 午前 9時～午後 5時（最終入館午後 4時 30分） 

入 館 料 無料 

休 館 日 
毎週月曜日（月曜が祝日の場合その翌日） 
年末年始（12月 29日 ～ １月３日） 
祝日（慰霊の日を含む）の翌日 

Google Maps Instagram 

うるま市教職員初任者研修 

城前小学校 6年生平和学習 



− 141 −

資
料
館

2．与那城歴史民俗資料館 

展示テーマ 

○ 遺跡を発掘調査した出土物

○ 暮らしの道具

展示内容 

① グスク時代

② 与那城地区の民具

所 在 地 与那城中央 1番地（与那城出張所複合） 
TEL:098-978-3149  

開   館 1995（平成 7）年 3月 3１日 

竣   工 1994（平成 6）年 2月 21日 

面   積 
1階 447.8㎡ 展示室・市民窓口等 
2階 372.2㎡ 資料室・講堂等 

駐 車 場 15台（無料） 

開館時間 午前 9時～午後 5時（最終入館午後 4時 30分） 

入 館 料 無料 

休 館 日 土・日・祝日（慰霊の日を含む） 
年末年始（12月 29日 ～ １月 3日） 

Google Maps Instagram 

平敷屋小学校の見学の様子 一般見学の様子 

勝連城跡世界遺産登録 20周年記念展の見学の様子 
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3．海の文化資料館 

館の任務 

○ 海とくらしとともに生きる資料館

○ まちに活き、市民とつくる、参画交流型の資料館

○ 地域の民間伝承を未来につなげ、社会に開く資料館

○ 子どもたちとともに、成長する資料館

展示テーマ 

○ 海のくらしのうるま

展示内容 

① 沖縄の木造船と港

② マーラン船と越來家の船大工

③ 干潟と海中道路

④ 仲原貝類コレクション

所 在 地 与那城屋平 4番地（海の駅あやはし館複合） 
TEL:098-978-8831  

開   館 2003（平成 15）年４月 27日 

竣 工 2002（平成 1４）年 12月 20日 

面   積 
2階 833.82㎡ 展示場・広域交流会議室等 
1階 1,140.86㎡ 特産販売所等 

駐 車 場 300台（無料） 

開館時間 午前 9時～午後 5時 
（最終入館午後 4時 30分） 

入 館 料 無料 

休 館 日 
毎週月曜日（月曜が祝日の場合その翌日） 
年末年始（12月 29日 ～ １月３日） 
祝日（慰霊の日を含む）の翌日 

Google Maps Blog 

野外講座 ナイトツアー（野鳥の森公園） 沖縄アミークスインターナショナル 小学校 3年生見学 

船の模型づくり体験教室 

野外講座 干潟の散策 
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3 入館者の動向 
 
 

児童生徒利用者数の内訳 

資料館 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 
石川 1,843 2,660 2,794 356 312 
与那城 37 331 279 17 54 

 海 8,947 10,154 8,890 1,855 2,400 
 計 10,827 13,145 11,963 2,228 2,766 

 
石川歴史民俗資料館（石川図書館と併設）  石川地区：24,293人居住（R４年４月現在） 

与那城歴史民俗資料館（与那城庁舎と隣接） 勝連半島：24,369人居住（R４年４月現在） 

海の文化資料館（海の駅あやはし館と併設）       〃        〃           〃 

※令和４年５月１日現在本市児童・生徒数（幼稚園児～中学校）：12,606人在学 

※与那城歴史民俗資料館は、与那城出張所市民窓口利用に伴う改修工事及び館内展示替え（臨時休館） 

により、H29年 7月１日～H30年 3月 31日まで休館。 
 
 
 
 
 

Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度
石川 3,920 4,322 5,523 1,278 974
与那城 204 812 664 351 173
海 45,314 45,760 41,522 8,134 9,646
計 49,438 50,894 47,709 9,763 10,793
児童生徒利用者 10,827 13,145 11,963 2,228 2,766

10,827 13,145 
11,963 

2,228 2,766 0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000（人）

児童生徒利用者数 
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第第 44節節  市市史史編編ささんん  

１ うるま市具志川市史編さん概要 

１．目的 

先史時代から現代にいたるまでの歴史という壮大なドラマの中で、旧具志川市がどのよ
うに動き、どう変遷してきたのか、それぞれの時代を生きた人びとが、どのようにかかわっ
てきたのかを、総合的に叙述することを目的とする。 

 

２．基本方針 

 ① 徹底的な史資料調査のもとに、科学的で実証的な編集を志向し、現在の地域史研究の 
水準を踏まえた学問的遺産として、後世に残せる価値あるものとする。 

  ② 市民の郷土意識を啓発するとともに、文化的発展に寄与することを目標とし、市民の 
多面的な参加を得て史資料収集を行い、真に市民による市民のための親しみやすい 
地域史づくりを基本とする。 

 

3．巻別構成内容及び刊行年 

  

本    編 別   巻 

巻 数 編  構  成 発行年 
 

第1巻 

第2巻 

第3巻 

 

第4巻 

第5巻 

第6巻 

第7巻 

第8巻 

第9巻 

第10巻 

新聞集成<明治編> 

新聞集成<大正･昭和戦前編> 

民話編 上<伝説> 

民話編 下<昔話> 

移民･出稼ぎ<論考編><資料編><証言編> 

戦争編<戦時記録><戦時体験Ⅰ・Ⅱ> 

教育編 

新聞集成<昭和戦後編> 

民俗編 

文献・統計編 

通史編 

平成 3年 

平成 5年 

平成 9年 

平成 12年 

平成 14年 

平成 17年 

平成 18年 

平成 20年 

平成 23年 

学校教材 

①『ふるさとの伝え話』 

（平成 6年） 

② 紙芝居（平成 10年） 

『田場大工』 

『バキムン退治』 

 

令和４年４月現在 
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４．うるま市具志川市史編さん委員会組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

うるま市具志川市史編さん委員会 

第
１
巻
小
委
員
会 

第
９
巻
小
委
員
会 

第
１
０
巻
小
委
員
会 

第
２
巻
小
委
員
会 

第
３
巻
小
委
員
会 

第
４
巻
小
委
員
会 

第
５
巻
小
委
員
会 

第
６
巻
小
委
員
会 

第
７
巻
小
委
員
会 

第
８
巻
小
委
員
会 

第

巻
小
委
員
会 

市史編さん委員 小委員会構成メンバー 各巻専門委員 

各巻執筆者 調査協力員 

うるま市教育委員会 
社会教育部 文化財課 市史編さん係 

（事務局） 

第第 44節節  市市史史編編ささんん  

１ うるま市具志川市史編さん概要 

１．目的 

先史時代から現代にいたるまでの歴史という壮大なドラマの中で、旧具志川市がどのよ
うに動き、どう変遷してきたのか、それぞれの時代を生きた人びとが、どのようにかかわっ
てきたのかを、総合的に叙述することを目的とする。 

 

２．基本方針 

 ① 徹底的な史資料調査のもとに、科学的で実証的な編集を志向し、現在の地域史研究の 
水準を踏まえた学問的遺産として、後世に残せる価値あるものとする。 

  ② 市民の郷土意識を啓発するとともに、文化的発展に寄与することを目標とし、市民の 
多面的な参加を得て史資料収集を行い、真に市民による市民のための親しみやすい 
地域史づくりを基本とする。 

 

3．巻別構成内容及び刊行年 

  

本    編 別   巻 

巻 数 編  構  成 発行年 
 

第1巻 

第2巻 

第3巻 

 

第4巻 

第5巻 

第6巻 

第7巻 

第8巻 

第9巻 

第10巻 

新聞集成<明治編> 

新聞集成<大正･昭和戦前編> 

民話編 上<伝説> 

民話編 下<昔話> 

移民･出稼ぎ<論考編><資料編><証言編> 

戦争編<戦時記録><戦時体験Ⅰ・Ⅱ> 

教育編 

新聞集成<昭和戦後編> 

民俗編 

文献・統計編 

通史編 

平成 3年 

平成 5年 

平成 9年 

平成 12年 

平成 14年 

平成 17年 

平成 18年 

平成 20年 

平成 23年 

学校教材 

①『ふるさとの伝え話』 

（平成 6年） 

② 紙芝居（平成 10年） 

『田場大工』 

『バキムン退治』 

 

令和４年４月現在 



− 146 −

2　市町村史刊行物一覧

具志川
具志川市史

№ 発行年

1 　具志川市誌 昭和45年

2 具志川市史 第一巻 新聞集成　明治編 平成 3年

3 具志川市史 第二巻 新聞集成　大正・昭和戦前編 平成 5年

4 具志川市史 第三巻 民話編　上  伝説 平成 9年

5 具志川市史 第三巻 民話編　下　昔話 平成12年
具志川市史 第四巻 移民・出稼ぎ編

（論考編・証言編・資料編）3冊セット
※付録　具志川市史編集資料13　写真集　南洋群島の製糖とくらし

7 具志川市史 第五巻 戦争編（戦時記録・戦時体験Ⅰ・Ⅱ）3冊セット 平成17年

8 具志川市史 第六巻 教育編　※付録CD 平成18年
具志川市史 第七巻 新聞集成　戦後編

（社会編・政治経済編・教育文化スポーツ編）3冊
※付録　具志川市史編集資料14　志喜屋孝信関係新聞記事集成

10 具志川市史 第八巻 民俗編 平成23年

11 具志川市史 別　巻 民話集　『ふるさとの伝え話』 平成 6年

12 具志川市史 別　巻 紙芝居　『田場大工』　『バキムン退治』 平成10年

具志川市史だより　　
№ 発行年

1 具志川市史だより 創刊号 平成 3年

2 具志川市史だより 第2号 平成 3年

3 具志川市史だより 第3号 平成 4年

4 具志川市史だより 第4・5合併号 平成 5年

5 具志川市史だより 第6・7合併号 平成 6年

6 具志川市史だより 第8・9合併号 平成 7年

7 具志川市史だより 第10・11合併号 平成 8年

8 具志川市史だより 第12号 平成 9年

9 具志川市史だより 第13号 平成10年

10 具志川市史だより 第14号 平成11年

11 具志川市史だより 第15号 平成12年

12 具志川市史だより 第16号 平成13年

13 具志川市史だより 第17号 平成14年

14 具志川市史だより 第18号 平成15年

平成14年

平成20年

6

9

書　籍　名

書　籍　名
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具志川市史編集資料
№ 発行年
1 具志川市史編集 資料 1 証言記録集《明治編》明治の具志川を語る 平成 3年

2 具志川市史編集 資料 2
証言記録集《大正・昭和戦前編》
大正・昭和戦前の具志川を語る

平成 5年

3 具志川市史編集 資料 3 具志川小学校創立五十周年記念誌（復刻版） 平成 5年
4 具志川市史編集 資料 4 山城文盛寄贈資料　生まれじまの記 平成 5年

5 具志川市史編集 資料 5
又吉倫祥・武二郎・淳関係資料
海外に雄飛した三兄弟の軌跡

平成 6年

6 具志川市史編集 資料 6 防衛庁防衛研修所図書館蔵　防衛庁資料目録 平成 7年
7 具志川市史編集 資料 7 具志川市の慰霊塔 平成 7年

8 具志川市史編集 資料 9
アルゼンチン・ウルグアイ移民資料
前堂盛松日記〈上〉

平成 8年

9 具志川市史編集 資料10
アルゼンチン・ウルグアイ移民資料
前堂盛松日記〈下〉

平成10年

10 具志川市史編集 資料11
一般疎開　安村静日記
－字天願から宮崎へ－

平成10年

11 具志川市史編集 資料12
移民・出稼ぎ関係新聞記事集成
－アジア・太平洋地域－

平成14年

12 具志川市史編集 資料13
写真集　南洋群島の製糖とくらし
－沖山策写真アルバムより－

平成14年

13 具志川市史編集 資料14
具志川市史編集資料14　志喜屋孝信関係新聞記事集
成

平成20年

14 絵はがき４枚セット 平成 6年
15 ふるさとの写真帳 平成 3年

石川
№ 発行年
1 石川市誌 昭和51年
2 石川市史（改訂） 昭和63年
3 いしかわの民話　 伝説 昭和60年
4 いしかわの民話　 昔話 昭和60年

勝連
№ 発行年
1 勝連村誌 昭和41年
2 勝連町史二　 昭和59年
3 かつれんの民話　 本島篇 平成 3年
4 かつれんの民話　 離島篇 平成 2年

与那城
№ 発行年
1 与那城村史 昭和55年
2 よなぐすくの民話 平成元年

書　籍　名

書　籍　名

書　籍　名

書　籍　名

2　市町村史刊行物一覧

具志川
具志川市史

№ 発行年

1 　具志川市誌 昭和45年

2 具志川市史 第一巻 新聞集成　明治編 平成 3年

3 具志川市史 第二巻 新聞集成　大正・昭和戦前編 平成 5年

4 具志川市史 第三巻 民話編　上  伝説 平成 9年

5 具志川市史 第三巻 民話編　下　昔話 平成12年
具志川市史 第四巻 移民・出稼ぎ編

（論考編・証言編・資料編）3冊セット
※付録　具志川市史編集資料13　写真集　南洋群島の製糖とくらし

7 具志川市史 第五巻 戦争編（戦時記録・戦時体験Ⅰ・Ⅱ）3冊セット 平成17年

8 具志川市史 第六巻 教育編　※付録CD 平成18年
具志川市史 第七巻 新聞集成　戦後編

（社会編・政治経済編・教育文化スポーツ編）3冊
※付録　具志川市史編集資料14　志喜屋孝信関係新聞記事集成

10 具志川市史 第八巻 民俗編 平成23年

11 具志川市史 別　巻 民話集　『ふるさとの伝え話』 平成 6年

12 具志川市史 別　巻 紙芝居　『田場大工』　『バキムン退治』 平成10年

具志川市史だより　　
№ 発行年

1 具志川市史だより 創刊号 平成 3年

2 具志川市史だより 第2号 平成 3年

3 具志川市史だより 第3号 平成 4年

4 具志川市史だより 第4・5合併号 平成 5年

5 具志川市史だより 第6・7合併号 平成 6年

6 具志川市史だより 第8・9合併号 平成 7年

7 具志川市史だより 第10・11合併号 平成 8年

8 具志川市史だより 第12号 平成 9年

9 具志川市史だより 第13号 平成10年

10 具志川市史だより 第14号 平成11年

11 具志川市史だより 第15号 平成12年

12 具志川市史だより 第16号 平成13年

13 具志川市史だより 第17号 平成14年

14 具志川市史だより 第18号 平成15年

平成14年

平成20年

6

9

書　籍　名

書　籍　名
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１１  ううるるまま市市教教育育委委員員会会事事務務点点検検・・評評価価  

1．趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162号。以下「法」という。）第 26条
第 1項に「教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を
行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。」
とあります。 
 うるま市教育委員会では、効果的な教育行政の推進に資するとともに市民に対する説明責任を果たす
ため、うるま市教育委員会の事務の管理及び執行の状況について、教育に関して学識経験を有する方々
の知見を活用して点検及び評価を行い、「うるま市教育委員会事務点検・評価報告書」を作成し、公表し
ています。 
 

2．点検・評価の対象事業 

 点検・評価の対象事業は、うるま市教育委員会が実施した事業の中から、うるま市総合計画の施策体
系に基づき、うるま市教育委員会主要施策及び市民への周知の必要性を考慮して選定しています。 
 令和 3年度事務点検・評価では、令和 2年度に実施された事業の中から 14事業を対象に点検・評価
を行いました。 
 

3．点検・評価の方法と結果 

 点検・評価にあたって、各課は事業ごとに事務事業評価シートを作成し、「妥当性」、「必要性」、「公平
性」、「効率性」、「有効性」の 5つの評価項目について、「適切」または「見直す余地あり」の内部評価を
行い、今後の方向性を検討します。 
 その後、外部評価委員による各課ヒアリングを実施し、客観的な評価・意見である外部評価を行い、
「教育委員会事務点検・評価報告書」としてまとめ、公表します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

点検・評価の結果は「うるま市ホームページ」に掲載しています。 

うるま市事務点検評価 🔍🔍検 索 
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令令和和 33年年度度（（令令和和 22年年度度実実施施事事業業分分））事事務務点点検検・・評評価価事事業業一一覧覧  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ 総合計画施策体系 評価対象事務事業名 部 名 課 名 

1 
5-3(学校教育施設) 
子どもたちが安全・安心して学校生活を過ごせる環境整備
を目指します。 

伊波中学校空調 
設備機器復旧事業 教育部 学校施設課 

2 
5-4（青少年健全育成） 
学校、家庭、地域社会が連携して、青少年の健全育成に
努め、子どもたちが地域の中で心豊かで健やかに成長でき
る体制づくりを目指します。 

放課後子ども教室 
推進事業 教育部 生涯学習 

スポーツ振興課 

3 
5-6（生涯スポーツ・スポーツ振興） 
生涯を通じて健康維持・増進やレクリエーションを目的にス
ポーツ活動に取り組むとともに、スポーツ競技選手の競技力
向上を目指します。 

各種社会体育事業費 教育部 生涯学習 
スポーツ振興課 

4 
5-8（歴史・文化財） 
文化財の保護・保全、伝統文化の継承・活用により、郷
土に愛着と誇りのもてるまちづくりを目指します。 

資料館総務管理費 教育部 文化財課 

5 
5-8（歴史・文化財） 
文化財の保護・保全、伝統文化の継承・活用により、郷
土に愛着と誇りのもてるまちづくりを目指します。 

勝連城跡土地買上事業 教育部 文化財課 

6 
5-5（生涯学習） 
生涯にわたって学習活動に取り組み、学習の成果をまちづ
くりに生かせる「生涯学習のまちづくり」を目指します。 

ステイホーム読書支援・ 
感染拡大防止対策事業 教育部 図書館 

7 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

中学校要保護及び準要 
保護児童生徒援助費 指導部 学務課 

8 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。   

小学校学力向上 
対策推進事業 指導部 指導課 

9 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

中学校教育指導 
推進事業 指導部 指導課 

10 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

うるま市スポーツ力 
向上促進事業 指導部 指導課 

11 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

教育相談事業 指導部 教育支援センター 

12 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

情報機器整備事業 指導部 教育支援センター 

13 

横断-2（子どもの貧困対策） 
子どもの将来がその生まれ育った環境に左右されることな
く、貧困が世代を超えて連鎖することのない社会を目指しま
す。 
全ての子どもたちが夢と希望を持って成長していける社会を
目指します。 

うるま市若者居場所 
運営支援事業 指導部 教育支援センター 

14 
5-3（学校教育施設） 
子どもたちが安全・安心して学校生活を過ごせる環境整備
を目指します。 

与勝調理場整備事業 指導部 学校給食センター 

 



令令和和 33年年度度（（令令和和 22年年度度実実施施事事業業分分））事事務務点点検検・・評評価価事事業業一一覧覧  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ 総合計画施策体系 評価対象事務事業名 部 名 課 名 

1 
5-3(学校教育施設) 
子どもたちが安全・安心して学校生活を過ごせる環境整備
を目指します。 

伊波中学校空調 
設備機器復旧事業 教育部 学校施設課 

2 
5-4（青少年健全育成） 
学校、家庭、地域社会が連携して、青少年の健全育成に
努め、子どもたちが地域の中で心豊かで健やかに成長でき
る体制づくりを目指します。 

放課後子ども教室 
推進事業 教育部 生涯学習 

スポーツ振興課 

3 
5-6（生涯スポーツ・スポーツ振興） 
生涯を通じて健康維持・増進やレクリエーションを目的にス
ポーツ活動に取り組むとともに、スポーツ競技選手の競技力
向上を目指します。 

各種社会体育事業費 教育部 生涯学習 
スポーツ振興課 

4 
5-8（歴史・文化財） 
文化財の保護・保全、伝統文化の継承・活用により、郷
土に愛着と誇りのもてるまちづくりを目指します。 

資料館総務管理費 教育部 文化財課 

5 
5-8（歴史・文化財） 
文化財の保護・保全、伝統文化の継承・活用により、郷
土に愛着と誇りのもてるまちづくりを目指します。 

勝連城跡土地買上事業 教育部 文化財課 

6 
5-5（生涯学習） 
生涯にわたって学習活動に取り組み、学習の成果をまちづ
くりに生かせる「生涯学習のまちづくり」を目指します。 

ステイホーム読書支援・ 
感染拡大防止対策事業 教育部 図書館 

7 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

中学校要保護及び準要 
保護児童生徒援助費 指導部 学務課 

8 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。   

小学校学力向上 
対策推進事業 指導部 指導課 

9 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

中学校教育指導 
推進事業 指導部 指導課 

10 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

うるま市スポーツ力 
向上促進事業 指導部 指導課 

11 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

教育相談事業 指導部 教育支援センター 

12 
5-2（学校教育） 
主体的に学習し、基礎的学力・課題解決力を身に付け、
たくましく生きる心身ともに健康な児童生徒の教育を目指
します。 

情報機器整備事業 指導部 教育支援センター 

13 

横断-2（子どもの貧困対策） 
子どもの将来がその生まれ育った環境に左右されることな
く、貧困が世代を超えて連鎖することのない社会を目指しま
す。 
全ての子どもたちが夢と希望を持って成長していける社会を
目指します。 

うるま市若者居場所 
運営支援事業 指導部 教育支援センター 

14 
5-3（学校教育施設） 
子どもたちが安全・安心して学校生活を過ごせる環境整備
を目指します。 

与勝調理場整備事業 指導部 学校給食センター 
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11　　ううるるまま市市自自治治会会長長連連絡絡協協議議会会役役員員

役 職 氏 名 自 治 会 名 住 所

1 会 長 町 田 宗 康 宮前区 石川1-49-9

2 副 会 長 伊 波 幸 人 曙　区 石川曙2-7-35

3
〃

(公民館担当)
東 恩 納 英 樹 塩屋区 塩屋472-7

4
〃

(公民館担当)
東 泊 正 輝 上　原 与那城宮城122-2

5 〃 玉 那 覇 清 勇 比嘉区 勝連比嘉125

6 理 事 竹 沢 稔 伊波区 石川伊波29

7 〃 玉 榮 勝 大田区 大田219－1

8 〃 與 古 田 敬 子 昆　布 昆布1832番地327

9 〃 伊 良 波 勲 西原区 西原467

10 〃 友 寄 秀 憲 みどり町一・二 みどり町2－8－18

11 〃 登 川 行 雄 池　味 与那城池味937

12 〃 具 志 堅 永 信 南風原区 勝連南風原255

13 監 事 宮 里 剛 喜　仲 喜仲3丁目6番5号

14 〃 天 願 力 田場区 田場822番地1

〃

〃

〃

〃

※「うるま市自治公民館連絡協議会」運営を兼務

〃

令和4年4月現在

任 期

R4.4月～R5.4月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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22　　ううるるまま市市自自治治会会

　具志川地区 令和4年4月現在
自 治 会 名 自 治 会 長 名 郵便番号 所　在　地 電 話 番 号 FAX 番 号

1 具 志 川 高 江 洲 朝 美 904-2223 字具志川381 973-3407 電話兼用

2 田 場 天 願 力 904-2213 字田場822-1 973-6069 973-6070

3 赤 野 座 間 味 勇 904-2212 字赤野1124 〃 電話兼用

4 宇 堅 兼 城 賢 栄 904-2211 字宇堅1019 〃 電話兼用

5 天 願 照 屋 勇 904-2202 字天願76 〃 電話兼用

6 昆 布 與 古 田 敬 子 904-2201 字昆布1832－327 〃 電話兼用

7 栄 野 比 謝 花 ス ミ 子 904-2205 字栄野比357－2 〃 電話兼用

8 川 崎 金 城 一 也 904-2203 字川崎202 〃 電話兼用

9 西 原 伊 良 波 勲 904-2204 字西原467 〃 電話兼用

10 安 慶 名 前 濱 繁 幸 904-2214 字安慶名3-18-7 〃 電話兼用

11 安 慶 名 藏 根 勝 秀 904-2221 字平良川350-1 〃 電話兼用

12 安 慶 名 山 城 暁 904-2225 字喜屋武371 〃 電話兼用

13 安 慶 名 金 城 建 904-2241 字兼箇段871－2 〃 電話兼用

14 米 原 和 宇 慶 修 904-2241 字兼箇段1561－1 〃 電話兼用

15 赤 道 久 田 友 二 三 904-2245 字赤道345 〃 電話兼用

16 江 洲 徳 田 茂 信 904-2244 字江洲14 973-3001 電話兼用

17 宮 里 照 屋 聡 904-2243 字宮里157 973-9013 電話兼用

18 喜 仲 宮 里 剛 904-2236 喜仲3－6－5 979-0503 電話兼用

19 上 江 洲 澤 岻 繁 光 904-2222 字上江洲345-1 973-3502 923-0635

20 大 田 玉 榮 勝 904-2224 字大田219－1 973-3555 973-3581

21 川 田 上 江 洲 治 904-2232 字川田259 973-3556 電話兼用

22 塩 屋 東 恩 納 英 樹 904-2231 字塩屋472-7 973-1936 電話兼用

23 豊 原 吉 田 兼 安 904-2233 字豊原253 973-1312 電話兼用

24 高 江 洲 島 袋 敏 子 904-2242 字高江洲54－3 973-3571 電話兼用

25 前 原 照 屋 淳 904-2235 字前原229－1 973-4635 電話兼用

26 志 林 川 赤 嶺 健 904-2242 字高江洲909-1 973-9009 電話兼用

27 新 赤 道 根 舛 本 子 904-2245 字赤道972－101 973-6076 電話兼用

28 みどり町一・二丁目 友 寄 秀 憲 904-2215 みどり町2－8－18 974-5480 電話兼用

29 みどり町三・四丁目 金 城 豊 904-2215 みどり町3－13－5 974-5839 電話兼用

30 みどり町五・六丁目 伊 盛 宏 美 904-2215 みどり町5－7－8 972-5606 電話兼用
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　石川地区 令和4年4月現在
自 治 会 名 自 治 会 長 名 郵 便 番 号 所　在　地 電 話 番 号 FAX 番 号

31 曙 伊 波 幸 人 904-1107 石川曙2-7-35 965-4780 965-1617
32 南 栄 與 古 田 ゆ か り 904-1106 石川436-1 964-4263 電話兼用
33 城 北 伊 波 昭 904-1106 石川841-1 965-2111 電話兼用
34 中 央 大 川 豊 治 904-1106 石川2-2-11 964-3630 電話兼用
35 松 島 西 原 洋 子 904-1106 石川1-26-3 964-2775 電話兼用
36 宮 前 町 田 宗 康 904-1106 石川1-49-9 965-1113 電話兼用
37 東 山 名 嘉 真 朝 夫 904-1101 石川東山本町1-17-3 965-4297 なし
38 旭 石 川 修 904-1102 石川東山2-11-2 964-3428 なし
39 港 大 嶺 千 春 904-1103 石川赤崎2-11-1 965-4964 なし
40 伊 波 竹 沢 稔 904-1115 石川伊波29 965-1807 電話兼用
41 嘉 手 苅 池 原 武 徳 904-1114 石川嘉手苅366 964-4350 電話兼用
42 山 城 山 城 幸 雄 904-1113 石川山城389-6 965-4233 電話兼用
43 石 川 前 原 登 川 晃 昇 904-1111 石川東恩納947-6 965-7021 電話兼用
44 東 恩 納 石 川 栄 904-1111 石川東恩納480-1 964-3255 電話兼用
45 美 原 仲 宗 根 洋 子 904-1111 石川東恩納1524 965-4713 電話兼用

　勝連地区 令和4年4月現在
自 治 会 名 自 治 会 長 名 郵 便 番 号 所　在　地 電 話 番 号 FAX 番 号

46 南 風 原 具 志 堅 永 信 904-2311 勝連南風原255 978-2235 電話兼用
47 平 安 名 外 間 勝 904-2312 勝連平安名655－1 978-2237 978-3715
48 内 間 内 間 幸 枝 904-2313 勝連内間980 978-2238 電話兼用
49 平 敷 屋 西 新 屋 光 男 904-2314 勝連平敷屋4068 978-2231 電話兼用
50 津 堅 玉 城 盛 哲 904-2317 勝連津堅27 978-7510 電話兼用
51 浜 城 間 正 宏 904-2315 勝連浜91 977-8450 977-8788
52 比 嘉 玉 那 覇 清 勇 904-2316 勝連比嘉125 977-7227 電話兼用

 与那城地区 令和4年4月現在
自 治 会 名 自 治 会 長 名 郵 便 番 号 所　在　地 電 話 番 号 FAX 番 号

53 照 間 花 城 清 文 904-2301 与那城照間1115ー1 978-2233 電話兼用
54 与 那 城 西 原 上 門 康 和 904-2302 与那城西原99 978-2236 電話兼用
55 与 那 城 仲 田 満 904-2303 与那城142 978-2230 電話兼用
56 饒 辺 宮 城 政 和 904-2307 与那城饒辺303－1 978-2232 電話兼用
57 屋 慶 名 森 根 隆 904-2304 与那城屋慶名1098 978-2228 電話兼用
58 平 安 座 五 嶋 眞 智 子 904-2426 与那城平安座409－2 977-8127 977-7779
59 桃 原 宮 里 亜 矢 子 904-2425 与那城桃原400-3 977-8182 電話兼用
60 上 原 東 泊 正 輝 904-2423 与那城宮城122-2 977-8166 電話兼用
61 宮 城 名 護 徹 904-2423 与那城宮城122-2 977-7924 電話兼用
62 池 味 登 川 行 雄 904-2422 与那城池味937 977-8256 電話兼用
63 伊 計 玉 城 正 則 904-2421 与那城伊計237 977-7373 電話兼用
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令和4年4月現在

役 職 氏 名 所 属 任 期

1 議 長 上 間 順 一 元学校関係者 R3.6.1～R5.5.31

2 副 議 長 佐 渡 山 安 輝 社会教育関係者 〃

3 委 員 高 平 兼 司 社会教育関係者 〃

4 〃 山 城 康 代 社会教育関係者 〃

5 〃 宮 城 華 織 社会教育関係者 〃

6 〃 上 門 康 和 自治会関係者 〃

7 〃 島 袋 行 正 社会教育関係者 〃

8 〃 我 如 古 有 美 子 社会教育関係者 〃

9 〃 嘉 陽 恵 子 元学校関係者 〃

10 〃 天 願 綾 子 社会教育関係者 〃

11 〃 小 潮 川 百 合 子 社会教育関係者 〃

令和4年6月現在

役 職 氏 名 所 属 任 期

1 委 員 長 水 流 伸 夫 具志川小学校 校長 R4.6.1～R5.3.31

2 副委員長 山 本 耕 司 石川中学校 教頭 〃

3 委 員 大 舛 勝 彦 具志川中学校 校長 〃

4 〃 豊 田 達 雄 田場小学校 教頭 〃

5 〃 島 袋 清 治 伊波中学校 生徒指導主任 〃

6 〃 大 田 彩 夏 あげな中学校 教育相談担当 〃

7 〃 比 嘉 久 美 子
高江洲小学校
特別支援コーディネーター

〃

8 〃 金 城 伸 幸 与那城小学校  情報担当 〃

9 〃 仲 村 渠 安 一 うるま市教育委員会 学校教育課 課長 〃

10 〃 中 村 哲 也 うるま市教育委員会 学校教育課 主幹 〃

33　　社社会会教教育育委委員員

44　　ううるるまま市市教教育育支支援援セセンンタターー運運営営委委員員
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令和4年4月現在

役 職 氏 名 所 属 任 期

1 議 長 上 間 順 一 元学校関係者 R3.6.1～R5.5.31

2 副 議 長 佐 渡 山 安 輝 社会教育関係者 〃

3 委 員 高 平 兼 司 社会教育関係者 〃

4 〃 山 城 康 代 社会教育関係者 〃

5 〃 宮 城 華 織 社会教育関係者 〃

6 〃 上 門 康 和 自治会関係者 〃

7 〃 島 袋 行 正 社会教育関係者 〃

8 〃 我 如 古 有 美 子 社会教育関係者 〃

9 〃 嘉 陽 恵 子 元学校関係者 〃

10 〃 天 願 綾 子 社会教育関係者 〃

11 〃 小 潮 川 百 合 子 社会教育関係者 〃

令和4年6月現在

役 職 氏 名 所 属 任 期

1 委 員 長 水 流 伸 夫 具志川小学校 校長 R4.6.1～R5.3.31

2 副委員長 山 本 耕 司 石川中学校 教頭 〃

3 委 員 大 舛 勝 彦 具志川中学校 校長 〃

4 〃 豊 田 達 雄 田場小学校 教頭 〃

5 〃 島 袋 清 治 伊波中学校 生徒指導主任 〃

6 〃 大 田 彩 夏 あげな中学校 教育相談担当 〃

7 〃 比 嘉 久 美 子
高江洲小学校
特別支援コーディネーター

〃

8 〃 金 城 伸 幸 与那城小学校  情報担当 〃

9 〃 仲 村 渠 安 一 うるま市教育委員会 学校教育課 課長 〃

10 〃 中 村 哲 也 うるま市教育委員会 学校教育課 主幹 〃

33　　社社会会教教育育委委員員

44　　ううるるまま市市教教育育支支援援セセンンタターー運運営営委委員員

令和4年6月現在
氏 名 分 野 所 属 任 期

1 恩 河 尚 歴   　史 沖縄市 市史編集室
元うるま市社会福祉協議会会長

R4.6.1～R6.5.31

2 稲 福 政 斉 歴史・民俗・美術工芸 沖縄国際大学・沖縄大学非常勤講師 〃

3 石 川 朋 子 社会学・平和学 沖縄国際大学非常勤講師 〃

4 大 谷 勉
自　   然

(爬虫類・両生類)
高田爬虫類研究所／室長 〃

5 宮 城 弘 樹 考  古  学 沖縄国際大学准教授 〃

6 山 城 一 美 建築学・住居環境学 沖縄職業能力開発大学校住居環境科
特任教授

〃

令和4年6月現在
氏 名 分 野 勤 務 先 任 期

1 藤 井 晴 彦 環境教育・海洋生物 那覇市立森の家みんみん代表
理学博士

R4.6.1～R6.5.31

2 千 住 直 広 観光・ＮＰＯ 浦添市観光協会
沖縄国際大学非常勤講師

〃

3 高 平 兼 司 水辺（湧き水・川） 沖縄県地球温暖化防止活動推進センター長
うるま市水と緑を考える会代表

〃

4 豊 永 栄 子 児童教育 宮城子ども広場室長 〃

5 粟 国 恭 子
沖縄近現代文化史・

文化人類学・博物館学
沖縄国際大学非常勤講師 〃

6 安 座 間 奈 緒 考古学・文化財修復 なおラボ代表
沖縄国際大学非常勤講師

〃

令和4年6月現在
氏 名 分 野 所 属 任 期

1 上 江 洲 敏 夫
歴  史  学
美術工芸

元具志川市史編さん室室長 R3.3.15～R5.3.14

2 高 良 倉 吉 琉  球  史 琉球大学名誉教授 〃

3 仲 程 昌 徳 琉球文学 琉球大学名誉教授、
ひめゆり平和祈念資料館

〃

4 崎 原 恒 新 民  俗  学 沖縄市史編集委員、
糸満市史編集委員など

〃

5 嘉 納 英 明 教  育  史 名桜大学国際学群教授 〃

55　　文文化化財財保保護護審審議議会会

66　　資資料料館館協協議議会会

77　　ううるるまま市市具具志志川川市市史史編編ささんん委委員員会会
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令和4年6月現在

氏 名 分 野 所　　　　　　属 任 期

1 照 屋 理 琉球文学 名桜大学上級准教授 具志川市史第9巻発刊まで

2 屋 良 健 一 郎 歴  史  学 名桜大学上級准教授 〃

3 安 谷 屋 盛 広 経  営  学 沖縄国際大学非常勤講師 〃

令和4年4月現在

氏 名 職　　業（役職） 選　　考　　理　　由 任 期

1 松 田 富 雄 うるま市体育協会会長 体育・スポーツ界の代表として意見を聞く R4.4.1～R6.3.31

2 真 栄 城 勉 琉球大学名誉教授 高いレベルの専門的知識と数多くの経験をもつ 〃

3 山 田 義 一
うるま市グラウンド・ゴルフ
事務局長

行政経験者として幅広く意見を聞く 〃

4 大 浦 弘 子
うるま市
スポーツ推進委員会

体育、スポーツのまとめ役の立場の意見を聞く 〃

5 和 田 美 佐 子 うるま市女性連合会会長 幅広く各階層(女性)の意見を聞く 〃

6 西新屋 光 男 平敷屋区自治会長 地域の代表として幅広い立場での意見を聞く 〃

7 島 袋 啓 二
うるま市スポーツ少年団
本部長

少年スポーツのまとめ役の立場での意見を聞く 〃

8 親 田 辰 美
うるま市B＆G勝連海洋
クラブ会長

地域の特色のあるサークル代表として意見を聞く 〃

9 石 川 裕 憲
うるま市観光物産協会
理事長

観光産業の代表として意見を聞く 〃

10 石 川 満 うるま市商工会会長 商工業の代表として意見を聞く 〃

99　　ううるるまま市市ススポポーーツツ推推進進審審議議会会

委嘱期間：令和4年4月1日～令和6年3月31日

88　　ううるるまま市市具具志志川川市市史史編編ささんん委委員員会会  第第99巻巻専専門門委委員員
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令和4年6月現在

氏 名 分 野 所　　　　　　属 任 期

1 照 屋 理 琉球文学 名桜大学上級准教授 具志川市史第9巻発刊まで

2 屋 良 健 一 郎 歴  史  学 名桜大学上級准教授 〃

3 安 谷 屋 盛 広 経  営  学 沖縄国際大学非常勤講師 〃

令和4年4月現在

氏 名 職　　業（役職） 選　　考　　理　　由 任 期

1 松 田 富 雄 うるま市体育協会会長 体育・スポーツ界の代表として意見を聞く R4.4.1～R6.3.31

2 真 栄 城 勉 琉球大学名誉教授 高いレベルの専門的知識と数多くの経験をもつ 〃

3 山 田 義 一
うるま市グラウンド・ゴルフ
事務局長

行政経験者として幅広く意見を聞く 〃

4 大 浦 弘 子
うるま市
スポーツ推進委員会

体育、スポーツのまとめ役の立場の意見を聞く 〃

5 和 田 美 佐 子 うるま市女性連合会会長 幅広く各階層(女性)の意見を聞く 〃

6 西新屋 光 男 平敷屋区自治会長 地域の代表として幅広い立場での意見を聞く 〃

7 島 袋 啓 二
うるま市スポーツ少年団
本部長

少年スポーツのまとめ役の立場での意見を聞く 〃

8 親 田 辰 美
うるま市B＆G勝連海洋
クラブ会長

地域の特色のあるサークル代表として意見を聞く 〃

9 石 川 裕 憲
うるま市観光物産協会
理事長

観光産業の代表として意見を聞く 〃

10 石 川 満 うるま市商工会会長 商工業の代表として意見を聞く 〃

99　　ううるるまま市市ススポポーーツツ推推進進審審議議会会

委嘱期間：令和4年4月1日～令和6年3月31日

88　　ううるるまま市市具具志志川川市市史史編編ささんん委委員員会会  第第99巻巻専専門門委委員員

令和4年4月現在

役 職 名 氏 名
スポーツ推進委員

年数
主なスポーツ活動

陸 上
海 洋 ス ポ ー ツ

バ レ ー ボ ー ル
ソ フ ト ボ ー ル
バ レ ー ボ ー ル
太 極 拳
野 球
ソ フ ト ボ ー ル
マ ラ ソ ン ・ レ ク
ハ ン ド ボ ー ル
陸 上 ・ 水 泳
バ レ ー ボ ー ル
バスケットボール
水 泳

レ ク
水 泳
卓 球
水 泳

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル
レ ク
ゴ ル フ
水 泳

ソ フ ト ボ ー ル
陸 上

マ ラ ソ ン ・ テ ニ ス
バ レ ー ボ ー ル
サッカー・フットサル
バ レ ー ボ ー ル

委嘱期間：令和3年4月1日～令和5年3月31日

1 会 長 神 谷 秀 正 3

2 副 会 長 名 嘉 山 隆 21 サ ッ カ ー

3 副 会 長 大 浦 弘 子 21

4 会 計 山 口 ま す み 17

5 監 事 上 原 学 15

6 監 事 安 慶 名 涼 子 5

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

10 〃 恩 納 清 子 31

7 委 員 山 城 貞 雄 50

8 〃 濱 端 義 正 37

11 〃 天 願 克 也 23

12 〃 與 古 田 進 悟 15

9 〃 瑞 慶 覧 昭 33

野 球

15 〃 喜 屋 武 勇 人 9 サ ッ カ ー

13 〃 與 古 田 将 司 9

14 〃 座 間 味 宗 孝 9

陸 上

18 〃 瑞 慶 山 良 則 5 サ ッ カ ー

16 〃 徳 田 律 子 8

17 〃 奥 濱 松 美 6

1100　　ううるるまま市市ススポポーーツツ推推進進委委員員

水 泳

23 〃 高 良 信 吾 1 野 球

21 〃 奥 間 美 千 代 3

22 〃 中 村 ま ゆ み 3

19 〃 玉 城 優 里 5 陸 上

20 〃 三 木 佳 奈 子 3
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令和4年6月現在

氏 名 学 校 名 備 考

1 島 袋 勝 範 あげな中学校

2 松 堂 弘 政 髙江洲中学校

3 與 那 嶺 剛 具志川東中学校

4 横 田 恵 川崎小学校

5 稲 福 盛 也 田場小学校

6 平 田 治 子 髙江洲小学校

7 新 城 雅 文 城前小学校

8 山 内 ひ と み 石川中学校

9 仲 宗 根 政 人 伊波中学校

10 新 城 剛 南原小学校

11 兼 島 栄 平敷屋小学校

12 幸 喜 徹 与那城小学校

13 仲 村 美 恵 子 彩橋小中学校

14 盛 小 根 完 与勝中学校

15 田 場 勝 津堅小中学校

16 伊 波 常 之 うるま市ＰＴＡ連合会会長

17 仲 村 渠 安 一 うるま市教育委員会学校教育課長

18 安 里 彩 栄養職員

19 赤 嶺 幸 徳 学識経験者 監査委員

20 比 屋 根 美 由 紀 うるま市ＰＴＡ連合会役員 監査委員

21 長 浜 亮 子 うるま市ＰＴＡ連合会役員 監査委員

委嘱期間：令和4年6月1日～令和5年3月31日

1111　　ううるるまま市市立立学学校校給給食食セセンンタターー運運営営委委員員会会

運営委員及び監査委員
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令和4年4月現在

氏　　名 所 属 ・ 職 名 任　　期

1 高　屋　清　剛 元県立浦添工業高校　校長 R3.4.1～R5.3.31

2 遠　藤　尚　宏 一般社団法人あすいろ　精神科　医師 R3.4.1～R5.3.31

3 山　田　芳　弘 山田小児科内科医院　医師 R3.4.1～R5.3.31

4 野　原　真由美 うるま市立伊波小学校　校長 R4.4.1～R6.3.31

5 山　城　俊　子 元県立美咲特別支援学校 主幹教諭 R3.4.1～R5.3.31

6 仲　地　米　子 元うるま市立宮森小学校 特別支援学級(言語)担当者 R3.4.1～R5.3.31

7 我如古　優　子 保護者代表（うるま市手をつなぐ育成会） R3.4.1～R5.3.31

8 仲　村　真　子 県立美咲特別支援学校　教諭
特別支援教育コーディネーター

R3.4.1～R5.3.31

9 南風原　このみ 県立泡瀬特別支援学校 教諭
特別支援教育コーディネーター

R4.4.1～R6.3.31

10 大　城　広　美 県立沖縄高等特別支援学校 教諭
特別支援教育コーディネーター

R3.4.1～R5.3.31

11 金　城　節　子 うるま市立与那城小学校 特別支援学級(言語)担任兼
特別支援教育コーディネーター

R4.4.1～R6.3.31

12 名　護　泰　子 うるま市立中原小学校　特別支援学級（情緒）担任兼
特別支援教育コーディネーター

R4.4.1～R6.3.31

13 小　林　及　恵 うるま市立あげな小学校　特別支援学級（知的）担任 R3.4.1～R5.3.31

14 渡慶次　よりえ うるま市立具志川中学校　特別支援学級（知的）担任兼
特別支援教育コーディネーター

R3.4.1～R5.3.31

15 比　嘉　麻　美 うるま市立与勝第二中学校　養護教諭 R4.4.1～R6.3.31

16 金　城　みゆき うるま市立赤道幼稚園　主査教諭 R4.4.1～R6.3.31

17 外　間　泉　美 こども未来部　子育て世代包括支援センター
母子保健指導係長（保健師）

R4.4.1～R6.3.31

18 山　城　亜理沙 こども未来部　こども教育保育推進課
きむたか保育所　主査保育士

R4.4.1～R6.3.31

19 伊良皆　益　美 福祉部　障がい福祉課　障がい相談係
副主幹兼係長（保健師）

R3.4.1～R5.3.31

20 山入端　綾　香 うるま市教育支援センター 教育相談係　臨床心理士 R3.4.1～R5.3.31

21 狩　俣　順　也 こども未来部　こども発達支援課
親子通園係（あげなこども園分園内）保育教諭　係長

R4.4.1～R6.3.31

22 金　 城　　 都 こども未来部 こども教育保育推進課
教育保育指導係（保育教諭 主査）

R4.4.1～R6.3.31

23 伊　礼　美和子 教育委員会学校教育課　指導主事（小学校） R4.4.1～R6.3.31

※任期は2年とする。

1122　　ううるるまま市市教教育育支支援援委委員員
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1133　　  学学校校医医・・歯歯科科医医・・薬薬剤剤師師一一覧覧

任期：令和4年4月1日～令和5年3月31日
令和4年4月現在

学 校 名 学 校 医 学 校 歯 科 医 学 校 薬 剤 師
山 田 芳 弘 饒 波 毅 佐 次 田 聖

山田小児科内科医院：965-3577 のは歯科クリニック：965-1862 さしだ薬局：965-4906
與 座 朝 義 飯沼　良子 井 村 倫 子

よざ耳鼻咽喉科：964-4133 アールデンタル：965-3456
西 川 高 広 伊 波 幸 一 瑞 慶 山 礼 奈

伊波クリニック：964-5735 幸一デンタルオフィス：965-7171 いは薬局：965-6767
伊 佐 眞 比 嘉 正 則 米 倉 美 帆

伊佐整形外科：931-1111 比嘉デンタルクリニック：933-6800 タスク薬局：972-7198
安富祖　久明（増成　秀樹） 知 念 克 二 土 屋 菜 々 美

与勝あやはしクリニック：983-0055 ちねん歯科医院：973-7555 へしきや薬局：978-6036
浜端　宏英（富里　政秀） 島 袋 亮 新 江 裕 貴
アワセ第一医院：937-5536 ファミリー歯科クリニック：972-4141 ひが薬局与那城店：989-4692

竹 田 真 一 野 原 昭 彦 宮 里 建 次
与勝病院：978-5235 野原歯科医院：975-1888 へしきや薬局：978-6036

伊 禮 史 朗 野 原 昭 彦 宮 里 建 次
伊禮医院：978-7332 野原歯科医院：975-1888 へしきや薬局：978-6036

玉　　城　　和　　光 仲 真 良 彦 柴 田 忠 佳
中部病院津堅診療所：978-2918 仲真歯科医院：923-0112 ももたろう薬局：879-6888

大 嶺 雅 亮 赤 地 修 長　　濱　　照　　美
大嶺医院：973-1125 あおば歯科クリニック：972-4618 北中城若松病院：935-2277
喜 友 名　　琢　　也 赤 地 一 史 花 城 幸 夫

ソフィアクリニック：923-2110 あおば歯科クリニック：972-4618 メイト松本薬局：937-4488
前 田 清 貴 大 嶺 裕 瑞 慶 山 純 子

みどり町クリニック：972-3858 つばさ歯科クリニック：974-4649 いは薬局：965-6767
小 渡 敬 大 城 敦 江 米 倉 美 帆

平和病院：973-2000 スマイル歯科：974-3311 タスク薬局：972-7198
兼 城 真 理 子 赤 地 一 史 上 間 秀 子

川根内科外科：974-3025 あおば歯科クリニック：972-4618 あかみち薬局美里店：921-3400
小橋川　悟 赤 地 修 新 江 裕 貴

いしかわ願寿ぬ森：964-6511 あおば歯科クリニック：972-4618 ひが薬局与那城店：989-4692
宮 里 善 次 宮 里 清 和 村 田 成 夫

中頭病院：939-1300 中頭歯科診療室：938-2030 すこやか薬局読谷店：956-1093
知 念 正 雄 大 城 敦 江 前 濱 渚

スマイル歯科：974-3311 りんご薬局　古謝店：929-2700
瑞慶山　茂（高江洲　義英） 崎 原 幹 雄 江 夏 恭 範

いずみ病院：972-7788 みきお歯科医院：921-2232 あかみち薬局：974-1673
渡邊　浩樹（高江洲　義英） 石 川 末 子 高 橋 優 子

いずみ病院：972-7788 石川歯科医院：964-5958 さしだ薬局石川中学校前店：964-2302
石 川 隆 夫 石 川 正 人 佐 次 田 頌

石川医院：964-3049 銀座歯科医院：964-2045 さしだ薬局しらはま店：987-8128
竹 田 真 一 澤 田 直 則 伊 禮 隆 一

与勝病院：978-5235 しおみ歯科医院：978-7804 伊禮針灸院：973-3193
島 袋 晃 津 嘉 山 一 伊 禮 隆 一

あきら整形外科クリニック：921-3330 パーク歯科：974-3663 伊禮針灸院：973-3193
岩 下 秀 彦 知 念 克 二 瑞 慶 山 純 子

いわした内科クリニック：982-6666 ちねん歯科医院：973-7555 いは薬局：965-6767
上里　迅 大 串 美 央 福 地 健 治

かつれん耳鼻科クリニック：989-6381 ３０矯正歯科：973-4188 メイト平良川薬局：974-8811
城 間 拓 哉 花 城 国 英 座 喜 味 美 智 子

しろま内科クリニック：973-2500 愛の里歯科診療所：974-8571 ざきみ薬局：974-3353
塩田　和誉 栗 田 宅 哉 吉 本 尚 志

アワセ第一医院：937-5536 ひまわり歯科：989-1355 中部保健所938-9787
※小学校は幼稚園も兼務する。ただし、認定こども園除く

南 原 小 学 校

宮 森 小 学 校

城 前 小 学 校

伊 波 小 学 校

彩 橋 小 中 学 校

与 那 城 小 学 校

赤 道 小 学 校

勝 連 小 学 校

平 敷 屋 小 学 校

津 堅 小 中 学 校

川 崎 小 学 校

天 願 小 学 校

あ げ な 小 学 校

田 場 小 学 校

具 志 川 小 学 校

兼 原 小 学 校

高 江 洲 小 学 校

中 原 小 学 校

高 江 洲 中 学 校

具 志 川 東 中 学 校

石 川 中 学 校

伊 波 中 学 校

与 勝 中 学 校

与 勝 第 二 中 学 校

あ げ な 中 学 校

具 志 川 中 学 校



 
  資資料料編編３３  施施設設使使用用料料  

 
 

１１  社社会会体体育育施施設設使使用用料料  
２２  学学校校施施設設使使用用料料  
３３  ううるるまま市市立立公公民民館館使使用用料料  
４４  生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーゆゆららててくく施施設設使使用用料料  
５５  ううるるまま市市民民芸芸術術劇劇場場施施設設使使用用料料  
６６  石石川川会会館館施施設設使使用用料料  
７７  ききむむたたかかホホーールル施施設設使使用用料料  
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11  社社会会体体育育施施設設使使用用料料  

ううるるまま市市具具志志川川総総合合体体育育館館・・ううるるまま市市石石川川体体育育館館  
区分 利用料金 

専用 
使用 

入場料を徴収 
しない場合 

①アマチュアスポー
ツ及び体育レクリエ
ーションの普及、振興
を図る催物の場合 

１時間につき 1,150円 

②その他の場合 １時間につき 2,500円 

入場料を徴収 
する場合 

①同上①の場合 
１時間につき  
1,250円 最高入場料（税込）に１００を乗じて得た額を、 

左の額に加算する。 
②同上②の場合 

１時間につき  
5,000円 

照明施設 １時間につき 2,000円 

衛生費 
興行 １時間につき 2,500円 

大会 １時間につき   400円 

区分 単位 利用料金 
照明料 

具志川 石川 

専用 
使用 
以外 

卓球 
小・中・高校生 1台 1時間 100円 ―円 

1灯1時間 
につき35円 

大学生・一般 1台 1時間 150円 50円 

バレーボール 
小・中・高校生 1面 1時間 200円 400円 

大学生・一般 1面 1時間 250円 400円 

バスケットボール 
ハンドボール 

小・中・高校生 1面 1時間 250円 400円 

大学生・一般 1面 1時間 300円 400円 

バドミントン 
小・中・高校生 1面 1時間 150円 100円 

大学生・一般 1面 1時間 200円 100円 

柔剣道場 
小・中・高校生   1時間 200円 100円 

大学生・一般   1時間 250円 100円 

ジョギング 
小・中・高校生   1時間 50円 

  
大学生・一般   1時間   

トレーニング室 大学生・一般   1時間 100円 50円 

相撲場 
小・中・高校生   1時間 100円 

  
大学生・一般   1時間 300円 

その他 使用面積に応じて徴収する。 

附属 
施設 
使用 

大会議室 １時間につき 150円   
小会議室 １時間につき 100円 

シャワー １人１回につき 20円 

放送設備 １時間につき 300円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  
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ううるるまま市市具具志志川川総総合合ググララウウンンドド  

区分 利用料金 

専用 
使用 

陸上競技及びその他アマチュア 
スポーツの普及のための催物に 
専用する場合 

入場料を徴収しない場合 1時間につき 1,000円 

入場料を徴収する場合 1時間につき 2,000円 

同上の練習のために団体で専用 
する場合  入場料徴収の有無に応じ、上記の利用料金の半額  

専用 
使用 
以外 

陸上競技その他のアマチュア 
スポーツ及び体育、レクリエー 
ションの練習に使用する場合 

小・中・高校生 
1人につき  

1回50円 
早朝（午前5時～午前7時）は 
無料開放とする。 

大学生・一般 
1人につき  

1回100円 

照明 
施設 
使用 

専用使用のみ徴収する。 

  

1灯1時間につき 35円 

衛生費 

興行 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  
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ううるるまま市市具具志志川川総総合合ググララウウンンドド  

区分 利用料金 

専用 
使用 

陸上競技及びその他アマチュア 
スポーツの普及のための催物に 
専用する場合 

入場料を徴収しない場合 1時間につき 1,000円 

入場料を徴収する場合 1時間につき 2,000円 

同上の練習のために団体で専用 
する場合  入場料徴収の有無に応じ、上記の利用料金の半額  

専用 
使用 
以外 

陸上競技その他のアマチュア 
スポーツ及び体育、レクリエー 
ションの練習に使用する場合 

小・中・高校生 
1人につき  

1回50円 
早朝（午前5時～午前7時）は 
無料開放とする。 

大学生・一般 
1人につき  

1回100円 

照明 
施設 
使用 

専用使用のみ徴収する。 

  

1灯1時間につき 35円 

衛生費 

興行 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ううるるまま市市具具志志川川野野球球場場・・エエナナジジッッククススタタジジアアムム石石川川（（ううるるまま市市石石川川野野球球場場））  

区分 利用料金 

大会又は 
興行の 
場合 

入場料を徴収 
しない場合 

小・中・高校生 1時間につき 300円 

大学生・一般 1時間につき 500円 

職業チーム 
1時間につき 1,500円 

その他の興行 

入場料を徴収 
する場合 

小・中・高校生 1時間につき 700円 

大学生・一般 1時間につき 900円 

職業チーム 入場料を徴収しない場合の料金で計算して得た額に、  
最高入場料額（税込）に100を乗じて得た額を加算する。 

その他の興行 

練習の場合 

小・中・高校生 1時間につき 300円 

大学生・一般 1時間につき 500円 

職業チーム 1時間につき 1,500円 

照明施設使用  1時間につき 2,500円 

附属施設 
使用 

会議室  1時間につき 200円 

スコアボード一式  1試合につき 200円 

放送設備  1試合につき 200円 

審判用具  1試合につき 200円 

衛生費 
興行 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

 
備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  
利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  

４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  

 

 

 

 

 

 



− 163 −

ううるるまま市市庭庭球球場場  

（1）うるま市具志川庭球場・うるま市与那城総合公園（庭球場）  

区分 利用料金 

専用使用 

小・中・高校生 １時間につき 1,000円 

大学生・一般 １時間につき 2,000円 

専用使用以外 

小・中・高校生 １面１時間につき 100円 

大学生・一般 １面１時間につき 200円 

①屋外照明１時間につき１面200円をコート利用料金に加算する。 

②与那城庭球場及び喜屋武マーブ公園庭球場を専用使用する場合は、上記専用使用の利用料金に１００分の２５を  
乗じた額を徴収する。 

 

（2）うるま市石川庭球場 

区分 利用料金 

専用使用 

小・中・高校生 １時間につき 400円 

大学生・一般 １時間につき 800円 

専用使用以外 

小・中・高校生 １面１時間につき 100円 

大学生・一般 １面１時間につき 200円 

屋外照明１時間につき１面200円をコート利用料金に加算する。 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  
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ううるるまま市市庭庭球球場場  

（1）うるま市具志川庭球場・うるま市与那城総合公園（庭球場）  

区分 利用料金 

専用使用 

小・中・高校生 １時間につき 1,000円 

大学生・一般 １時間につき 2,000円 

専用使用以外 

小・中・高校生 １面１時間につき 100円 

大学生・一般 １面１時間につき 200円 

①屋外照明１時間につき１面200円をコート利用料金に加算する。 

②与那城庭球場及び喜屋武マーブ公園庭球場を専用使用する場合は、上記専用使用の利用料金に１００分の２５を  
乗じた額を徴収する。 

 

（2）うるま市石川庭球場 

区分 利用料金 

専用使用 

小・中・高校生 １時間につき 400円 

大学生・一般 １時間につき 800円 

専用使用以外 

小・中・高校生 １面１時間につき 100円 

大学生・一般 １面１時間につき 200円 

屋外照明１時間につき１面200円をコート利用料金に加算する。 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  

 

 

 

 

 

ううるるまま市市石石川川ププーールル  

区分 利用料金 

専用使用 

アマチュアスポーツ等に 
利用する場合 

25mプール 2時間につき 4,000円 

幼児用プール 〃 2,000円 

使用者が入場者から 
入場料を徴収する場合 

25mプール 〃 8,000円 

幼児用プール 〃 4,000円 

2時間を超える使用又は50人以上で使用する場合は、1時間につき1,000円を衛生費として加算する。 

専用使用以外 

幼児 

25mプール及び 
幼児用プール 

1人2時間につき 50円 

小中学生 〃 100円 

高校生 〃 150円 

大人 〃 200円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
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ううるるまま市市与与那那城城総総合合公公園園（（陸陸上上競競技技場場、、多多目目的的広広場場））  

区分 利用料金 

スポーツ及びレクリエーシ
ョンの普及並びに振興又は
催物のために使用する場合 

使用者が入場者から入場料、会費等を  
徴収しない場合 

1時間につき 250円 

使用者が入場者から入場料、会費等を  
徴収する場合 

1時間につき 2,500円 

附属用備品使用 競技用備品 
団体で使用する場合 施設利用料金に含まれる。 

個人で使用する場合 備品1点につき 50円 

照明施設使用 
全点灯 1時間につき  1,600円 

1/2点灯 1時間につき  800円 

附属施設使用 

シャワー 1人1回につき 100円 

放送設備 1日1回につき 1,000円 

トレーニング室 1人1回につき 100円 

衛生費 
興行 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  

 

 

 

 

 

 

 

 



資
料
編

− 166 −

ううるるまま市市与与那那城城総総合合公公園園（（陸陸上上競競技技場場、、多多目目的的広広場場））  

区分 利用料金 

スポーツ及びレクリエーシ
ョンの普及並びに振興又は
催物のために使用する場合 

使用者が入場者から入場料、会費等を  
徴収しない場合 

1時間につき 250円 

使用者が入場者から入場料、会費等を  
徴収する場合 

1時間につき 2,500円 

附属用備品使用 競技用備品 
団体で使用する場合 施設利用料金に含まれる。 

個人で使用する場合 備品1点につき 50円 

照明施設使用 
全点灯 1時間につき  1,600円 

1/2点灯 1時間につき  800円 

附属施設使用 

シャワー 1人1回につき 100円 

放送設備 1日1回につき 1,000円 

トレーニング室 1人1回につき 100円 

衛生費 
興行 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

ううるるまま市市与与那那城城総総合合公公園園（（多多種種目目球球技技場場））・・ううるるまま市市勝勝連連総総合合ググララウウンンドド  

区分 利用料金 

スポーツ及びレクリ
エーションの普及並
びに振興又は催物の
ために使用する場合 

使用者が入場者から 
入場料、会費等を 
徴収しない場合 

小・中・高校生 １時間につき 250円 

大学生・一般 １時間につき 500円 

職業チーム １時間につき 2,000円 

その他の興行 １時間につき 2,000円 

使用者が入場者から 
入場料、会費等を 
徴収する場合 

小・中・高校生 １時間につき 650円 

大学生・一般 １時間につき 900円 

職業チーム 入場料を徴収しない場合の料金で計算して得た額に、
最高入場料額（税込）に100を乗じて得た額を加算 
する。 その他の興行 

照明施設使用 
与那城 

野球用点灯 １時間につき 3,000円 

サッカー用点灯 １時間につき 2,000円 

勝連総合グラウンド照明を使用する場合の料金は、１時間当たり1,200円とする。 

附属備品使用 専用使用の場合は、附属備品等の料金は施設利用料金に含む。  

衛生費 

興行 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  
に応じ超過利用料金を徴収する。  

３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  
利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  

４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  
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ううるるまま市市具具志志川川ドドーームム  

専用使用 

区分 利用料金 

スポーツ及びレク
リエーションの普
及並びに振興又は
催物のために使用
する場合 

入場料、会費等
を徴収しない
場合 

小・中・高校生 1時間につき 400円 

大学生・一般 1時間につき 800円 

職業チーム 
1時間につき 2,000円 

その他の興行 

入場料を徴収
する場合 

小・中・高校生 1時間につき 800円 

大学生・一般 1時間につき 1,300円 

職業チーム 入場料を徴収しない場合の料金で計算して  
得た額に、最高入場料額（税込）に100を 
乗じて得た額を加算する。 その他の興行 

練習の場合 

小・中・高校生 1時間につき 400円 

大学生・一般 1時間につき 800円 

職業チーム 1時間につき 2,000円 

専用使用 
以外 

野球・ソフトボール 
小・中・高校生 1時間につき 200円 

大学生・一般 1時間につき 400円 

フットサル・ハンドボール 
小・中・高校生 1時間につき 200円 

大学生・一般 1時間につき 400円 

テニス・ゲートボール 
小・中・高校生 1時間につき 100円 

大学生・一般 1時間につき 200円 

相撲場 
小・中・高校生 1時間につき 200円 

大学生・一般 1時間につき 400円 

ジョギング 1時間につき 100円 

照明施設使用 
点灯の割合 100％ 75％ 50％ 25％ 

1時間につき 2,400円 1,800円 1,200円 600円 

附属施設使用 

放送設備 1時間につき 200円 

会議室 1時間につき 150円 
クーラー利用は1時間につき300円加算 

シャワー室 1人1回につき 100円 

衛生費 
興行、その他 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。
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ううるるまま市市具具志志川川ドドーームム  

専用使用 

区分 利用料金 

スポーツ及びレク
リエーションの普
及並びに振興又は
催物のために使用
する場合 

入場料、会費等
を徴収しない
場合 

小・中・高校生 1時間につき 400円 

大学生・一般 1時間につき 800円 

職業チーム 
1時間につき 2,000円 

その他の興行 

入場料を徴収
する場合 

小・中・高校生 1時間につき 800円 

大学生・一般 1時間につき 1,300円 

職業チーム 入場料を徴収しない場合の料金で計算して  
得た額に、最高入場料額（税込）に100を 
乗じて得た額を加算する。 その他の興行 

練習の場合 

小・中・高校生 1時間につき 400円 

大学生・一般 1時間につき 800円 

職業チーム 1時間につき 2,000円 

専用使用 
以外 

野球・ソフトボール 
小・中・高校生 1時間につき 200円 

大学生・一般 1時間につき 400円 

フットサル・ハンドボール 
小・中・高校生 1時間につき 200円 

大学生・一般 1時間につき 400円 

テニス・ゲートボール 
小・中・高校生 1時間につき 100円 

大学生・一般 1時間につき 200円 

相撲場 
小・中・高校生 1時間につき 200円 

大学生・一般 1時間につき 400円 

ジョギング 1時間につき 100円 

照明施設使用 
点灯の割合 100％ 75％ 50％ 25％ 

1時間につき 2,400円 1,800円 1,200円 600円 

附属施設使用 

放送設備 1時間につき 200円 

会議室 1時間につき 150円 
クーラー利用は1時間につき300円加算 

シャワー室 1人1回につき 100円 

衛生費 
興行、その他 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）  

に応じ超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の  

利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。

ううるるまま市市具具志志川川多多種種目目球球技技場場  

区分 利用料金 

スポーツ及び
レクリエーシ
ョンの普及並
びに振興又は
催物のために
使用する場合 

使用者が入場者
から入場料、会費
等を徴収しない
場合 

小・中・高校生 １時間につき 380円 

大学生・一般 １時間につき 750円 

職業チーム １時間につき 3,000円 

その他の興行 １時間につき 3,000円 

使用者が入場者
から入場料会費
等を徴収する 
場合 

小・中・高校生 １時間につき 980円 

大学生・一般 １時間につき 1,350円 

職業チーム 入場料を徴収しない場合の料金で計算して得た額に、  
最高入場料額（税込）に100を乗じて得た額を加算する。 その他の興行 

附属施設使用 

会議室 

小・中・高校生 1時間につき 240円 

大学生・一般 1時間につき 430円 

職業チーム 1時間につき 650円 

キャンプ・合宿等 1時間につき 1,300円 

ロッカールーム 

小・中・高校生 1時間につき 240円 

大学生・一般 1時間につき 470円 

職業チーム 1時間につき 650円 

キャンプ・合宿等 1時間につき 1,420円 

審判室 1室1時間につき 150円 

冷房使用 1室1時間につき 100円 

シャワー室 
1人当たり 100円 

1団体1室当たり 1,000円 

放送設備 1日当たり 1,000円 

照明設備使用 
野球用点灯 1時間につき 2,500円 

サッカー用点灯 1時間につき 3,000円 

附属備品使用 専用使用の場合は、附属備品等の料金は施設利用料金含む。  

衛生費 
興行 1時間につき 2,500円 

大会 1時間につき 400円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  使用許可時間を超えて使用した場合は、その超過した時間（１時間未満は１時間とみなす。）に応じ  

超過利用料金を徴収する。  
３  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する場合の利用  

料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
４  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
５  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する
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ううるるまま市市勝勝連連BB＆＆GG海海洋洋セセンンタターー  

（1）体育館等利用料金 

種類 団体（10人以上） 個人 

 

 

 

 

 

 

午前9時から 
午後1時まで 

 
午後1時から 
午後6時まで 

 
午後6時から 
午後9時まで 

照明料 
（1時間当たり） 

 
午前9時から 
午後1時まで 

 
午後1時から 
午後6時まで 

 
午後6時から 
午後9時まで 

照明料 
（1時間当たり） 

全面 1,000円 300円 小・中・高校 50円 20円 

半面 500円 200円 大学生・一般 100円 20円 

更衣ロッカー 10円   更衣ロッカー 10円   

 

（2）プール利用料金 

 午前9時から午後1時まで 

午後1時から午後6時まで 

午後6時から午後9時まで 

照明料（1回当たり） 

小・中・高校生 100円 50円 

大学生・一般 150円 50円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する  

場合の利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
３  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
４  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時間 

区分 

時間 

区分 

（1 回） （1 回） 

時間 

区分 
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ううるるまま市市勝勝連連BB＆＆GG海海洋洋セセンンタターー  

（1）体育館等利用料金 

種類 団体（10人以上） 個人 

 

 

 

 

 

 

午前9時から 
午後1時まで 

 
午後1時から 
午後6時まで 

 
午後6時から 
午後9時まで 

照明料 
（1時間当たり） 

 
午前9時から 
午後1時まで 

 
午後1時から 
午後6時まで 

 
午後6時から 
午後9時まで 

照明料 
（1時間当たり） 

全面 1,000円 300円 小・中・高校 50円 20円 

半面 500円 200円 大学生・一般 100円 20円 

更衣ロッカー 10円   更衣ロッカー 10円   

 

（2）プール利用料金 

 午前9時から午後1時まで 

午後1時から午後6時まで 

午後6時から午後9時まで 

照明料（1回当たり） 

小・中・高校生 100円 50円 

大学生・一般 150円 50円 

備考  
１  使用するための準備及び原状回復に要する時間は、使用時間に含むものとする。  
２  市民（本市に居住する者及び本市に事務所を有する団体をいう。）以外のものが使用する  

場合の利用料金は、この表に定める利用料金の100分の50に相当する金額を加算する。  
３  利用料金の計算において、10円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てる。  
４  就学前の者が利用する場合は、「小・中・高校生」の区分により利用料金を徴収する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時間 

区分 

時間 

区分 

（1 回） （1 回） 

時間 

区分 

 

22  学学校校施施設設使使用用料料  

 

学校体育施設開放事業の使用料は、うるま市立学校施設等使用料に関する条例(平成17年 
うるま市条例第68号)を準用するものとし、使用時間は1時間単位、体育館使用面積は、  
半コート単位に区分し算出します。  

 

区   分 使 用 料 

施  設 使用者 20：00～22：00 ※1時間あたり 備 考 

体育館 団  体 400円 半コート分 

運動場 

団  体 200円   

照明使用1時間につき 

使用基数 1基 2基 3基 4基 5基 6基 

使用料金 150円 300円 450円 600円 750円 900円 
 
 

３３  ううるるまま市市立立公公民民館館使使用用料料  
 

使用場所(室) 項 目 

市 内 市 外 

平 日 
9:00～17:00 

平 日 
17:00～22:00 

土曜日 

平 日 
9:00～17:00 

平 日 
17:00～22:00 

土曜日 

ホール 

(一般集会) 

1時間につき 
1,000円 1,500円 1,500円 2,200円 

(宴 会) 

1時間につき 
2,000円 3,000円 3,000円 4,500円 

(冷房使用料) 

1時間につき 
1,000円 1,000円 1,500円 1,500円 

調理室 

1時間につき 700円 1,000円 1,000円 1,500円 

(冷房使用料) 

1時間につき 
500円 500円 750円 750円 

研修室 
その他 

1時間につき 500円 750円 750円 1,100円 

(冷房使用料) 

1時間につき 
500円 500円 750円 750円 
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４４  生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーゆゆららててくく施施設設使使用用料料  

11..  施施設設使使用用料料（（11時時間間単単位位））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２..  施施設設設設備備・・備備品品使使用用料料（（11時時間間単単位位））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 
使用時間帯 

冷房 
9：00～17：00 17：00～22：00 

１ 

階 

多目的ホール 1,000円 1,500円 1,000円 

多目的ホール(土日祝日） 1,500円 1,500円 1,000円 

楽屋１・２ 200円 300円 200円 

音楽室１ 500円 750円 500円 

音楽室２・３ 300円 450円 300円 

研修室１ 500円 750円 500円 

研修室２・３ 400円 600円 400円 

研修室４ 300円 450円 300円 

創作活動室 500円 750円 500円 

ブラウジングコーナー 500円 750円 － 

コモンズ１ 1,000円 1,500円 － 

コモンズ２・３ 300円 450円 － 

コモンズ４ 400円 600円 － 

２ 

階 

研修室５ 400円 600円 400円 

軽音楽室 400円 600円 400円 

調理室 700円 1,050円 500円 

多目的室 300円 450円 300円 

和室 500円 750円 500円 

コモンズ５・６・７ 200円 300円 － 

 
ライブエリア１ 500円 750円 － 

ライブエリア２・３・４ 300円 450円 － 

中庭 500円 750円 － 

 ※市外の者が使用する時の使用料は、上記の 1.5 倍（10 円未満の端数は切り捨て）  
※イベント等で入場料が発生する場合は、上記の 2 倍 

種類 単位 使用料 

ホール舞台照明設備 1 日 4,000 円 
ホール舞台音響設備 1 日 2,000 円 
ホール映像設備 1 日 2,000 円 
グランドピアノ 1 日 1,000 円 
音楽録音機器 1 日 1,000 円 
ドラムセット 1 日 500 円 

陶芸釜(燃料込み) 3 時間 2,000 円 
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４４  生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターーゆゆららててくく施施設設使使用用料料  

11..  施施設設使使用用料料（（11時時間間単単位位））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２..  施施設設設設備備・・備備品品使使用用料料（（11時時間間単単位位））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 
使用時間帯 

冷房 
9：00～17：00 17：00～22：00 

１ 

階 

多目的ホール 1,000円 1,500円 1,000円 

多目的ホール(土日祝日） 1,500円 1,500円 1,000円 

楽屋１・２ 200円 300円 200円 

音楽室１ 500円 750円 500円 

音楽室２・３ 300円 450円 300円 

研修室１ 500円 750円 500円 

研修室２・３ 400円 600円 400円 

研修室４ 300円 450円 300円 

創作活動室 500円 750円 500円 

ブラウジングコーナー 500円 750円 － 

コモンズ１ 1,000円 1,500円 － 

コモンズ２・３ 300円 450円 － 

コモンズ４ 400円 600円 － 

２ 

階 

研修室５ 400円 600円 400円 

軽音楽室 400円 600円 400円 

調理室 700円 1,050円 500円 

多目的室 300円 450円 300円 

和室 500円 750円 500円 

コモンズ５・６・７ 200円 300円 － 

 
ライブエリア１ 500円 750円 － 

ライブエリア２・３・４ 300円 450円 － 

中庭 500円 750円 － 

 ※市外の者が使用する時の使用料は、上記の 1.5 倍（10 円未満の端数は切り捨て）  
※イベント等で入場料が発生する場合は、上記の 2 倍 

種類 単位 使用料 

ホール舞台照明設備 1 日 4,000 円 
ホール舞台音響設備 1 日 2,000 円 
ホール映像設備 1 日 2,000 円 
グランドピアノ 1 日 1,000 円 
音楽録音機器 1 日 1,000 円 
ドラムセット 1 日 500 円 

陶芸釜(燃料込み) 3 時間 2,000 円 
 

 

５５  ううるるまま市市民民芸芸術術劇劇場場施施設設使使用用料料  

11..  響響ホホーールル施施設設使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22..  燈燈ホホーールル施施設設使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 

料 金 

午 前 午 後 夜 間 昼 間 昼夜間 全 日 

9時～12時 13時～17時 18時～22時 9時～17時 13時～22時 9時～22時 

入場料を徴収 
しない場合 

平 日 7,200 14,800 18,200 21,000 31,200 36,400 

土・日・祝祭日 9,400 19,400 23,600 27,400 40,400 47,200 

入

場

料

を

徴

収

す

る

場

合 

1,000円未満 
平 日 9,400 19,400 23,600 27,400 40,400 47,200 

土・日・祝祭日 12,200 25,000 30,600 35,400 52,600 61,200 

1,000円以上

2,000円未満 

平 日 11,600 23,800 29,000 33,600 49,800 58,200 

土・日・祝祭日 14,800 30,400 37,200 43,000 63,800 74,400 

2,000円以上

3,000円未満 

平 日 16,200 30,800 38,800 45,600 66,600 77,600 

土・日・祝祭日 19,800 40,800 50,000 58,000 86,000 100,000 

3,000円以上 
平 日 17,000 34,800 42,600 49,400 73,200 85,200 

土・日・祝祭日 21,800 44,800 54,600 63,200 94,000 110,000 

 

区 分 

料 金 

午 前 午 後 夜 間 昼 間 昼夜間 全 日 

9時～12時 13時～17時 18時～22時 9時～17時 13時～22時 9時～22時 

入場料を徴収 
しない場合 

平 日 3,600 7,400 9,100 10,500 15,600 18,200 

土・日・祝祭日 4,700 9,700 11,800 13,700 20,200 23,600 

入

場

料

を

徴

収

す

る

場

合 

1,000円未満 
平 日 4,700 9,700 11,800 13,700 20,200 23,600 

土・日・祝祭日 6,100 12,500 15,300 17,700 26,300 30,600 

1,000円以上

2,000円未満 

平 日 5,800 11,900 14,500 16,800 24,900 29,100 

土・日・祝祭日 7,400 15,200 18,600 21,500 31,900 37,200 

2,000円以上

3,000円未満 

平 日 8,100 15,400 19,400 22,800 33,300 38,900 

土・日・祝祭日 9,900 20,400 25,000 29,000 43,000 50,000 

3,000円以上 
平 日 8,500 17,400 21,300 24,700 36,600 42,600 

土・日・祝祭日 10,900 22,400 27,300 31,600 47,000 55,000 

 

単位：円 

単位：円 
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33..  リリハハーーササルル室室使使用用料料  

 
 
 
 

44..  附附属属設設備備使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 

55..  冷冷房房料料金金  

 
 
 
 
 
 
 
 

66..  そそのの他他  

1 「入場料」とは、入場料、会費、会場整理費その他名称のいかんを問わず、入場者から金銭
を徴収するものをいう。 

2 利用時間を超過して利用する場合は、1時間(30分未満は切り捨て、30分以上は 1時間とみ
なす。)を限度とし、次の使用料を徴収する。  
(1) 12時から 13時までの 1時間については、午前使用料の 3分の 1の額 
(2) 17時から 18時までの 1時間については、午後使用料の 4分の 1の額 
(3) 22時から 23時までの 1時間については、夜間使用料の 4分の 1の額 

3 使用料の算定において、100 円未満の端数が生じたときは、これを切り上げる。  

4 商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似する行為を目的として利用する場合の使用料は、
入場料を徴収する場合の 3,000 円以上の使用料区分欄を適用する。 

 
 

リハーサル室使用料 1時間につき 300円 

 

種 別 単 位 使用料 

舞台道具 1回1点につき 7,000円以内で市長が定める額 

音響器具 1回1点につき 8,000円以内で市長が定める額 
照明器具 1回1点につき 2,000円以内で市長が定める額 

その他 1回1点につき 10,000円以内で市長が定める額 

 

区 分 単 位 使用料 

⑴ 響ホール 1時間につき 4,000円 

⑵ 燈ホール 1時間につき 2,000円 

⑶ リハーサル室 1時間につき 500円 
  ※ 舞台のみの場合は、⑴または⑵の 4 分の 1 の額 
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33..  リリハハーーササルル室室使使用用料料  

 
 
 
 

44..  附附属属設設備備使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 

55..  冷冷房房料料金金  

 
 
 
 
 
 
 
 

66..  そそのの他他  

1 「入場料」とは、入場料、会費、会場整理費その他名称のいかんを問わず、入場者から金銭
を徴収するものをいう。 

2 利用時間を超過して利用する場合は、1時間(30 分未満は切り捨て、30分以上は 1時間とみ
なす。)を限度とし、次の使用料を徴収する。  
(1) 12時から 13時までの 1時間については、午前使用料の 3分の 1の額 
(2) 17時から 18時までの 1時間については、午後使用料の 4分の 1の額 
(3) 22時から 23時までの 1時間については、夜間使用料の 4分の 1の額 

3 使用料の算定において、100 円未満の端数が生じたときは、これを切り上げる。  

4 商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似する行為を目的として利用する場合の使用料は、
入場料を徴収する場合の 3,000 円以上の使用料区分欄を適用する。 

 
 

リハーサル室使用料 1時間につき 300円 

 

種 別 単 位 使用料 

舞台道具 1回1点につき 7,000円以内で市長が定める額 

音響器具 1回1点につき 8,000円以内で市長が定める額 
照明器具 1回1点につき 2,000円以内で市長が定める額 

その他 1回1点につき 10,000円以内で市長が定める額 

 

区 分 単 位 使用料 

⑴ 響ホール 1時間につき 4,000円 

⑵ 燈ホール 1時間につき 2,000円 

⑶ リハーサル室 1時間につき 500円 
  ※ 舞台のみの場合は、⑴または⑵の 4 分の 1 の額 

 

６６  石石川川会会館館施施設設使使用用料料  

11..  施施設設使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

区 分 

料 金 

午 前 午 後 夜 間 昼 間 昼夜間 全 日 

9時～12時 
13時～17

時 

18時～22

時 
9時～17時 

13時～22

時 
9時～22時 

大
ホ
ー
ル
（
そ
の
他
の
室
を
含
む
） 

入場料を徴収 
しない場合 

平 日 8,300 16,600 23,000 25,300 40,700 42,000 

土・日・祝祭日 11,000 22,000 28,000 33,000 49,000 55,000 

入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合 

1,000円 

未満 

平 日 11,000 22,000 28,000 33,000 49,000 55,000 

土・日・祝祭日 14,500 29,000 34,000 43,000 59,000 72,000 

1,000円 
以上 

2,000円 
未満 

平 日 16,000 31,000 37,000 45,000 66,000 77,000 

土・日・祝祭日 19,000 39,000 48,000 57,000 81,000 96,000 

2,000円 
以上 

3,000円 
未満 

平 日 17,000 34,000 40,000 49,000 72,000 83,000 

土・日・祝祭日 21,000 42,000 51,000 62,000 88,000 103,000 

3,000円 
以上 

平 日 22,000 45,000 55,000 65,000 94,000 110,000 

土・日・祝祭日 29,000 57,000 74,000 83,000 127,000 148,000 

そ
の
他
の
室
の
み
を
使
用
す
る
と
き 

研修室(一階) 500 800 1,200 1,200 1,700 2,200 

研修室(二階) 500 800 1,200 1,200 1,700 2,200 

主催者控室 500 600 1,000 1,000 1,500 2,000 

リハーサル室 800 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 

準備及び練習のために 
使用するとき 当該基本料金の5割 

ホワイエのみ使用するとき 当該基本料金の5割 

 

 単位：円 
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22..  附附属属設設備備使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

33..  冷冷房房料料金金  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

44..  そそのの他他  

1 使用料を超過して利用する場合、1 時間(30 分未満は切り捨て、30 分以上は 1 時間とみな
す)を限度とし、次の使用料を徴収する。  
⑴ 12～13時までの 1 時間については 午前使用料の 3分の 1 額 
⑵ 17～18時までの 1 時間については 午後使用料の 4分の 1 額 
⑶ 22～23時までの 1 時間については 夜間使用料の 4分の 1 額 

 2 商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似する行為を目的として使用する場合の使用料は、
次のとおりとする。 
・大ホール 入場料を徴収する場合の 3,000 円以上の使用料区分欄を適用する。  

 3 使用料の算定において、100円未満の端数が生じたときはこれを切り上げる。  
 
 
 
 
 
 
 

種 別 単 位 使用料 

舞台道具 1回1点につき 2,500円以内で市長が定める額 

音響器具 1回1点につき 2,800円以内で市長が定める額 

照明器具 1回1点につき 2,500円以内で市長が定める額 

映写機 1回1点につき 3,000円以内で市長が定める額 

ピアノ 1回1点につき 5,200円以内で市長が定める額 

その他 1回1点につき 1,000円以内で市長が定める額 

 

区 分 単 位 使用料 

大ホール 1時間につき 7,000円 

研修室(2階のみ) 1時間につき 200円 

主催者控え室 1時間につき 150円 

リハーサル室 1時間につき 250円 

ホワイエ 1時間につき 1,200円 
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22..  附附属属設設備備使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

33..  冷冷房房料料金金  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

44..  そそのの他他  

1 使用料を超過して利用する場合、1 時間(30 分未満は切り捨て、30 分以上は 1 時間とみな
す)を限度とし、次の使用料を徴収する。  
⑴ 12～13時までの 1 時間については 午前使用料の 3分の 1 額 
⑵ 17～18時までの 1 時間については 午後使用料の 4分の 1 額 
⑶ 22～23時までの 1 時間については 夜間使用料の 4分の 1 額 

 2 商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似する行為を目的として使用する場合の使用料は、
次のとおりとする。 
・大ホール 入場料を徴収する場合の 3,000 円以上の使用料区分欄を適用する。  

 3 使用料の算定において、100円未満の端数が生じたときはこれを切り上げる。  
 
 
 
 
 
 
 

種 別 単 位 使用料 

舞台道具 1回1点につき 2,500円以内で市長が定める額 

音響器具 1回1点につき 2,800円以内で市長が定める額 

照明器具 1回1点につき 2,500円以内で市長が定める額 

映写機 1回1点につき 3,000円以内で市長が定める額 

ピアノ 1回1点につき 5,200円以内で市長が定める額 

その他 1回1点につき 1,000円以内で市長が定める額 

 

区 分 単 位 使用料 

大ホール 1時間につき 7,000円 

研修室(2階のみ) 1時間につき 200円 

主催者控え室 1時間につき 150円 

リハーサル室 1時間につき 250円 

ホワイエ 1時間につき 1,200円 

 

 

７７  ききむむたたかかホホーールル施施設設使使用用料料  

１１..  施施設設使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２..  そそのの他他のの施施設設使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 

料 金 

午 前 午 後 夜 間 昼 間 昼夜間 全 日 

9時～12時 13時～17時 18時～22時 9時～17時 13時～22時 9時～22時 

入場料を徴収 
しない場合 

平 日 8,000 16,000 20,000 21,600 32,400 37,400 

土・日・祝祭日 10,400 20,800 26,000 28,100 42,200 48,700 

入

場

料

を

徴

収

す

る

場

合 

1,000円未満 
平 日 10,400 20,800 26,000 28,100 42,200 48,700 

土・日・祝祭日 13,600 27,200 34,000 36,800 55,100 63,600 

1,000円以上

2,000円未満 

平 日 12,500 25,000 31,300 33,800 50,700 58,500 

土・日・祝祭日 16,300 32,600 40,800 44,100 66,100 76,300 

2,000円以上

3,000円未満 

平 日 15,000 30,000 37,500 40,500 60,800 70,200 

土・日・祝祭日 19,500 39,000 48,800 52,700 79,100 91,300 

3,000円以上 
平 日 18,000 36,000 45,000 48,600 72,900 84,200 

土・日・祝祭日 23,400 46,800 58,500 63,200 94,800 109,400 

本番の日以外に準備及び 
練習のため使用する場合 

当該基本使用料の5割 

 

区 分 

料 金 

午 前 午 後 夜 間 昼 間 昼夜間 全 日 

9時～12時 13時～17時 18時～22時 9時～17時 13時～22時 9時～22時 

きむたかホール 

リハーサル室 600 1,100 1,400 1,600 2,300 2,700 

ラウンジ 300 550 700 800 1,150 1,350 

ギャラリー １日につき2,000円 

 

 単位：円 

 単位：円 
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３３..  附附属属設設備備使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４４..  冷冷房房料料金金  

 
 
 
 
 
 

５５..  そそのの他他  

1 「平日」とは月曜日から金曜日までをいう。(2 に規定する祝祭日を除く。) 
2 「祝祭日」とは国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に規定する休日及び 6

月 23日(慰霊の日)をいう。 
3 施設使用料は楽屋等の附帯設備を含む。  
4 「入場料」とは入場料・会費・会場整理費その他名称のいかんを問わず入場の対価として
徴収するものをいう。  

5 使用時間を経過して使用する場合は 1 時間(30 分未満は切り捨て、30 分以上は 1 時間と
みなす。)を限度とし、次の使用料を徴収する。 

(1) 12時から 13時までの 1時間については、午前使用料の 3分の 1の額 
(2) 17時から 18時までの 1時間については、午後使用料の 4分の 1の額 
(3) 22時から 23時までの 1時間については、夜間使用料の 4分の 1の額 

6 使用料の算定において 100 円未満の端数が生じるときはこれを切り上げる。  
7 商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似する行為を目的として使用する場合の施設使用
料は、次のとおりとする。  
(1) きむたかホール 
入場料を徴収する場合の 3,000 円以上の使用料区分を適用する。  

(2) リハーサル室 
当該使用料の 20割額 

区 分 単 位 使用料 

きむたかホール 1時間につき 3,500円 

リハーサル室のみの使用 1時間につき 1,000円 
 

種 別 単 位 使用料 

舞台設備 1回1点につき 2,000円以内 

楽 器 1回1点につき 8,000円以内 

音響設備 1回1点につき 2,000円以内 

照明設備 1回1点につき 2,000円以内 

ビデオプロジェクターシステム 1回1点につき 2,000円以内 

スクリーン 1回1点につき 1,000円以内 

電 源 1回1点につき 200円以内 
 



 

３３..  附附属属設設備備使使用用料料  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４４..  冷冷房房料料金金  

 
 
 
 
 
 

５５..  そそのの他他  

1 「平日」とは月曜日から金曜日までをいう。(2 に規定する祝祭日を除く。) 
2 「祝祭日」とは国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に規定する休日及び 6

月 23日(慰霊の日)をいう。 
3 施設使用料は楽屋等の附帯設備を含む。  
4 「入場料」とは入場料・会費・会場整理費その他名称のいかんを問わず入場の対価として
徴収するものをいう。  

5 使用時間を経過して使用する場合は 1 時間(30 分未満は切り捨て、30 分以上は 1 時間と
みなす。)を限度とし、次の使用料を徴収する。 

(1) 12時から 13時までの 1時間については、午前使用料の 3分の 1の額 
(2) 17時から 18時までの 1時間については、午後使用料の 4分の 1の額 
(3) 22時から 23時までの 1時間については、夜間使用料の 4分の 1の額 

6 使用料の算定において 100 円未満の端数が生じるときはこれを切り上げる。  
7 商業宣伝若しくは営利又はこれらに類似する行為を目的として使用する場合の施設使用
料は、次のとおりとする。  
(1) きむたかホール 
入場料を徴収する場合の 3,000 円以上の使用料区分を適用する。  

(2) リハーサル室 
当該使用料の 20割額 

区 分 単 位 使用料 

きむたかホール 1時間につき 3,500円 

リハーサル室のみの使用 1時間につき 1,000円 
 

種 別 単 位 使用料 

舞台設備 1回1点につき 2,000円以内 

楽 器 1回1点につき 8,000円以内 

音響設備 1回1点につき 2,000円以内 

照明設備 1回1点につき 2,000円以内 

ビデオプロジェクターシステム 1回1点につき 2,000円以内 

スクリーン 1回1点につき 1,000円以内 

電 源 1回1点につき 200円以内 
 

 

 
  資資料料編編４４  学学校校・・教教育育機機関関  

 
 

１１  市市教教育育委委員員会会事事務務局局・・教教育育機機関関  電電話話番番号号等等一一覧覧  
２２  市市教教育育委委員員会会そそのの他他のの公公のの施施設設  電電話話番番号号等等一一覧覧  
３３  ううるるまま市市立立幼幼稚稚園園・・小小学学校校・・中中学学校校一一覧覧  
４４  令令和和 44年年度度ううるるまま市市立立学学校校在在籍籍一一覧覧表表((小小学学校校・・中中学学校校))  
５５  令令和和 44年年度度ううるるまま市市教教育育委委員員会会・・関関係係団団体体等等  行行事事予予定定表表  
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１１  市市教教育育委委員員会会事事務務局局・・教教育育機機関関  電電話話番番号号等等一一覧覧  

1．市教育委員会事務局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．市教育機関等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社社会会教教育育部部  

 

教育総務課 うるま市みどり町一丁目 1番 1号 西棟 3階 TEL:923-7111 FAX:923-7145 

教育施設課 〃 TEL:923-7166 FAX:923-7142 

文化財課 〃 TEL:923-7182 FAX:923-7674 

市史編さん係(中央図書館内） うるま市字平良川 128番地 TEL:973-9394 FAX:974-7098 

生涯学習スポーツ振興課 うるま市字大田 514番地 TEL:989-3110 FAX:989-3112 

学学校校教教育育部部  

 
学務課 うるま市みどり町一丁目 1番 1号 西棟 3階 TEL:923-2159 FAX:923-7142 

学校教育課 〃 TEL:923-7120 FAX:923-7142 

 

社社会会教教育育部部  

 

生涯学習文化振興センター 

 

ゆらてく(学び支援係、文化振興係) うるま市字仲嶺 187番地 TEL:988-5508 FAX:988-5504 
石川地区公民館(〃) うるま市石川曙 2-1-52 TEL:964-3433 FAX:964-3467 
勝連地区公民館(〃) うるま市勝連平安名 3047番地 TEL:978-7194 FAX:978-2247 
与那城地区公民館(〃) うるま市与那城屋慶名 467番地 4 TEL:978-6836 FAX:978-6836 

うるま市立図書館 

 
中央図書館 うるま市字平良川 128番地 TEL:974-1112 FAX:974-3505 
石川図書館 うるま市石川曙 2-1-55 TEL:964-5166 FAX:964-5608 
勝連図書館 うるま市勝連平安名 3047番地 TEL:978-4321 FAX:978-4075 

うるま市立資料館 

 
石川歴史民俗資料館 うるま市石川曙 2-1-55 TEL:965-3866 FAX:965-3866 
与那城歴史民俗資料館 うるま市与那城中央 1番地 TEL:978-3149 FAX:978-8747 
海の文化資料館 うるま市与那城屋平 4番地 TEL:978-8831 FAX:978-8841 

学学校校教教育育部部  

 

うるま市教育支援センター うるま市みどり町一丁目 1番 1号 西棟 3階 TEL:923-7158 FAX:923-7145 

 
石川地区相談室「ふたば」 うるま市石川赤崎 2-20-1 1階 TEL:965-5631 － 
具志川・与勝地区相談室「ふたば」 うるま市与那城屋慶名 467番地 4  2階 TEL:989-9127 FAX:989-9134 
適応指導教室「さわやか学級」 うるま市与那城屋慶名 467番地 4  2階 TEL:989-9128 FAX:989-9134 

うるま市立学校給食センター 

 

第一調理場 うるま市字田場 709-1 TEL:973-1111 FAX:973-1148 
第二調理場 うるま市字田場 850 TEL:973-1112 FAX:973-1303 
石川学校給食センター うるま市石川赤崎 1-3-2 TEL:965-3130 FAX:965-3282 
勝連学校給食センター うるま市勝連平敷屋 3821-1 TEL:978-2103 FAX:978-2105 
与那城学校給食センター うるま市与那城屋慶名 467-7 TEL:978-3528 FAX:978-3529 
与勝学校給食センター うるま市勝連南風原 3616番地 TEL:978-5656 FAX:978-5883 
津堅学校調理場 うるま市勝連津堅 1327番地 TEL:978-2141 FAX:978-1005 
与勝調理場 うるま市与那城饒辺 231 TEL:978-3522 FAX:978-3555 

 

令和 4年 4月現在 

令和 4年 4月現在 
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２２  市市教教育育委委員員会会そそのの他他のの公公のの施施設設  電電話話番番号号等等一一覧覧  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4年 4月現在 

社社会会教教育育部部  

 

生涯学習文化振興センター 

 
うるま市民芸術劇場 うるま市字仲嶺 175番地 TEL:973-4400 FAX:973-4444 

うるま市石川会館 うるま市石川石崎一丁目 1番 TEL:965-5630 FAX:965-5613 

うるま市きむたかホール うるま市勝連平安名 3071番地 TEL:978-2219 FAX:978-2267 

生涯学習スポーツ振興課 ＊経済産業部 観光振興課 補助執行 

 

うるま文化：スポーツパートナーズ 

 

うるま市具志川総合グラウンド うるま市字大田 421番地 

TEL:973-0230 FAX:973-5113 

うるま市具志川総合体育館 うるま市字大田 427番地 

うるま市具志川ドーム うるま市字具志川 2336番地 

うるま市具志川野球場 うるま市字具志川 3500番地 

うるま市具志川庭球場 うるま市字具志川 2249番地 

うるま市喜屋武マーブ公園庭球場 うるま市喜仲四丁目 3番 

うるま市具志川多種目球技場 うるま市字大田 509番地 

 うるま市字大田 427番地 

うるま市具志川ゲートボール場 うるま市字大田 421番地 TEL:973-5383  

うるま市石川体育館 うるま市石川石崎一丁目 2番地 

TEL:965-5121 FAX:965-5122 
エナジックスタジアム石川 
(うるま市石川野球場) 

うるま市石川石崎一丁目 6番 うるま市石川庭球場 

うるま市石川運動場 

うるま市石川プール うるま市石川石崎二丁目 7番 TEL:965-3939 － 

うるま市勝連 B&G海洋センター うるま市勝連平安名 2805番地 
TEL:978-6040 FAX:978-1658 

うるま市勝連総合グラウンド うるま市勝連平安名 2713番地 

USEうるまスペース株式会社 

 

うるま市与那城総合公園 
陸上競技場 

うるま市与那城中央 5番地 TEL:978-1047 FAX:978-1047 

うるま市与那城総合公園 
多目的広場 
うるま市与那城総合公園 
庭球場 
うるま市与那城総合公園 
多種目球技場 

 

※うるま市ゲートボール連合 



資
料
編

− 180 −

２２  市市教教育育委委員員会会そそのの他他のの公公のの施施設設  電電話話番番号号等等一一覧覧  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4年 4月現在 

社社会会教教育育部部  

 

生涯学習文化振興センター 

 
うるま市民芸術劇場 うるま市字仲嶺 175番地 TEL:973-4400 FAX:973-4444 

うるま市石川会館 うるま市石川石崎一丁目 1番 TEL:965-5630 FAX:965-5613 

うるま市きむたかホール うるま市勝連平安名 3071番地 TEL:978-2219 FAX:978-2267 

生涯学習スポーツ振興課 ＊経済産業部 観光振興課 補助執行 

 

うるま文化：スポーツパートナーズ 

 

うるま市具志川総合グラウンド うるま市字大田 421番地 

TEL:973-0230 FAX:973-5113 

うるま市具志川総合体育館 うるま市字大田 427番地 

うるま市具志川ドーム うるま市字具志川 2336番地 

うるま市具志川野球場 うるま市字具志川 3500番地 

うるま市具志川庭球場 うるま市字具志川 2249番地 

うるま市喜屋武マーブ公園庭球場 うるま市喜仲四丁目 3番 

うるま市具志川多種目球技場 うるま市字大田 509番地 

 うるま市字大田 427番地 

うるま市具志川ゲートボール場 うるま市字大田 421番地 TEL:973-5383  

うるま市石川体育館 うるま市石川石崎一丁目 2番地 

TEL:965-5121 FAX:965-5122 
エナジックスタジアム石川 
(うるま市石川野球場) 

うるま市石川石崎一丁目 6番 うるま市石川庭球場 

うるま市石川運動場 

うるま市石川プール うるま市石川石崎二丁目 7番 TEL:965-3939 － 

うるま市勝連 B&G海洋センター うるま市勝連平安名 2805番地 
TEL:978-6040 FAX:978-1658 

うるま市勝連総合グラウンド うるま市勝連平安名 2713番地 

USEうるまスペース株式会社 

 

うるま市与那城総合公園 
陸上競技場 

うるま市与那城中央 5番地 TEL:978-1047 FAX:978-1047 

うるま市与那城総合公園 
多目的広場 
うるま市与那城総合公園 
庭球場 
うるま市与那城総合公園 
多種目球技場 

 

※うるま市ゲートボール連合 

学 校 名 学校TEL 学校FAX 郵便番号 学 校 住 所 校 長 教 頭 創立年月日
1 宮森小学校 964-2077 964-3244 〒904-1106 石川一丁目46番1号 佐 次 田 直 人 島 袋 孝 治 1945年10月21日

2 城前小学校 964-2086 964-3742 〒904-1106 石川400番地 新 城 雅 文 宜 保 康 1945年5月7日

3 伊波小学校 964-2088 964-3745 〒904-1115 石川伊波287番地1 野 原 真 由 美 首 里 良 和 1888年4月1日

4 与那城小学校 978-2221 983-0021 〒904-2304 与那城屋慶名468番地29 幸 喜 徹 辺 土 名 潤 1940年4月1日

5 南原小学校 978-2225 983-0228 〒904-2311 勝連南風原279番地1 新 城 剛 前 徳 守 1946年4月18日

6 勝連小学校 978-2222 978-2253 〒904-2313 勝連内間1173番地 新 垣 桂 前 原 博 光 1882年4月

7 平敷屋小学校 978-2223 978-2254 〒904-2314 勝連平敷屋3850番地 兼 島 栄 富 永 政 一 郎 1969年6月30日

8 津堅小学校 978-2141 978-1005 〒904-2317 勝連津堅1327番地2 田 場 勝 田 場 政 勝 1893年4月

9 川崎小学校 972-3367 972-2804 〒904-2203 川崎117番地 横 田 恵 安 座 間 直 樹 1945年12月22日

10 天願小学校 973-3359 974-7128 〒904-2215 みどり町一丁目8番1号 加 納 貢 金 城 美 雪 1906年4月1日

11 あげな小学校 972-3566 972-2809 〒904-2204 西原151番地 伊 良 波 直 子 屋 宜 英 樹 1958年4月1日

島 袋 弘 文

豊 田 達 雄

13 具志川小学校 973-3536 974-7129 〒904-2223 具志川3133番地 水 流 伸 夫 與 座 朝 明 1882年3月１日

14 兼原小学校 973-3350 974-7143 〒904-2225 喜屋武66番地 銘 苅 豊 仲 本 真 朝 1948年4月2日

15 高江洲小学校 973-3243 982-6059 〒904-2242 高江洲118番地1 平 田 治 子 金 城 睦 男 1913年4月1日

16 中原小学校 973-6810 974-7125 〒904-2243 宮里731番地 大 里 元 児 比 嘉 順 一 1967年4月1日

17 赤道小学校 973-1218 974-7124 〒904-2245 赤道921番地 城 間 修 司 本 山 陽 一 郎 1980年4月1日

18 彩橋小学校 977-8102 983-1017 〒904-2426 与那城平安座8169番地1 仲 村 美 恵 子 横 田 正 2012年4月1日

1 石川中学校 964-2087 964-4044 〒904-1106 石川440番地1 山 内 ひ と み 山 本 耕 司 1948年4月8日

2 伊波中学校 965-3384 964-5059 〒904-1111 石川東恩納978番地1 仲 宗 根 政 人 武 原 義 也 1985年4月1日

3 津堅中学校 978-2141 978-1005 〒904-2317 勝連津堅1327番地2 田 場 勝 田 場 政 勝 1893年4月

4 与勝中学校 978-2220 978-8211 〒904-2311 勝連南風原3615番地 盛 小 根 完 當 銘 剛 1958年4月1日

5 与勝第二中学校 978-2648 978-2638 〒904-2307 与那城饒辺153番地1 與 志 平 洋 子 友 寄 美 奈 子 1972年4月1日

6 あげな中学校 972-3276 972-2784 〒904-2214 安慶名二丁目18番37号 島 袋 勝 範 伊 波 究 1962年1月1日

7 具志川中学校 973-3355 982-6104 〒904-2225 喜屋武591番地 大 舛 勝 彦 仲 村 正 樹 1948年4月1日

8 高江洲中学校 973-3207 974-7104 〒904-2233 豊原769番地 松 堂 弘 政 山 本 薫 1960年4月1日

9 具志川東中学校 973-1212 974-7154 〒904-2223 具志川2803番地 與 那 嶺 剛 堤 正 代 1981年4月1日

10 彩橋中学校 977-8102 983-1017 〒904-2426 与那城平安座8169番地1 仲 村 美 恵 子 横 田 正 2012年4月1日

1 与那城幼稚園 978-3130 978-3130 〒904-2304 与那城屋慶名468番地1 幸 喜 徹 國 吉 貴 子 1974年4月1日

2 南原幼稚園 978-4200 978-4200 〒904-2311 勝連南風原279番地1 新 城 剛 仲 本 美 和 1968年7月1日

3 津堅幼稚園 978-2141 978-2141 〒904-2317 勝連津堅1327番地2 1972年4月1日

4 具志川幼稚園 973-5241 973-5241 〒904-2223 具志川3133番地 水 流 伸 夫 伊 波 ひ ろ み 1966年7月1日

5 高江洲幼稚園 973-5238 973-5238 〒904-2242 高江洲118番地1 平 田 治 子 池 原 昌 子 1970年4月1日

6 赤道幼稚園 973-1217 973-1217 〒904-2245 赤道921番地 城 間 修 司 玉 木 利 奈 1980年4月1日
※各学校の創立年月日は「沖縄県公立小学校変遷史」（沖縄県教育委員会　平成6年1月）等から作成。

稲 福 盛 也 1946年2月20日12 田場小学校

令和4年5月1日現在　

973-3364 974-7132 〒904-2213 田場876番地

休　　　　園

３３　　ううるるまま市市立立幼幼稚稚園園・・小小学学校校・・中中学学校校一一覧覧



学年 学年

種別 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数 種別 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数 男 女 合計 学級数

普通 27 42 69 2 34 34 68 2 32 33 65 2 25 34 59 2 36 23 59 2 32 34 66 2 186 200 386 12 普通 63 71 134 4 49 70 119 4 67 65 132 4 179 206 385 12

特別 3 0 3 1 0 1 1 1 2 4 1 5 6 2 8 3 2 5 18 6 24 5 特別 10 3 13 3 3 6 5 1 6 18 7 25 4

合計 30 42 72 2 35 34 69 2 33 34 67 2 29 35 64 2 42 25 67 2 35 36 71 2 204 206 410 17 合計 73 74 147 4 52 73 125 4 72 66 138 4 197 213 410 16

普通 31 30 61 2 36 36 72 3 32 32 64 2 39 27 66 2 24 33 57 2 31 25 56 2 193 183 376 13 普通 50 55 105 3 58 50 108 4 55 52 107 4 163 157 320 11

特別 2 0 2 6 0 6 1 2 3 4 1 5 3 2 5 8 5 13 24 10 34 6 特別 4 3 7 4 0 4 9 8 17 17 11 28 5

合計 33 30 63 2 42 36 78 3 33 34 67 2 43 28 71 2 27 35 62 2 39 30 69 2 217 193 410 19 合計 54 58 112 3 62 50 112 4 64 60 124 4 180 168 348 16

普通 63 59 122 5 59 64 123 5 54 60 114 4 67 46 113 4 52 59 111 4 63 47 110 4 358 335 693 26 普通 5 7 12 1 5 7 12 1 8 5 13 1 18 19 37 3

特別 2 3 5 8 2 10 4 2 6 10 3 13 8 0 8 6 1 7 38 11 49 8 特別 3 2 5 3 1 4 1 0 1 7 3 10 2

合計 65 62 127 5 67 66 133 5 58 62 120 4 77 49 126 4 60 59 119 4 69 48 117 4 396 346 742 34 合計 8 9 17 1 8 8 16 1 9 5 14 1 25 22 47 5

普通 8 7 15 1 6 9 15 1 8 7 15 1 11 10 21 1 8 4 12 1 7 7 14 1 48 44 92 6 普通 2 1 3 0.5 1 1 2 0.5 1 1 2 1 4 3 7 2

特別 0 0 0 2 1 3 3 0 3 3 0 3 1 0 1 1 3 4 10 4 14 2 特別 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1

合計 8 7 15 1 8 10 18 1 11 7 18 1 14 10 24 1 9 4 13 1 8 10 18 1 58 48 106 8 合計 2 1 3 0.5 1 2 3 0.5 1 1 2 1 4 4 8 3

普通 41 42 83 3 21 47 68 2 40 35 75 3 32 33 65 2 35 49 84 3 38 38 76 3 207 244 451 16 普通 84 74 158 5 84 93 177 6 84 109 193 6 252 276 528 17

特別 5 1 6 1 3 4 2 2 4 6 0 6 7 4 11 5 1 6 26 11 37 7 特別 8 4 12 16 6 22 7 3 10 31 13 44 8

合計 46 43 89 3 22 50 72 2 42 37 79 3 38 33 71 2 42 53 95 3 43 39 82 3 233 255 488 23 合計 92 78 170 5 100 99 199 6 91 112 203 6 283 289 572 25

普通 25 22 47 2 23 21 44 2 18 19 37 2 19 23 42 2 15 30 45 2 29 26 55 2 129 141 270 12 普通 6 14 20 1 13 19 32 1 20 11 31 1 39 44 83 3

特別 2 0 2 1 1 2 2 0 2 1 0 1 3 0 3 3 0 3 12 1 13 4 特別 0 0 0 3 0 3 0 3 3 3 3 6 3

合計 27 22 49 2 24 22 46 2 20 19 39 2 20 23 43 2 18 30 48 2 32 26 58 2 141 142 283 16 合計 6 14 20 1 16 19 35 1 20 14 34 1 42 47 89 6

普通 28 25 53 2 20 21 41 2 26 28 54 2 25 27 52 2 26 28 54 2 27 28 55 2 152 157 309 12 普通 117 135 252 8 121 127 248 8 130 120 250 8 368 382 750 24

特別 2 0 2 1 0 1 6 0 6 7 2 9 6 0 6 0 1 1 22 3 25 5 特別 9 7 16 10 7 17 13 7 20 32 21 53 7

合計 30 25 55 2 21 21 42 2 32 28 60 2 32 29 61 2 32 28 60 2 27 29 56 2 174 160 334 17 合計 126 142 268 8 131 134 265 8 143 127 270 8 400 403 803 31

普通 20 16 36 2 18 10 28 1 13 15 28 1 16 18 34 1 20 18 38 2 17 17 34 1 104 94 198 8 普通 118 108 226 7 123 112 235 7 122 115 237 7 363 335 698 21

特別 0 2 2 1 0 1 6 0 6 1 3 4 3 0 3 0 1 1 11 6 17 3 特別 6 2 8 12 1 13 7 1 8 25 4 29 6

合計 20 18 38 2 19 10 29 1 19 15 34 1 17 21 38 1 23 18 41 2 17 18 35 1 115 100 215 11 合計 124 110 234 7 135 113 248 7 129 116 245 7 388 339 727 27

普通 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.5 0 0 0 0 0 1 1 0.5 1 0 1 1 2 1 3 2 普通 84 91 175 5 90 82 172 5 81 94 175 5 255 267 522 15

特別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 特別 6 0 6 9 3 12 9 1 10 24 4 28 5

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.5 0 0 0 0 0 1 1 0.5 1 0 1 1 2 1 3 2 合計 90 91 181 5 99 85 184 5 90 95 185 5 279 271 550 20

普通 34 28 62 2 35 26 61 2 35 32 67 2 26 22 48 2 25 44 69 2 33 29 62 2 188 181 369 12 普通 81 71 152 5 70 72 142 5 86 88 174 5 237 231 468 15

特別 5 3 8 4 2 6 3 0 3 4 0 4 3 0 3 6 2 8 25 7 32 5 特別 7 6 13 9 1 10 7 3 10 23 10 33 5

合計 39 31 70 2 39 28 67 2 38 32 70 2 30 22 52 2 28 44 72 2 39 31 70 2 213 188 401 17 合計 88 77 165 5 79 73 152 5 93 91 184 5 260 241 501 20

普通 49 56 105 4 73 70 143 5 55 58 113 4 63 58 121 4 75 59 134 4 51 46 97 3 366 347 713 24 普通 610 627 1,237 40 614 633 1,247 42 654 660 1,314 42 1,878 1,920 3,798 123

特別 6 5 11 4 0 4 6 1 7 8 3 11 4 2 6 8 3 11 36 14 50 8 特別 53 27 80 69 23 92 58 27 85 180 77 257 46

合計 55 61 116 4 77 70 147 5 61 59 120 4 71 61 132 4 79 61 140 4 59 49 108 3 402 361 763 32 合計 663 654 1,317 40 683 656 1,339 42 712 687 1,399 42 2,058 1,997 4,055 169

普通 31 32 63 2 45 34 79 3 38 34 72 3 29 41 70 2 37 46 83 3 38 45 83 3 218 232 450 16

特別 0 3 3 7 1 8 6 2 8 4 3 7 1 1 2 7 0 7 25 10 35 6 ※※本本一一覧覧表表はは、、学学校校基基本本調調査査ととはは異異ななるる統統計計でですす。。 ううるるまま市市教教育育委委員員会会学学務務課課

合計 31 35 66 2 52 35 87 3 44 36 80 3 33 44 77 2 38 47 85 3 45 45 90 3 243 242 485 22

普通 75 63 138 5 76 59 135 5 65 73 138 4 63 68 131 4 62 63 125 4 63 79 142 5 404 405 809 27

特別 10 4 14 6 4 10 3 2 5 5 5 10 6 2 8 4 1 5 34 18 52 7

合計 85 67 152 5 82 63 145 5 68 75 143 4 68 73 141 4 68 65 133 4 67 80 147 5 438 423 861 34

普通 25 25 50 2 21 21 42 2 23 28 51 2 22 22 44 2 28 24 52 2 33 20 53 2 152 140 292 12

特別 0 1 1 1 1 2 1 0 1 3 3 6 2 0 2 4 0 4 11 5 16 4

合計 25 26 51 2 22 22 44 2 24 28 52 2 25 25 50 2 30 24 54 2 37 20 57 2 163 145 308 16

普通 61 58 119 4 50 57 107 4 53 50 103 3 47 45 92 3 50 55 105 3 52 54 106 3 313 319 632 20

特別 3 2 5 6 2 8 4 2 6 7 7 14 10 2 12 7 5 12 37 20 57 9

合計 64 60 124 4 56 59 115 4 57 52 109 3 54 52 106 3 60 57 117 3 59 59 118 3 350 339 689 29

普通 55 57 112 4 62 46 108 4 75 51 126 4 42 37 79 3 40 44 84 3 39 52 91 3 313 287 600 21

特別 6 2 8 7 3 10 7 1 8 8 2 10 2 2 4 7 4 11 37 14 51 4

合計 61 59 120 4 69 49 118 4 82 52 134 4 50 39 89 3 42 46 88 3 46 56 102 3 350 301 651 25

普通 69 69 138 5 74 57 131 5 57 70 127 4 57 66 123 4 77 69 146 5 60 69 129 4 394 400 794 27

特別 10 2 12 4 1 5 8 1 9 7 0 7 2 1 3 6 2 8 37 7 44 7

合計 79 71 150 5 78 58 136 5 65 71 136 4 64 66 130 4 79 70 149 5 66 71 137 4 431 407 838 34

普通 54 43 97 4 47 34 81 3 38 50 88 3 37 48 85 3 43 39 82 3 45 51 96 3 264 265 529 19

特別 3 0 3 7 2 9 5 3 8 4 0 4 3 4 7 3 1 4 25 10 35 6

合計 57 43 100 4 54 36 90 3 43 53 96 3 41 48 89 3 46 43 89 3 48 52 100 3 289 275 564 25

普通 696 674 1,370 51 700 646 1,346 51 663 675 1,338 46.5 620 625 1,245 43 653 688 1,341 47.5 659 667 1,326 46 3,991 3,975 7,966 285

特別 59 28 87 67 23 90 68 19 87 86 33 119 70 22 92 78 32 110 428 157 585 96

合計 755 702 1,457 51 767 669 1,436 51 731 694 1,425 46.5 706 658 1,364 43 723 710 1,433 47.5 737 699 1,436 46 4,419 4,132 8,551 381

４　令和4年度　うるま市立学校在籍一覧表（小学校・中学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年５月１日現在

学校名
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合　　計

学校名
１年生 ２年生 ３年生 合　　計

1 宮森小学校 1 石川中学校

2 城前小学校 2 伊波中学校

3 伊波小学校 3 彩橋中学校

4 彩橋小学校 4
津堅中学校

１・2年複式学級

5 与那城小学校 5 与勝中学校

6 南原小学校 6 与勝第二中学校

7 勝連小学校 7 あげな中学校

8 平敷屋小学校 8 具志川中学校

9
津堅小学校
3.5年複式学級

9 高江洲中学校

10 川崎小学校 10 具志川東中学校

11 天願小学校 合　　計

12 あげな小学校

13 田場小学校

15 兼原小学校

14 具志川小学校

合　　計

16 高江洲小学校

17 中原小学校

18 赤道小学校
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 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 付 曜  付 曜  付 曜  付 曜  付 曜  付 曜  付 曜  付 曜  付 曜  付 曜  付 曜  付 曜 

 金  育委員会辞令交付式  日
うるままるごと文化祭

( 音楽祭 )  水  金
うるま市民総決起大会

(  支セ )  月  木 ２学期始業式  土  火  木  日 元日  水
うるま市 育月間 
　～ 28 日

 水 県立高校卒業式

2 土 2 月 2 木 2 土 2 火 2 金 2 日
音楽発表会
( 天小 )

2 水 2 金 2 月 振替休日 2 木 2 木 市P連理事会⑥

3  3 火 憲法記念日 3 金 3 日 3 水
うるま市｢少年の主張

大会｣ ( 予備日 ) 3 土 3 月 3 木
文化の日 

文化祭 ( 高中 ) 3 土 3 火 3 金
 育実践グランプリ 

表彰式・実践発表 3 金

4 月 4 水 みどりの日 4 土
地区総合体育大会

( 中体連 ) 4 月 4 木 4 日 4 火 4 金 4 日
学習発表会 (津小中) 
サッカー交流大会
( 市スポ少 )

4 水 仕事始め 4 土
【仮】生涯学習フェスティバル

( 生学ス振 ) 4 土

5 火 5 木 こどもの日 5 日
地区総合体育大会

( 中体連 ) 5 火 5 金 5 月 5 水 5 土
演劇集団 ｢こかげ｣

定期公演 5 月 5 木 5 日
【仮】生涯学習フェスティバル

( 生学ス振 ) 5 日
あやはし海中ロード

レース大会

6 水 幼稚園入園式 6 金 6 月 6 水 6 土 6 火 6 木 6 日
運動会 ( 彩小中 , 天小 , 与小 , あ小 ,
赤小 , 兼小 ) 
学習発表会(与二中) 文化祭(石中) 
運動会 ( 市スポ少 ) 
演劇集団 ｢こかげ｣ 定期公演

6 火 6 金 ３学期始業式 6 月 旧十六日 6 月

7 木
１学期始業式 
中学校入学式 
沖展選抜展

7 土
北部ブロック軟式野球
交流大会 ( 県スポ少 ) 
リーダー研修 ( 市女連 )

7 火 7 木 7 日
親子カヌー体験 室
( 生学ス振 )

7 水 7 金 7 月 7 水 7 土 7 火 7 火

8 金
小学校入学式 
沖展選抜展

8 日
北部ブロック軟式野球
交流大会 ( 県スポ少 ) 
リーダー研修 ( 市女連 )

8 水 市P連理事会② 8 金 8 月 8 木
市スポーツ少年団
指導者研修会

8 土
市民体力テスト(生学ス振)

体育祭（与中） 

市P 童話・お話・意見発表大会
8 火 8 木 8 日

[仮称]20歳のつどい

( 生学ス振 ) 8 水 8 水 県立高校入試

9 土 沖展選抜展 9 月 9 木 9 土 9 火 9 金 9 日
全島獅子舞フェスティバル 

運動会(津小中 ) 

体育祭(あ中,具中) 

陸上競技県民大会選考会 ( 市体協 )

9 水 9 金 9 月 成人の日 9 木 9 木 県立高校入試

 0 日 沖展選抜展  0 火 市P連理事会①  0 金  0 日  0 水 旧盆 ( ウンケー )  0 土  0 月 スポーツの日  0 木  0 土  0 火  0 金
中頭地区学力向上実践

推進大会 ( 指導課 )  0 金

  月   水   土
地区総合体育大会

( 中体連 )   月   木
山の日 
旧盆 ( ナカビ )

  日
うるま市･盛岡市中学生
交流事業 ( 生学ス振 ) 
バレーボール大会(市スポ少)

  火   金
うるま市民総合文化祭

( 展示の部 )   日
学習発表会
( 宮小 , 川小 )

  水   土 建国記念の日   土 中学校卒業式

 2 火  2 木  2 日  2 火  2 金 旧盆 ( ウークイ )  2 月
うるま市･盛岡市中学生

交流事業 ( 生学ス振 )  2 水  2 土
うるま市民総合文化祭

( 展示の部 )  2 月  2 木  2 日 新春芸術祭  2 日 中学校卒業式

 3 水  3 金  3 月  3 水  3 土  3 火  3 木  3 日
平宮護岸ｱｰﾄｺﾝｸｰﾙ (生学ス振) 
文化祭 ( 伊中 ) 
市民総合文化祭 ( 展示の部)
運動会（予備日）（市スポ少）

 3 火  3 金  3 月  3 月

 4 木  4 土
北部ブロック軟式野球

交流大会 ( 県スポ少 )  4 火  4 木  4 日  4 水 市P連理事会③  4 金  4 月  4 水  4 土  4 火
県学力到達度調査
( 小 )

 4 火

 5 金
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

 5 日
定期総会
( 市子連 )

 5 水  5 金
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

 5 月  5 木  5 土 うるま祭り  5 火  5 木  5 日  5 水
県学力到達度調査
( 中 )

 5 水

 6 土  6 月  6 木  6 土
市学童水泳大会 ( 生学ス振 ) 
市民総合文化祭 ( 舞台の部 ) 
宿泊研修会 ( 市スポ少 )

 6 火  6 金
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

 6 日
うるま祭り 
子ども会芸能祭り(市子連) 
運動会 ( 宮小,南小 ,勝小)

 6 水 市P連理事会④  6 金
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

 6 月  6 木  6 木

 7   7 火  7 金
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

 7 日
市民総合文化祭(舞台の部) 
宿泊研修会 ( 市スポ少 ) 
ｲﾝﾘｰﾀﾞー､JL､育成者事前研修会(市子連)

 7 水  7 土  7 月  7 木  7 土
市産業まつり 
うるま市･盛岡市中学生交流事業
( 生学ス振 ) ～ 20 日 
九州 PTA・沖縄大会

 7 火 市P連理事会⑤  7 金
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

 7 金
幼稚園卒園式 
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

 8 月  8 水  8 土  8 月 海の日  8 木  8 日 運動会 ( 中小 )  8 火  8 金
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

 8 日
市産業まつり 
九州 PTA・沖縄大会 
駅伝競走大会 ( 市体協 )

 8 水
｢ありがとうの手紙｣

表彰式 (青少協 )  8 土  8 土

 9 火  9 木  9 日  9 火  9 金  9 月 敬老の日  9 水  9 土  9 月  9 木  9 日 おきなわマラソン  9 日

20 水 20 金
｢少年を守る日｣
夜間街頭指導

20 月 20 水 １学期終業式 20 土 うるま市子ども文化祭 20 火 20 木 20 日
学習発表会 (勝小 ) 
平宮護岸アートコンクール
( 予備日 )

20 火 20 金
沖縄 育版画コンクール
特選作品展 
｢少年を守る日｣夜間街頭指導

20 月 20 月

2 木 2 土
定期総会
( 市 P 連 )

2 火 2 木 2 日 2 水 2 金 2 月 2 水 2 土
沖縄 育版画コンクール

特選作品展 2 火 2 火 春分の日

22 金 22 日 22 水 22 金 22 月 22 木 22 土
うるま祭り
( 予備日 )

22 火 22 木 22 日
旧正月
沖縄 育版画コンクール特選作品展
音楽発表会（あ小） 
学習発表会 ( 高小 ,南小 , 赤小 ,
田小 , 平小 )

22 水 22 水

23 土
定期総会
( 市女連 )

23 月 23 木 沖縄慰霊の日 23 土
｢しまくとぅば語やびら｣

うるま市大会 23 火 23 金 秋分の日 23 日
うるま祭り ( 予備日 ) 
学習発表会 ( 中小 )
運動会(伊小,平小,具小)

23 水 勤労感謝の日 23 金 ２学期終業式 23 月 23 木 天皇誕生日 23 木 小学校卒業式

24  
体力テスト
( 市スポ少 )

24 火 24 金 24 日 24 水 24 土 中学地区陸上競技大会 24 月 24 木 24 土
市産業まつり
( 予備日 )

24 火 24 金 24 金 小・中学校修了式

25 月 25 水 25 土
平和学習
( 市女連 )

25 月 25 木 25 日
JL&育成者研修会
(市子連) 
市女連フリーマーケット

25 火 25 金 25 日
市産業まつり
( 予備日 )

25 水 25 土 25 土

26 火
評議員会
( 市体協総会 )

26 木 26 日 26 火 26 金 日 P・山形大会 26 月 26 水 26 土
沖縄県民体育大会 陸上
競技等 
市女連文化展

26 月 26 木
文化財防火デー 

市 P 連事務研修② 26 日
学習発表会
(城小 )

26 日
ジュニアオーケストラ

定期演奏会

27 水 27 金 27 月 27 水
うるま市｢少年の主張
大会｣ (青少協 ) 
市 P 連事務研修①

27 土
市エイサーまつり 

日 P・山形大会 27 火 27 木 27 日
沖縄県民体育大会 陸上
競技等 
市女連文化展

27 火 27 金 27 月 27 月

28 木 28 土
親子ホタルウォッチング

( 生学ス振 ) 28 火 28 木
 育講演会
( 指導課 )

28 日 市エイサーまつり 28 水 28 金 28 月 28 水 仕事納め 28 土 28 火 28 火

29 金
昭和の日 

うるままるごと文化祭 29 日 29 水 29 金 29 月 29 木 29 土 中学地区駅伝競走大会 29 火 29 木 29 日
学習発表会
(与小,伊小,具小,兼小) 
駅伝大会 ( 市スポ少 )

29 水

30 土
令和4年成人式(生学ス振) 
うるままるごと文化祭
( 音楽祭 )

30 月 30 木 30 土
ｲﾝﾘｰﾀﾞー ､JL､育成者宿泊
本研修会 ( 市子連 ) 30 火 30 金 30 日

運動会(高小,川小,

田小 ,城小 ) 30 水 30 金 30 月 30 木

3 火 3 日
ｲﾝﾘｰﾀﾞー ､JL､育成者宿泊
本研修会 ( 市子連 ) 3 水 3 月 3 土 3 火 3 金

 育委員会退職者

辞令交付式 (合同)

※毎月第３土曜は「沖縄地域 育の日」です。　※毎月第３金曜日「少年を守る日」に夜間街頭指導を実施しております。多くの方のご参加・ご協力をお願いします。(  育支援センター☎９２３－７１５８)
※公民館講座は、５月～ 12月に各地区公民館にて実施します。詳細は『広報うるま』等をご覧ください。 ※連絡先：うるま市 育委員会 ( 生涯学習スポーツ振興課☎９８９－３１１０)　( 文化振興センター☎９２３－１５７１)
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5　令和 4年度うるま市教育委員会・関係団体等　行事予定表



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊波メンサー織 

受
け
継
が
れ
る
う
る
ま
市
の
伝
統 

～
伊
波
に
の
み
残
る
稀
有
な
職
技
能
～ 

伊波メンサー保存会の活動風景 

写真提供：うるま市教育委員会文化財課 

無形民俗文化財 

うるま市の教育 
令和 4年度 

発行年月  令和 4年 9月 

発  行  うるま市教育委員会 

印  刷  赤道印刷 有限会社 

TEL 098-973-3383 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊
波
メ
ン
サ
ー
織 

無
形
民
俗
文
化
財 

伊波メンサーは、伊波集落に古くから伝わる織物

で、琉球王国時代に南方貿易で伝わったとされてい 

ます。一般的な織具を使わず、竹や木などの身近に 

あるものを利用して作る原始的な技法が特徴で、 

県内にも類例がなく伊波集落にのみ残る貴重な技法 

です。持ち運びが容易なことから、昔は家の裏庭や 

庭先、道端等に織具を持ち出し、女性や幼女が気軽 

にメンサーを織っている姿が見られたそうです。 

現在は、伊波メンサー保存会が発足され、毎年数 

名の研修生を育成し、技術の継承が行われています。 

また、数年前からは、伊波メンサー織を取り入れた 

名刺入れや、財布などの小物類も製作され、製品販 

売にも取り組んでいます。 

指定日：昭和 63 年 11 月 15 日 


